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第 1 部: everRun ユーザガイド

『everRunユーザガイド』では、everRunシステムの概要およびシステムをインストールして使用する

方法について説明します。

運用モードおよびストレージとネットワークアーキテクチャを含むシステムの説明については、次を参照

してください。

l 「everRunシステムの概要」

計画とインストールに関する情報は、次を参照してください。

l 「作業の開始」

次のトピックでは、everRunシステムを管理する方法について説明します。

l 「everRun可用性コンソールを使用する」

l 「everRunソフトウェアをアップグレードする」

l 「論理ディスクを管理する」

l 「物理マシンを管理する」

l 「仮想マシンを管理する」

l 「物理マシンのメンテナンスを行う」



第 1 章: everRun システムの概要

everRunシステムの概要については、次のトピックを参照してください。

l 「everRunシステムの概要」

l 「運用モード」

l 「everRunのストレージアーキテクチャ」

l 「ネットワークアーキテクチャ」

l 「システム使用の制限事項」

everRun システムの概要

everRunシステムは、ハードウェア障害が発生した場合にデータを失うことなく継続して運用する機能を

提供します。システムの機能と容量の説明については、次を参照してください。

l 「everRunシステムの説明」

l 「物理マシンと仮想マシン」

l 「管理操作」

l 「アラート」

l 「リモートサポート」

l 「Lights-Out Management (LOM)」

l 「サードパーティ製の管理ツール」
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everRun システムの説明

everRunソフトウェアにより、2台の個別のeverRunコンピュータが単一の高可用性システムまたは

フォールトトレラントシステムとして機能するようになります。これらの各コンピュータのことを物理マ

シン(PM)またはノードと呼びます。

両方のPMが次のようになります。

l 同じホストオペレーティングシステム(CentOS) を実行します。

l 同じデータ、メモリ、およびストレージを含んでいます(2台のPMは直接イーサネットリンク経由

で同期されます)。

l サポートされるゲストオペレーティングシステムを実行する仮想マシンをサポートします。

PMには次の要件が課されます。

l CPUが互換であること。

l everRunシステムのハードウェア要件を満たしていること。詳細については、「物理マシンのシス

テム要件」および「システム要件の概要」を参照してください。

2台のPMのデータとメモリの内容は直接イーサネットリンク経由で同期されます。ネットワークへのその

他のイーサネット接続が、仮想マシンおよび管理操作をサポートします。

関連トピック

「システム要件の概要」

「対応しているゲストオペレーティングシステム」

「ネットワークアーキテクチャ」

物理マシンと仮想マシン

everRunシステムは、2台の物理マシン(PM)、つまりノード上で実行される冗長な仮想マシン(VM)を作

成することによって、アプリケーションを透過的に保護します。

everRun管理ソフトウェアは保護されたVM (PVM)を新しく作成できます。また、既存のVMを他の環境

からインポートして、保護されたVMに変換することもできます。管理ソフトウェアは、選択したVMと同

一のインスタンスを2番目のホストPMに作成することで、VMにFTクラスの保護を提供します。システ

ム管理者は、everRun可用性コンソールと呼ばれる個別のブラウザベースの管理コンソールを使用して、

この単一のエンティティを管理します。

2台のホストPMに存在するコンピューティングリソースの冗長性は、アプリケーションやユーザには認識

されません。アプリケーションに対しては1つのホスト名、VMに提示される各ネットワークにつき1つの
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管理操作

MACアドレス、そしてVMに提示される各VMネットワークにつき1つのIPアドレスのみが使用されま

す。システム管理者は、物理サーバに読み込むのと同じ方法で、保護されたVM (PVM)上でアプリケー

ションの読み込みと構成を行います。ディスクやネットワークデバイスで故障や障害が発生した場合、ソ

フトウェアは運用継続のためにI/Oをペアの残りのホストPMに自動的にリダイレクトします。障害が修復

されるまでは冗長性が失われますが、VMは通常どおりの運用を継続できます。アプリケーションは、何も

問題が発生していないかのように継続して実行されます。冗長性、フォールト検知、特定、そして管理の各

機能性は、Windows やLinux環境およびそこで実行されているアプリケーションに対して完全に透過的に

処理されます。同様にPMの修復も透過的かつ自動的に行われます。PMで障害の起きたコンポーネントが

修復されると、ソフトウェアはその修復済みのコンポーネントを保護された環境に自動的に取り入れて、

透過的に冗長性を復元します。

関連トピック

「everRun可用性コンソールを使用する」

「[物理マシン]ページ」

「[仮想マシン]ページ」

管理操作

everRunシステムに対するすべての管理操作は、everRun可用性コンソールから実行できます。このブラ

ウザベースのインタフェースを使用して、システム全体および個々の物理マシン(PM)、仮想マシン

(VM)、およびその他のリソースにアクセスできます。詳細については、「everRun可用性コンソール」

を参照してください。

アラート

everRunシステムのアラートメッセージは、システム管理者に対処が必要な項目について通知します。た

とえば以下のような項目があります。

l 実行する必要のある構成タスク

l システムの運用状態に関する通知

l 対処が必要なシステムの問題

アラートメッセージとその説明を表示するには、左側のナビゲーションパネルで [ダッシュボード]をク

リックします。アラートログを表示するには、左側のナビゲーションパネルで [アラート]をクリックしま

す。
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次のアイコンはそれぞれアラートメッセージの状態を示します。

情報目的

正常またはOKの状態

軽度、警告、または一貫しない状態

中程度の状態

破損、故障、または深刻な状態

リモートサポート

everRunシステムのリモートサポート機能にアクセスするには、左側のナビゲーションパネルで [基本設

定]をクリックします。このページで次を選択してサポートおよびプロキシの設定を構成できます。

l サポート構成—Stratus 認定サービス業者によるシステムのリモートサポート機能を許可し、シス

テムがStratus 認定サービス業者に稼動状態およびステータスに関する通知を送信できるようにす

る設定を構成します。詳細については、「リモートサポート設定を構成する」を参照してくださ

い。

l プロキシ構成—インターネットへのアクセスに使用するプロキシサーバを構成できます。詳細につ

いては、「インターネットプロキシ設定を構成する」を参照してください。

Lights-Out Management (LOM)

サーバベンダーによってLOM機能が提供されることがあります。管理者はLOMを使用して、さまざまな

システム管理および運用機能をリモートで実行できます。everRunシステムは、ベンダーサーバ上の

LOMを完全にサポートしています。
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サードパーティ製の管理ツール

サードパーティ製の管理ツール

everRunシステムにサードパーティ製の管理ツールをインストールできます。これには、ベンダーやプ

ラットフォーム固有の管理・モニタリングユーティリティ、企業専用の管理・モニタリングユーティリ

ティ、およびその他各種の管理・モニタリングソフトウェアがあります。以下の点に注意してください。

l 一般的に言って、ホストオペレーティングシステム(CentOS) 上で実行できる管理ツールは

everRunシステムでも実行できます。ただし、CentOSKVMベースの仮想化を管理/モニタリング

するツールは例外となる場合があります。everRunの仮想化を管理/モニタリングするには、付属の

everRun管理ツールを使用してください。

l Stratus では、everRunシステムを展開する前に、インストール済みの管理ツールとシステムが連

携動作することを確認するよう推奨します。

l Stratus では、サードパーティ製管理ツール用としてroot以外のアカウントを設定することをお勧

めします。

l everRunシステムには、インストールの実行時に指定した(または、インタフェースでDHCPを使

用するようインストール時に構成した場合はDHCPサーバから提供された) IPアドレスを使用し

て、管理ネットワーク経由でアクセスできます。

l サードパーティ製の管理ツールを物理マシン(PM)のホストオペレーティングシステムにインス

トールしていて、後日PMの交換が必要となった場合、交換PMにツールを再インストールする必要

があるので注意してください。

ホストオペレーティングシステムへのアクセスに関する情報は、「ホストオペレーティングシステムに

アクセスする」を参照してください。

関連トピック

「作業の開始」

「システムリファレンス情報」

運用モード

everRunシステムには、VMにユーザ定義の可用性レベルを設定するための運用モードが2つあります。

l 「高可用性運用」

l 「フォールトトレラント運用」

HA運用とFT運用はどちらも物理マシン(PM)のペアを使用することで、特定レベルの冗長性を提供しま

す。
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Stratus では、HA運用とFT運用の両方でクォーラムサービスを構成することをお勧めします。クォーラ

ムサービスによって、HA運用やFT運用のペアを構成する両方のPMが互いに独立して動作する"スプ

リットブレーン"状態の発生を防ぐことができます。詳細については、「クォーラムサーバ」を参照して

ください。

高可用性運用

everRunソフトウェアではユーザがVMに定義できる可用性レベルとして高可用性(HA) とフォールトト

レラント(FT) の2つが用意されています。

HA運用では、everRunソフトウェアが大半のハードウェア障害を自動的に検知してその場所を特定し、

対処することにより、アプリケーションを継続して実行できるようにします。HAのリモートサポートテ

クノロジによって、ソフトウェアがStratus サポートセンターにさまざまな問題について通知を行い、障

害のタイプとその正確な場所を知らせます。このように自動障害検知、特定、リモートサポートの各テク

ノロジを組み合わせることで、専門知識を持つサポート技術者へのアクセスと迅速な問題解決が確実になり

ます。

VMの可用性レベルの選択は、everRun可用性コンソールを使用してVMを作成またはインポートすると

きに行います。

有効にした場合、HA運用は基本的なフェールオーバーと復旧機能が提供されます。一部の障害では復旧と

HA運用の復元のために(自動の) VMリブートが必要です。

l CPU、メモリ、I/O、その他の物理マシン(PM)の障害によるダウンタイムをほぼゼロにします。

l IT担当者が介入することなく障害に対処できます。

l すべてのコンポーネントに継続したアクティブな有効性確認機能を提供します。

l 冗長性と回復性が常に保証されます。

HAは、数分程度の中断がときおり発生しても支障のないアプリケーションに適しています。

関連トピック

「[仮想マシン]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」
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フォールトトレラント運用

everRunソフトウェアではユーザがVMに定義できる可用性レベルとして高可用性(HA) とフォールトト

レラント(FT) の2つが用意されています。FT運用では、障害発生時にもダウンタイムなしに継続してア

プリケーションが実行されます。FTは、最高レベルの可用性を必要とするアプリケーションに使用しま

す。

VMの可用性レベルの選択は、everRun可用性コンソールを使用してVMを作成またはインポートすると

きに行います。

FT運用ではeverRunソフトウェアが、2台の物理マシン(PM)で実行されるVM用に冗長な環境を作成す

ることによりアプリケーションを透過的に保護します。everRunソフトウェアは、選択したVMと同一の

インスタンスを2台目のホストPMに作成して、VMにFTクラスの保護を提供します。

FT運用を有効にした場合、VMはすべての障害から透過的に保護され、ダウンタイムが発生することはあ

りません。また、FTでは次のメリットも得られます。

l CPU、メモリ、I/O、その他の物理マシン(PM)の障害によるダウンタイムが一切なくなります。

l IT担当者が介入しなくても障害に対処できます。

l データの損失がなくなります。

l すべてのコンポーネントに継続したアクティブな有効性確認機能を提供します。

l 完全な冗長性と回復性が常に保証されます。

関連トピック

「[仮想マシン]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

SplitSite 構成

"SplitSite 構成"は、2つの別々のサイトにある2台の物理マシンを接続します。これはディザスタトレラ

ントな展開方法で、ハードウェアの冗長性だけでなく、それを含む物理的なコンピュータ室や建物の冗長性

も維持されます。地理的に離れているため、SplitSite 構成にはコンポーネント配置の入念な計画と、より

複雑なネットワークトポロジが必要とされます。SplitSite 構成の場合、クォーラムサービスを使用する

よう、Stratus では強く推奨します。SplitSite 構成では A-Link ネットワークが他の障害発生シナリオ

にさらされる可能性があります。

SplitSite 構成のネットワークの必要条件の一覧は、「ネットワークの要件を満たす」に記載されていま

す。
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SplitSite とクォーラムサービス

SplitSite 構成では、クォーラム展開に推奨されるベストプラクティス(「クォーラムサーバ」および

「クォーラムサーバの場所を決めて作成する」を参照)に従って、2台のクォーラムサービスコンピュー

タを構成します。すべてのSplitSite 構成において、優先クォーラムサービスコンピュータは第3のファシ

リティに配置し、代替コンピュータは第4サイトに配置します(第3サイトに配置する場合には適切な場所

を選択してください)。これらのネットワークは相互に接続されています。

クォーラムサービスコンピュータはできる限り分離する必要があります。両方を同じ(つまり第3の)サイ

トに配置しなければならない場合、各コンピュータが同じ電源に依存しないように気を付ける必要がありま

す。

また、everRun PMとクォーラムサービスコンピュータ間の物理的な接続が、もう片方のPMのサイトを

経由しないようにします。

クォーラムサービスコンピュータをeverRun PMの一方と同じサイトに配置することによって、データの

整合性が確保されます。ただしその場合、発生したサイト障害によっては、手動で復旧されるまでVMを

シャットダウンする必要が出てきます。

管理ネットワークはeverRunのPMとクォーラムサービスコンピュータを物理的に接続します。これが

正しく機能するためには各everRun PMが異なるゲートウェイを使用してクォーラムサービスコンピュー

タにアクセスするよう、PMを構成する必要があります。2台のPMが同じゲートウェイを経由してクォー

ラムサービスコンピュータにアクセスする場合、障害時にデータの整合性が確保されます。ただしその場

合、発生したサイト障害によっては、手動で復旧されるまでVMをシャットダウンする必要が出てきます。

関連トピック

「SplitSite 構成を作成する」

「ネットワークアーキテクチャ」

クォーラムサーバ

"クォーラムサービス"は、2台のサーバ(物理マシンまたはPM)とは別個のサーバ上に展開する、

Windows オペレーティングシステムベースのサービスです。クォーラムサーバによってデータの整合性

が保証され、everRun環境で特定の障害が生じた場合に自動で再起動する機能が提供されます。 Stratus

では、SplitSite 運用の場合は特に、クォーラムサーバを使用することを推奨します。everRun PMの各ペ

アに0、1、または2台のクォーラムサーバを構成できます。
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クォーラムサーバは、スプリットブレーンを含む複数のネットワーク障害が発生するシナリオでVMの完

全性を確保し、特定の障害発生後に自動で再起動する機能を提供します。クォーラムサーバの通信は管理

ネットワーク経由で行われます。

クォーラムサーバは、SplitSite 構成では特に重要です。SplitSite のベストプラクティスとして、優先

クォーラムコンピュータを第3のファシリティに設置し、代替クォーラムコンピュータは第4ファシリ

ティに設置することが推奨されます。ただし、代替クォーラムサービスコンピュータを優先クォーラムコ

ンピュータと同じファシリティに設置しても、十分な結果は得られます。詳細については、「SplitSite 構

成」を参照してください。

使用できるサイトが2つしかない場合(つまり上記のベストプラクティスによる構成が不可能な場合)で、

一方のPMがダウンしていてもう片方のPMがクォーラムサーバと通信できない場合(たとえばダウンした

PMと同じサイトにある場合)には、スプリットブレーン状態での実行を避けるため、正常なサイトにある

VMは自動的にシャットダウンされます。

関連トピック

「SplitSite 構成を作成する」(クォーラムサーバについての説明)

「クォーラムサーバを構成する」

everRun のストレージアーキテクチャ

everRunシステムではRAIDコントローラがシステムの物理ディスクから論理ディスクを作成します。こ

れらの論理ディスクはストレージグループにまとめられます。論理ディスクにはeverRunシステムのボ

リューム、および仮想マシン(VM)用のボリュームが含まれます。

everRunシステムは内蔵ディスクをサポートします。1つのeverRunシステム内にある2台の物理マシ

ン(PM)はそれぞれ異なるストレージ容量を持つことができますが、システムが利用できるのは、そのうち

小さい方の容量だけです。たとえば、1台のPMでストレージグループ内に1TBの容量があり、もう片方

のPMではその同じストレージグループに2TBの容量がある場合、everRunシステムでそのストレージ

グループ用に利用できるのは1TBに制限されます。

everRunストレージの詳細については、以下のトピックを参照してください。

l 「論理ディスクと物理ディスク」

l 「ストレージグループ」

l 「ボリュームコンテナのサイズを決定する」

l 「ストレージの要件」
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論理ディスクと物理ディスク

everRunシステムではRAIDコントローラがシステムの物理ディスクから論理ディスクを作成します。

everRunソフトウェアは、RAIDコントローラによってオペレーティングシステムに提示される論理ディ

スクにアクセスできます。everRunソフトウェアは新しい論理ディスクおよび論理ディスクの障害を検知

します。論理ディスクの管理にはeverRun可用性コンソールを使用します。詳細については、「論理ディ

スクを管理する」を参照してください。

物理ディスクの管理とモニタリングにはRAIDコントローラを使用する必要があります。RAIDアレイで物

理ディスクを新しく追加したり交換する場合、RAIDコントローラの製造元の要件に従ってください。

関連トピック

「ストレージの要件」

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

ストレージグループ

everRunシステムにおけるストレージグループとは、論理ディスクの集まりを指しています。複数のスト

レージグループがサポートされます。インストール時、everRunソフトウェアはそのインストール先の論

理ディスクのみを含む初期ストレージグループを作成します。インストールが完了した後、既存のスト

レージグループに他のディスクを追加することができます。論理ディスクが空の場合、これを別のスト

レージグループに移動できます。

複数のストレージグループがある場合、ディスクの性能とアプリケーションのパフォーマンス要件を一致

させることができます。たとえば、低速のディスクを1つのストレージグループにまとめ、高パフォーマ

ンスのディスクをもう1つのストレージグループにまとめます。その後、負荷の大きいアプリケーション

を実行するVMのボリュームを、高パフォーマンスのディスクで構成されたストレージグループに割り当

てます。

ストレージグループに関する情報は、everRun可用性コンソールの [ストレージグループ]ページで確認

できます。詳細については、「[ストレージグループ]ページ」を参照してください。

関連トピック

「ストレージの要件」

「新しいストレージグループを作成する」

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

10/563ページ



ボリュームコンテナのサイズを決定する

ボリュームコンテナのサイズを決定する

"ボリュームコンテナ"は、ボリュームとそのボリュームに関連付けられているVMスナップショットデー

タを格納するストレージ容量です。

ボリュームコンテナのサイズはVMの作成時に指定できます。スナップショットデータが増えるにつれ

て、ボリュームコンテナのサイズ拡張が必要となることもあります。ボリュームコンテナは拡張できます

が、サイズを小さくすることはできません。

ボリュームコンテナのサイズは次の要因によって左右されます。

l ボリュームサイズ

l スナップショットを取得する場合:

o 保持するスナップショットの数

o スナップショットの対象期間中に変更されるデータの量

注: スナップショットの対象期間中に変更されるデータの量は、アプリケーションによって異な

り、ボリュームコンテナのサイズを決定する際に大きな要因となります。ボリュームコンテナ

の適切なサイズを決定するには、次回のスナップショット取得までにアプリケーションによって

変更されるデータの量を考慮する必要があります。

スナップショットを取得しない場合、ボリュームコンテナのサイズはボリュームのサイズと同じになるこ

ともあります。

スナップショットを取得する場合には、ボリュームコンテナのサイズは、主にスナップショットの対象期

間中にボリュームに書き込まれるデータの量によって決まります。

l 個別のブートディスクを使って作成されたVMや、スナップショットの対象期間中に書き込まれる

データの量が比較的少ないアプリケーションの場合、ボリュームコンテナのサイズをボリュームサ

イズの2.6倍に設定するのが適切です。

l スナップショットの対象期間中に書き込まれるデータの量が中程度のアプリケーションの場合、ボ

リュームコンテナのサイズをボリュームサイズの約3.5倍に設定するのが適切です。

l スナップショットの対象期間中に書き込まれるデータが多いアプリケーションの場合、ボリューム

コンテナのサイズをボリュームサイズの3.5倍より大きな値に設定する必要があります。

ボリュームコンテナのおおよそのサイズを計算するには、次の式を使用できます。

ボリューム コンテナのサイズ = 2 * ボリューム サイズ + [(# 保持するスナップショット数 +

1)* スナップショットのサイズ]
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関連トピック

「everRunシステムのボリュームコンテナを拡張する」

「image-container-resize」

ネットワークアーキテクチャ

イーサネットネットワークによって、システムの2台の物理マシン(PM)、つまりノード間での通信手段が

提供されます。イーサネットネットワークには次の主な種類があります。

l A-Linkネットワークのうち1つは、2台のeverRun PMを接続する"プライベートネットワーク"

(priv0) でなければなりません。詳細については、「A-Linkネットワークとプライベートネット

ワーク」を参照してください。

l "ビジネスネットワーク"は、アプリケーションが既存のネットワークに接続できるようにします。

ビジネスネットワークのうち1つは、"管理ネットワーク"でなければなりません。これは ibiz0、

network0とも呼ばれ、everRun可用性コンソールに接続してクォーラムサーバで使用されます。

詳細については、「ビジネスネットワークと管理ネットワーク」を参照してください。

everRunシステムでは、各PMごとに少なくとも1つのプライベートネットワークと1つの管理ネット

ワークが必要です。

everRunシステムにはネットワークセグメンテーションの検知機構も用意されています。詳細について

は、「ネットワークセグメンテーション違反の検知と修復」を参照してください。

A-Link ネットワークとプライベートネットワーク

すべてのeverRunシステムに、2台の物理マシン(PM)間でプライベート管理トラフィックのためのネッ

トワークが必要です。このプライベートネットワークは"priv0" として参照されます。これはノード間の

物理接続、直接イーサネット接続、またはVLAN接続のいずれかです。priv0はピアノードの検出に使用

され、IPv4ブロードキャストに応答するエンティティを他に構成することはできません。

各システムにはpriv0に加え、PM間におけるデータ複製のパフォーマンスを向上させるA-Linkネット

ワークが含まれます。A-Linkネットワークによって、ディスクの同期、ネットワークの分路、VMのマイ

グレーション、ハートビートチェックの実行、およびフォールトトレラントメモリの同期が可能になりま

す。
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ビジネスネットワークと管理ネットワーク

デフォルトではpriv0は次の状況下においてはA-Linkネットワークの役割も果たします。

l priv0の速度が少なくとも10Gbの場合。

l priv0の速度が10Gb未満であり、システムに(管理リンクを除いて)それ以外の10Gbポートがな

い場合。その場合、priv0を現在A-Linkとして使用しておらず、なおかつ他にもA-Linkが残ってい

る場合には、A-Linkロールを後で削除できます。

priv0は、その速度が10Gb未満であり、なおかつシステムに(管理リンクを除いて)それ以外の10Gb

ポートがない場合、A-Linkのロールを実行できません。ただし、priv0にA-Linkロールを後日割り当てる

ことはできます。

最も単純なpriv0は、各サーバの内蔵イーサネットポートを接続する1つのイーサネットケーブル(クロ

スケーブルまたはストレートケーブル)で構成されます。priv0に単一イーサネットケーブル以外のネッ

トワークデバイスを使用する場合、「SplitSite 構成」を参照してください。

PM間のA-Linkネットワークは直接(つまりpriv0と同じ方法で)接続するか、ネットワークスイッチを経

由して接続します。

必ず冗長なA-Linkネットワークを設定してください。

priv0はeverRunのインストールソフトウェアによって設定されます。また、このソフトウェアは、イン

ストール時に物理的に接続されているすべてのA-Linkネットワークポート用にA-Linkネットワークを設

定します。インストールが完了した後でA-Linkネットワークを設定するには、「追加のネットワークを接

続する」を参照してください(これはネットワークに追加のA-Linkネットワークポートがいくつもある場

合に推奨します)。

関連トピック

「ビジネスネットワークと管理ネットワーク」

「A-Linkネットワークとプライベートネットワークの要件」

「ネットワークアーキテクチャ」

「ネットワーク接続を修正する」

ビジネスネットワークと管理ネットワーク

A-Linkネットワークで使用されるポートおよびプライベートネットワークポートを除き、すべてのイーサ

ネットポートがビジネスネットワークポートと見なされます。これらのポートは、ゲストオペレーティン

グシステムがネットワークに接続するために使用されます。
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ビジネスネットワークの1つである"管理"ネットワークは、everRun可用性コンソールにアクセスして

各種の管理タスクとクォーラムサーバの処理を行います。各PMに、"ibiz0" と呼ばれる管理ネットワーク

が1つあります。

管理ネットワークの設定は、everRunソフトウェアをインストールするときに行います。また、インス

トール時に物理的に接続されているすべてのビジネスネットワークポート用にビジネスネットワークを設

定することもできます。インストールが完了した後でビジネスネットワークを設定するには、「追加の

ネットワークを接続する」を参照してください。

関連トピック

「A-Linkネットワークとプライベートネットワーク」

「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」

「ネットワークアーキテクチャ」

「ネットワーク接続を修正する」

ネットワークセグメンテーション違反の検知と修復

共有ネットワークにおいて、それぞれが外部ネットワークに接続できてもネットワークの両端が互いに通信

できなくなるようなネットワーク障害のことを"ネットワークセグメンテーション違反"と呼びます。

everRunシステムに用意されている"ネットワークセグメンテーション違反の検知機構"は、この違反が

検知された時点で、外部ネットワークとの接続が優れている方のノードにアクティブなVMを配置します。

この機能の一環として、everRunシステムはアクティブなノードとスタンバイノード間でビジネスネット

ワークインタフェースを介してUDPパケットを常時送信します。ネットワークの両側がアクティブなネッ

トワークリンクを維持している間にこのパケットの流れが中断されると、システムのネットワークセグメ

ンテーションロジックによってエラーが検知されます。このエラーシナリオでは、どちらのノードもアク

ティブなネットワーク接続を保っているため、エラーの原因はeverRunシステムの外部のスイッチにあり

ます。

この状況が検知されると、everRunシステムはこのうちどちらの外部接続が優れているかを判断するロ

ジックに基づいて、エラーを処理します。everRunシステムは、ブロードキャスト/マルチキャストの受信

トラフィックを継続的に監視してどちらのノードの受信トラフィックが多いかを判断することにより、エ

ラー処理判定を行います。このエラー条件では、ネットワークトラフィックが多い方のノードでVMが既

にアクティブになっていない場合、everRunシステムはVMネットワークをこのノードにフェールオー

バーします。この違反検知機能ではシステムで通常発生するトラフィックに基づいて判定が行われるので、

ユーザが構成を行う必要はありません。
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システム使用の制限事項

関連トピック

「ネットワークアーキテクチャ」

システム使用の制限事項

次のトピックで説明されている、システム使用に関する制限事項に従ってください。

l 「QEMU」

l 「ホストオペレーティングシステムにアクセスする」

QEMU

Stratus everRunシステムは、ハードウェア仮想化を実行するオープンソースハイパーバイザQEMU

(Quick EMUlator) をサポートします。仮想化に使用する場合、QEMUはゲストコードをホストCPU上で

直接実行し、高レベルのパフォーマンスを実現します。

everRunユーザはQEMUの仮想化エンジンやその構成に変更を加えないでください。

ホストオペレーティングシステムにアクセスする

everRunソフトウェアのインストールを完了した後、PMの物理コンソールを使用するかSSHを使ったリ

モート操作によってホストオペレーティングシステム(CentOS) にアクセスできます。

SSH経由でホストオペレーティングシステムにアクセスする場合、インストールの処理中に指定された

(または、インタフェースでDHCPを使用するようインストール時に構成した場合にはDHCPサーバによ

り提供された)管理用IPアドレスを使用します。「管理IPアドレスを記録する」を参照してください。

注意事項: everRunシステムのCentOSホストオペレーティングシステムを、Stratus 以外の

ソースから更新しないでください。everRunソフトウェアと一緒にインストールされる

CentOSリリースのみを使用してください。

注: ホストオペレーティングシステムにアクセスする際は、PM間で異なる場合があるので、シ

ステムのIPアドレスを使用しないでください。

ルートアカウントのデフォルトパスワードはKeepRunningです。

注: セキュリティ上の理由から、ユーザ名とパスワードを直ちに変更してください。

CentOSでのサードパーティ製管理ツールの使用については、「サードパーティ製の管理ツール」を参照

してください。
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第 2 章: 作業の開始

次のトピックでは、everRunの計画、インストール、およびインストール後のタスクについて説明しま

す。

l 「計画」

l 「ソフトウェアのインストール」

l 「インストール後のタスク」

計画

システム構成の計画に関する情報は、次のトピックを参照してください。

l 「システム要件の概要」

l 「ストレージの要件」

l 「メモリの要件」

l 「全般的なネットワーク要件と構成」

l 「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」

l 「A-Linkネットワークとプライベートネットワークの要件」

l 「everRun可用性コンソールの要件」

l 「対応しているインターネットブラウザ」

l 「電源の要件と考慮事項」

l 「SplitSite 構成を作成する」(お使いの構成に該当する場合)

システム構成を計画したら、「ソフトウェアのインストール」を続けて行います。
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システム要件の概要

everRunシステムには、複数の仮想マシン(VM)をサポートできる2台のx86-64ホストサーバ(物理マ

シン(PM)またはノード)と、everRun可用性コンソールを実行できるリモート管理コンピュータ(つまり

汎用のPC)が1台必要です。

everRun 「システムハードウェア」要件を次にまとめています。ソフトウェアの要件については、「シ

ステムソフトウェア」を参照してください。

システムハードウェア

サポートされるサーバ

Stratus everRunソフトウェアは、RHEL 7.xおよびいずれかの対応プロセッサ(「物理マシンのシステム

要件」に記載)をサポートする、「Red Hat® Linux Hardware Catalog (ハードウェアカタログ)」に一覧

されている任意のシステムで実行できます。

保護された仮想マシン("PVM"、つまりStratus everRunソフトウェアで保護されている仮想マシン)の冗

長サーバとして使用するため、同一のプロセッサが搭載された2台目のコンピュータが必要です。各ホス

トコンピュータのCPUで仮想化用のハードウェアサポートが、ファームウェア(BIOSまたはUEFI) セッ

トアップユーティリティで有効になっている必要があります。

RAM

最小8GBのRAM (物理メモリ)を推奨します。

ディスク容量

内蔵ディスクがサポートされます。各物理マシンにつき少なくとも2つのドライブが必要です。

各内蔵論理ディスクにホストCentOSオペレーティングシステム用として477MBが必要です。また、2

つの内蔵論理ディスクに、ログを含むeverRunシステムデータ用に22GBが必要です。ブートディスク

として利用できるのは内蔵ディスクのみです。VMのブートボリュームに必要とされるディスク領域は、使

用するオペレーティングシステムによって異なります。各VMおよびVMスナップショットのアプリケー

ションとデータ用に追加のストレージが必要です。
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ネットワーク

ネットワーク

最小のネットワーク構成には、A-Linkおよび共有管理/ビジネスリンク用に1つずつ、合計2つのポート

が含まれます。

最適なネットワーク構成では、A-Link用に2つの10-GbEネットワークポート(うち1つはpriv0、つま

りプライベートネットワークとしても機能します)、管理ネットワーク用に1つのネットワークインタ

フェース、およびPVMで必要とされる数のビジネス/稼動用ポートが含まれます。複数のPVMを実行する

予定の場合、A-Linkのペアを追加することを検討します。最大4つのペアがサポートされます。

SplitSite 構成の場合はネットワーク要件が異なります。詳細については、「ネットワークの要件を満たす

」を参照してください。

詳細については、「ネットワークアーキテクチャ」、「A-Linkネットワークとプライベートネットワー

ク」、「ビジネスネットワークと管理ネットワーク」を参照してください。

IP アドレス

各everRunシステムに管理ソフトウェアで使用される静的なIPv4 IPアドレスが必要です。管理ネット

ワークのDNSプライマリおよびセカンダリサーバのIPアドレス、およびゲートウェイとサブネットマス

ク情報は、担当のITネットワーク管理者に問い合わせてください。詳細については、「システムIP情報

を取得する」を参照してください。

ポート

everRunシステムは、ローカルファイアウォールでのHTTPS通信にポート443、sshにポート22、また

各VMに関連付けられたアクティブな各VNC用に5900-59nnを使用します。ファイアウォールで、適切

なポートを経由したトラフィックが許可されている必要があります。everRunで保護されたVMがUDP

ポート4557を使用してクォーラムサービスコンピュータにアクセスできるよう、ファイアウォールの許

可が必要です。TCPおよびUDPポートの詳細については、ナレッジベースにアクセスして、「TCP and

UDP ports used by everRun 7 (everRun 7で使用されるTCPおよびUDPポート)」という記事(KB-

2123) を検索してください。「ナレッジベースの記事にアクセスする」を参照してください。

システムソフトウェア

「対応しているゲストオペレーティングシステム」を参照してください。
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関連トピック

「物理マシンのシステム要件」

「物理マシンと仮想マシンの重要な考慮事項」

「仮想マシンの推奨事項と制限」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「IP設定を構成する」

ストレージの要件

everRunシステムには次のストレージ要件および推奨事項が適用されます。

l 各物理マシンに少なくとも2つの物理ディスクが含まれている必要があります。

l Stratus では、システムでストレージRAIDコントローラを使用することを強く推奨します。

n システムに論理ディスクが1つしかない場合、Stratus では、ホストに提示される論理ディ

スクが冗長な物理ドライブを基盤とするようにRAIDコントローラを構成することを強く推

奨します。

n Stratus では、バッテリ式書き込みキャッシュのあるRAIDコントローラの使用を強く推奨し

ます。

n 最初の論理ディスクからブートするようにRAIDコントローラを構成する必要があります。

n RAIDセットに含まれる個々の物理ディスクの稼動状態とステータスは、RAIDコントローラ

のベンダーが提供するツールを使ってモニタリングする必要があります。everRunソフト

ウェアでは、RAIDセットの物理ディスクの状態がモニタリングされません。

ディスクドライブは、標準フォーマット、512e フォーマットおよびAdvanced 4K Native フォーマット

を、次のようなセクターでサポートしています。

フォーマット 物理セクター 論理セクター

標準 512B 512B

512e 4KiB 512B

Advanced 4K

Native
4KiB 4KiB
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ストレージの要件

Stratus では、パフォーマンス改善のためにセクターサイズが4Kのディスクを使用することを推奨しま

す。everRunシステムではセクターサイズが4Kのディスクがネイティブモードでサポートされます。4K

ストレージを使用する場合、以下の制限が適用されます。

l 各ストレージグループに含まれる論理ディスクは同じセクターサイズでなければなりません。たと

えば、512Bのストレージグループに4Kの論理ディスクを追加することはできません。

l ストレージグループのセクターサイズは、そのグループに最初に追加された論理ディスクのセク

ターサイズに基づいて自動的に定義されます。一度設定したストレージグループのセクターサイズ

を変更することはできません。新しいセクターサイズの論理ディスクを含む、新しいストレージグ

ループを作成する必要があります。

l ストレージグループのセクターサイズはVMボリュームのセクターサイズに影響するため、スト

レージグループの計画は慎重に行ってください。

n セクターサイズが512Bのストレージグループは、512BのVMボリュームのみをサポート

します。

n セクターサイズが4Kのストレージグループは、4Kまたは512BのVMボリュームをサポー

トします。

ストレージグループのセクターサイズとは関係なく、各VMのブートボリュームは512Bでなけれ

ばならない点に注意してください。4Kのセクターサイズを使用できるのはデータボリュームだけ

です。ボリュームの作成や接続を行う前に、ゲストオペレーティングシステムで4Kボリュームが

サポートされることを確認してください。

さらに、初期ストレージグループに関する以下の制限に注意してください。

l デフォルトの初期ストレージグループに2つ目の論理ディスクを追加する場合、そのサイズは32.2

GBより大きくなければなりません。

l everRunソフトウェアでは、不揮発性メモリエクスプレス(NVMe) デバイスを初期ストレージグ

ループに含めることができません。これは、一部のBIOSおよびUEFIシステムではNVMeデバイ

スがブート可能なデバイスとして許可されないためです。

システム構成を計画する際、ストレージの構成がこれらの要件を満たしていることを確認してから、「サ

イトとシステムの準備」に戻ります。
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関連トピック

「everRunのストレージアーキテクチャ」

「論理ディスクを管理する」

「[ストレージグループ]ページ」

メモリの要件

最小8GBのRAM (物理メモリ)を推奨します。everRunシステムで利用できるメモリの合計容量は、シ

ステム内で容量が低い方の物理マシン(PM)が表すメモリ容量に一致します。たとえば、一方のPMに32

GBのメモリがあり、もう片方のPMに16GBのメモリがあるシステムの場合、合計メモリ容量は16GB

(つまり容量が小さい方のPMのメモリ)になります。

関連トピック

「仮想マシンのメモリを計画する」

全般的なネットワーク要件と構成

このトピックでは全般的なネットワーク要件について説明し、推奨されるネットワーク構成を示します。

注: SplitSite ネットワークの場合、追加の異なるネットワーク要件が適用されます。以下の情報

に加えて、「SplitSite 構成を作成する」も参照してください。

要件

everRunソフトウェアをインストールする前に、お使いのネットワークで以下の要件が満たされているこ

とを確認してください。

l everRunシステムはIPv6マルチキャストを含む、完全なIPv4およびIPv6プロトコルアクセスを

使用します。このトラフィックが妨げられた場合、インストールが失敗したり、everRunシステム

を実行できなくなる可能性があります。

上記に加え、各ネットワークタイプに固有の以下のトピックを参照してください。

l 「A-Linkネットワークとプライベートネットワークの要件」

l 「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」
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推奨構成

推奨構成

次に推奨されるネットワーク構成を示します。

l お使いのシステムに2 つの 1 Gbイーサネットポートと2 つの 10 Gbイーサネットポートがある

場合:

n 1つの10Gbポートをプライベートネットワーク(priv0) に設定します。

n もう1つの10GbポートをA-Linkネットワークに設定します。

n 1つの1Gbポートを管理リンクに設定します。

n もう1つの1Gbポートをビジネスリンクに設定します。

l お使いのシステムに同じタイプのイーサネットポートが 4 つある場合(たとえば、1Gbポートが4

つ、または10Gbポートが4つある場合):

n 1つのポートをプライベートネットワーク(priv0) に設定します。

n 1つのポートをA-Linkネットワークに設定します。

n 1つのポートを管理リンクに設定します。

n 1つのポートをビジネスリンクに設定します。

注: 4つの1Gbイーサネットポートで構成されるシステムでは、十分なパフォーマンス

を得るのに必要なスループットを提供できない場合があります。このようなシステムで十

分なパフォーマンスを得るには10Gbのアドオンカードを設置する必要があります。
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ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件

ビジネスネットワークおよび管理ネットワークには以下の要件が適用されます。

l ネットワークはIPv6ローカルリンクアドレス指定を使用します。

l ビジネスネットワークまたは管理ネットワークの速度は、A-Linkネットワークの速度と同じかそれ

以下でなければなりません。

l ネットワークでは最大9000のMTU値がサポートされます。

l ネットワークでボンディングまたはVLANトランキングはサポートされません。

l 仮想マシン(VM)は IPv4、IPv6、またはその他のイーサネットプロトコルを使用できます。

l サイトでSLAACまたはDHCPv6が有効にされている場合、IPv6ホストアクセスにすべてのビジネ

スネットワークを使用できます。

l everRun可用性コンソールにアクセスするには、ibiz0を使用します。これはプライマリ管理物理マ

シン(PM)にマイグレーションするIPv4アドレスです。各PMは管理ネットワーク上で独自の ibiz0

IPv4アドレスも有しています。

l 各PMに少なくとも1つのビジネスネットワーク(これは管理ネットワークです)が必要です。最大

20個のビジネスネットワークを構成できます。
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ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件

イーサネットトラフィックが妨げなしに各PMからVMへ通信できるようにするには、次を行います。

l ビジネスネットワークに接続されているスイッチポートがARPパケット(余分なARPパケットも

含みます)をフィルタリングしないようにします。everRunシステムは、イーサネットスイッチに

そのポート転送テーブルを更新してVMトラフィックを正しいPM上の適切な物理イーサネット

ポートに転送するよう指示するために、ゲストVMの代理で余分なARPパケットを送信します。

l ビジネスネットワークに接続されたスイッチポートは、イーサネットタイプ0x8807でレイヤ2の

マルチキャスト(アドレス01:E0:09:05:00:02) を許可する必要があります。

l RHELまたはCentos ゲストを構成して同じサブネットに複数のNICを設定する場合、非対称ルー

ティングに起因するゲストネットワークの接続問題が発生することがあります。この問題を回避す

るには、保護された仮想マシン(PVM)の /etc/sysctl.confファイルを変更します。以下の行を追

加してファイルを保存したうえでPVMをリブートしてください。

n net.ipv4.conf.default.rp_filter = 2

n net.ipv4.conf.all.rp_filter = 2

l PMのホストOSから ifdownコマンドを実行して一時的にVMのビジネスネットワーク接続

(ibizx) を切断することはしないでください。この操作を行うと、物理インタフェースがそのブリッ

ジから切断され、ネットワークを介してVMにアクセスできなくなります。代わりに ifconfig

downコマンドを使用してください。

l ビジネスネットワークに接続されたスイッチで、特定のビジネスリンクからもう片方のPMの対応

するビジネスリンクへのMACアドレスの移動を無効化するようなMACアドレスのセキュリティ機

能が有効になっていてはいけません。

l フェールオーバー応答を最適化するには、システムに接続されているすべてのスイッチで、MACの

エイジング期限の値を1秒未満に設定します。

これらの要件を満たしていなかったり、VMが片方のeverRun PMからもう一方のPMにマイグレーショ

ンするときにスイッチがその転送テーブルを正しく更新できない場合には、VMで停電が発生し、VMとの

間でネットワークトラフィックが正しくやり取りされない可能性があります。

関連トピック

「ネットワークアーキテクチャ」

「ビジネスネットワークと管理ネットワーク」

「network-info」および 「network-change-mtu」
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A-Link ネットワークとプライベートネットワークの要件

A-Linkネットワークおよびプライベートネットワークには以下の要件が適用されます。

l ネットワークはIPv6ローカルリンクアドレス指定を使用します。

l everRunシステムの特定のPM上のすべてのA-Linkネットワークとプライベートネットワーク

は、プロトコルフィルタリングなしでもう一方の物理マシン(PM)上の対応するリンクと同じL2ブ

ロードキャストドメインになければなりません。

l システムの2台のPM間で送信されるイーサネットパケットは、通信が妨げられたりレート制限を

受けないようにします。これらがL3ネットワークインフラストラクチャによってルーティングやス

イッチングされていないことを確認してください。

l 各PMは1～8個のA-Linkネットワークをもつことができますが、少なくとも2つ使用することを

推奨します。

l ネットワークは1Gb～10Gbイーサネットポートを使用します。A-Linkネットワークは25Gb

イーサネットポートを使用できます。A-Linkネットワークの速度は、ビジネスネットワークまたは

管理ネットワークの速度と同じかそれ以上でなければなりません。

l PM間におけるストレージ複製のためのネットワークトラフィックはA-Linkネットワークを介して

送信されます。A-Linkネットワークを直接接続する必要はなく、ネットワークスイッチにも接続で

きます。

l プライベートネットワークにeverRunエンドポイント以外のネットワークホストは接続されませ

ん。

l システムは各仮想マシン(VM)に最小1個、最大2個のA-Linkネットワークを割り当てます。ただ

し、各A-Linkネットワークに複数のVMを割り当てることが可能です。

A-Linkネットワーク上でジャンボフレームを有効化することにより、VMのパフォーマンスを改善してホ

ストの処理オーバーヘッドを減らすことができます。そのためには、そのイーサネットフレームのMTUサ

イズをデフォルトの1500バイトから9000バイトに変更します。手順については、KB-4262を参照して

ください。

関連トピック

「A-Linkネットワークとプライベートネットワーク」
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everRun可用性コンソールの要件

everRun 可用性コンソールの要件

everRun可用性コンソールは、everRunシステム、その物理マシン(PM)、および仮想マシン(VM)をブ

ラウザを使ってリモート管理する機能を提供します。

l 使用するコンピュータは、everRun管理ネットワークを含むサブネットにアクセスできなければな

りません。

l サポートされるブラウザを使用してください。「対応しているインターネットブラウザ」を参照し

てください。

詳細については、「everRun可用性コンソールを使用する」を参照してください。

対応しているインターネットブラウザ

ブラウザを使用してeverRun可用性コンソールに接続します。everRunシステムに対応しているブラウ

ザのみを使用してください。対応していないブラウザを使用すると、内容が正しく表示されなかったり、

ウィザードの一部が表示されないことがあります。

everRunシステムに対応しているブラウザは次のとおりです。

対応しているブラウザ リリース

Microsoft Internet Explorer™ IE9以降1

Mozilla® Firefox® 25以降

Google® Chrome™ 31以降

電源の要件と考慮事項

Stratus では可用性を最大限に高めるため、everRunのフォールトトレラント(FT) ソフトウェアを冗長

な電源装置から電力を得る物理マシン(PM)つまりノードで実行することを強く推奨します。また、各PM

の電源装置をそれぞれ個別の電源に接続する必要があります。

同じ電源に接続する場合の構成例については、「電源を接続する」の図解を参照してください。

電源に関するその他の情報については、サーバのベンダーに問い合わせてください。

1IE8は推奨されません。everRunの一部の機能がサポートされていません。
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ソフトウェアのインストール

everRunソフトウェアのインストールを初めて行う場合、次を実行します。

1. インストール用にサイトとシステムを準備します。「サイトとシステムの準備」を参照してくださ

い。

2. システムに電源をつなぎます。「電源を接続する」を参照してください。

3. everRunソフトウェアをインストールします。「everRunソフトウェアをインストールする」を

参照してください。

インストールが完了したら、「インストール後のタスク」を参照してください。

関連トピック

「everRunソフトウェアをアップグレードする」

サイトとシステムの準備

everRunソフトウェアをインストールする前に、サイトおよびシステムで以下の要件が満たされることを

確認してください。

l システムが「システム要件の概要」に説明されているすべての要件を満たしていること。

l ストレージ構成が「ストレージの要件」に説明されているすべての要件を満たしていること。

l 各物理マシンへのキーボードおよびコンソールによるアクセスを提供します。このアクセスは、物

理的なキーボードとモニタ、キーボード-ビデオ-マウス(KVM)スイッチ、あるいはリモートコン

ソールとキーボードアクセスを提供できる適切に構成されたリモート管理カードのいずれかの形態

で提供できます。ベンダーのマニュアルに従って(たとえば直接VGA接続またはUSB接続など)、

キーボード/コンソールアクセスを接続します。

注: everRunソフトウェアをシリアルコンソールからインストールすることはできませ

ん。

l everRun可用性コンソール用のリモート管理コンピュータを提供し、これが「everRun可用性コ

ンソールの要件」に記載されているすべての要件を満たすことを確認します。

l お使いのネットワークに最適な構成を判断します。「全般的なネットワーク要件と構成」を参照し

てください。

l 内蔵DVDドライブかブート可能なUSBメディアを使用して(「ブート可能なUSBメディアを作成

する」を参照)インストールを行います。
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電源を接続する

サイトおよびシステムで上記の要件が満たされることを確認したら、「ソフトウェアのインストール」に

戻ります。

電源を接続する

電源を接続した後、「everRunソフトウェアをインストールする」に戻ります。

UPS (オプション)

注: Stratus では、個別の独立した電源に接続されている2台のUPSユニットの使用を推奨しま

す。2つの電源を使うことにより、一方に障害が発生しても、システムには継続して電源が供給

されます。

1 台の UPS:

UPSUPS

電源 1

電源 2

電源 1

電源 2
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2 台の UPS:

回路 1 回路 2

UPS1 UPS2

電源1

電源2

電源1

電源2

PM1 PM2

関連トピック

「電源の要件と考慮事項」

everRun ソフトウェアを入手する

Stratus ではeverRunソフトウェアをISOイメージとして提供しています。このイメージから直接ブート

するか、ブート可能メディアを作成することができます。

ISO イメージを取得する

1. インターネットに接続している任意のコンピュータから、[Downloads (ダウンロード)]ページ

(https://www.stratus.com/services-support/downloads/?tab=everrun) に移動します。

2. everRunソフトウェアのISOイメージ(everRun_install-7.x.x.x-xxx.iso) をダウンロードする

には、[Product Downloads (製品ダウンロード)]の下で [everRun 7.x.x.x ISO Image] を

クリックします。ISOイメージを保存します。

注: インターネット接続の状態によって、ダウンロード処理が完了するまでに最長で30

分を要する場合があります。

最終ステップ

ISOイメージを取得した後、次のいずれかを実行します。
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ブート可能なUSBメディアを作成する

l ブート可能なメディアを作成します。汎用のアプリケーションを使ってISOイメージをDVDに書き

込むか、ブート可能なUSBメディアを作成します(「ブート可能なUSBメディアを作成する」を

参照)。その後、「everRunソフトウェアをインストールする」の次の手順を実行します。

l ブート可能なメディアを作成しない場合には、「everRunソフトウェアをインストールする」の次

の手順を実行します。

場合によってはダウンロードの処理中にISOファイルが破損されることがあります。ソフトウェアをイン

ストールする時点でインストールメディアを検証するよう指定できます。

ブート可能な USB メディアを作成する

everRunインストールソフトウェアのISOイメージを保存した後に、そのイメージをサムドライブなどの

ブート可能なUSBメディアにコピーすることができます。次のうち、システムに適した手順を実行しま

す。

Linux ベースのシステムにブート可能な USB メディアを作成する

注意事項: この手順ではUSBメディアに保存されているデータがすべて破壊されます。

1. システムに rootとしてログインします。

2. システムにサムドライブなどのUSBメディアを挿入します。サムドライブの名前を判断しま

す。

サムドライブの名前を判断する1つの方法として、次の例のように dmesg コマンドを実行

し、すべての最近のイベントのログを表示することができます。

# dmesg | tail

ログの最後に、次の例のような最近挿入されたサムドライブに関するメッセージが表示され

ます。

sd 6:0:0:0: [sdc] Attached SCSI removable disk

メッセージに含まれているサムドライブの名前をメモします(例: sdc)。

3. システムがサムドライブを自動的にマウントしたかどうかをチェックします。

システムがサムドライブを自動的にマウントしたかどうかをチェックする1つの方法とし

て、次の例のように findmnt thumbdrive_nameコマンドを実行することができます。

# findmnt | grep sdc
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このコマンドで出力が表示されない場合、サムドライブはマウントされていないので、次の

手順に進みます。コマンドで出力が表示された場合はシステムがサムドライブを自動的にマ

ウントしたことを示し、アンマウントする必要があります。コマンド出力にある TARGETを

確認します。例:

TARGET SOURCE FSTYPE OPTIONS

/media/MY-DATA /dev/sdc1 vfat

その後、次の例のようにコマンドunmount TARGETを実行します。

# umount /media/MY-DATA

4. インストールソフトウェアのISOイメージをサムドライブに直接書き込みます。

イメージを書き込む1つの方法として、ddコマンドを「dd if=path_to_image iso

of=/dev/sdx bs=blocksize」という形式で実行することができます。ここで、path_

to_imageは保存したISOイメージファイルの完全パス、sdxはサムドライブデバイスの

名前、blocksizeはタイムリーな書き込み処理が保証される値です。次にコマンドの例を示

します。

# dd if=Downloads/everRun_install-7.4.0.0-97.iso

of=/dev/sdc bs=8K

dd コマンドの処理を完了するのを待ちます。コマンドが完了するとプロンプトが表示されま

す。

5. ログアウトしてサムドライブを取り外します。このサムドライブはブートデバイスとして使

用できます。

Windows ベースのシステムにブート可能な USB メディアを作成する

注意事項: この手順ではUSBメディアに保存されているデータがすべて破壊されます。

注: Windows エクスプローラーなどのファイルマネージャーやその他の類似したツール

を使ってISOイメージをUSBメディアにコピーしただけでは、ブート可能なデバイスを

作成できません。

Windows ベースのシステム上でサムドライブなどのUSBメディアにISOイメージを書き込むユー

ティリティは数多くあります。次の手順では、http://rufus.akeo.ie/ から入手できるユーティリ

ティRufusを使用します。
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1. まだ行っていない場合はWindows ベースのシステムにeverRunソフトウェアのISOイメー

ジをダウンロードして保存します(「everRunソフトウェアを入手する」を参照)。

2. Windows システムでMD5チェックサムを検証するツールを使用して、ISOイメージの整合

性を確認します。たとえば、Microsoft File Checksum Integrity Verifierツールを使用

します。これはhttps://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=11533

から入手できます。

3. Rufusユーティリティをhttp://rufus.akeo.ie/ からダウンロードしてインストールしま

す。Webページの上から約半分の位置ある [Download (ダウンロード)]リンクを必ずク

リックしてください(これは [Last updated (最終更新日時)]の下にあります)。広告やそ

の中に表示されるダウンロードリンクはクリックしないでください

4. システムにサムドライブなどのUSBメディアを挿入します。

5. Rufusユーティリティを実行し、次のオプションを選択します。

オプション 値

パーティション構成とターゲットシス

テムのタイプ
BIOSおよびUEFIのMBRパーティション構成

ファイルシステム FAT32

クラスタサイズ 4096バイト

フォーマットオプション

ISOイメージを使用したブート可能なディスク

の作成(参照でxxx.iso イメージに移動)

拡張ラベルとアイコンファイルの作成

6. オプションを選択したら [Start (開始)]をクリックします。

7. 表示されるメニューで [Write in DD image mode (DD イメージモードで書き込む)]を

選択します。

8. [OK]をクリックしてUSBデバイスに書き込みます。

ユーティリティがUSBスティックの書き込みを完了すると、ユーティリティインタフェース

の下部にある横長のボックスに [READY (準備完了)]と表示されます。これでUSBデバイ

スを取り出してeverRunのインストールに使用できます。
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USBデバイスをeverRunソフトウェアのインストールに使用する準備が完了したら、「everRunソフト

ウェアをインストールする」にある次のステップを実行します。

関連トピック

「everRunソフトウェアを入手する」

「ソフトウェアのインストール」

ファームウェアセットアップユーティリティで設定を構成する

ソフトウェアをインストールする前に、ファームウェア(BIOSまたはUEFI) セットアップユーティリティ

で設定を変更する必要があります。また、それ以外にオプションの(ただし推奨される)設定もあります。

注: UEFIファームウェアを使用するシステムは、常に元のソフトウェアブートディスクから

ブートします。ブートディスクがエラーとなった場合、ノードの復旧を実行する必要がありま

す(「故障した物理マシンを復旧する」を参照)。

設定を変更したら、変更を保存してインストール手順の次のステップ(「1台目のPMにソフトウェアをイ

ンストールする」または 「2台目のPMにソフトウェアをインストールする」)を実行します。

注: このトピックでは、ファームウェアセットアップユーティリティでの設定に関する一般的

な情報を提供します。設定はその名称も含めて一貫していないため、具体的な設定の変更手順に

ついては製造元のマニュアルを参照してください。

必須の設定

以下の設定は必須です。

最初のブートデ

バイス

どのデバイスがオペレーティングシステムをブートするかを制御します。最初の

ブートデバイスを、使用するブートデバイスに適した値に設定します。

l DVDドライブ用の光学式ドライブ

l フラッシュドライブに適した値(たとえば、USB ストレージやUSB デバイ

ス)

仮想化技術
プロセッサがVirtualization Technology (仮想化技術)を使用できるようにしま

す。これはEnabled (有効)に設定します。
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Execute Disable

Bit 機能

プロセッサがメモリ内でアプリケーションコードの実行が可能な領域と不可能な領

域を指定できるようにします。これは悪意のあるコード攻撃を阻止するため、

Enabled (有効)に設定します。

推奨される設定

以下の設定は任意ですが、設定することを推奨します。

電源の復旧
サーバを自動的に電源オンにして電源サイクル後にブートするかどうかを指定し

ます。推奨設定はON (オン)です。

エラー時F1/F2プ

ロンプト (Dell シ

ステムのみ)

プロセスの処理中にエラーが検出された場合はブートを終了します。everRun

システムはサーバが稼動した後に追加の情報を提供できる可能性があるので、

Disable (無効)に設定します。

everRun ソフトウェアをインストールする

everRunソフトウェアをシステムに初めてインストールするには、この手順を実行します。

警告: everRunソフトウェアをインストールすると、すべてのハードドライブからデータが消

去されます。

everRun ソフトウェアを初めてインストールするには

1. リモート管理コンピュータでeverRunソフトウェアを入手します。「everRunソフトウェアを入

手する」を参照してください。

2.  everRunシステムで次を実行します。

a. 物理マシン(PM)でキーボードとコンソールにアクセスできない場合、アクセスできるように

します(「サイトとシステムの準備」を参照してください)。

b. 構成するネットワーク用のイーサネットケーブルを接続します。「イーサネットケーブルを

接続する」を参照してください。

3. 1台目のPMへのインストールを実行します。「1台目のPMにソフトウェアをインストールする」

を参照してください。

4. 1台目のPMでソフトウェアのインストールが完了した後、2台目のPMでインストールを実行しま

す。「2台目のPMにソフトウェアをインストールする」を参照してください。
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5. これでソフトウェアのインストールが完了します。次に、インストール後に必要な構成手順を実行

します。「インストール後のタスク」を参照してください。

イーサネットケーブルを接続する

everRunソフトウェアを初めてインストールする場合、その前にネットワークのイーサネットケーブルを

接続する必要があります。

注: ソフトウェアのインストールが完了した後で追加のネットワークをインストールするには、

「追加のネットワークを接続する」を参照してください。

各物理マシン(PM)で1つのネットワークポートをプライベートネットワーク(priv0) に割り当て、もう

1つのネットワークポートを管理ネットワーク(ibiz0) に割り当てます。プライベートネットワークと管

理ネットワークには、任意のネットワークポート(1Gbまたは10Gb) を使用できますが、Stratus では内

蔵ネットワークポートの使用を推奨します。すべてのネットワークポートにCAT5E、CAT6、または

CAT7ネットワークケーブルを使用します。

次の図はeverRunネットワークの構成の例を示します。

キーボードとコンソール

everRun 可用性コンソールに
アクセスするコンピュータ/ブラウザ

ビジネス管理ネットワーク

2 台目の PM1 台目の PM

A-Link ネットワーク

プライベート ネットワーク

Stratus では、次のイーサネットケーブル構成を推奨します。

l プライベートネットワークの場合、イーサネットケーブルで1台目のPMの任意の内蔵ポートと2

台目のPMの同じ内蔵ポートをつなぎます。プライベートネットワークをA-Linkとして使用する場

合、ケーブルを10Gbポートに接続してください(インストールされている場合)。
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l 管理ネットワークの場合、イーサネットケーブルで各PMの内蔵ポートを、リモート管理コン

ピュータからアクセス可能なネットワークに接続します。

注: プライベートネットワークおよび管理ネットワークに使用したポート番号をメモしま

す。この情報はインストールソフトウェアに入力する必要があります。

l 各A-Linkネットワークについて、イーサネットケーブルで1台目のPMのポートと2台目のPMの

ポートを直接つなぐか、ネットワークスイッチ経由で接続します。

注: Stratus では、プライベートネットワークに加えて少なくとも1つのA-Linkネット

ワークを構成することを推奨します。「A-Linkネットワークとプライベートネットワー

クの要件」を参照してください。

l 各ビジネスネットワークについて、イーサネットケーブルを使って1台目のPMのポートと2台目

のPMのポートをネットワークスイッチ経由で接続します。

イーサネットケーブルを接続した後、「everRunソフトウェアをインストールする」の次の手順を実行し

ます。

関連トピック

「ソフトウェアのインストール」

「A-Linkネットワークとプライベートネットワークの要件」

「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」

「everRun可用性コンソールの要件」

インストールのオプション

インストールを開始してキーボードマップを選択すると、画面が開いて次のインストール関連のオプショ

ンのリストが表示されます。上下の矢印キーを使用して、目的のタスクに応じたオプションを選択します。

その後 Tabキーを押してコマンドラインに変更を加えることができます。最後に Enterキーを押して、

DVDからインストールプログラムをブートします。

タスク オプション 説明

インストールメディ

アを検証してからイン

Verify medium

and Install

まずインストールメディアを検証してから、CentOS

およびeverRunソフトウェアをインストールして、
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タスク オプション 説明

ストールを実行する

everRun (メディ

アを検証してインス

トールする)

新しいシステムを作成します。(Stratus では、初めて

使用するインストールメディアを検証するよう推奨し

ます。ただし、検証を行う場合、インストールの所要

時間が5分ほど長くなります。)「1台目のPMにソフ

トウェアをインストールする」を参照してください。

インストールメディ

アを検証してから物理

マシンを復旧する

Verify medium

and Recover

Physical

Machine (メディ

アを検証して物理

マシンを復旧する)

インストールメディアを検証してから物理マシンを復

旧します。「故障した物理マシンを復旧する」を参照

してください。

インストールメディ

アを検証してから物理

マシンを交換する

Verify medium

and Replace

Physical

Machine (メディ

アを検証して物理

マシンを交換する)

インストールメディアを検証してから物理マシンを交

換します。「物理マシン、マザーボード、NIC、また

はRAIDコントローラを交換する」を参照してくださ

い。

1台目のPMで初期イ

ンストールを実行する

Install

everRun,

Create a new

system

(everRun のイン

ストール、新しいシ

ステムの作成)

接続されているすべてのディスクからすべてのパー

ティションを削除し、CentOSおよびeverRunソフト

ウェアをインストールして、新しいシステムを作成し

ます。「1台目のPMにソフトウェアをインストール

する」を参照してください。

故障したPMを復旧す

る

Recover PM,

Join system:

Preserving

すべてのデータを維持しますが、/bootおよび

rootファイルシステムを再作成してCentOSおよび

everRunソフトウェアを再インストールし、既存のシ

ステムに接続を試みます。(このオプションがデフォル
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タスク オプション 説明

data (PM の復

旧、システムの結

合: データの維

持)

トの設定です。)「故障した物理マシンを復旧する」

を参照してください。

2台目のPMで初期イ

ンストールを実行し、

PMを交換する

Replace PM,

Join system:

Initialize

data (PM の交

換、システムの結

合: データの初期

化)

接続されているすべてのディスクからすべてのパー

ティションを削除し、CentOSおよびeverRunソフト

ウェアをインストールして、既存のシステムに接続を

試みます。「2台目のPMにソフトウェアをインス

トールする」および「物理マシン、マザーボード、

NIC、またはRAIDコントローラを交換する」を参照

してください。

レスキューモードで

ブートする(UEFI

ファームウェアイン

ストールのみ)

Rescue the

installed

system (インス

トール済みシステム

のレスキュー)

レスキューモードでブートします。

1 台目の PMにソフトウェアをインストールする

このトピックでは、1台目の物理マシン(PM)であるnode0に初めてeverRunソフトウェアをインストー

ルする手順を説明します。

注: ISOイメージをマウントする方法でインストールを実行するには、最初にシステムのリモー

ト管理機能(たとえば、Dellシステムの場合は iDRACなど)を構成する必要があります。手順に

ついては製造元のマニュアルを参照してください。

1 台目の PM に初めてソフトウェアをインストールするには

1. 1台目のPMに電源が入っていない場合は電源を投入します。ブート可能なメディアを挿入するか、

ISOイメージをマウントします。

2. システムの電源がオンになったらファームウェア(BIOSまたはUEFI) セットアップユーティリティ
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に入って必須およびオプションの設定を構成します。「ファームウェアセットアップユーティリ

ティで設定を構成する」を参照してください。

3. インストールソフトウェアが読み込まれると、ウェルカム画面 [Welcome to everRun release_

number]が開き、キーボードマップの値とその他のオプションが表示されます。オプションのリ

ストのすぐ下にオプションを選択するためのキーの説明が表示され、その下にヘルプテキスト

(BIOSモード)が表示されます。矢印キーを使って次のいずれかのオプションを選択します。

n The country keyboardmap for the installation (国に適したキーボードマップ)—矢印

キーで適切な値を１つ選択し、Enterキーを押します。

注: 異なる言語のキーボードマップを設定する必要がある場合、「キーボードを

マッピングする」を参照してください。

国
BIOS

「モードの値」

UEFI

「モードの値」

keyboard map = (BIOS)

「キーボードマップ」

keymap = (UEFI)

「キーマップ」

中国 中国 中国 なし

ドイツ ドイツ Deutschland de

日本 日本 日本 jp106

米国(デフォ

ルト)
U.S.A. U.S.A. us

n Troubleshooting Utilities (トラブルシューティングユーティリティ) (BIOSファーム

ウェアのインストールのみ)—このオプションを選択すると、トラブルシューティングの画

面 [Troubleshooting everRun release_number]が表示されます。矢印キーを使って

次のいずれかのタスクを選択します。

o Rescue the installed system (インストール済みシステムのレスキュー)—レス

キューモードでブートします。

o Boot from the local disk drive (ローカルディスクドライブからブートする) (デ
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フォルト)—ローカルディスクドライブからブートします。

o Memory test (メモリテスト)—メモリテストを実行します。

o Return to the Installer main menu (インストーラのメインメニューに戻る)—

[Welcome (ウェルカム)]ウィンドウに戻ります。

ウィンドウの一番下に、トラブルシューティングの選択肢を示すヘルプテキストが表示され

ます。システムは選択されたタスクを実行します。このインストールのトピックでは残りの

ステップについては省略します。

国のキーボードマップのオプションを選択した場合は、続けて次のステップを行ってください。

4. [Install or Recover (keymap) everRun release_number ((キーマップ) everRun <リ

リース番号> のインストールまたはリカバリ)]ウィンドウに、「インストールのオプション」に示

されているオプションのリストが表示されます。リストのすぐ下に、オプションを選択するための

キーの説明が表示されます。BIOSモードでは、キーの説明の下にヘルプテキストが表示されます。

このウィンドウで、初期インストールの実行方法を次から選択します。

n Method 1 (方法 1)—ユーザインタフェースを使ってインストールを実行します。この方

法はインストール処理に慣れておらず、プロンプトが表示されるGUIベースの操作手順を好

むユーザに適しています。

n Method 2 (方法 2)—コマンドラインを使ってインストールを実行します。この方法では

インストール処理を自動化できます。前もってIPの設定を入力しておき、ユーザ操作なしで

インストール処理を実行できます。この方法は、ソフトウェアを再インストールする必要が

あり、すべてのIP設定が事前にわかっている場合は特に便利です。

方法 1: ユーザインタフェースまたはフラッシュドライブを使ってインストールを実行する

注:
ユーザインタフェースを使用する場合、いつでも Tabキー(BIOSモード)または Eキー

(UEFIモード)を押してコマンドラインを表示し、編集することが可能です(「「方法

2: コマンドラインを使ってインストールを実行する」」参照)。

i. [Install or Recover (keymap) everRun release_number ((キーマップ) everRun

<リリース番号> のインストールまたはリカバリ)]ウィンドウで、矢印キーまたは強調表示

された文字を使ってインストールのオプションを選択します。
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Stratus では、初回インストールの場合は [Verify medium and Install (メディアを検証

してインストール)]を選択することを推奨します。このオプションは、ソフトウェアをイン

ストールする前にインストールメディアの検証を行うため、インストール処理に5分ほど長

くかかります。検証を選択すると、システムに checking: nnn.n%およびその他のさま

ざまなメッセージが表示されます。成功した場合はインストールが続行します。検証に失敗

した場合、インストールは停止します。1度検証を行ったメディアを再検証する必要はありま

せん。メディアの検証を行わない場合、[Install everRun, Create a new system

(everRun のインストール、新しいシステムの作成)]を選択します。

インストールのオプションを選択したら、Enterキーを押します。インストールは次のよう

に処理を続けます。

n BIOSモード—画面に数多くのメッセージが表示され、場合によっては若干の遅延が

発生します。

n UEFIモード—画面が数秒間空白になった後、メッセージが表示されます。

注:
いずれかのディスクに以前インストールしたデータが含まれる場合、次を含む各

種のメッセージが表示されてシステムがリブートします(以前インストールした

データを含むディスクがない場合はインストールが続行します)。

DISKSWEREWIPED.REBOOTING TO RESTARTTHE INSTALLER.

(ディスクがワイプされました。インストーラを再起動するためリブートし

ています.)

Rebooting because disks XXX were erased.

ディスクXXX が消去されたためリブートしています.

リブートが完了すると、ブートメニューが再び表示され、もう一度 [Method 1]

と [Method 2]のどちらかを選択する必要があります(上記のステップ4)。

フラッシュドライブを使用しない場合、ステップ iiiに進みます。

ii. [Select interface for private Physical Machine connection (プライベート物理マシ

ンに接続するインタフェースの選択)]ダイアログボックスが開き、ここでプライベートネッ

トワーク(priv0) 用に物理インタフェースを選択することができます。デフォルトでは最初

の内蔵ポート em1が選択されています。必要な場合は矢印キーを使って別のポートに移動し

ます。スペースバーを押してインタフェースを選択し、次に Tabキーを押して [OK]に移動
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します。この操作で選択内容を保存してインストールを続行します。

注:

1. 使用するポートを判断できない場合、矢印キーでいずれかのポートを選択

して [Identify (識別)]ボタンをクリックします。すると選択したポート

のLEDが30秒間点滅し、ポートの位置を確認できます。LEDはネット

ワークのアクティビティを示すために点滅する場合もあるので、Stratus で

は、識別プロセスではケーブルを抜いておくよう推奨します。識別が完了

したら、直ちにケーブルを差し込み直します。

2. システムに内蔵ポートがない場合、代わりに最初のオプションのインタ

フェースを選択します。

iii. [Select interface for managing the system (ibiz0) (システムを管理するインタ

フェースの選択 (ibiz0))]ダイアログボックスが開き、管理ネットワークに利用できる物理

インタフェースのリストが表示されます。2番目の内蔵ポート em2が選択されていない場合

は矢印キーを使ってこのポートに移動します。スペースバーを押して選択し、次に Tabキー

を押して [OK]に移動します。この操作で選択内容を保存してインストールを続行します。

あるいは、矢印キーを使って [Back (戻る)]に移動し、前の画面に戻ることもできます。

注: システムに内蔵ポートが1つだけある場合、最初のオプションのインタフェー

スを選択します。システムに内蔵ポートがない場合、2番目のオプションのインタ

フェースを選択します。

iv. [Select the method to configure ibiz0 (ibiz0 を構成する方法の選択)]ダイアログ

ボックスが開きます。ここではnode0の管理ネットワークを動的なIP構成と静的なIP構成

のどちらかに設定できます。通常は ibiz0を静的なIP構成として構成します。矢印キーまた

は Tabキーを使用して、次のいずれかのオプションに移動します。

n Automatic configuration via DHCP (DHCP による自動構成)— ibiz0を動的な

IP構成として構成するにはこのオプションを選択します。スペースバーを押してオプ

ションを選択してから、F12キーを押して選択内容を保存します。

n Manual configuration via DHCP (DHCP による手動構成)— ibiz0を静的なIP構

成として構成するにはこのオプションを選択します。スペースバーを押してオプショ

ンを選択してから、F12キーを押して選択内容を保存します。[Configure em2

(em2 の構成)]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスに入
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力する情報については、ネットワーク管理者に問い合わせてください。次の情報を入

力します。

o IPv4 address (IPv4アドレス)

o Netmask (ネットマスク)

o Default gateway address (デフォルトゲートウェイアドレス)

o Domain name server address (ドメイン名サーバアドレス)

値が正しくない場合、ウィンドウにエラーメッセージが表示されます。

情報を入力した後、F12キーを押します。

[Confirm Configuration (構成の確認)]ダイアログボックスが表示されます。矢印キー

または Tabキーを使用して、表示されている値を使用するには [OK]に移動します。前のダ

イアログボックスに戻って選択内容を変更するには [Back (戻る)]に移動します。

注: 入力した情報が無効な場合、有効な情報が入力されるまで同じダイアログボッ

クスが再表示されます。

方法 2: コマンドラインを使ってインストールを実行する

注:
コマンドラインから [Install or Recover (インストールまたはリストア)]ウィン

ドウに戻るには、Escape (Esc) キーを押します。

i. コマンドラインを表示して編集するには、Tabキー(BIOSモード)または Eキー(UEFI

モード)を押します。

ii. 次のいずれかの値を入力してプライベートネットワーク(priv0) の値を設定します。

n 最初の内蔵インタフェースを使用する場合

priv0=em1

n デフォルトのインタフェースを自動で選択する場合

priv0=auto

n MACアドレスをもつインタフェースを使用する場合

priv0=AA-BB-CC-DD-EE-FFまたは priv0=AABBCCDDEEFF

iii. 次のいずれかの値を入力して管理ネットワーク(ibiz0) の値を設定します。
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n BOOTPで2番目の内蔵インタフェースを使用するには、次を入力します。

ibiz0=em2:bootp

n インタフェースを自動的に選択してDHCPを使用するには、次を入力します。

ibiz0=auto:dhcp

n 静的な構成のIPアドレス10.83.51.116、ネットマスク255.255.0.0、デフォルト

ゲートウェイ10.83.0.1、および2つのDNSサーバ134.111.24.254と

134.111.18.14をそれぞれ使用するには、次を入力します。

ibiz0=em2:10.83.51.116/16:10.83.0.1:134.111.24.254,134.111.18.1-

4

n システム管理者にデフォルトインタフェースの構成のクエリを行うには、次を入力し

ます。

ibiz0=auto

iv. コマンドラインに値を入力したら、Enterキーを押します。

v. いずれかのディスクに以前インストールしたデータが含まれる場合、次を含む各種のメッ

セージが表示されてシステムがリブートします(以前インストールしたデータを含むディスク

がない場合はインストールが次のステップに進みます)。

DISKSWEREWIPED.REBOOTING TO RESTARTTHE INSTALLER.

(ディスクがワイプされました。インストーラを再起動するためリブートしています.)

Rebooting because disks XXXwere erased.

ディスクXXX が消去されたためリブートしています.

リブートが完了すると、ブートメニューが再び表示され、もう一度 [Method 1]と

[Method 2]のどちらかを選択する必要があります(上記のステップ4)。

5. これ以降はプロンプトの表示なしでインストール処理が続行されます。1台目のPMがリブートする

まで操作は必要ありません。リブートしたら、次を行います。

a. ブート可能なメディアを取り出すか、ISOイメージをアンマウントします。

b. IPアドレスを動的に取得するよう構成してある場合、「管理IPアドレスを記録する」の説

明に従って、そのIP アドレスを記録します。

6. 「everRunソフトウェアをインストールする」の次の手順を実行します。
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キーボードをマッピングする

インストール時あるいはインストール後に、キーボードを構成してレイアウトを変更できます。

以下のキーボードレイアウトがサポートされています。

レイアウト 言語

de ドイツ語

de-latin1 ドイツ語(latin1)

de-latin1-nodeadkey ドイツ語(latin1デッドキーなし)

dvorak ドボラック

jp106 日本語

sg ドイツ語-スイス

sg-latin1 ドイツ語⁻スイス(latin1)

uk 英国

us 英語-米国

us-acentos 米国 (インターナショナル)

インストール時にキーボードレイアウトを構成するには

1. 1台目のPMがブートした後、[ウェルカム]メニューでキーボードマップを選択して Enterキーを

押し、次の画面で [インストール]、[リカバリ]、または [交換]を選択します。

2. レガシBIOSシステムでは、Tabキーを押してカーネルコマンドラインにアクセスします。UEFI

システムでは eを押します。

3. inst.keymapカーネル引数を指定して正しいキーボードレイアウトを構成します。次はドイツ

語(スイス)のキーボードレイアウトを構成する場合の例です。

inst.keymap=sg
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4. レガシBIOSシステムの場合、Enterキーを押してブートシーケンスを続行します。UEFIシステム

の場合、Ctrl-xを押します。

5. 2台目のPMで上記の手順を繰り返します。

インストール後にキーボードレイアウトを構成するには

1. 1台目のPMに rootとしてログインします。

2. コマンドラインから localectlコマンドを実行して正しいキーボードレイアウトを構成しま

す。次はドイツ語のキーボードレイアウトを構成する場合の例です。

# localectl set-keymap de

3. 2台目のPMで上記の手順を繰り返します。

関連トピック

「インストール後のタスク」

管理 IP アドレスを記録する

システムIPアドレスを構成するために、ネットワーク管理者が各物理マシン(PM)の管理IPアドレスを必

要とする場合があります。この手順は、動的なIPアドレスを使用するように管理ネットワークが構成され

ている場合に実行します。(管理ネットワークに静的なIPアドレスを使用している場合、ネットワーク管理

者は既にこの情報を把握しています。)

1. PMのインストールとリブートが完了すると、次のような画面が表示されます。

everRun

IPv4 address 10.84.52.117

IPv6 address 3d00:feed:face:1083:225:64ff:fe8d:1b6e

IPv6 address fe80: :225:64ff:fe8d:1b6e

2. 画面に表示されたIPv4アドレスを記録します。

3. この IPアドレスをネットワーク管理者に提供します。

「everRunソフトウェアをインストールする」に戻ってインストールを続行します。

関連トピック

「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」
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2 台目の PMにソフトウェアをインストールする

このトピックでは、ユーザインタフェースを使用して、2台目の物理マシン(PM)であるnode1に初めて

everRunソフトウェアをインストールする手順を説明します。

注: ISOイメージをマウントする方法でインストールを実行するには、最初にシステムのリモー

ト管理機能(たとえば、Dellシステムの場合は iDRACなど)を構成する必要があります。手順に

ついては製造元のマニュアルを参照してください。

2 台目の PM に初めて ソフトウェアをインストールするには

1. 2台目のPMに電源が入っていない場合は電源を投入します。ブート可能なメディアを挿入するか、

ISOイメージをマウントします。

2. システムの電源がオンになったらファームウェア(BIOSまたはUEFI) セットアップユーティリティ

に入って必須およびオプションの設定を構成します。「ファームウェアセットアップユーティリ

ティで設定を構成する」を参照してください。

3. インストールソフトウェアが読み込まれると、[Welcome (ウェルカム)]画面が開き、キーボード

マップの値とその他のオプションが表示されます。国のキーボードマップを選択するか、必要に応

じて他のオプションを選択します。このトピックでは、国のキーボードマップを選択した後でイン

ストールを実行する方法について説明します。フラッシュドライブを使ってインストールを実行す

るには、「1台目のPMにソフトウェアをインストールする」を参照してください。

4. [Install or Recover (インストールまたはリカバリ)]画面が開き、「インストールのオプショ

ン」で説明されているオプションが表示されます。この画面から、ユーザインタフェースまたはコ

マンドラインのどちらかを使用して初期インストールを実行できます。このトピックでは、ユーザ

インタフェースを使ってインストールを実行する手順を説明します。コマンドラインを使ってイン

ストールを実行するには、「1台目のPMにソフトウェアをインストールする」の「方法2: コマン

ドラインを使ってインストールを実行する」を参照してください。

5. 矢印キーを使用して [Replace PM, Join system: Initialize data (PM の交換、システムの結

合: データの初期化)]を選択し、Enterキーを押します。(1台目のPMでのソフトウェアのインス

トール時にインストールメディアを既に検証済みの場合には、ここでインストールメディアを検証

する必要はありません。)

注: 次のステップで説明されている画面が表示されるまで、操作は必要ありません。

6. いずれかのディスクに以前インストールしたデータが含まれる場合、次のメッセージが表示されて
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システムがリブートします(以前インストールしたデータを含むディスクがない場合はインストール

が次のステップに進みます)。

Rebooting because disks XXXwere erased.

リブートが完了すると、ブートメニューが再び表示され、上記のステップ3から操作を続ける必要

があります。

7. [Select interface for private Physical Machine connection (プライベート物理マシンに接

続するインタフェースの選択)]画面で、プライベートネットワークに使用する物理インタフェース

を設定します。最初の内蔵ポートを使用するには、矢印キーで em1に移動して(選択されていない

場合)、F12キーを押し、選択内容を保存して次の画面に進みます。

注:

1. 使用するポートを判断できない場合、矢印キーでいずれかのポートを選択して

[Identify (識別)]ボタンをクリックします。すると選択したポートのLEDが30

秒間点滅し、ポートの位置を確認できます。LEDはネットワークのアクティビ

ティを示すために点滅する場合もあるので、Stratus では、識別プロセスではケー

ブルを抜いておくよう推奨します。識別が完了したら、直ちにケーブルを差し込

み直します。

2. システムに内蔵ポートがない場合、代わりに最初のオプションのインタフェース

を選択します。

8. [Select interface for managing the system (ibiz0) (システムを管理するインタフェースの

選択 (ibiz0))]画面で、管理ネットワークに使用する物理インタフェースを設定します。2つ目の

内蔵ポートを使用するには、矢印キーで em2に移動して(選択されていない場合)、F12キーを押

し、選択内容を保存して次の画面に進みます。

注: システムに内蔵ポートが1つだけある場合、最初のオプションのインタフェースを選

択します。システムに内蔵ポートがない場合、2番目のオプションのインタフェースを選

択します。

9. [Select the method to configure ibiz0 (ibiz0 を構成する方法の選択)]画面で、node1の管

理ネットワークを動的なIP構成と静的なIP構成のどちらかに設定します。通常の場合は静的なIP

構成に設定するので、矢印キーで [Manual configuration (Static Address) (手動構成 (静的ア

ドレス))]を選択して F12キーを押し、選択内容を保存して次の画面に進みます。動的IP構成に設
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定する場合には、[Automatic configuration via DHCP (DHCP による自動構成)]を選択して

F12キーを押し、選択内容を保存して次の画面に進みます。

10. この前の手順で [Manual configuration(Static Address) (手動構成 (静的アドレス))]を選択

した場合は [Configure em2 (em2 の構成)]画面が表示されます。次の情報を入力して F12

キーを押します。

n IPv4 address (IPv4アドレス)

n Netmask (ネットマスク)

n Default gateway address (デフォルトゲートウェイアドレス)

n Domain name server address (ドメイン名サーバアドレス)

この情報は担当のネットワーク管理者に問い合わせてください。

注: 入力した情報が無効な場合、有効な情報を入力するまで同じ画面が再表示されます。

11. これ以降はプロンプトの表示なしでインストール処理が続行されます。2台目のPMがリブートする

まで操作は必要ありません。リブートしたら、次を行います。

a. ブート可能なメディアを取り出すか、ISOイメージをアンマウントします。

b. IPアドレスを動的に取得するよう構成してある場合、「管理IPアドレスを記録する」の説

明に従って、そのIPアドレスを記録します。

12. 「everRunソフトウェアをインストールする」の次の手順を実行します。

インストール後のタスク

システムのインストールが完了した後、次のようなインストール後のタスクをいくつか実行する必要があり

ます。

l 「システムIP情報を取得する」

l 「everRun可用性コンソールに初めてログオンする」

l 必要なシステムの基本設定を構成する:

n 「日付と時刻を構成する」

n 「リモートサポート設定を構成する」

n 「クォーラムサーバを構成する」

n 「所有者情報を指定する」
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l 「Active Directory を構成する」

l 「ローカルユーザアカウントを管理する」

l 「ダッシュボードで未対応のアラートを解決する」

l 「追加のネットワークを接続する」

システム IP 情報を取得する

everRunソフトウェアをインストールした後、everRun可用性コンソールに初めてログオンするために

node0の IPアドレスが必要になります(「everRun可用性コンソールに初めてログオンする」を参照し

てください)。初めてのログオンを完了させるには、システムIP情報も必要です。この情報はネットワーク

管理者から提供されます。ネットワーク管理者がシステムIP情報を特定できるよう、node0とnode1の

IPアドレスをネットワーク管理者に提供します(「管理IPアドレスを記録する」を参照してください)。

システムIPアドレスは静的なIPアドレスでなければなりません。動的なIPアドレスは使用しないでくだ

さい。

関連トピック

「ソフトウェアのインストール」

「インストール後のタスク」

everRun 可用性コンソールに初めてログオンする

everRunソフトウェアのインストールを完了した後、everRun可用性コンソールにログオンしてエンド

ユーザライセンス契約(EULA) に同意し、ネットワーク情報を提供します。このとき恒久ライセンスを入

手できます。ただし、これは後日改めて行うことも可能です。システムの初回インストール時には、期限が

30日以内に指定された一時的なライセンスが設定されています。

前提条件: everRun可用性コンソールに初めてログオンする場合、次の情報が必要です。

l node0 (プライマリ) IPアドレス—インストールの操作中にこのアドレスをメモしま

す。「管理IPアドレスを記録する」を参照してください。

l システムのIPアドレス—この情報はネットワーク管理者が提供します。「システムIP

情報を取得する」を参照してください。

l everRunソフトウェアの購入時にStratus から受け取った一時ライセンスファイル

(site-id_L.KEY) —通常このファイルは電子メールで送信されますが、Stratus カスタ

マサービスポータル (https://support.stratus.com)からもダウンロードできます。
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everRun可用性コンソールに初めてログオンするには

1. リモート管理コンピュータから、ブラウザのアドレスバーにnode0 (プライマリ)の IPアドレスを

入力します。

注: セキュリティメッセージが表示されたら、Webサイトに進みます。後でセキュリ

ティ例外を追加して、メッセージを表示せずにサイトの読み込みを許可することもできま

す(「セキュアな接続を構成する」を参照)。

everRun可用性コンソールのログオンページが表示されます。

2. [ユーザ名]に admin、[パスワード]に adminと入力し、[ログイン]をクリックします。

Stratus everRunエンドユーザライセンス契約(EULA) が表示されます。

3. EULAを読み、その内容に同意する場合は [同意する]をクリックします。EULAに同意しない場

合、インストールが中止されます。

[初期の構成]ページが [構成]の下に表示されます。

4. デフォルトでは [通知]の下の [サポート通知の有効化]ボックスがオンになっています。everRun

システムからStratus 認定サービス業者に稼動状態およびスタータスの通知が送信されないように

するには、このチェックボックスをオフにします。この設定は後でも変更できます(「リモートサ

ポート設定を構成する」を参照してください)。

5. [システム IP]の下で、[静的なシステム IP]ボックスに、ネットワーク管理者から受け取った静的

なシステムIPアドレスを入力します。(システムIPアドレスは、クラスタIPアドレスとも呼ばれま

す。)

6. また、[システム IP]の下で、[DHCP] (デフォルト)または [静的]を選択します。[DHCP]の場

合、追加の情報を入力する必要はありません。

[静的]を選択した場合、展開処理中に入力したnode0の静的IPアドレスが表示されます。次の値

を指定します。

n プライマリおよびセカンダリDNS

n ネットマスク

n node0のゲートウェイアドレス

n node1の IPアドレス

n node1のゲートウェイアドレス

52/563ページ



追加のネットワークを接続する

管理ネットワーク(ibiz0) の IPアドレスが正しいことを確認します。

ネットワークの情報を入力したら、[続行]をクリックします。数秒後に [ライセンス情報]ウィンド

ウが表示されます。

7. 新しいライセンスキーのアップロードは今すぐ行うか、後で [製品ライセンス]ページから行うこと

もできます。後で行う場合は [続行]をクリックします。

今すぐ行う場合、[LICENSE INFORMATION (ライセンス情報)]ウィンドウの [ライセンス

キーのアップロード]で、[ファイルの選択]をクリックします。Stratus から受け取ったライセンス

.KEYファイルに移動します。ライセンスファイルを選択して [アップロード]をクリックします。

[続行]をクリックします。

8. [アカウントのセキュリティ]ウィンドウの [新しいパスワード]に、ユーザ adminの新しいパス

ワードを入力します。[パスワードの確認]にもう一度パスワードを入力します。パスワードはシス

テムのパスワードポリシーに準拠しなければなりません(詳細は「パスワードポリシー」を参照し

てください)。

注: セキュリティ上の理由から、このとき adminのパスワードを変更することをお勧め

します。パスワードは後で変更することもできます。また、adminアカウントのデフォ

ルトのユーザログイン名も変更することをお勧めします。これらの変更は [ユーザとグ

ループ]ページで行います(「ユーザとグループを構成する」を参照してください)。

9. [完了]をクリックします。

everRun可用性コンソールが表示されて初回ログオンが完了します。今後コンソールにログオンする際に

使用できるよう、このシステムIPアドレスはブックマークに保存するか、メモします。

必要に応じて、「インストール後のタスク」の追加のタスクを実行します。

関連トピック

「ソフトウェアのインストール」

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

追加のネットワークを接続する

everRunインストールソフトウェアは、インストール時に物理的に接続されているすべてのネットワーク

ポートにネットワークを接続します。このトピックでは、ソフトウェアのインストールが完了した後で追加

のネットワークを接続する手順について説明します。
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ネットワークを接続するには

1. イーサネットケーブルで1台目のPMのポートと2台目のPMのポートをつなぎます。各PMで同

じNICスロットとポート番号を使用するのが理想的です。ケーブルは(A-Linkネットワークの場合)

直接接続するか、(A-Linkネットワークまたはビジネスネットワークの場合)ネットワークスイッチ

経由で接続します。

2. everRun可用性コンソールで、[ネットワーク]ページを表示します。

a. 通常は1分以内に新しい共有ネットワーク名が表示されます。表示されない場合、ケーブル

が異なるサブネット上にあるか、PM間でNICポートに互換性がない(たとえばケーブルの一

方が10Gbポートに接続され、もう片方が1Gbポートに接続されている)ことを示していま

す。

b. [構成]ボタンをクリックしてネットワークをA-Linkネットワークとビジネスネットワーク

のどちらにするかを選択します。直接接続の場合、A-Linkネットワークに設定する必要があ

ります。そうでない場合、A-Linkネットワークとビジネスネットワークのどちらにも設定で

きます。

c. 新しい共有ネットワークに緑のチェックマークが表示されることを確認します。

3. 両方のPMで、追加のネットワークケーブルを1度に1組ずつ接続します。各PMで同じNICス

ロットとポート番号を使用するのが理想的です。

関連トピック

「イーサネットケーブルを接続する」

「A-Linkネットワークとプライベートネットワークの要件」

「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」

「全般的なネットワーク要件と構成」
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第 3 章: everRun 可用性コンソールを使用する

everRun可用性コンソールは、everRunシステムの管理とモニタリングをリモートの管理コンピュータか

ら行う機能を提供するブラウザベースのインタフェースです。このコンソールの概要については、

「everRun可用性コンソール」を参照してください。

everRun可用性コンソール内の各ページに関する情報については、以下のトピックを参照してください。

l 「[ダッシュボード]ページ」

l 「[システム]ページ」

l 「[基本設定]ページ」

l 「[アラート履歴]ページ」

l 「[監査ログ]ページ」

l 「[サポートログ]ページ」

l 「[物理マシン]ページ」

l 「[仮想マシン]ページ」

l 「[スナップショット]ページ」

l 「[ボリューム]ページ」

l 「[ストレージグループ]ページ」

l 「[ネットワーク]ページ」

l 「[仮想CD]ページ」
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l 「[アップグレードキット]ページ」

l 「ユーザとグループを構成する」

everRun 可用性コンソール

everRun可用性コンソールは、everRunシステムの管理とモニタリングをリモートの管理コンピュータか

ら行う機能を提供するブラウザベースのインタフェースです。システムに対するすべての管理操作をコン

ソールから実行でき、システム全体および個々の物理マシン(PM)、仮想マシン(VM)、およびその他のリ

ソースにアクセスすることができます。

everRun可用性コンソールで実行されるリモート管理コンピュータの要件については、「everRun可用

性コンソールの要件」を参照してください。

everRun可用性コンソールを使用して、次のさまざまな管理機能を実行できます。

l ダッシュボードからシステムアラートを確認します。「[ダッシュボード]ページ」を参照してくだ

さい。

l [システム]ページから、VM、CPU、メモリ、およびストレージに関する統計を表示し、システムの

リブートまたはシャットダウンを実行します。「[システム]ページ」を参照してください。

l システム、通知(e アラートとSNMP構成)、およびリモートサポート(通知とアクセス)の基本設定

の指定、管理ツールにアクセスしてマイグレーションポリシーの設定、セキュアな接続の作成、ス

ナップショットの構成、およびその他の機能の設定を行います。システムの基本設定には、所有者

情報とIPアドレス、クォーラムサービス、日付と時刻、Active Directory などの構成値が含まれま

す。「[基本設定]ページ」を参照してください。

l アラートおよび監査ログを表示します。「[アラート履歴]ページ」、「[監査ログ]ページ」、

「[サポートログ]ページ」を参照してください。

l 以下のリソースのモニタリング、管理、およびメンテナンスを行います。

n PMのステータス、ストレージ(ディスクも含む)、ネットワーク、VM、およびUSBデバイ

ス。「[物理マシン]ページ」を参照してください。

n VMのステータスおよび管理タスク。VMの作成、インポート/リストア、管理、およびメン

テナンスを含みます。「[仮想マシン]ページ」を参照してください。

n スナップショットのステータスおよび管理タスク。スナップショットのエクスポートおよび

削除を含みます。「[スナップショット]ページ」を参照してください。

n ボリューム。その状態、名前、データ同期のステータス、サイズ、ストレージグループ、状

態、およびその他の情報を含みます。「[ボリューム]ページ」を参照してください。
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n ストレージグループ。名前、使用サイズ、サイズ、およびボリューム数を含みます。「[ス

トレージグループ]ページ」を参照してください。

n ネットワーク。状態、リンク状況、名前、内部名、タイプ(A-Linkなど)、VM速度、MACア

ドレス、およびネットワーク帯域幅を含みます。「[ネットワーク]ページ」を参照してくだ

さい。

n 仮想CD。そのストレージグループ、状態、名前、サイズ、およびVCDが削除可能かどうか

を含みます。「[仮想CD]ページ」を参照してください。

l アップグレードキットのモニタリングと管理を行います。「[アップグレードキット]ページ」を参

照してください。

ユーザ情報を編集(「ユーザ情報を編集する」を参照)したり、ユーザとグループを構成(「ユーザとグ

ループを構成する」を参照)することもできます。

関連トピック

「everRun可用性コンソールに初めてログオンする」

「everRun可用性コンソールにログオンする」

「everRun可用性コンソールを使用する」

everRun 可用性コンソールにログオンする

everRun可用性コンソールにログオンして、everRunシステムを管理します。コンソールを使用して、シ

ステムの物理マシン(PM)、仮想マシン(VM)、ストレージ、ネットワークなどを管理できます。アラート

とログの確認や、その他の管理タスクを実行することもできます。

注:

1. 使用しない場合、ログインセッションは1時間後にタイムアウトします。

2. システムのログインセッション数は10に制限されています。

3. パスワードはシステムの「パスワードポリシー」に準拠しなければなりません。

4. everRun可用性コンソールのログインページにカスタムコンテンツを提供するログイン

バナーを構成できます。「ログインバナーを構成する」を参照してください。

everRun 可用性コンソールにログオンするには

1. ブラウザのアドレスバーに、everRunシステムのIPアドレスまたは完全修飾ドメイン名(FQDN)

を次のように入力します。
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http://<IPアドレス>

または

http://<FQDN名>

<IPアドレス>はeverRunシステムの静的IPアドレスで、インストールの処理中に指定されま

す。

<FQDN名>はそのIPアドレスに対応するFQDN名です。

2. ログオンページが表示されたら、ユーザ名とパスワードを入力します。

パスワードを忘れた場合、[パスワードをお忘れですか？]をクリックして [パスワードのリセット]

ページを表示します。パスワードのリセットに必要な情報を入力します。

注: パスワードをリセットするには、ローカルユーザアカウントで構成されているよう

に(「ローカルユーザアカウントを管理する」を参照)、システム上に電子メールアド

レスのある電子メールアカウントを持っている必要があります。電子メールを受信でき

ない場合、システム管理者に問い合わせてパスワードリセットの要求を代理で行っても

らいます。(システム管理者は、ホストOSの管理者にパスワードの変更を依頼しなけれ

ばなりません。ホストOSの管理者はプライマリノードでAVCLIコマンドを使ってパス

ワードを変更します。)

パスワードをリセットするには

注: パスワードのリセット時に電子メールを受信するには、メールサーバが構成さ

れていなければなりません。「メールサーバを構成する」を参照してください。

a. [パスワードのリセット]ページが表示されたら、[ユーザ名]を入力して [続行]をク

リックします。ローカルユーザアカウントに設定されている電子メールアドレスに電

子メールが送信されます。電子メールにはパスワードのリセットページへのリンクが

含まれています。

b. 電子メールアカウント内で、パスワードリセットリンクの含まれた電子メールを開

き、リンクをクリックします。[パスワードのリセット]ページが再び表示されます。

c. [新しいパスワード]と [パスワードの確認]に、新しいパスワードを入力します。新

しいパスワードはシステムの「パスワードポリシー」に準拠しなければなりません。

[続行]をクリックします。
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ユーザ情報を編集する

d. ページが開き、パスワードが正しくリセットされ、システムに新しいパスワードでロ

グインできることを知らせるメッセージが表示されます。[完了]をクリックします。

3. [ログイン]をクリックします。

パスワードポリシー
システムのパスワードポリシーでは、パスワードが以下の条件を満たしている必要があります。

l パスワードは最低8文字です。

l 大文字と小文字の両方を含めなければなりません。

l ユーザ名と同じであってはいけません。

注: ログイン試行の間隔は500ms です。したがって、ログインを試行した後で少なくと

も0.5秒待ってから再試行してください。

関連トピック

「everRun可用性コンソールに初めてログオンする」

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

ユーザ情報を編集する

ユーザ名、電子メールアドレス、実名、およびパスワードを変更してユーザ情報を編集します。

ユーザ情報を編集するには

1. コンソールの右上角にあるユーザ名をクリックします。

[ユーザの編集]ダイアログボックスが開きます。

2. 次の値を入力または変更します。

n ユーザ名

n 電子メールアドレス

n 実名

n パスワード

注: パスワードはシステムの「パスワードポリシー」に準拠しなければなりませ
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ん。

n パスワードの確認

3. [保存]をクリックします。(または、変更をキャンセルするには [キャンセル]をクリックします。)

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

[ダッシュボード] ページ

[ダッシュボード]ページには、everRunシステムの未対応のアラートのサマリが表示されます。このペー

ジを開くには、左側のナビゲーションパネルで [ダッシュボード]をクリックします。

未処理のアラートに関する追加の情報を表示するには、everRunシステム図でアラート記号(たとえば

)をクリックするか、システム図の下のアラートのリストでエントリをクリックします。アラートリスト

は、アラートの種類によってシステム図の下に [すべて]、[システム]、[無視]などのタブとして表示され

ることもあります。アラート情報には次が含まれます。

l 問題に関連するコンポーネント(たとえばeverRunシステム、物理マシン(PM)、仮想マシン(VM)

など)

l 対処が必要なアクティビティまたはタスクの説明

l 問題の解決が必要な理由(該当する場合)

アクティブなアラートはできるだけ早期に解決してください(「ダッシュボードで未対応のアラートを解決

する」を参照)。

everRun システム図を理解する

[ダッシュボード]ページのシステム図は、システムのステータスを視覚的に示すものです。星印はプライ

マリPMを表します。アラート記号がある場合、これは情報目的のアラートか、対処が必要な重要なアラー

トを表します。アラート記号をクリックすると、そのアラートに関する情報が表示されます。

関連トピック

「[物理マシン]ページ」

「[システム]ページ」

「[仮想マシン]ページ」
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ダッシュボードで未対応のアラートを解決する

ダッシュボードで未対応のアラートを解決する

システムのインストールを完了した後、[ダッシュボード]ページに表示される未対応のアラートをすべて

解決します。

未対応のアラートを解決するには

everRun可用性コンソールの[ダッシュボード]ページの下部に表示されるアラートを確認します。次のオ

プションがあります。

l アラートを解決します。

たとえば、「Stratus によるサポートを最大限に活用するには、サポート通知サービスを有効にす

る必要があります」というメッセージが表示されている場合はサポート通知サービスを有効にしま

す。

l ([アクション]列で) [無視]をクリックして、アラートを無視してリストから削除します。軽度のア

ラートは解決せずに無視することができます。[無視]をクリックするとアラートが表示されなくな

ります。

無視したアラートをリストに再び表示するには、アラートリストの上にある [無視]をクリックして

から、[アクション]列で [リストア]をクリックします。

関連トピック

「[ダッシュボード]ページ」

[システム] ページ

[システム]ページには、everRunシステムに関する情報が表示されます。このページからシステムのリ

ブートやシャットダウンを行えます。このページには、everRunシステムの統計とリソースの割り当てが

表示されます。このページを開くには、左側のナビゲーションパネルで [システム]をクリックします。

[システム]ページを使用して、次のような管理タスクを実行できます。

l 「システムをリブートする」

l 「システムをシャットダウンする」

このほかにもeverRunシステムの多くの管理タスクをeverRun可用性コンソールを使用して実行しま

す。詳細については、「everRun可用性コンソール」を参照してください。

everRunのシステムリソースを管理するには、「システムリソースを構成する」を参照してください。

統計を表示する
[システム]ページでは、システムの使用状況およびPMとVMに関する情報と統計が以下のセク
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ションに表示されます。

l 仮想マシン—表に各PMの状態、アクティビティ、および名前が表示されます。

l システム名—円グラフにシステムのCPU割り当て、メモリ割り当て、ディスク(R/W)、お

よびネットワーク使用状況が表示されます。

l node0とnode1—円グラフに各ノードのCPU使用状況、メモリ使用状況、ディスク使用

状況、およびネットワーク使用状況が表示されます。ディスク使用状況とネットワーク使用

状況の場合、統計を表示したい論理ディスクまたはネットワークを選択できます。

l PM 詳細とVM 詳細—折れ線グラフにCPU合計能力比率、メモリ合計容量比率(PMの

み)、ディスクI/O (バイト単位)、およびネットワークI/O (ビット単位)が表示されます。統

計の対象期間を過去4時間から1年間の範囲で選択できます。また、ライブ統計を表示する

ことも可能です。

各見出しの一番右端で、統計を表示したいエンティティを選択できます。たとえば、[PM 詳

細]の下で、[CPU 合計能力比率 (%)]の一番右端にある [物理マシン]ドロップダウンボッ

クスからnode0またはnode1を選択することができます。

表示を展開したり折りたたむには、各見出しの左の矢印をクリックします。

関連トピック

「everRun可用性コンソールを使用する」

システムをリブートする

everRun可用性コンソールを使用したeverRunシステムのリブートでは、VMにダウンタイムを発生させ

ずに両方のPMを安全に再起動できます。

注意事項: それ以外の方法(たとえば各PMを個別にリブートするなど)を使ってeverRunシス

テムをシャットダウンすると、データを損失する可能性があります。

注: 両方のPMが正常に実行されていない場合や、PMがメンテナンスモードになっている場合

には、システムをリブートできません。

前提条件: リブートを行う前に、両方のPMが実行中であることを確認してください。

everRun システムをリブートするには
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1. 左側のナビゲーションパネルで [システム]を選択します。

2. [リブート]ボタンをクリックします。リブートを確認するメッセージが表示されます。[はい]をク

リックして続行します。

リブートには最長15分かかります。進捗状況をeverRun可用性コンソールの [ダッシュボード]お

よびマストヘッドで確認できます。システムのPMで順次メンテナンスモードが有効になってから

解除されます(メンテナンスモードの詳細については、「メンテナンスモード」を参照してくださ

い)。

3. PMが再起動され、すべてのVMが引き続き正常に実行されることを確認します。

リブートを開始すると、マストヘッドのメッセージにリブートの進捗状況が表示されます。リブートをキャ

ンセルするには、マストヘッドの [リブートのキャンセル]をクリックします。

注意事項: リブートをキャンセルするとシステムはその時点の状態のままになるため、手動で正

常な状態に復元する必要があります。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「[システム]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

システムをシャットダウンする

everRunシステムをシャットダウンするにはeverRun可用性コンソールを使用します。この方法では、

まず仮想マシン(VM)をシャットダウンしてから物理マシン(PM)をシャットダウンすることにより、正常

なシャットダウンが実行されます。この方法は、everRunシステムのシャットダウンのみに使用してくだ

さい。シャットダウンを行う前に、両方のPMが実行中であることを確認します。

注意事項:

1. everRunシステムをシャットダウンするとVMがオフラインになるので、システムの

シャットダウンは計画的なメンテナンス期間中のみに行ってください。

2. それ以外の方法でeverRunシステムをシャットダウンすると(たとえば両方のPMの電

源を遮断するなど)、データを損失する可能性があります。

everRun システムをシャットダウンするには
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1. 左側のナビゲーションパネルで [システム]を選択します。

2. [シャットダウン]ボタンをクリックします。次の警告が表示されます:「システム全体がシャットダ

ウンされ、1つ以上のVMが停止します！シャットダウンするには [はい]を、シャットダウンを

キャンセルするには [いいえ]をクリックします。」[はい]をクリックすると2つ目の警告メッセー

ジが表示され、シャットダウンを確認するよう求められます。シャットダウンするには [はい]をも

う1度クリックし、シャットダウンをキャンセルするには [いいえ]をクリックします。

everRun可用性コンソールの [ダッシュボード]およびマストヘッドでシャットダウン処理の一部を確認で

きます。システムのPMが順次メンテナンスモードに切り替わります(メンテナンスモードの詳細につい

ては、「メンテナンスモード」を参照してください)。ただし、システムが完全にシャットダウンすると

everRun可用性コンソールが使用不可能になり、マストヘッドに「通信が失われました」と表示されま

す。

システムのシャットダウンが完了すると、コンソールに接続できなくなります。everRunシステムを完全

にシャットダウンできない場合、VMが正しくシャットダウンされていない可能性があります。VMを

シャットダウンするには、次のいずれかを実行します。

l VMコンソールまたはリモートデスクトップアプリケーションを使用して、VMにログオンしま

す。オペレーティングシステムコマンドを使用してVMをシャットダウンします。

l everRun可用性コンソールにログオンします。左側のナビゲーションパネルで [仮想マシン]をク

リックし、VMを選択してから [電源オフ]を選択します。

関連トピック

「仮想マシンの運用を管理する」

「everRun可用性コンソール」

「[システム]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

[基本設定] ページ

[基本設定]ページでは、everRunシステムの設定を構成できます。このページを開くには、左側のナビ

ゲーションパネルで [基本設定]をクリックします。

次の表は基本設定の各項目とその説明を一覧したものです。
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基本設定 説明

システム

所有者情報

everRunシステム管理者の名前と連絡先を指定したり表示できます。この

情報は、簡易ネットワーク管理プロトコル(SNMP) 要求への応答としても

提供されます。「所有者情報を指定する」を参照してください。

製品ライセンス
everRunの製品ライセンスを表示したり管理できます。「製品ライセンス

を管理する」を参照してください。

IP構成
システムのインターネットプロトコル(IP) アドレスおよびネットワーク設

定を表示や指定できます。「IP設定を構成する」を参照してください。

クォーラムサーバ

既存および新規のクォーラムサーバを表示できます。クォーラムサーバに

よってデータの整合性が保証され、everRun環境で特定の障害が発生した

場合に自動で再起動する機能が提供されます。「クォーラムサーバ」およ

び「クォーラムサーバを構成する」を参照してください。

日付と時刻

システム時刻を表示したり、システムでネットワークタイムプロトコル

(NTP) の値を指定したり(推奨)、日付と時刻を手動で設定することができ

ます。「日付と時刻を構成する」を参照してください。

システムリソース

everRunソフトウェア用に予約する仮想CPU (vCPU) の数およびメモリ容

量を指定できます。「システムリソースを構成する」を参照してくださ

い。

メールサーバ

メールサーバを構成して、たとえばパスワードのリセットが必要な場合な

どにeverRunシステムで電子メールを送信できるようにします。「メール

サーバを構成する」を参照してください。

管理ツール

ユーザとグループ

everRunシステム上のユーザアカウントの追加、変更、削除を行えます。

また、Active Directory を有効にしてその許可を与えたり、ユーザを選択

してそのユーザのパスワードが最後に更新された時刻を表示することもで
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基本設定 説明

きます。管理者はこのページを使用して、ユーザを選択して次回のログイ

ン時にパスワードの変更を強制することもできます。「ユーザとグループ

を構成する」を参照してください。

マイグレーションポリ

シー

ノードが障害から復旧したりメンテナンスモードを終了した後そこで稼働

していたVMがサービスに復帰するときにデフォルトで行われるVMの自

動負荷分散を無効にすることができます。「マイグレーションポリシーを

構成する」を参照してください。

セキュアな接続
システムへのHTTPS接続のみを有効にすることができます。「セキュアな

接続を構成する」を参照してください。

非アクティブなホストの

ログアウト

非アクティブなホストのログアウトを無効にしたり、タイムアウト期限を

変更できます。「非アクティブなホストのログアウトを構成する」を参照

してください。

スナップショット構成
スナップショットの作成を無効にできます。「スナップショットを無効ま

たは有効にする」を参照してください。

VMデバイスの構成

すべてのVMへの仮想CD (VCD) の挿入機能や、すべてのVMへのUSBデ

バイスの接続機能を有効化したり無効化することができます。「VMデバ

イスを構成する」を参照してください。

iptables セキュリティ
管理ツール iptables を使用したIPパケットフィルタリングを管理できま

す。「iptables を管理する」を参照してください。

ログインバナー通知
ログインバナーを構成できます。「ログインバナーを構成する」を参照し

てください。

通知

e アラート
システム管理者用の電子メールアラート(e アラート)を有効にできます。

「eアラートを構成する」を参照してください。

SNMP構成 システムをリモートでモニタリングするために、簡易ネットワーク管理プ
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基本設定 説明

ロトコル(SNMP) 要求およびトラップを有効にできます。「SNMP設定を

構成する」を参照してください。

リモートサポート

サポート構成

リモートアクセスおよび通知機能を構成できます。リモートアクセスによ

り、Stratus 認定サービス業者がトラブルシューティングの目的でシステム

にリモート接続できるようになります。有効にした場合、everRunシステ

ムはStratus 認定サービス業者にシステムの問題に関する通知を送信でき

ます。「リモートサポート設定を構成する」を参照してください。

プロキシ構成

組織でインターネットアクセスにプロキシサーバを使用する必要があり、

everRunあるいは他の認定Stratus サービス業者とサービス契約を交わし

ている場合、everRunシステムのプロキシ設定を構成できます。everRun

ソフトウェアは、サポート通知メッセージおよびリモートサポートのアク

セス機能にプロキシサーバ情報を使用します。「インターネットプロキシ

設定を構成する」を参照してください。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

所有者情報を指定する

everRunシステムの管理者または所有者の名前と連絡先情報を指定して、サポートの目的でこの情報を提

供します。

所有者情報はeverRun可用性コンソールで利用でき、簡易ネットワーク管理プロトコル(SNMP) 要求に応

じて提供されます。

システムの所有者情報を指定するには

1. 左側のパネルで [基本設定]をクリックします。

2. [基本設定]ページで [所有者情報]をクリックします。
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3. [フルネーム]、[電話番号]、[電子メール]、[サイトアドレス]の各フィールドに情報を入力しま

す。

4. [保存]をクリックします。

関連トピック

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソール」

製品ライセンスを管理する

システムの製品ライセンスの管理では、次のことを行います。

l インストールの最中またはその後に恒久ライセンスを取得する

l 既存のライセンスのステータスを確認する(必要な場合は更新されます)

l ステータス、タイプ、および有効期限など、現在のライセンス情報を表示する

システムを購入すると、Stratus から電子メールでライセンス.key ファイルが提供されます。ライセンス

.key ファイルを、everRunシステムにライセンスを初めてアップロード(およびアクティベーション)す

る際に、アクセス可能な(everRunシステムではなく)コンピュータに保存します。

システムに恒久ライセンスが適用されると、インターネットに接続できるシステムの場合は24時間ごとに

ライセンスサーバにアップデートがないかどうかを確認します。システムがインターネットにアクセスで

きない場合でも、ユーザがライセンスを更新してそのステータスを確認できます。これを行うには、

everRun可用性コンソールの(インターネットアクセスのない)ロケーションと、インターネットアクセ

スのあるロケーションの間でファイルを移動する必要があります。次には2とおりの方法を示しますが、

他の方法で行うことも可能です。

l USBフラッシュドライブ—(システムに接続可能な)管理PCと、インターネットアクセスのある

コンピュータの間でUSBフラッシュドライブを移動します。

l ラップトップやスマートフォンなどのモバイルデバイス—everRun可用性コンソールにログイン

できるロケーションと、インターネットアクセスのあるロケーションの間でモバイルデバイスを移

動します。

下のドロップダウンメニューから、条件に適した手順を実行してください。

ライセンスのステータスをチェックするには
システムがインターネットにアクセスできる場合は次の手順を使用します。この手順では必要に応

じてライセンスの更新も自動的に行われます。システムがインターネットにアクセスできない場合
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は「インターネットアクセスのないシステムの場合」の手順を使用してください。ライセンスを手

動で更新する必要がある場合、「新しいライセンスを手動で更新するには」を参照してください。

1. everRun可用性コンソールで、マストヘッドにある([アセット ID: asset_ID]の) asset_

IDをクリックします。

あるいは、コンソールの左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックしてから、次

を行います。

a. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

b. [オンラインライセンスチェック]で [ライセンスを今すぐチェック]をクリックしま

す。

2. コンソールにライセンスのステータスが表示されます。

ステータス
ライセンスはアクティベートされています。有効期限

はありません。

ライセンスのタイプ Enterprise エディション(ボリューム)

有効期限 月dd、20yy、時刻

前回のチェック 月dd、20yy、時刻

アセット ID asset_ID

FT 有効 Yes_or_No

スプリットサイト許可 Yes_or_No

ゲストモニタリング許可 Yes_or_No

新しいライセンスを手動で更新するには

ライセンス.key ファイルをコンピュータに保存した後、この手順を使用してライセンス.key ファイルを

everRunシステムにアップロードします。

インターネットアクセスのあるシステムの場合

1. コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [基本設定]をクリックします。

2. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

3. [オフラインのライセンスチェックまたは新しいライセンスキーのアップロード]バーをク

リックして、オプションが表示されていない場合はこれを表示します。

4. [新しいライセンスキーのアップロード]で [ファイルの選択]をクリックし、ファイルを保

存した場所に移動します。次に、[アップロード]をクリックします。
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インターネットアクセスのないシステムの場合
次の手順を使用して、ライセンスを確認し、必要な場合はインターネットアクセスのないシステム

上で新しいライセンスを手動で取得します。everRun可用性コンソールの(インターネットアクセ

スのない)ロケーションと、インターネットアクセスのあるロケーションの間でファイルを移動する

必要があります。次の手順は1つの方法を示しますが、他の方法で行うことも可能です。

everRun可用性コンソールへアクセスできるコンピュータまたはモバイルデバイスでの手順

1. 管理PCを使用する場合、USBポートにUSBフラッシュドライブを挿入します。

モバイルデバイスを使用する場合、これがeverRun可用性コンソールにアクセスできるこ

とを確認します。

2. everRun可用性コンソールにログオンします。

3. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックします。

4. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

5. [オフラインのライセンスチェックまたは新しいライセンスキーのアップロード]バーをク

リックして、オプションが表示されていない場合はこれを表示します。

6. [URL ファイルによるオフラインのライセンスチェック]で、[URL ファイルのダウンロー

ド]をクリックしてファイルをモバイルデバイスまたはUSBフラッシュドライブに保存しま

す。USBフラッシュドライブを使用している場合はドライブを取り外します。インターネッ

トアクセスのある場所に移動します。

インターネットアクセスのある場所での手順

1. USBフラッシュドライブを使用している場合、これをインターネットアクセスのあるコン

ピュータのUSBポートに挿入します。

2. 保存したファイルに移動し、ファイル名をクリックします。

3. Webブラウザが開き、Stratus ライセンスサーバがライセンスファイルのステータスを確認

します。必要な場合、新しいライセンス.key ファイルが自動でダウンロードされます。USB

フラッシュドライブを使用している場合、新しいライセンスの.key ファイルをそこにコピー

してから、USBフラッシュドライブを取り出します。

4. コンソールにアクセスできる場所に戻ります。

everRun可用性コンソールへアクセスできるコンピュータまたはモバイルデバイスでの手順
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1. USBフラッシュドライブを使用している場合、これを管理PCのUSBポートに挿入します。

モバイルデバイスを使用する場合、これがeverRun可用性コンソールにアクセスできるこ

とを確認します。

2. コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [基本設定]をクリックします。

3. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

4. [オフラインのライセンスチェックまたは新しいライセンスのアップロード]バーをクリック

して、オプションが表示されていない場合はこれを表示します。

5. [新しいライセンスキーのアップロード]で [ファイルの選択]をクリックし、ファイルを保

存した場所に移動します。

6. ファイルを選択して [開く]をクリックし、次に [アップロード]をクリックしてシステムに

ファイルをアップロードします。

ライセンスのアクティベーションに失敗した場合、License Activation Server (ALAS) が数字のエラー

コードを返します。次のドロップダウンメニューにエラーコードが一覧されます。

ライセンスアクティベーションのエラーコードを表示するには
2.1: ALAS_UNKNOWN_SITEID

指定されたアセットIDキーはStratus カスタマデータベースAtlas に存在しません。(たとえばト

ライアル版IDを使用して)ライセンスを作成した直後の場合、ライセンス情報がまだALASに送信

されていない可能性があります。15分待ってからもう一度お試しください。アクティベーションが

再度失敗した場合は、Stratus 認定サービス業者に連絡して、表示されたエラーコードを提供して

ください。

3.1: ALAS_INVALID_ARG

ALASのURLがアセットIDパラメータなしで呼び出されました。このエラーは、アセットIDを含

まない、正しく作成されていないライセンスキーを用いた場合に発生することがあります。

3.2: ALAS_INVALID_SITEID

アセットIDパラメータが指定されましたが、パラメータに値が含まれていません。このエラーは、

空白のアセットIDを含む、正しく作成されていないライセンスキーを用いた場合に発生することが

あります。

3.3: ALAS_NO_SIGN

ALASがSSL証明書署名サーバとの通信を行えません。
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3.4: ALAS_NO_ATLAS_UPDATE

ALASがAtlas 内のアクティベーション情報やOSリリース番号などの情報の更新に失敗しました。

このエラーは、ライセンスのアクティベーション処理中にALAS側で発生します。

3.5: ALAS_NO_MORE_ACTIVATION

サイトが許可されるアクティベーション回数(通常は3回)を超えました。Stratus 認定サービス業

者では必要に応じてこの制限を変更できます。

9.0: ALAS_UNKNOWN

不明なエラーです。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

IP 設定を構成する

everRunシステムのインターネットプロトコル(IP) 設定を構成して、システムやノードのIPアドレスの

値、およびネットワークマスク、ゲートウェイアドレス、Domain Name System (DNS) サーバなどの

該当する設定の値を指定したり変更します。

everRunソフトウェアのインストール中およびインストール後に、システム用に1つと各ノード(node0

とnode1) 用に1つずつ、合計3つのIPアドレスを構成します。これらのIPアドレスやその他のIP設定

は、インストールを完了した後でも以下のうち適切な手順を使って変更できます。everRunシステムには

静的なIPv4アドレスを指定する必要があります。
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警告:

1. 特にVMが稼働中のシステムでは、担当のネットワーク管理者の了解とアドバイスなしに

IP構成の設定を変更することは避けてください。IP構成を変更すると、システムとその

すべてのVMにアクセスできなくなる可能性があります。

2. [静的なシステム IP]のアドレスを変更する場合、VMがリブートすると、VMに自動で

割り当てられているすべてのMACアドレスが変更されます。これは、everRunソフト

ウェアがシステムIPアドレスに基づいてVMのMACアドレスを生成するためです。VM

のMACアドレスが変更されないようにするには(たとえば、MACアドレスベースのラ

イセンスを使用するソフトウェアアプリケーションをサポートする場合など)、固定され

たMACアドレスを設定します。「仮想マシンに特定のMACアドレスを割り当てる」の

説明を参照してください。

3. IPアドレスの変更にはeverRun可用性コンソールを使用する必要があります。Linuxの

ツールは使用しないでください。

注:

1. IP 設定の構成に使用する手順は、everRunシステムが同じサブネット上にとどまるか、

新しいサブネットに移動するかによって異なります。システムを異なるサブネットに移動

する手順については、ナレッジベースにアクセスして、「Moving an everRun System

to a Different Subnet (everRunシステムを異なるサブネットに移動する)」という記事

(KB-4264) を検索してください。「ナレッジベースの記事にアクセスする」を参照して

ください。記事で説明されている手順に、[基本設定]ページの [IP 構成]セクションに

ある [保存してシャットダウン]ボタンを使うオプションがあります。

2. 通常の場合、新しいサブネット用にIP設定を変更するには、ノードの物理的なネット

ワーク接続を変更する必要があります(たとえば、PMを移動する場合はネットワーク

ケーブルをいったん抜いてから差し込み直します)。ノードからケーブルを取り外す前

に、ノードをシャットダウンする必要があります。

システムやノードの IP 設定を、同じサブネット上のシステムの設定に変更するには

この手順はeverRunシステムおよびすべての仮想マシン(VM)を実行したままの状態で行います。ただ

し、システムのIPアドレスを変更する場合はeverRun可用性コンソールとシステムとの接続が一時的に

失われることがあります。新しいシステムIPアドレスにあるeverRun可用性コンソールには1～2分以
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内にアクセスできるようになります。(各ノードのノードIPアドレスはそれぞれ個別に変更でき、その場合

コンソールの接続は失われません。)

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [IP 構成]をクリックします。

3. [静的なシステム IP]ボックスに、ネットワーク管理者から受け取った静的なシステムIPアドレス

を入力します。

4. [静的]ボタンをクリックし、[プライマリ DNS]と [セカンダリ DNS]に、有効かつ一意の値を入

力します。

5. 表示されたネットマスク値が正しいことを確認します。

6. [node0]と [node1]に、[IP アドレス]と [ゲートウェイ IP]の適切な値を入力します。

7. [保存]をクリックして値を保存するか、以前の値に戻すには [リセット]をクリックします。

システムIPアドレスを変更した場合、[システム IP が更新されました]というメッセージボックス

が表示されます。数秒後にブラウザが新しいシステムIPアドレスに自動的にリダイレクトされま

す。

関連トピック

「ソフトウェアのインストール」

「システムIP情報を取得する」

「everRun可用性コンソールに初めてログオンする」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

クォーラムサーバを構成する

everRunシステムに初めてログオンするときに、クォーラムサーバを構成します。

前提条件: クォーラムサーバを構成する前に、「クォーラムサーバ」および「SplitSite 構成を

作成する」を参照してください。クォーラムサーバについて説明されています。
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注:

1. VMにクォーラムサーバ構成の変更を認識させるには、VMをシャットダウンしてから再

起動して、マシンをリブートする必要があります。「仮想マシンをシャットダウンす

る」および「仮想マシンを起動する」を参照してください。

2. クォーラムサーバ上でWindows Update を実行すると、サーバの運用が中断されて障害

復旧動作に影響する場合があります。クォーラムサーバではWindows Update をメンテ

ナンス期間中にスケジュールするか、Windows Update を無効にしてください。

クォーラムサーバを構成するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [クォーラムサーバ]をクリックします。

3. [クォーラムサーバの追加]をクリックします。

4. [優先クォーラムサーバの追加]ダイアログボックスで、次の値を入力します(既に優先クォーラム

サーバが存在する場合は [代替クォーラムサーバの追加]ダイアログボックスが表示されます)。

n DNS または IP アドレス—優先クォーラムサーバの完全修飾DNSホスト名または IP アド

レスを入力します。

n ポート (デフォルト値は4557です)—デフォルト値以外のポートを使用する場合、その番号

を入力します。

[保存]をクリックして値を保存します。

5. ステップ4および5を繰り返して2台目の代替クォーラムサーバを構成します。Stratus では、

クォーラムサーバを2台構成することを推奨します。

6. クォーラムサービスを有効にするには、[有効]チェックボックスをオンにして [保存]をクリック

します。

クォーラムサーバを削除するには

注意事項: 優先クォーラムサーバを削除すると、代替クォーラムサーバが優先クォーラムサー

バになります。代替クォーラムサーバがない場合、優先クォーラムサーバを削除すると自動的

にクォーラムサービスが無効になります。

1. everRun可用性コンソールの [基本設定]ページに移動します。

2. [クォーラムサーバ]をクリックします。
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3. 削除するクォーラムサーバのエントリを見つけます。

4. 一番右の列で [削除]をクリックします。

注: VMで使用されているクォーラムサーバを削除する場合、削除の操作を完了させるには、

VMをリブートしてクォーラムサーバが認識されないようにする必要があります。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

日付と時刻を構成する

everRunシステムに初めてログオンするときに、日付と時刻を設定してネットワークタイムプロトコル

(NTP) サービスを有効にします。NTPサービスを使用するとシステムクロックが自動的に設定され、実際

の時刻とのずれが生じないようになります。

注意事項: 日付と時刻の設定を変更すると、システム時刻が実際の時刻と一致しない場合にプラ

イマリの物理マシン(PM)がリブートされ、セカンダリPMがシャットダウンすることがありま

す。リブートが完了するまですべての仮想マシン(VM)が停止され、ビジネスプロセスは中断

されます。

注: VMのマイグレーションや再起動が行われると、クロックのタイムゾーンが切り替わりま

す。VMのタイムゾーンが変更されないようにするには、次を行います。

l すべてのVMのタイムゾーンを、everRunシステム用に構成したタイムゾーンと一致す

るように設定します。

l すべての仮想マシンを、everRunシステム用に構成されたのと同じNTPサーバを使用す

るように構成します。

日付と時刻の設定を構成するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [基本設定]ページで [日付と時刻]をクリックします。
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システムリソースを構成する

3. [日付と時刻]の表示の [タイムゾーンの構成]はデフォルトで米国ニューヨーク州に設定されてい

ます。必要に応じて地域に適したタイムゾーンを選択してください。

4. [日付と時刻の構成]で、次のいずれかを選択します。

n [自動 (推奨設定)]を選択すると、NTPサービスが有効になります。テキスト領域で、NTP

サーバのアドレスを1行に1つずつ入力します。複数のNTPサーバを指定すると冗長性が得

られます。

n [手動]を選択すると、設定を手動で入力できます。

注: この方法で構成すると、everRunシステム時刻が実時刻と一致しなくなるこ

とがあります。

5. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

時刻のずれが生じたためにシステムのリブートが必要な場合、everRun可用性コンソールのマストヘッド

にシステムがリブートされるというメッセージが表示されます。その場合には、プライマリ物理マシン

(PM)がリブートされ、セカンダリPMはシャットダウンします。プライマリPMのリブート中はeverRun

可用性コンソールへの接続が失われます。リブートが完了するとPMがコンソールとの接続を再確立し、セ

カンダリPMの再起動を求めるアラートが表示されます。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

システムリソースを構成する

システムリソースを構成して、everRunシステムで仮想CPU (vCPU) およびメモリの管理方法を指定し

ます。デフォルト値を使用してください。値の変更はサービス担当者から特に指示を受けた場合のみに行い

ます。

everRun システムのシステムリソースを構成するには

1. everRun可用性コンソールで、左側にあるナビゲーションパネルの [基本設定]をクリックして

[基本設定]ページを表示します。

2. [システムリソース]をクリックします。

3. 設定の変更は、サービス担当者から特に指示を受けた場合のみ行います。
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n [システム vCPU]は、everRunソフトウェア用に予約されるvCPUの数を設定します。値

は2 (デフォルト)または4です。

n [システムメモリ]は、everRunソフトウェア用に予約されるメモリの容量を設定します。

値は1024 MB、2048 MB (デフォルト)、または4096 MBです。

4. [システムリソース]セクションの一番下にスクロールして [保存]をクリックするか、以前の保存

値に戻すには [リセット]をクリックします。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

メールサーバを構成する

メールサーバを構成して、たとえばパスワードのリセットが必要な場合などにeverRunシステムで電子

メールを送信できるようにします。

メールサーバを構成するには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [システム]の下で [メールサーバ]をクリックします。

3. [メールサーバの有効化]ボックスをクリックします。以下の設定を指定や選択するためのボックス

が表示されます。

n SMTP サーバ (必須)—企業が電子メールの送信に利用している簡易メール転送プロトコル

(SMTP) サーバの名前を入力します。

n ポート番号 (オプション)—eアラートの送信に使用するポート番号を入力します。ポート番

号を指定しない場合、デフォルトのSMTPポート25が使用されます。(SMTPポートを含む

すべてのTCPおよびUDPポートの詳細については、ナレッジベースにアクセスして、

「TCP and UDP ports used by everRun 7 (everRun 7で使用されるTCPおよびUDPポー

ト)」という記事(KB-2123) を検索してください。「ナレッジベースの記事にアクセスす

る」を参照してください。)

n 送信者の電子メールアドレス—次のいずれかが該当する場合、送信者の有効な電子メール

アドレスを指定してeアラートの配信を有効にします。
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ユーザとグループを構成する

o everRunシステムにDNSサーバが指定されておらず、なおかつ SMTPサーバがドメ

インリテラル(noreply@<IP アドレス>という形式の差出人アドレス)を受け入

れるように構成されていない場合。

o e アラートの差出人メールアドレスとして、noreply@company.comなどの別のア

ドレスを使用する場合。

SMTPサーバで受け入れられる任意の電子メールアドレスを使用できます。

n 暗号化接続—プルダウンメニューから、SMTPサーバに必要な暗号化プロトコルの値を選択

します。

o [なし] - 暗号化なし。デフォルトではポート番号25が使用されます。

o TLS—Transport Layer Security (TLS: トランスポート層セキュリティ)プロトコ

ル。TLSの場合、[ポート番号]にはデフォルトで25が使用されますが、Stratus で

は587を指定することを推奨します。

o SSL—Secure Sockets Layer (SSL) プロトコル。SSLの場合、[ポート番号]にはデ

フォルトで25が使用されますが、Stratus では465を指定することを推奨します。

n 認証の有効化—電子メールを送信するためにSMTPサーバが認証を必要とする場合にこの

ボックスをオンにします。その後、SMTPアカウントの [ユーザ名]と [パスワード]を入力

します。

パスワードを指定しない場合、以前のパスワードが引き続き必須になります。以前のパス

ワードが空で、新しいパスワードも入力しない場合、パスワードは空のままになります。

4. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

ユーザとグループを構成する

[ユーザとグループ]ページでは、everRunシステムのユーザアカウントの追加、変更、削除、または

Active Directory ユーザへのアクセスの許可を行います。ユーザを選択してそのユーザのパスワードが最

後に更新された時刻を確認できます。管理者はこのページを使用して、ユーザを選択して次回のログイン時

にパスワードの変更を強制することもできます。
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このページを開くには、左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックしてから、[基本設定]

ページで [管理ツール]の下から [ユーザとグループ]を選択します。

ローカルユーザアカウントを管理するには

新しいユーザを追加するには、下部パネルにある [追加]をクリックします。既存のユーザに変更を加える

には、ユーザアカウントの名前をクリックして [編集]または [削除]をクリックします。

ユーザが最後にユーザのパスワードを変更した時刻を調べるには、選択したユーザの [前回のパスワード更

新時刻]列を確認します。ユーザに次回のログイン時にパスワードの変更を強制するには、管理者がその

ユーザを選択して [パスワードの失効]をクリックします。

詳細については、「ローカルユーザアカウントを管理する」を参照してください。

ドメインユーザアカウントを管理するには

everRunシステムでActive Directory サービスを有効にする手順については、「Active Directory を構

成する」を参照してください。ドメインユーザがeverRunシステムを管理するためのアクセスを許可した

り削除するには、「ドメインユーザアカウントを管理する」を参照してください。

注: Active Directory ユーザまたはグループが構成されたシステムに管理者としてログインして

いる場合、[ユーザとグループ]ページの右上角に [アクセスの許可]ボタンが表示されます。

[アクセスの許可]ボタンをクリックすると、アクセスの許可ウィザードが起動します。アクセ

スの許可ウィザードの使い方については、「ドメインユーザアカウントを管理する」を参照し

てください。

ユーザアカウントをソートおよび検索するには

アカウントの数が多い場合、列見出しをクリックしてアカウントを特定のパラメータによってソートできま

す。アカウントのソート基準にはタイプ、ユーザ名、実名、電子メールアドレス、またはロールを使用で

きます。

関連トピック

「ドメインユーザアカウントを管理する」

「ローカルユーザアカウントを管理する」

「Active Directory を構成する」

ローカルユーザアカウントを管理する

everRun可用性コンソールの [ユーザとグループ]ページで、ローカルユーザアカウントのユーザの追

加、編集、削除、パスワードの指定、およびユーザロールの割り当てを行えます。ユーザを選択してその
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パスワードが最後に更新された時刻を表示することもできます。また、管理者は、ユーザを選択して次回の

ログイン時にパスワードを変更するよう強制できます。(Active Directory ドメイン内の設定済みユーザに

よるアクセスを許可したり拒否するには、「ドメインユーザアカウントを管理する」を参照してくださ

い。)

ローカルユーザアカウントは、中央のドメインサーバではなくeverRunシステム自体に保存されます。

[ユーザとグループ]ページでローカルアカウントを検索するには、[タイプ]列の値が [ローカルユーザ]

になっているエントリを探します。

次のユーザロールがあります。

l 管理者: 完全なシステム管理者権限

l プラットフォームマネージャー: ユーザの追加、削除、および変更を除く、システム管理者権限

l VM マネージャー: VMの管理権限(詳細は、「仮想マシンを管理する」を参照)

l 読み取り専用: システム構成を表示する権限(構成の変更権限はありません)、およびシステムソフ

トウェアをインストールする権限

以下の手順では、まず [ユーザとグループ]ページを次のように開きます:左側のナビゲーションパネルで

[基本設定]をクリックして [基本設定]ページを開き、次に[管理ツール]の下で [ユーザとグループ]を選

択します。

ユーザアカウントを追加するには

1. 下部パネルで [追加]をクリックします。

2. [ロール]ドロップダウンウィンドウで [管理者]、[プラットフォームマネージャー]、[VM

マネージャー]、[読み取り専用]のいずれかを選択します。

3. [ユーザ名]、[パスワード] (および [パスワードの確認])、[電子メールアドレス]、[実名]

の各フィールドに値を入力します。ユーザ名は1～64文字にし、スペースを含めることはで

きません。パスワードはシステムの「パスワードポリシー」に準拠しなければなりません。

4. [保存]をクリックします。

ユーザアカウントを編集するには

1. 編集するアカウントを選択します。

2. 下部パネルで [編集]をクリックします。
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3. 必要に応じてユーザの情報を編集します。たとえば、ユーザのロールを変更するには、[ロー

ル]ドロップダウンウィンドウで [管理者]、[プラットフォームマネージャー]、[VM マ

ネージャー]、[読み取り専用]のいずれかを選択します。

4. [保存]をクリックします。

ユーザにユーザパスワードの変更を強制するには

1. パスワードを失効させるユーザを選択します。

2. [パスワードの失効]をクリックします。

3. 確認のダイアログボックスで [はい]をクリックします。

ユーザアカウントを削除するには

1. 削除するアカウントを選択します。

2. 下部パネルで [削除]をクリックします。

3. 確認のダイアログボックスで [はい]をクリックします。

注: デフォルトの adminアカウントを編集して名前とパスワードを変更する必要があります

が、このアカウントを削除することはできません。

関連トピック

「Active Directory を構成する」

「ドメインユーザアカウントを管理する」

「ユーザとグループを構成する」

ドメインユーザアカウントを管理する

Active Directory (AD) ドメインユーザアカウントにeverRun可用性コンソールへのアクセスを許可する

ことができます。ドメインユーザアカウントは、ローカルのeverRunシステムではなく中央のADドメ

インサーバ上で管理します。

ドメインアカウントにアクセスを許可した後は、[ユーザとグループ]ページにあるアクセスの許可ウィ

ザードを使ってシステムへのアクセス許可のあるADアカウントの表示、管理、およびソートを行うことが

できます。
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前提条件: ドメインアカウントを管理するには、その前にeverRunシステムをActive

Directory ドメインに追加する必要があります。(「Active Directory を構成する」を参照し

てください。)Active Directory が構成されていない場合や、インタフェースにログインして

いるユーザが管理者の権限を持たない場合には、[ユーザとグループ]ページの[アクセスの許

可]ボタンはグレー表示されます。

以下の手順を行うには everRun のアクセスの許可ウィザードを開きます。

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [管理ツール]の下で [ユーザとグループ]を選択します。

3. [アクセスの許可]をクリックします。

ドメインユーザアカウントにアクセスを許可するには

1. everRun - アクセスの許可ウィザードの [Search for (検索対象)]メニューで検索範囲を

指定します。

2. 検索する名前またはグループを入力します。

3. [検索]をクリックします。

4. システムのeverRun可用性コンソールグローバルユーザまたはグループとして追加する、

ユーザまたはグループの隣りにある緑色のプラス記号(+) をクリックします。

5. [ロール]列のドロップダウンメニューを使用して、上記の手順でアクセスを許可したユーザ

またはグループにロールを割り当てます。割り当てが可能なロールは以下のとおりです。

n 管理者—システム管理者が行うすべての操作の実行権限が有効になります。

n プラットフォーム管理者—管理者の権限からユーザアカウントの管理権限を除いたも

のが有効になります。

n VM マネージャー—VMの管理権限が有効になります(詳細は、「仮想マシンを管理

する」を参照)。

n 読み取り専用—読み取りアクセスは有効になりますが、管理機能は許可されません。

6. [完了]をクリックします。アクセスの許可ウィザードに新しいドメインユーザが表示されま

す。

ドメインユーザアカウントからアクセスを削除するには

1. everRun - アクセスの許可ウィザードで、削除するユーザまたはグループの隣のチェック
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ボックスをオンにします。

2. [Deny Access (アクセスの拒否)]をクリックし、[完了]をクリックします。

関連トピック

「Active Directory を構成する」

Active Directory を構成する

everRunシステムのActive Directory を構成して、Active Directory ドメインからの既存のユーザまた

はグループが自身のActive Directory 資格情報を使ってeverRun可用性コンソールにログオンする操作

を許可することが可能です。

everRunシステムをActive Directory ドメインに追加した後、アクセスの許可ウィザードを使ってドメイ

ンユーザに管理者権限を割り当てることができます。このウィザードは [ユーザとグループ]ページから起

動できます(「ユーザとグループを構成する」を参照してください)。

Active Directory ドメインに everRun システムを追加するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [ユーザとグループ]をクリックします。

3. 下部パネルの [Active Directory の有効化]ボタンをクリックします。

4. [Active Directory ドメイン]の隣に、使用するドメインの名前を入力します。

5. 次のいずれかをクリックして、"全員"ロールの自動割り当てを禁止するか、許可します。

n すべての AD ユーザに "全員" ロールが自動的に割り当てられないようにする (デフォルト設

定)

n すべての AD ユーザの認証と、"全員" ロールアクセスの承認を許可する

6. [Active Directory へのシステムの追加]をクリックします。

7. このシステムをドメインに追加するには、Active Directory 管理者の [ユーザ名]と [パスワード]

を入力します。everRun

8. [追加]をクリックします。

9. [ユーザとグループ]ページで管理者権限を割り当てます。「ドメインユーザアカウントを管理す

る」を参照してください。

Active Directory ドメインから everRun システムを削除するには

1. everRun可用性コンソールで、左側のパネルの [基本設定]をクリックして [基本設定]ペー
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ジを表示します。

2. [ユーザとグループ]をクリックします。

3. 下部パネルの [Active Directory からのシステムの削除]ボタンをクリックします。

4. そのドメインの管理権限が付与されている [ユーザ名]および [パスワード]を入力します。

5. [削除]をクリックします。

ドメイン認証を無効にするには

1. everRun可用性コンソールで、左側のパネルの [基本設定]をクリックして [基本設定]ペー

ジを表示します。

2. [ユーザとグループ]をクリックします。

3. 下部パネルの [Active Directory の無効化]ボタンをクリックします。

注: Active Directory を無効にすると、everRunシステムの管理者を認証するためのド

メイン認証が使用できなくなりますが、システムがドメインから削除されることはありま

せん。ドメイン認証を再び使用できるようにするには、[Active Directory の有効化]

をクリックします。[ユーザとグループ]ページでコントローラの名前を再入力したり、

ドメインユーザを復元する必要はありません。

関連トピック

「ユーザとグループを構成する」

「ドメインユーザアカウントを管理する」

「ローカルユーザアカウントを管理する」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソール」

マイグレーションポリシーを構成する

デフォルトでは、VMの稼働していたノードが障害から復旧したりメンテナンスモードを終了した後でサー

ビスに復帰するとき、VMは自動で負荷分散されます。マイグレーションポリシーを設定して、この自動負

荷分散を無効にすることができます。

マイグレーションポリシーを設定するには
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1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [基本設定]ページで [マイグレーションポリシー]をクリックします。

3. [ノードをサービスに戻した後で自動負荷分散を無効化]を選択して、VMが自動で負荷分散されな

いようにします。

4. [保存]をクリックします。

マイグレーションポリシーを設定した後でノードがサービスに復帰すると、「VM が負荷分散されていま

せん」というメッセージと、「負荷分散」のリンクとともに、負荷分散の天秤アイコン( )がマストヘッ

ドに表示されます。負荷を再分散させるには、リンクをクリックします。

関連トピック

「仮想マシンを管理する」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソール」

セキュアな接続を構成する

セキュリティのため、デフォルトではeverRunシステムはHTTPS接続のみを許可します。HTTP接続を

許可するには、セキュアな接続を構成することができます。

注:
下記の手順で [HTTPS のみ有効化 / HTTP を無効化]の横のボックスをオンやオフにしてから

[保存]をクリックすると、ユーザがシステムから自動的にeverRun可用性コンソールからログ

アウトされるので、ログインし直す必要があります。

HTTPS接続が有効にされている場合、スクリプトを使ってカスタム証明書をホストマシンにインストール

することができます。「カスタム証明書をインストールするには」を参照してください。

HTTP 接続と HTTPS 接続の両方を有効にするには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [管理ツール]の下で [セキュアな接続]をクリックします。

3. [HTTPS のみ有効化 / HTTP を無効化]の横のチェックボックスをオフにします。

4. [保存]をクリックします。
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everRun可用性コンソールから自動的にログアウトされ、ブラウザがHTTPSログインページにリ

ダイレクトされます。HTTPログインページにアクセスするには、ブラウザのアドレスバーで

httpsをhttpに手作業で変更すると、ログインできるようになります。

システムでHTTPとHTTPS接続が許可されている場合にHTTPS接続のみが許可されるようにするには、

このチェックボックスをオンにする必要があります。

HTTPS 接続のみを有効にするには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [管理ツール]の下で [セキュアな接続]をクリックします。

3. [HTTPS のみ有効化 / HTTP を無効化]の横のチェックボックスをオンにします。

4. [保存]をクリックします。

everRun可用性コンソールから自動的にログアウトされ、ブラウザがHTTPSログインページにリ

ダイレクトされるので、再度ログインする必要があります。

カスタム証明書をインストールするには

カスタム証明書をインストールするには、certificate_installerスクリプトを使用しま

す。このスクリプトを使用して、次のようにカスタムのSSL証明書をインストールしたり、以前に

使用した証明書や組み込み証明書を復旧したり、現在使用中の証明書や以前使用していた証明書に

関する情報を表示することができます。

l カスタム証明書をインストールするには(HTTPSのみのモードを除く)

i. 証明書をホストマシンの /tmpフォルダにコピーします。

ii. コマンドは次のように入力します。

certificate_installer install -c /tmp/server.crt -k

/tmp/server.key

l カスタム証明書をインストールするには(HTTPSのみのモード)

i. 証明書をホストマシンの /tmpフォルダにコピーします。

ii. コマンドは次のように入力します。

certificate_installer install -c /tmp/server.crt -k

/tmp/server.key -f

l カスタム証明書を以前使用していた証明書に戻すには

certificate_installer recover -p
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l カスタム証明書を組み込み証明書に戻すには

certificate_installer recover -b

l 現在使用中の証明書に関する情報を一覧するには

certificate_installer list -c

l 以前使用していた証明書に関する情報を一覧するには

certificate_installer list -p

certificate_installer スクリプト

使用方法

certificate_installer [command command_options] [script_

options]
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コマンドとコマンドオプション

install command_

options

カスタム証明書をインストールします。次のコマ

ンドオプションがあります。

l -c、--cert=certificate_path:

証明書が保存されるパス。

l -k、--key=private_key_path:

キーが保存されるパス。

l -f、--[no-]force: 使用中のSSL証

明書を強制的に置換します。

recover command_

options

カスタム証明書を復旧します。次のコマンドオプ

ションがあります。

l -b、--[no-]built-in (デフォル

ト): 組み込み証明書に戻します。

l -p、--[no-]previous: 以前使用し

ていた証明書に戻します。

list command_options

カスタム証明書の一覧を表示します。次のコマン

ドオプションがあります。

l -a、--[no-]all (デフォルト): ホスト

マシン上のすべてのSSL証明書を表示しま

す。

l -c、--[no-]current: 現在の使用中

の証明書を表示します。

l -p、--[no-]previous: 以前使用し

ていた証明書を表示します。

l -L、--location=location: 指定の

場所にある証明書の情報を表示します。
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スクリプトのオプション

-v, --[no_]verbose
詳細モード。スクリプトがすべての情報を表

示します。

-l, --log=log_file
ログを STDOUTの代わりにファイル log_

fileに出力します。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

非アクティブなホストのログアウトを構成する

セキュリティ上の理由から、everRunシステムではホストオペレーティングシステム上のログインセッ

ションのアイドル時間が制限されます。デフォルトのタイムアウト時間は10分です。非アクティブな状態

が10分 (あるいは指定の時間)以上続くと、everRunシステムはそのセッションを自動的にログアウトし

ます。非アクティブなホストのログアウトによって、使用していないログインセッションが永続的に開い

たままになる状態を回避できます。

非アクティブなホストのログアウトを有効にして、タイムアウトを設定するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [基本設定]ページで [非アクティブなホストのログアウト]をクリックします。

3. [非アクティブなホストのログアウトの有効化]の横のチェックボックスをオンにします。

4. [非アクティブなホストのログアウト]のデフォルトのタイムアウト期限は10分です。それ以外の

タイムアウト期限を指定するには、[タイムアウト時間]の横に分数を入力します。

分数は整数で入力してください。0は入力できません。

5. [保存]をクリックして値を保存するか、以前の値に戻すには [リセット]をクリックします。

関連トピック

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソール」
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スナップショットを無効または有効にする

スナップショットは特定の時点におけるVMのイメージを提供します。デフォルトでは、everRunシステ

ムのスナップショット作成機能が有効に設定されています。場合によっては、セキュリティ上の理由からシ

ステムのスナップショット作成機能を無効にする必要があります。あるいは、システムのスナップショット

作成機能が無効になっている場合に、再び有効に設定したいこともあります。

スナップショットの作成機能を無効にするには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [基本設定]ページで [スナップショット構成]をクリックします。

3. [スナップショットの無効化]の横のチェックボックスをオンにします。

4. [保存]をクリックします。

スナップショット機能が無効になっている場合にスナップショットを作成するには、スナップショット機能

を有効にする必要があります。

スナップショットの作成機能を有効にするには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [基本設定]ページで [スナップショット構成]をクリックします。

3. [スナップショットの無効化]の横のチェックボックスをオフにします。

4. [保存]をクリックします。

関連トピック

「[スナップショット]ページ」

「スナップショットを管理する」

「everRun可用性コンソールを使用する」

VMデバイスを構成する

VMデバイスを構成して、すべてのVMへの仮想CD (VCD) の挿入機能や、すべてのVMへのUSBの接続

機能を有効にしたり無効にします。デフォルトでは、これらのVMデバイスを挿入や接続することが可能で

す。構成を変更するには [基本設定]ページの [VM デバイスの構成]を使用します。

VMデバイスの挿入や接続が有効にされている場合(デフォルト設定)、すべてのVMにVCDを挿入した

り、すべてのVMにUSBデバイスを接続することができます。VMデバイスの挿入や接続が無効にされて

いる場合、これらのデバイスを挿入したり接続することはできません。
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VM デバイスの挿入または接続を無効にするには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [基本設定]ページで [管理ツール]の下の [VM デバイスの構成]をクリックします。

3. 次のいずれか、または両方のチェックボックスをオンにします。

n すべての VM での CD の挿入の無効化—VMへのCDの挿入を無効にするにはチェックボッ

クスをオンにします。

n すべての VM への USB デバイスの接続の無効化—VMへのUSBデバイスの接続を無効に

するにはチェックボックスをオンにします。

4. [保存]をクリックします。

VM デバイスの挿入または接続を有効にするには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [基本設定]ページで [管理ツール]の下の [VM デバイスの構成]をクリックします。

3. 次のいずれか、または両方のチェックボックスをオンにします。

n すべての VM での CD の挿入の無効化—VMへのCDの挿入を有効にするにはチェックボッ

クスをオフにします。

n すべての VM への USB デバイスの接続の無効化—VMへのUSBデバイスの接続を有効に

するにはチェックボックスをオフにします。

4. [保存]をクリックします。

関連トピック

「仮想CDを挿入する」

「USBデバイスを接続または切断する」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

iptables を管理する

LinuxオペレーティングシステムでIPパケットのフィルタリングを管理するツールのことを通称

"iptables" と呼びます。everRunシステムで行う iptables の作業タスクが合理化され、簡単になりまし

た。[iptables のセキュリティ]ページを使用して、さまざまなフィルターテーブルチェーンとその基本

ルールの設定、保守、および検査を行うことができます。必要なパケットフィルタリングルールを適用す
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るための3つの主要チェーン(INPUT、OUTPUT、FORWARD) にアクセスできます。everRunシステ

ムでは、ルールがIPv4パケットとIPv6パケットの両方で各物理マシン(PM)に適用され、リブートした

後もルールが保持されます。

ルールを作成する際、チェーン(INPUT、OUTPUT、または FORWARD) と [ルール ID]を指定しま

す。受信パケットの処理ではカーネルが INPUT チェーンに関連付けられているルールを適用し、送信パ

ケットの処理時にはOUTPUT チェーンに関連付けられているルールを適用します。別のホストへのルー

ティングが必要な受信パケットを処理する場合、カーネルは FORWARDチェーンに関連付けられている

ルールを適用します。ルールは [ルール ID]の順序に従って適用されます。([ルール ID]は行IDと似て

います。たとえば、ルール IDが1の場合、1行目に相当します。)ルールを作成する代わりに、ルールの

デフォルト設定を読み込むこともできます。

[iptables セキュリティ]ページに、3つのチェーンとその関連ルールについてそれぞれ個別の表が表示さ

れます。特定のチェーンに設定されているルールは、チェーンごとに [ルール ID]によってソートされま

す。列にはネットワーク名、ネットワークのタイプ、プロトコル、およびその他の情報が表示されます。必

要な場合は、ページの右側にあるスクロールバーを使ってすべてのルールを表示したり、下部にあるスク

ロールバーを使ってすべての列を表示できます。iptables の機能の詳細については、Linuxマニュアル

(man) ページで iptables を参照してください。

注:

1. everRunソフトウェアが使用するポートの詳細については、「システム要件の概要」を

参照してください。

2. everRun TCPおよびUDPポートの詳細については、ナレッジベースにアクセスして、

「TCP and UDP ports used by everRun 7 (everRun 7で使用されるTCPおよびUDP

ポート)」という記事(KB-2123) を検索してください。「ナレッジベースの記事にアク

セスする」を参照してください。

iptables を管理するには、次から該当するタスクを実行します。

新しいルールを作成するには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示し

ます。

2. [基本設定]ページで [iptables セキュリティ]をクリックします。

3. [ポート管理の有効化]ボックスがオンになっていることを確認します。
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4. [新しいルールの挿入]ボタンをクリックして [新しいルールの挿入]ポップアップウィンド

ウを開きます。

5. [新しいルールの挿入]ウィンドウで、次の値を設定します。

n チェーン—ドロップダウンリストで [INPUT]、[OUTPUT]、または

[FORWARD]を選択します。

n ルール ID—ルールの処理順序を指定する数値を入力します。入力できる最小値は

1、最大値はチェーンに含まれるルールの総数に等しい値です。[ルール ID]の値は一

意でなければなりません。
他のルールに既に割り当てられている数値を入力すると、既存のルール(および該当す

る場合はその後のすべてのルール)の番号が1つ増え、入力した数値は新しいルールに

割り当てられます。したがって、たとえばルール ID 1が既に存在する場合、新しい

ルールに1を指定すると、既存のルール ID 1がルール ID 2に変わり、さらに該当

する場合は既存のルール ID 2がルール ID 3となります。

n 共有ネットワーク—利用可能なすべての共有ネットワークが表示されたドロップダウ

ンリストからネットワークを選択します。

n プロトコル— [udp]、[tcp]、または [すべて]を選択します。

[すべて]を選択すると、ポート番号の範囲設定が不要になり、[グループ化]フィール

ドと [ポート番号]フィールドが非アクティブ(グレー)になります。

n ターゲット—ルールの仕様に一致するパケットに適用するアクションとして、[ド

ロップ]、[受容]、または [拒否]を選択します。

n ポート番号 (開始)—範囲の最初のポートには、0～65535の範囲内で [ポート番号

(終了)]以下の数値を入力します。

n ポート番号 (終了)—範囲の最後のポートには、0～65535の範囲内で [ポート番号

(開始)]以上の数値を入力します。

n IP アドレス (開始)—範囲の最初のIPアドレスには、0.0.0.0～255.255.255.255

の範囲内で [IP アドレス (終了)]以下の数値を入力します。

n IP アドレス (終了)—範囲の最後のIPアドレスには、0.0.0.0～255.255.255.255

の範囲内で [IP アドレス (開始)]以上の数値を入力します。
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n IPv6 アドレス (開始)—範囲の最初のIPv6アドレスには、

0000:0000:0000:0000:0000:0000:0000:0000～ ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffffの

範囲内で [IPv6 アドレス (終了)]以下の数値を入力します。

n IPv6 アドレス (終了)—範囲の最後のIPv6アドレスには、

0000:0000:0000:0000:0000:0000:0000:0000～ ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffffの

範囲内で [IPv6 アドレス (開始)]以上の数値を入力します。

[挿入]をクリックして新しいルールを挿入します。

6. ページの一番下にある [保存]をクリックするか、保存されていない変更をすべてキャンセル

して前回の保存済みセッションの状態にルールを復元するには [リセット]をクリックしま

す。

保存された新しいルールは [iptables セキュリティ]ページの適切なチェーンに表示されま

す。

ルールを削除するには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示し

ます。

2. [基本設定]ページで [iptables セキュリティ]をクリックします。

3. [ポート管理の有効化]ボックスがオンになっていることを確認します。

4. 削除するルールを選択します。

5. 選択したルールの [削除] (一番右の列)をクリックします。

6. ページの一番下にある [保存]をクリックするか、保存されていない変更をすべてキャンセル

して前回の保存済みセッションの状態にルールを復元するには [リセット]をクリックしま

す。

ルールが削除されると、[iptables セキュリティ]ページに表示されなくなります。

デフォルト設定を読み込むには

注意事項: デフォルト設定を読み込むと、現在の設定がオーバーライドされます。

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示し

ます。

2. [基本設定]ページで [iptables セキュリティ]をクリックします。
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3. [ポート管理の有効化]ボックスがオンになっていることを確認します。

4. ページの一番下にある [デフォルト設定の読み込み]をクリックします。

次の警告が表示されます:「現在の設定が初期設定でオーバーライドされます。」デフォルト

設定を読み込むには [OK]を、読み込みをキャンセルするには [キャンセル]をクリックしま

す。

ルールをインポートまたはエクスポートするには
ルールをインポートまたはエクスポートするには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示し

ます。

2. [基本設定]ページで [iptables セキュリティ]をクリックします。

3. [ポート管理の有効化]ボックスがオンになっていることを確認します。

4. ページの一番下にある [インポート]または [エクスポート]をクリックします。

n インポート—表示されたダイアログボックスで、インポートするXMLファイルを参

照して選択し、[インポート]をクリックします。インポートしたXMLファイル内で

共有ネットワークのタイプに関連付けられている全ルールが、同じタイプをもつシス

テム上の既存の各共有ネットワーク用に生成されます。

XMLファイルを選択すると、次のメッセージが表示されます。

[追加]を選択すると現在のルールセットが維持されます。現在のルールをすべ

て消去するには [上書き]を選択します。

次から適切なボタンをクリックします。

o 追加—選択したXMLファイルは既存のXMLファイルに追加され、既存のルー

ルが維持されます。

o 上書き—選択したXMLファイルが既存のXMLファイルを上書きし、既存の

ルールは消去されます。

n エクスポート—表内のすべてのルールがXMLファイルにエクスポートされてから、

そのファイルがローカルシステムにダウンロードされます。

関連トピック

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソール」
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ログインバナーを構成する

everRun可用性コンソールのログインページにカスタムコンテンツを提供するログインバナーを構成で

きます。たとえば、ロゴやメッセージを追加できます。

ログインバナーを構成するには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [管理ツール]の下で [ログインバナー通知]をクリックします。

3. [ログインバナー通知の有効化]ボックスをオンにします。ボックスが表示されます。

このボックスに、コンソールのログインページに表示したい情報を入力します。たとえば、社名や

メッセージを入力できます。

4. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

e アラートを構成する

電子メールアラート(e アラート)を構成して、システムで管理者による対処が必要なイベントが発生した

ときに、everRunシステムが管理者に電子メールを送信できるようにします。

前提条件: e アラートが正しく機能するようにするには、メールサーバを構成する必要がありま

す。「メールサーバを構成する」を参照してください。

e アラートを有効にするには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [通知]の下で [e アラート]をクリックします。

3. [e アラートの有効化]ボックスをクリックします。以下の設定を指定や選択するためのボックスが

表示されます。

n e アラートの言語—プルダウンメニューから言語を選択します。

n 受信者リスト (必須)—すべてのeアラート受信者の電子メールアドレスを入力します。

4. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。
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注: e アラートの構成を有効にしたり更新した場合、テストアラートを作成して、アラートを受

信できることを確認します。

テストアラートを作成するには
[テストアラートの作成]をクリックします。everRunソフトウェアがテストアラートを作成して

「テストアラート」という件名のサンプル電子メールをすべての電子メール受信者に送信します。

SNMPが構成されている場合、SNMPがトラップの受信者にトラップを送信します(「SNMP設定

を構成する」を参照)。また、構成されている場合はサポート構成がStratus 認定サービス業者に通

知を送信します(「リモートサポート設定を構成する」を参照)。配信ステータスはアラート履歴ロ

グ(「[アラート履歴]ページ」を参照)で確認できます。

セカンダリ物理マシンをいったんメンテナンスモードにしてから(「メンテナンスモード」を参照)

メンテナンスモードを解除することによってeアラートをテストすることもできます。両方のメン

テナンスモードイベントに関するeアラートが受信されることを確認してください。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

SNMP 設定を構成する

everRunシステム用に簡易ネットワーク管理プロトコル(SNMP) の設定を構成して、SNMP管理アプリ

ケーションがシステムをリモートでモニタリングできるようにします。(SNMP情報は個々のPMではな

く、システムのみに関する情報です。) SNMP要求およびSNMPトラップを次のように有効にできます。

l SNMP要求—everRunソフトウェアでサポートされるMIBに登録されているオブジェクトの値を

取得するために、システムに送信される要求。これには、everRunシステムを記述するオブジェク

トの集合であるシステム固有のMIBが含まれます。MIBファイルのコピーは、[Drivers and

Tools (ドライバとツール)]セクションからダウンロードできます。これは [Downloads (ダウン

ロード)]ページ(https://www.stratus.com/services-support/downloads/?tab=everrun) に

あります。

l SNMPトラップ—アラートなどのイベントが発生した後、everRunシステムのいずれかのノード

によって作成されるメッセージ。このメッセージは、通常ネットワーク管理ステーション(NMS) な

どの所定の受信者リスト宛てに送信されます。

適切な手順に従い、SNMP要求またはトラップを有効化します。
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SNMP 要求を有効にするには
SNMP要求を有効にするには、次のいずれかの操作を実行します。

l [基本設定]ページからSNMP要求を有効にします。

n SNMPv3要求を有効にできる、everRunシステムの完全なMIBへの読み取り専用ア

クセスを持つSNMPv3ユーザを追加します。

n SNMPv1要求とSNMPv2要求のアクセス制御を構成します。ここでは全ユーザに要

求の送信を禁止(制限あり) するか、あるいはデフォルトのpublic コミュニティを使用

して全ユーザに許可(制限なし) します。

l snmpd.confファイルを編集してSNMP要求の機能をカスタマイズします。SNMPv1要求

とSNMPv2要求のアクセス制御をカスタマイズできます。SNMPv3要求のユーザのリストも

カスタマイズすることができます。詳細については、下記の「SNMP要求の機能をカスタマ

イズするには」を参照してください。

[基本設定] ページから SNMP 要求を有効にするには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示し

ます。

2. [通知]の下で [SNMP 構成]をクリックします。

3. [SNMP 要求の有効化]の横のチェックボックスをオンにします。

4. [SNMP 要求のユーザリスト (バージョン 3)]が表示されます。

[SNMP 要求のユーザリスト (バージョン 3)]の下にユーザ名が表示される場合、そのユー

ザのセキュリティレベルと、snmpd.confファイルの読み取り専用コピーも表示されま

す。ユーザは完全なMIBへの読み取り専用アクセスをもっています。システムでサポートさ

れるSNMP 要求 (バージョン 3)ユーザは1人だけであることに注意してください。

ユーザ名が表示されない場合、SNMPv3ユーザを追加できます。

SNMPv3 ユーザを追加するには

a. [追加]ボタンをクリックすると、ユーザの追加ウィザードが起動します。

b. 次の値を入力します。

ユーザ名—SNMPv3エージェントにアクセスできるユーザの名前。名前は一

意でなければなりません。

セキュリティレベル—ユーザのセキュリティレベル。有効な値は次のとおり

です。
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o 認証なし・プライバシーなし—メッセージにセキュリティが適用され

ず、認証も暗号化も行われません。

o 認証あり・プライバシーなし—メッセージは認証されますが、暗号化は

されません。[認証タイプ]と [認証パスワード]に値を入力する必要が

あります。

o 認証あり・プライバシーあり—メッセージは認証され暗号化されます。

[認証タイプ]、[認証パスワード]、[暗号化タイプ]、および [暗号化パ

スワード]に値を入力する必要があります。

セキュリティレベルに認証またはプライバシーが含まれる場合、次のフィール

ドが表示されます。

認証タイプ—ユーザの認証のタイプ。有効な値は次のとおりです。

o MD5: メッセージダイジェストアルゴリズム(MD5) をユーザの認証タ

イプとして構成します。

o SHA: セキュアハッシュアルゴリズム(SHA) をユーザの認証タイプと

して構成します。

認証パスワード—ユーザの必須のパスワード。認証秘密鍵の生成に使用されま

す。パスワードは8文字以上でなければなりません。

暗号化タイプ—ユーザの暗号化のタイプ。有効な値は次のとおりです。

o AES: 高度暗号化標準(AES) をユーザの暗号化タイプとして構成しま

す。

o DES: データ暗号化標準(DES) をユーザの暗号化タイプとして構成しま

す。

暗号化パスワード—ユーザの必須のパスワード。暗号化秘密鍵の生成に使用さ

れます。パスワードは8文字以上でなければなりません。

c. [保存]をクリックして変更を保存します。

5. アクセスオプションを選択します。

制限あり (デフォルト)—SNMPv1要求とSNMPv2要求の送信を全ユーザに禁止します。

制限なし—public コミュニティを使用してSNMPv1要求とSNMPv2要求の送信を全ユーザ

に許可します。
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カスタム (snmpd.confをユーザが手作業で編集した場合に利用可能。下記の「SNMP要

求の機能をカスタマイズするには」を参照)—カスタムのアクセスを可能にします。

6. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

snmpd.conf ファイルを編集して SNMP 要求の機能をカスタマイズするには

snmpd.confファイルを編集してSNMP要求の機能をカスタマイズします。

SNMPv1要求とSNMPv2要求のアクセス制御をカスタマイズするには、次のように

/etc/snmp/snmpd.confファイルを編集します。

1. ホストにログインします。

2. 両方のノードで標準の /etc/snmp/snmpd.confファイルを手作業で編集しま

す。

3. ファイルを保存します。

4. systemctl restart snmpdコマンドを入力して各ノードで nmpdプロセスを再起動

します。

SNMPv3要求のユーザのリストをカスタマイズするには、次のように

/etc/snmp/snmpd.confファイルと /var/lib/net-snmp/snmpd.confファ

イルを編集します。

1. ホストにログインします。

2. 両方のノードで標準の /etc/snmp/snmpd.confファイルを手作業で編集しま

す。

3. 両方のノードで標準の /var/lib/net-snmp/snmp/snmpd.confファイルを

手作業で編集します。

4. ファイルを保存します。

5. systemctl restart snmpdコマンドを入力して各ノードで nmpdプロセスを再起動

します。

SNMP トラップを有効にするには

注:

1. SNMP トラップ (バージョン 3)の受信者を追加する場合、受信サーバ上のト

ラップユーザのエンジンIDが0x80001370017F000001であることを確認する

必要があります。
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2. SNMPトラップの構成を有効にしたり更新した場合、テストアラートを作成し

て、トラップを受信できることを確認します。

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示し

ます。

2. [通知]の下で [SNMP 構成]をクリックします。

3. [SNMP トラップの有効化]の横のチェックボックスをオンにします。

4. SNMPコミュニティの名前を入力するか、デフォルト値(public) のままにします。

5. [SNMP トラップの受信者リスト (バージョン 3)]の下に、トラップユーザのリストと、ト

ラップユーザがいる受信サーバのIPアドレスが表示されます。everRunシステムは受信

サーバ上のトラップユーザにSNMPv3トラップを送信します。必要に応じて受信者を追加し

ます。

受信者を追加するには

a. [追加]ボタンをクリックして、受信者の追加ウィザードを起動します。

b. 次の値を入力します。

受信者アドレス—受信サーバのホスト名またはIPv4アドレス。

ユーザ名—受信サーバ上のトラップユーザの名前。名前はその受信者に一意で

なければなりません。

セキュリティレベル—ユーザのセキュリティレベル。有効な値は次のとおり

です。

o 認証なし・プライバシーなし—メッセージにセキュリティが適用され

ず、認証も暗号化も行われません。

o 認証あり・プライバシーなし—メッセージは認証されますが、暗号化は

されません。[認証タイプ]と [認証パスワード]に値を入力する必要が

あります。

o 認証あり・プライバシーあり—メッセージは認証され暗号化されます。

[認証タイプ]、[認証パスワード]、[暗号化タイプ]、および [暗号化パ

スワード]に値を入力する必要があります。

セキュリティレベルに認証またはプライバシーが含まれる場合、次のフィール

ドが表示されます。
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認証タイプ—ユーザの認証のタイプ。有効な値は次のとおりです。

o MD5: メッセージダイジェストアルゴリズム(MD5) をユーザの認証タ

イプとして構成します。

o SHA: セキュアハッシュアルゴリズム(SHA) をユーザの認証タイプと

して構成します。

認証パスワード—ユーザの必須のパスワード。認証秘密鍵の生成に使用されま

す。パスワードは8文字以上でなければなりません。

暗号化タイプ—ユーザの暗号化のタイプ。有効な値は次のとおりです。

o AES: 高度暗号化標準(AES) をユーザの暗号化タイプとして構成しま

す。

o DES: データ暗号化標準(DES) をユーザの暗号化タイプとして構成しま

す。

暗号化パスワード—ユーザの必須のパスワード。暗号化秘密鍵の生成に使用さ

れます。パスワードは8文字以上でなければなりません。

c. [保存]をクリックして変更を保存します。

6. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

7. 組織のファイアウォールを構成して、SNMP操作を許可してSNMP管理システムがeverRun

システムとの間でアラートの受信とトラップの送信を行えるようにします。そのためには、

SNMPポートを開くように組織のファイアウォールを構成します。

メッセージタイプ: SNMP

プロトコル: SNMP

ポート: 161(Get/Walk) 162 (トラップ)

8. [テストアラートを作成]をクリックしてテストアラートを作成します。

everRunソフトウェアがテストアラートを生成し、SNMPがトラップをSNMPトラップの

受信者に送り、構成されている場合はeアラートが「テストアラート」という件名のサンプ

ル電子メールをeアラートのすべての電子メール受信者に送信します(「eアラートを構成す

る」を参照)。さらに、構成されている場合はサポート構成によってStratus 認定サービス業

者に通知が送信されます(「リモートサポート設定を構成する」を参照)。配信ステータスは

アラート履歴ログ(「[アラート履歴]ページ」を参照)で確認できます。
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関連トピック

「SNMP」

「everRun可用性コンソール」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

リモートサポート設定を構成する

everRunシステムに初めてログインするときにサポート構成を設定して、注意の必要なイベントが発生す

るとeverRunシステムがサポート通知(アラート)をStratus 認定サービス業者に送信する機能を有効に

します。

サポート構成の設定を行うには

注: [リモートサポートアクセスの有効化]または [通知の有効化]の設定を有効にしたり変更

する際は、Stratus 認定サービス業者が担当のシステムからのシステム稼動状態に関するメッ

セージを受信できることを確認するテストアラートを作成します。

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [リモートサポート]の下で [サポート構成]をクリックします。

3. システムに応じて、適切な設定に変更します。

n [リモートサポートアクセスの有効化]を使用すると、Stratus 認定サービス業者がトラブ

ルシューティングの目的でeverRunシステムにリモート接続できます。この設定は、有効に

した後でも必要に応じて無効にすることができます。

n [通知の有効化]を使用すると、everRunシステムからStratus 認定サービス業者に稼動状態

およびスタータス通知を送信できます。

o [サポート通知の有効化]は、注意が必要なすべてのイベントに関してアラートを送信

します。

o [定期レポートの有効化]を使用すると、システム情報のサマリを毎日送信し、製品お

よびサービスの品質向上に役立てることができます。

4. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

5. 組織のファイアウォールを構成して、サポートメッセージが許可されるようにします。

サポートメッセージが許可されるようにファイアウォールを構成するには
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次の情報を使用して、企業のファイアウォールを、Stratus 認定サービス業者との通信が許可

されるように構成します。

メッセージタイプ:Call-homeとライセンス

プロトコル: TCP

ポート: 443

Stratus サポートサーバアドレス: *.stratus.com

メッセージタイプ:サポート診断

プロトコル: TCP

ポート: 443

Stratus サポートサーバアドレス: *.stratus.com

メッセージタイプ:Dial-in

プロトコル: TCP

ポート: 443、デフォルトプロキシポート: 3128 (デフォルトプロキシポート番号は

変更できます。)

Stratus サポートサーバアドレス: *.ecacsupport.com

メッセージタイプ: e アラート

プロトコル: SMTP

ポート: 25

(TCPおよびUDPポートの詳細については、ナレッジベースにアクセスして、「TCP and

UDP ports used by everRun 7 (everRun 7で使用されるTCPおよびUDPポート)」という

記事(KB-2123) を検索してください。「ナレッジベースの記事にアクセスする」を参照し

てください。)

SNMP管理システムを有効にして、アラートを受信してeverRunシステムにトラップを送信

するには、ファイアウォールを以下のように構成します。

メッセージタイプ: SNMP

プロトコル: SNMP

ポート: 161(Get/Walk) 162 (トラップ)

6. テストアラートを作成します。

テストアラートを作成するには
[テストアラートの作成]をクリックします。everRunソフトウェアがテストアラートを生

成し、サポート構成がStratus 認定サービス業者に通知を送信し、構成されている場合はe
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アラートが「テストアラート」という件名のサンプル電子メールをeアラートのすべての電

子メール受信者に送信します(「eアラートを構成する」を参照)。さらに、構成されている

場合はSNMPによってSNMPトラップの受信者にトラップが送信されます(「SNMP設定を

構成する」を参照)。配信ステータスはアラート履歴ログ(「[アラート履歴]ページ」を参

照)で確認できます。サポート通知に失敗すると、後続のアラートが作成されます。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

インターネットプロキシ設定を構成する

組織でインターネットアクセスにプロキシサーバを使用する必要があり、everRunあるいは他の認定

Stratus サービス業者とサービス契約を交わしている場合は、everRunシステムのプロキシ設定を構成し

ます。

プロキシサーバはeverRunシステムとインターネットとの間のセキュアなブリッジとして機能します。

everRunソフトウェアは、サポート通知メッセージまたはリモートサポートのアクセス機能に関連する発

信HTTPトラフィック用としてのみプロキシサーバ情報を使用します。

インターネットプロキシ設定を構成するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [リモートサポート]の下で [プロキシ構成]をクリックします。

3. プロキシサービスを有効にするには、[プロキシの有効化]ボックスをクリックします。

4. [プロキシサーバ]ボックスにプロキシサーバの完全修飾ホスト名か、IPアドレスを入力します。

5. デフォルトのポート番号(3128) と異なるポートを使用する場合は、[ポート番号]ボックスにポー

ト番号を入力します。

6. プロキシサーバに認証が必要な場合、[認証の有効化]ボックスをクリックし、[ユーザ名]と [パス

ワード]を入力します。

パスワードを指定しない場合、以前のパスワードが引き続き必須になります。以前のパスワードが

空で、新しいパスワードも入力しない場合、パスワードは空のままになります。

7. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

106/563ページ



[アラート履歴]ページ

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

[アラート履歴] ページ

[アラート履歴]ページには、everRunシステムで発生したイベントに関するメッセージが表示されます。

[アラート履歴]ページを開くには、everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネルで [アラー

ト履歴]をクリックします。(everRunシステムにおけるユーザアクティビティのログを表示するには、

「[監査ログ]ページ」を参照してください。)

注: サポート通知アラート、eアラート、およびSNMPトラップが生成されるのは、everRun

可用性コンソールでこれらを有効にした場合のみです。詳細については、次を参照してくださ

い。

l 「リモートサポート設定を構成する」

l 「eアラートを構成する」

l 「SNMP設定を構成する」

アラートに関する情報を表示するには、アラートを下にスクロールします。デフォルトでは一番新しいもの

から順に表示されます。アラートをクリックすると、アラートが発生した日時、問題とその解決策(該当す

る場合)に関する情報、およびこのアラートに対して [サポート通知]、[e アラート]、[SNMP トラップ]

のうちどれが送信されたかが表示されます。(アラート情報の表示には snmptableを使用することもで

きます。「snmptable でシステムIP情報を取得する」を参照してください。)

アラートを削除するには、アラートを選択して [削除]をクリックします。

アラートをすべて削除するには、[すべてパージ]をクリックします。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

[監査ログ] ページ

[監査ログ]ページには、everRun可用性コンソールにおけるユーザアクティビティのログが表示されま

す。このページを開くには、左側のナビゲーションパネルで [監査ログ]をクリックします。(everRunシ
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ステムで発生したイベントのログを表示するには、「[アラート履歴]ページ」を参照してください。)

ログに関する情報を表示するには、ログエントリを下にスクロールします。デフォルトでは一番新しいも

のから順に表示されます。次の情報が表示されます。

l 時刻—アクションの日付と時刻。

l ユーザ名—アクションを開始したユーザの名前。

l 発信元ホスト—everRun可用性コンソールを実行していたホストのIPアドレス。

l アクション—everRun可用性コンソールで実行されたアクション。

監査ログ情報の表示には snmptableを使用することもできます(「snmptable でシステムIP情報を取

得する」を参照してください)。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

[サポートログ] ページ

[サポートログ]ページでは、診断ファイルの生成を行えます。診断ファイルには、特定時点における

everRunシステムのログファイルと構成情報が含まれます。この情報を使用して、Stratus 認定サービス

業者がシステムの問題を解決することができます。

診断ファイルを作成するときに、everRunシステムの過去24時間または7日間のログファイルや、すべ

ての使用可能なログ情報と統計を含めるように指定できます。あるいはパフォーマンス統計のみを含めるこ

ともできます。

詳細については、次を参照してください。

l 「診断ファイルを作成する」

l 「診断ファイルを削除する」

l 「診断ファイルをカスタマサポートにアップロードする」

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

「[基本設定]ページ」
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診断ファイルを作成する

診断ファイルは特定時点におけるeverRunシステムのログファイルと構成情報を提供します。診断ファイ

ルを作成すると、Stratus 認定サービス業者によるシステムの問題解決に役立ちます。

注: everRunソフトウェアは診断ファイル用に一定容量のストレージを割り当てます。診断

ファイルの作成時に十分な空き容量がない場合、システムは以前に作成されたファイルを削除し

ます。

診断ファイルを作成するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [サポートログ]をクリックして [サポートログ]ページを表示しま

す。

2. [診断]カテゴリの [診断]をクリックします。

3. プルダウンメニューから次のいずれかのオプションを選択します。

n 最小サイズの診断ファイルには、過去24時間のログ情報が含まれています。

n 中サイズの診断ファイルには、過去7日間のログ情報が含まれています。

n フルサイズの診断ファイルには、everRunシステムの統計情報を含む利用可能なすべてのロ

グ情報が含まれています。

4. [診断ファイルの生成]をクリックします。

5. Stratus 認定サービス業者にファイルをアップロードします。手順については、「診断ファイルを

カスタマサポートにアップロードする」を参照してください。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

診断ファイルをカスタマサポートにアップロードする

Stratus everRunカスタマサポートWebサイトに診断ファイルをアップロードして、システムの問題解

決に役立てます。(診断ファイルを作成するには、「診断ファイルを作成する」を参照してください。)

診断ファイルをカスタマサポートにアップロードするには
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1. 左側のナビゲーションパネルで [サポートログ]をクリックして [サポートログ]ページを表示しま

す。

2. [診断]カテゴリの [診断]をクリックします。

3. 次のいずれかを実行します。

n everRunシステムがインターネットに接続している場合、[アップロード]をクリックして診

断ファイルをStratus everRunカスタマサポートWebサイトに直接アップロードします。

アップロードに成功した場合、診断情報が正しくアップロードされたことを示すアラートが

表示されます。

n everRunシステムがインターネットに接続されていない場合や、アップロードに失敗した場

合、診断ファイルを [Stratus Diagnostic File Upload (Stratus 診断ファイルのアップ

ロード)]Webページに手動でアップロードできます。まず、everRun可用性コンソールで

[ダウンロード]をクリックして診断ファイルをローカルコンピュータに.zipファイルとして

ダウンロードします。zip形式の診断ファイルを、インターネットに接続しているコンピュー

タに転送します。Webブラウザを開いてアドレスバーに

http://diags.stratus.com/DiagUpload.htmlと入力します。[Stratus Diagnostic File

Upload (Stratus 診断ファイルのアップロード)]ページで [Choose File (ファイルの選

択)]をクリックし、コンピュータ上のファイルを選択して [Submit (送信)]をクリックし

ます。

この手順の詳しい説明が必要な場合、everRunカスタマサポートまでお問い合わせください。電話

番号は everRun サポートページ(https://www.stratus.com/services-support/customer-

support/?tab=everrun) に記載されています。

ファイルが一切不要になった時点で(たとえば、カスタマサポートによりファイルが正しくアップロードさ

れたことが確認された時点で)、オプションで「診断ファイルを削除する」の説明に従って、ファイルを

everRunシステムから削除することができます。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

診断ファイルを削除する

Stratus 認定サービス業者にアップロードした後、診断ファイルをeverRunシステムから削除します。

診断ファイルを削除するには
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[物理マシン]ページ

1. 左側のナビゲーションパネルで [サポートログ]をクリックして [サポートログ]ページを表示しま

す。

2. [診断]カテゴリの [診断]をクリックします。

3. 診断ファイルを選択し、[削除]をクリックします。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「[基本設定]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

[物理マシン] ページ

[物理マシン]ページでは、everRunシステムの物理マシン(PM)を管理できます。(PMはノードとも呼ば

れます。)このページを開くには、左側のナビゲーションパネルで [物理マシン]をクリックします。

[物理マシン]という見出しとマストヘッドのすぐ下に、[状態]、[アクティビティ]、[名前]、[モデル]、

[VM の数]の各列が表示されます。特定のPMを管理するには、[名前]の下で [node0 (プライマリ)]ま

たは [node1]をクリックします。PMの状態とアクティビティの意味については、「物理マシンの状態と

アクティビティ」を参照してください。ノードに関する情報の表示には、snmptableコマンドを使用し

ます(「snmptable でシステムIP情報を取得する」を参照してください)。

下部パネルにはアクションボタンおよび選択したノードの詳細情報が表示されます。

l アクションボタン:選択したノードの状態に応じてさまざまなアクションボタンが表示されます。
非アクティブなボタンはグレー表示されています。初期状態では [作業開始]ボタン( )が表示さ

れます。通常の場合、メンテナンスタスクを実行するには [作業開始]をクリックしてノードをメン

テナンスモードに切り替える必要があります(詳細については、「メンテナンスモード」を参照し

てください)。メンテナンスモードで使用できる追加のPMアクションについては、「物理マシンの

アクション」か、実行するタスクのヘルプトピックを参照してください。

l 詳細情報:選択したノードの詳細や統計を表示するには、次のいずれかのタブをクリックします。

n [サマリ] (初期表示)には、選択したノードについて、メーカー、モデル、シリアル番号、総

合状態、アクティビティ、および構成(メモリおよび論理ディスク)などの該当する情報が表

示されます。

n [説明]には、ノードに関する情報を入力できるウィンドウが表示されます。

n [ストレージ]には、ストレージの状態、論理ID、セクターサイズ、サイズ、現在のアク

ション(該当する場合)、および使用サイズが表示されます。
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n [ネットワーク]には、ネットワークの状態、名前、速度、およびMACアドレスが表示され

ます。

n [仮想マシン]には、仮想マシンの状態、アクティビティ、および名前が表示されます。

n [USB デバイス]には、ノードに挿入されているUSBデバイスがすべて一覧されます。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

物理マシンのアクション

物理マシン(PM)を選択すると、PMの状態とアクションに応じて以下のアクションボタンまたはこの一部

が表示されます。非アクティブなボタンはグレー表示されています。

注意事項: PMのメンテナンスを行うには、everRun可用性コンソールの [物理マシン]ページ

を使用します。PCの電源スイッチなどのコンピュータのコントロールを使用しないでくださ

い。everRun可用性コンソールは、サービスの中断につながる可能性のある大半のアクション

からeverRunシステムを守ります。

コマンド 説明

作業開始

PMをメンテナンスモードにします。このPMで実行中のVMは、もう片方のPMが

サービスに使用されている場合はそちらにマイグレーションされます。(そうでない場

合、要求を再確認してVMをシャットダウンするよう求められます。)VMがマイグ

レーションまたはシャットダウンされると、PMに「実行中 (メンテナンス中)」と表

示されます。「メンテナンスモード」を参照してください。

[作業開始]ボタンをクリックすると、PMがメンテナンスモードになった後、次のアクションを実行で

きるようになります。

最終処理

PMの「実行中 (メンテナンス中)」の状態を解除します。「メンテナンスモード」を

参照してください。
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物理マシンの状態とアクティビティ

コマンド 説明

シャットダウ

ン

PMをシャットダウンします。PMは「オフ (メンテナンス中)」に切り替わります。

「物理マシンをシャットダウンする」を参照してください。

リブート

PMをリブートします。PMは「リブート準備中 (メンテナンス中)」に切り替わりま

す。「物理マシンをリブートする」を参照してください。

削除

PMやそのコンポーネントを交換できるよう、everRunソフトウェアがPMを

everRunシステムのデータベースから削除します。「物理マシン、マザーボード、

NIC、またはRAIDコントローラを交換する」を参照してください。

以下のアクションは、障害率が高いためにPMが故障したりeverRunソフトウェアがPMをサービスか

ら除外し、電源をオフにした場合に使用できます。

リカバリ

故障したPMを復旧します。状況によっては、everRun可用性コンソールに故障した

PMの状態が「アクセス不可能 (同期/退去中...)」と表示されることもあります。

「故障した物理マシンを復旧する」を参照してください。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

「[物理マシン]ページ」

物理マシンの状態とアクティビティ

物理マシン(PM)には以下の状態とアクティビティがあります。各状態とアクティビティに応じて特定のア

クションが有効になります。

状態 アクティビティ
使用できる

コマンド
説明

実行中 作業開始 PMは正常に稼働しています。
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状態 アクティビティ
使用できる

コマンド
説明

退去中 最終処理
仮想マシンがこのPMからパートナーマシンにマイグレーショ

ンしています。

実行中 作業開始 PMは故障が予想されます。

実行中 作業開始 PMが故障しました。

電源オフ 作業開始
障害率が高すぎるため、everRunがPMの電源をオフにしま

した。

ブート中 最終処理 PMがブートしています。

リブート中 最終処理 PMがリブートしています。

実行中

最終処理
シャットダ

ウン

リブート

リカバリ

交換

PMはメンテナンスモードで実行中です。「メンテナンス

モード」を参照してください。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

「[物理マシン]ページ」

[仮想マシン] ページ

[仮想マシン]ページを使用して、everRunシステムで実行中の仮想マシン(VM)を管理します。このペー

ジを開くには、everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネルで [仮想マシン]をクリックし

ます。
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[仮想マシン]ページ

特定のVMを管理するには、[仮想マシン]ページの上部パネルでVMの名前をクリックします。下部のパ

ネルに、そのVMを管理するためのコントロールと情報が表示されます。

[仮想マシン]ページに表示されるVMの状態とアクティビティの意味については、「仮想マシンの状態と

アクティビティ」を参照してください。このページに表示されるコントロールの詳細については、「仮想

マシンのアクション」か、特定のタスクのヘルプトピックを参照してください。

[仮想マシン]ページを使用して、次のような管理タスクを実行できます。

l VMに関する情報(VMの名前、オペレーティングシステム、説明、および下部パネルのタブに表示

されるリソースなど)を表示する

l VMを作成、コピー、エクスポート、インポート、復元する(「仮想マシンを作成/マイグレーショ

ンする」を参照)

l 「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

l 「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」

l 復元またはエクスポートが可能なVMスナップショットを作成する(「スナップショットを作成す

る」を参照)

l VMスナップショットを削除する(「スナップショットを削除する」を参照)

l VMの電源を制御する

n 「仮想マシンを起動する」

n 「仮想マシンをシャットダウンする」

n 「仮想マシンの電源をオフにする」

l 「仮想マシンを削除する」または「仮想マシンの名前を変更する」

l 高度なタスクやトラブルシューティングを実行する(「高度なトピック(仮想マシン)」を参照)

l USBデバイスまたはネットワークマウントフォルダをマウントしてゲストオペレーティングシス

テムで使用する(「USBデバイスまたはネットワークマウントフォルダのマウントとマウント解

除」を参照)

l USBデバイスとVMを接続(または切断)する(「USBデバイスを接続または切断する」を参照)

管理者またはプラットフォームマネージャーのロールが割り当てられているユーザは、[仮想マシン]ペー

ジのすべてのタスクを実行できます。[VM マネージャー]のロールが割り当てられているユーザはすべて

のタスクを実行できますが、[サポート]タブは使用できず、ボリュームを拡張することができません。VM

マネージャーの権限の詳細については、「仮想マシンを管理する」を参照してください。これらのロール

の割り当ての詳細については、「ローカルユーザアカウントを管理する」を参照してください。
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関連トピック

「仮想マシンを管理する」

「everRun可用性コンソールを使用する」

仮想マシンのアクション

仮想マシン(VM)を選択すると、VMの状態とアクションに応じて以下のアクションボタンが表示されま

す。非アクティブなボタンはグレー表示されています。

アクション 説明

作成

VM作成ウィザードを起動します。「新しい仮想マシンを作成する」を参照してくだ

さい。

コピー

システム上の既存のVMをコピーして新しいVMを作成するか、トラブルシューティ

ングの目的でVMを複製します。「仮想マシンをコピーする」を参照してください。

インポート/リ

ストア

OVF およびVHDファイルのセットからVMをインポートします。「仮想マシンを作

成/マイグレーションする」を参照してください。

インポートウィザードでは、VMを"インポート"してそのVMの新しいインスタンス

を作成するか、あるいはVMを"リストア"してOVF およびVHDファイルに指定され

ているのと同じハードウェアIDが設定された同一のVMを作成することができます。

Open Virtual Machine Format (OVF) は、物理マシンまたは仮想マシンデータを

パッケージングして配布するためのオープンスタンダードです。OVF フォーマットは

VMに関するメタデータ情報を含みます。仮想ハードディスク(VHD)は、仮想ディス

ク情報を含むファイルです。

VMが稼動している場合、次のアクションを使用できます。

マウント

USBデバイスまたはネットワークマウントフォルダ(つまりディレクトリ)をマウン

トして、ゲストオペレーティングシステムで利用できるようにします。その後、マウ

ントしたロケーションにVMをエクスポートできます。「USBデバイスまたはネット

ワークマウントフォルダのマウントとマウント解除」を参照してください。
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仮想マシンのアクション

アクション 説明

アンマウント

USBデバイスまたはネットワークマウントフォルダをアンマウントします。「USB

デバイスまたはネットワークマウントフォルダのマウントとマウント解除」を参照し

てください。

コンソール

選択したVMのコンソールを開きます。「仮想マシンコンソールのセッションを開

く」を参照してください。

スナップ

ショット

OVF およびVHDファイルにエクスポートできるVMスナップショットを作成しま

す。「スナップショットを管理する」を参照してください。

シャットダウ

ン

選択したVMをシャットダウンします。「仮想マシンをシャットダウンする」を参照

してください。

電源オフ

選択したVMの処理を直ちに停止して、そのメモリの状態を破棄します。これは、VM

を正常にシャットダウンできない場合の最後の手段としてのみ使用してください。

「仮想マシンの電源をオフにする」を参照してください。

VMがシャットダウンまたは停止している場合、次のアクションを使用できます。

構成

仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを起動します。このウィザードを起動す

る前にVMがシャットダウンされている必要があります。「仮想マシンのリソースを

再プロビジョニングする」を参照してください。

リストア

OVF またはVHDファイルの以前のバックアップコピーからVMを上書きすること

で、お使いのeverRunシステム上の既存のVMを復旧します。「OVF ファイルから

仮想マシンを交換する」を参照してください。

OVF およびVHDファイルのセットにVMのイメージを保存します。これらのファイ
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アクション 説明

エクスポート

ルを別のシステムにインポートしたり、同じeverRunシステムにインポートし直して

元のVMを復元や複製することもできます。「仮想マシンをエクスポートする」を参

照してください。

スナップ

ショット

新しいVMの作成やOVF およびVHDファイルのエクスポートに使用できるVMス

ナップショットを作成します。「スナップショットを管理する」を参照してくださ

い。

起動

選択したVMをブートします。「仮想マシンを起動する」を参照してください。

CDからブー

ト

選択したCDからVMをブートします。「仮想CDからブートする」を参照してくだ

さい。

削除

VMを削除します。「仮想マシンを削除する」を参照してください。

次のアクションは、障害率が高いためにeverRunソフトウェアがVMをサービスから除外し、電源を

オフにした場合に使用できます。

デバイスのリ

セット

VMの平均故障間隔(MTBF) カウンタをリセットしてサービスに戻せるようにしま

す。「故障した仮想マシンのMTBF をリセットする」を参照してください。

VMがクラッシュすると、MTBF しきい値に達している場合はeverRunソフトウェア

がそのVMを自動的に再起動します。VMがMTBF のしきい値を下回る場合、

everRunソフトウェアはそのマシンをクラッシュした状態のまま維持します。必要に

応じて [デバイスのリセット]をクリックし、VMを再起動してMTBF カウンタをリ

セットできます。
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仮想マシンの状態とアクティビティ

関連トピック

「仮想マシンの運用を管理する」

「[仮想マシン]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

仮想マシンの状態とアクティビティ

仮想マシン(VM)では、以下のように状態とアクティビティに応じて特定のアクションが有効になります。

状態 アクティビティ

有効な

アク

ション

説明

インストール中
everRunソフトウェアが新しいVMのブートボ

リュームをインストールしています。

停止

起動

コピー

構成

エクス

ポート

スナッ

プ

ショッ

ト

CDか

らブー

ト

削除

VMはシャットダウンされたか電源オフになっていま

す。

ブート中

コン

ソール

電源オ

フ

VMが起動しています。
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状態 アクティビティ

有効な

アク

ション

説明

実行中

コン

ソール

スナッ

プ

ショッ

ト

シャッ

トダウ

ン

電源オ

フ

VMは冗長な物理マシンで正常に稼動しています。

実行中

コン

ソール

シャッ

トダウ

ン

電源オ

フ

VMは正常に稼動していますが、完全に冗長なリソー

スで実行されていません。

停止中
電源オ

フ

削除

VMはシャットダウンアクションが実行されたため

シャットダウンしている最中か、もう片方の物理マシ

ンがメンテナンスモードに推移しているためにシャッ

トダウンされています。

クラッシュ
VMがクラッシュし、再起動しています。有効な場

合、eアラートとサポート通知メッセージが送信され

ます。

クラッシュ VMがクラッシュした回数が多く、そのMTBF しきい
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[スナップショット]ページ

状態 アクティビティ

有効な

アク

ション

説明

値を超えました。[デバイスのリセット]をクリックす

るまでVMはクラッシュ状態のままになります。「故

障した仮想マシンのMTBF をリセットする」を参照し

てください。

関連トピック

「仮想マシンの運用を管理する」

「[仮想マシン]ページ」

「everRun可用性コンソールを使用する」

[スナップショット] ページ

[スナップショット]ページを使用して仮想マシン(VM)のスナップショットを管理します。スナップ

ショットは特定の時点におけるVMのイメージを表します。スナップショットを使用してeverRunシステ

ム上のVMを復元したり、エクスポートしたスナップショットを新しいVMで使用することができます。こ

のページを開くには、everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネルで [スナップショット]

をクリックします。

[仮想マシン]ページでスナップショットを作成するには、「スナップショットを作成する」を参照してく

ださい。

everRunシステムのスナップショット作成機能はデフォルトで有効に設定されています。システムのス

ナップショット作成機能を無効にしたり、再度有効にする方法は、「スナップショットを無効または有効

にする」を参照してください。

既存のスナップショットを管理するには、[仮想マシン]ページの上部パネルでスナップショットの名前を

クリックします。下部のパネルにそのスナップショットの説明が表示されます。

[スナップショット]ページを使用して、次のような管理タスクを実行できます。

l 「スナップショットをエクスポートする」

l 「スナップショットから仮想マシンを作成する」
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l 「スナップショットを削除する」

l [説明]テキストボックスに各ボリュームの説明を追加する

関連トピック

「スナップショットを管理する」

「everRun可用性コンソールを使用する」

[ボリューム] ページ

[ボリューム]ページには、everRunシステム内の仮想マシン(VM)に接続されているボリュームに関する

情報が表示されます。このページを開くには、everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネル

で [ボリューム]をクリックします。[ボリューム]ページの上部パネルに、ボリュームに関する以下の列と

情報が表示されます。

l 状態

l 名前

l ディスクの同期

l セクターサイズ

l サイズ

l ブート可能

l ストレージグループ

l 用途。次のいずれかが表示されます。

n ボリュームをVMが使用している場合、そのVMへのリンク。

n ボリュームが rootまたは swapの場合、物理マシン(PM)ページ(node0またはnode1)

へのリンク。

n 共有ボリューム(shared.fs) の場合は「システム」。

n ボリュームがシステムボリュームではなく、VMでも使用されていない場合は「なし」。

[ボリューム]ページの上部パネルでボリュームの名前をクリックすると、下部パネルにそのボリュームに

関する追加の情報が表示されます。(ボリューム情報の表示には snmptableコマンドを使用することも

できます。「snmptable でシステムIP情報を取得する」を参照してください。)下部パネルでは、ボ

リュームに対して次のような管理タスクを実行できます。
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[ストレージグループ]ページ

l [説明]テキストボックスに各ボリュームの説明を追加する

l ボリュームの名前を変更する(「everRunシステムのボリュームの名前を変更する」を参照)

l [コンテナ]タブで、ボリュームコンテナに関する、ボリュームおよびそこに保存されているスナッ

プショットなどの情報を表示する

l [コンテナ]タブで、ボリュームコンテナを拡張する(「everRunシステムのボリュームコンテナ

を拡張する」を参照)

l [削除]をクリックしてボリュームを削除するただし、VMがボリュームを使用している場合、[削

除]ボタンはグレー表示されます。

その他のボリューム管理タスクは、[仮想マシン]ページから実行します。これには以下のタスクが含まれ

ます。

l 「仮想マシンにボリュームを接続する」

l 「仮想マシンのボリュームを作成する」

l 「仮想マシンからボリュームを切断する」

l 「仮想マシンからボリュームを削除する」

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

[ストレージグループ] ページ

[ストレージグループ]ページには、everRunシステム内のディスクに関する情報が表示されます。この

ページを開くには、everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネルで [ストレージグループ]

をクリックします。

[ストレージグループ]ページを使用して、名前、使用サイズ、サイズ、ボリューム数などのストレージグ

ループに関する情報を表示できます。また、下部パネルの [説明]タブでストレージグループの説明を追加

することもできます。

ストレージグループに関する情報を表示するには、[ストレージグループ]ページの上部パネルにあるスト

レージグループ名をクリックします。下部のパネルに、そのストレージグループに関する情報が表示され

ます。[サマリ]タブの列には、グループ内の各ディスクの論理ID、サイズ、セクターサイズ、および状態

に加え、ディスクが稼働しているPMについての情報が表示されます。列の表示/非表示を切り替えるに

は、カーソルを列見出しの右に移動して、表示された下矢印をクリックし、列をクリックして表示/非表示

する列を選択または選択解除します。
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注意事項: everRunソフトウェアは、たとえばディスクを変更したりPMのアップグレードや復

元を行った場合などに、セカンダリ物理マシン(PM)上のディスクをプライマリPM上のディス

クに自動で同期させます。PM間のボリュームの同期中は、左側のナビゲーションパネルにある

[システム]および [ボリューム]にビジーのアイコン( )が表示されます。PMの同期中は、

どちらのPMも削除しないでください。

ストレージとeverRunシステムに関する詳細については、「everRunのストレージアーキテクチャ」を

参照してください。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

[ネットワーク] ページ

[ネットワーク]ページには、everRunシステムに接続されている共有ネットワークに関する情報が表示さ

れます。このページを開くには、everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネルで [ネット

ワーク]をクリックします。

[ネットワーク]ページを使用して特定のネットワークに関する情報を表示できます。これにはネットワー

クの状態、リンク状況、名前、内部名、タイプ、接続されている仮想マシン(VM)の数、MTUなどが含ま

れます。また、下部パネルの [説明]タブでネットワークの説明を追加することもできます。

特定のネットワークを管理したり、単にその情報を表示するには、[ネットワーク]ページの上部パネルで

[名前]または [内部名]にあるネットワークの名前をクリックするか、[サマリ]タブのネットワーク接続

図にあるポートをクリックします。下部のパネルに、そのネットワークのノードに関する追加の情報が表示

されます。[サマリ]タブの列にはノードの状態、物理インタフェース、速度、MACアドレス、スロット、

およびポートに関する情報が表示されます。列の表示/非表示を切り替えるには、カーソルを列見出しの右

に移動して、表示された下矢印をクリックし、列をクリックして表示/非表示する列を選択または選択解除

します。

[ネットワーク]ページを使用して、次のような管理タスクを実行できます。

l 「追加のネットワークを接続する」

l 「ネットワーク接続を修正する」

l [サマリ]タブで、ネットワークを構成する物理アダプタのリストを確認する

l [説明]タブで、ネットワークの説明を追加する
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ネットワーク接続を修正する

l [仮想マシン]タブで、ネットワークを使用する仮想マシンのリストを確認する

l [名前]列で、名前をダブルクリックして名前を変更する

l A-Linkおよびビジネスネットワークの 「MTUを設定する」

ネットワークに関するその他の情報については、以下を参照してください。

l 「ネットワークアーキテクチャ」

l 「イーサネットケーブルを接続する」

l 「全般的なネットワーク要件と構成」

l 「ネットワークの要件を満たす」(SplitSite 構成)

注: [ネットワーク]ページには、両方の物理マシンに物理的に接続されているネットワークのみ

が表示されます。存在するはずのネットワークが表示されない場合、両方のネットワーク接続が

正しく配線されていて、そのリンクがアクティブであることを確認します。

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

ネットワーク接続を修正する

everRunシステムソフトウェアはネットワーク接続のモニタリングと分析を行います。既存のネットワー

ク接続が最適でない(たとえば、1Gbポートが10Gbポートに接続されている場合など)ことが認識され、

ソフトウェアがネットワークを自動的に再構成できない場合には、ケーブルでつながれたネットワーク

ポートを自動的にペアリングできないことを通知するアラートが生成されます。その場合、次の手順を実行

してネットワーク接続を再構成して接続を最適化します。

最適でないネットワーク接続を再構成するには

1. セカンダリPMをメンテナンスモードにします。詳細については、「メンテナンスモード」を参照

してください。

2. everRun可用性コンソールで [ネットワーク]ページを開きます。

3. [ネットワークの修正]ボタンをクリックします(ただしネットワークに問題がない場合や問題が修正

不可能な場合はボタンが非アクティブになります)。everRunシステムソフトウェアがネットワー

クを再構成する間、[ネットワーク]ページの図に表示される接続トポロジが新しい最適な構成を反

映して更新されます。
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4. セカンダリPMをメンテナンスモードから削除します。詳細については、「メンテナンスモード」

を参照してください。

関連トピック

「[ネットワーク]ページ」

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

MTUを設定する

ネットワークでサポートされる最大転送単位(MTU) が大きいほど、ネットワークのパフォーマンスが向上

します。everRun可用性コンソールの [ネットワーク]ページを使用して、A-Linkおよびビジネス(biz)

ネットワークにMTUの値を設定することができます。

A-Link またはビジネスネットワークのMTUを設定するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [ネットワーク]をクリックして [ネットワーク]ページを表示しま

す。

2. 上部パネルでMTU値を設定するA-Linkまたはビジネスネットワークを選択します。

3. [構成]をクリックします。

4. [共有ネットワークの構成]ウィンドウで、[ネットワークロール]に [ビジネス]または [A-Link]

を選択します。

5. [MTU]の下で1280～65535のバイト値を入力します(デフォルト値は1500です)。

6. [保存]をクリックします。

関連トピック

「[ネットワーク]ページ」

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

[仮想 CD] ページ

[仮想 CD]ページを使用して仮想CD (VCD) を作成します。VCDを使用して、システム上の仮想マシンで

使用できる、ソフトウェアインストールメディアまたはリカバリメディアを作成できます。このページを

開くには、everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネルで [仮想 CD]をクリックします。
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[アップグレードキット]ページ

特定のVCDを管理するには、[仮想 CD]ページの上部パネルでVCDの名前をクリックします。下部のパ

ネルに、そのVCDの説明が表示されます。

[仮想 CD]ページを使用して、次のような管理タスクを実行できます。

l 「仮想CDを作成する」

l 「仮想CDを削除する」

l 「仮想CDの名前を変更する」

l [説明]テキストボックスに各ボリュームの説明を追加する

その他のVCD管理タスクを実行するには、「仮想CDを管理する」を参照してください。

関連トピック

「仮想CDを挿入する」

「仮想CDを取り出す」

「everRun可用性コンソールを使用する」

[アップグレードキット] ページ

everRun の [アップグレードキット]ページでは、お使いのシステムを新しいバージョンのeverRunソ

フトウェアにアップグレードするためのソフトウェアキットのアップロードと管理を行えます。USBメ

ディアにアップグレードキットをコピーして、このメディアをソフトウェアの再インストールに使用する

こともできます。

[アップグレードキット]ページを開くには、everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネル

で [アップグレードキット] をクリックします。

everRunソフトウェアのアップグレードの詳細については、「everRunソフトウェアをアップグレード

する」を参照してください。

(USBメディアの作成の詳細については、「システムソフトウェアのUSBメディアを作成する」を参照し

てください。)

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」
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システムソフトウェアの USB メディアを作成する

[アップグレードキット]ページを使用して、システムソフトウェアeverRunのインストール用ISOファ

イルのコピーが含まれたUSBメディアを作成できます。その後、このUSBメディアを使用して他のノー

ド上でソフトウェアをインストールします。

注: USBメディアにアップグレードキットをコピーすると、ファイルシステムがある場合はこ

れがメディアからアンマウントされます。

システムソフトウェアの USB メディアを作成するには

1. まだ行っていない場合はアップグレードキットをダウンロードします。「アップグレードキットを

使用してeverRunソフトウェアをアップグレードする」を参照してください。

2. プライマリノードにUSBメディアを挿入します。[物理マシン]ページで、デバイス一覧のある

[USB デバイス]タブをクリックします。

3. everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネルで [アップグレードキット]をクリック

します。

4. [アップグレードキット]ページに複数のキットが表示される場合、コピーするISOのあるバージョ

ンを選択します。

5. [USB メディアの作成]ボタン(マストヘッド下部にあります)をクリックします。

[USB メディアの作成]ダイアログボックスが開きます。

6. ノードに複数のUSBメディアがある場合、ドロップダウンリストからメディアを選択する必要があ

ります。その後、[続行]をクリックします(または、手順をキャンセルするには [キャンセル]をク

リックします)。

[USB メディアの作成]ダイアログボックスに進捗状況のパーセントが表示されます。コピーが完

了するとウィンドウが閉じます。

このUSBメディアを使用して他のノードにソフトウェアをインストールします。「ソフトウェアのインス

トール」を参照してください。

関連トピック

「[アップグレードキット]ページ」
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第 4 章: everRun ソフトウェアをアップグレードする

everRunソフトウェアをアップグレードするには、次のいずれかの手順を使用します。

l アップグレードキットを使用します。「アップグレードキットを使用してeverRunソフトウェア

をアップグレードする」を参照してください。

l DVDを使用します。「DVDを使用してeverRunをリリース7.3.4.0からアップグレードする」を

参照してください。

関連トピック

「[アップグレードキット]ページ」

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

アップグレードキットを使用して everRun ソフトウェアをアップグレードする

このトピックでは、アップグレードキットをアップロードし、そのキットを使用してeverRunソフトウェ

アをアップグレードする方法を説明します。(システムのアップグレードにDVDを使用する場合、「DVD

を使用してeverRunをリリース7.3.4.0からアップグレードする」を参照してください)。オプションで

一時停止を有効にしてアップグレードを制御することもできます。一時停止中のシステム検査は、システム

で管理されていないサードパーティ製ツールやその他のサービスを確認したり再構成する場合に役立ちま

す。

注意事項: everRunシステムのCentOSホストオペレーティングシステムを、Stratus 以外の

ソースから更新しないでください。everRunソフトウェアと一緒にインストールされる

CentOSリリースのみを使用してください。
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前提条件:
l ソフトウェアをアップグレードする前に、すべてのPMとVMが正常な稼働状態になけ

ればなりません。アップグレードを開始する前に、everRun可用性コンソールでPMま

たはVMの問題を示すアラートが発生していないことを確認してください。

l ソフトウェアのアップグレードを行う前にすべてのVCDおよびUSBメディアをVMか

ら取り出してください。VCDまたはUSBメディアがVMに接続されたままの場合、シ

ステムがアップグレードプロセスのためにVMをマイグレーションしてPMをメンテナ

ンスモードに切り替えることはできません。

l システムがアップグレードキットの要件を満たしていることを確認するには、次の手順

に従って [評価]ボタンまたはAVCLIの 「kit-qualify」コマンドを使用します。

注: アップグレードを行うと、システムのAVCLIソフトウェアもアップグレードされます。た

だし、リモート管理コンピュータにAVCLIがインストールされている場合、リモートコン

ピュータのAVCLIを手動で最新のバージョンにアップグレードする必要があります。AVCLIソ

フトウェアは [Downloads (ダウンロード)]ページ(https://www.stratus.com/services-

support/downloads/?tab=everrun) の [Drivers and Tools (ドライバとツール)]セクショ

ンから入手できます。リモートコンピュータにAVCLIを手動でインストールする手順について

は、「AVCLIコマンドの概要」を参照してください。

ソフトウェアをアップロードして評価するには

次のいずれかの方法を使用して、アップグレードキットをアップロードし、評価します。

[アップグレードキット] ページ

1. everRun可用性コンソールの左側のナビゲーションパネルで [アップグレードキット]をク

リックします。

2. [アップグレードキット]ページでマストヘッドの下にある [キットの追加]ボタンをクリッ

クして、everRun -キットのアップロードウィザードを開きます。

3. everRun - キットのアップロードウィザードダイアログボックスで、Google Chromeの

場合は [ファイルの選択]、FirefoxまたはInternet Explorer の場合は [参照]をクリックし

てから、.kit ファイルを参照して選択します。

4. .kit ファイルを選択した後、[アップロード]、[インポート]、または [完了]をクリックしま

す(実行される機能は同じです)。ファイルをアップロードする間、「ファイルをアップロー
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アップグレードキットを使用してeverRunソフトウェアをアップグレードする

ドしています (ウィザードを閉じないでください)」というメッセージが表示されます。アッ

プロードの所要時間は、ローカルに保存されているファイルで最大2分間、ネットワーク経

由で保存されているファイルの場合は10分以上かかることがあります。アップロードに失敗

した場合、ウィザードに「ファイルのアップロードに失敗しました。」というメッセージが

表示されます。

5. アップロードが完了すると、ウィザードが閉じて [アップグレードキット]ページにアップグ

レードキットの状態とバージョン番号が表示されます。また、[キットの追加]ボタンに加

え、[評価]、[アップグレード]、および [削除]ボタンも表示されます。

6. 複数のアップグレードキットが読み込まれている場合、どれを使用するか選択してくださ

い。

7. [評価]をクリックして、システムがアップグレードキットの要件を満たしているかどうかを

確認します。(この手順は推奨しますが、必須ではありません。)

AVCLI コマンド

1. avcli kit-addコマンドを実行してアップグレードキットを追加します。

2. avcli kit-qualifyコマンドを実行してアップグレードキットを評価します。(この手

順は推奨しますが、必須ではありません。)

評価の所要時間は最大6分です。評価に成功した場合、次のステップに進みます。

評価に失敗した場合は、ポップアップウィンドウが開いてエラーの原因を示すメッセージが

表示されます。これらのメッセージには、リリースがサポートされない、ストレージが不足

している、パーティションに問題がある、VMのシャットダウンが必要、あるいはその他のシ

ステムアップグレードに関する情報が示されます。たとえば、システムのディスク領域が不

足していてアップグレードを完了できない場合、空き容量の不足を示すメッセージに必要

な容量が報告されます。評価の問題を解決するための詳しい情報は、Stratus カスタマサー

ビスポータル (https://support.stratus.com)のナレッジベースで該当する評価エラー

メッセージを検索してください。

ソフトウェアをアップグレードするには

1. 次のいずれかの方法でアップグレードを開始します。

n [アップグレードキット]ページで [アップグレード]をクリックします。

n avcli kit-upgradeコマンドを実行します。
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システムのアップグレードが選択されたことを示す [確認]ウィンドウが開き、選択したアップグ

レードキットへのアップグレードの確認を求めるメッセージが表示されます。このウィンドウに

は、アップグレードを制御するために一時停止を有効にするチェックボックスも表示されます。一

時停止を有効にするには、[各ノードのアップグレード後に一時停止]ボックスをオンにします。一

時停止を有効にする場合、ウィンドウにアップグレードのステップを示す図が表示され、ここで一

時停止を(もう一度)有効にすることができます。

2. [はい]をクリックしてアップグレードを続行します。

アップグレードが開始されます。一時停止を有効にした場合、アップグレードのステップを示す図

に、アップグレードの現在の状態が表示されます。アップグレードが一時停止された場合、続行す

るには [最終処理]をクリックする必要があります。

ノードがアップグレードされた後、もう片方のノードをアップグレードするまでは、2つのノードで異なる

バージョンのソフトウェアが実行されています。この間、マストヘッドに「システムは次の状態で稼働中:

バージョン不一致」というメッセージが表示されます。

注: everRunリリース7.5.0.5にアップグレードした後、実行中の全VMをシャットダウンし

てから再起動し、リリース7.5.0.5で利用可能なVMの機能やパフォーマンスの改善点を有効に

してください。これはアップグレードの直後に行う必要はありませんが、VMでリリース

7.5.0.5のすべての機能を有効にするには、VMのシャットダウンと再起動が必要条件となりま

す。VMのシャットダウンと再起動の詳細については、「仮想マシンの運用を管理する」を参照

してください。

関連トピック

「[アップグレードキット]ページ」

「AVCLIコマンドの説明」(「キット情報」を参照)

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」

DVD を使用して everRun をリリース 7.3.4.0 からアップグレードする

DVDを使用して、everRunソフトウェアをeverRunリリース7.3.4.0からそれ以降のリリースにアップ

グレードすることができます。
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DVDを使用してeverRunをリリース7.3.4.0からアップグレードする

前提条件:
l ソフトウェアをアップグレードするには、すべてのPMとVMが正常な稼働状態になけ

ればなりません。アップグレードを開始する前に、everRun可用性コンソールでPMま

たはVMの問題を示すアラートが発生していないことを確認してください。

l ソフトウェアのアップグレードを行う前にすべてのVCDおよびUSBメディアをVMか

ら取り出してください。VCDまたはUSBメディアがVMに接続されたままの場合、シ

ステムがアップグレードプロセスのためにVMをマイグレーションしてPMをメンテナ

ンスモードに切り替えることはできません。

l リリース7.3.4からのアップグレードでは、ブートディスク上にあるLVM物理ボ

リュームに最大10GiBの追加のディスク領域が必要です。アップグレードを始める前

に、システムに少なくとも10GiBの追加ディスク領域があることを確認してくださ

い。

注: リリース7.3.4からのアップグレードは、構成の複雑さによって約2時間かかります。アッ

プグレードの進行中はeverRun可用性コンソールを使用できませんが、プロセスの一環として

everRun可用性コンソールに情報やエラーメッセージが表示されます。

この手順ではVMをシャットダウンしてから、以下の操作を各ノードで順番に実行します:ノードをメンテ

ナンスモードにしてシャットダウンし、ノードに電源を投入して、BIOSセットアップユーティリティを

使ってDVDからブートし、その後にノードを復旧します。DVDからのアップグレードにはUEFIセット

アップユーティリティを使用できないことに注意してください。

詳細については、ナレッジベースにアクセスして(「ナレッジベースの記事にアクセスする」を参照)、

「Upgrading a System from everRun Release 7.3.4.0 to 7.4.x.xWith a DVD (DVDを使用してシステ

ムをリリース7.3.4.0から7.4.x.xにアップグレードする)」という記事(KB-4346) を検索してくださ

い。

関連トピック

「everRunソフトウェアをアップグレードする」

「everRun可用性コンソール」

「everRun可用性コンソールを使用する」
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第 5 章: 論理ディスクを管理する

論理ディスクの管理にはeverRun可用性コンソールを使用します。概要は、「論理ディスクの管理」およ

び「論理ディスクと物理ディスク」を参照してください。

タスクの実行手順については次を参照してください。

l 「故障した論理ディスクに対処する」

l 「新しい論理ディスクをアクティベートする」

l 「新しいストレージグループを作成する」

l 「ストレージグループを削除する」

l 「ストレージグループに論理ディスクを割り当てる」

論理ディスクの管理

everRunシステムではeverRun可用性コンソールを使用して、新しい論理ディスクをアクティブ化して

障害のある論理ディスクに対処することにより論理ディスクを管理します。

RAIDコントローラからオペレーティングシステムに提示された新しい論理ディスクがeverRunソフト

ウェアで自動認識される場合であっても、状況によっては新しい論理ディスクのアクティベーションを行う

必要があります。詳細については、「新しい論理ディスクをアクティベートする」を参照してください。

存在しない論理ディスクや障害のある論理ディスクに関するアラートには対処する必要があります。また、

物理ディスクが削除されたり障害が発生した場合にeverRunソフトウェアが論理ディスクの不具合を検知

することもあります。その場合はeverRunソフトウェアでアラートが作成され、ダッシュボードに表示さ

れます。次にアラートの例を示します。
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l システムに、存在しないか不具合のある論理ディスクがあります。

l PM node1 の論理ディスク - 1 に不具合があります。

everRun可用性コンソールの [物理マシン]ページの各PMの[ストレージ]タブに、不具合のある論理

ディスクが表示されます。詳細については、「[物理マシン]ページ」を参照してください。

論理ディスクの障害が発生すると、システムストレージが固定されます。このアラートに対処するまでは

新しいボリュームの割り当てを行えません。対処の方法として、RAIDコントローラBIOSやマストヘッド

の [リペア]ボタンを使用することもあります。詳細については、「故障した論理ディスクに対処する」を

参照してください

関連トピック

「論理ディスクと物理ディスク」

「everRun可用性コンソール」

「ストレージの要件」

故障した論理ディスクに対処する

everRunソフトウェアで論理ディスクの破損や損失が検出されると、everRun可用性コンソールの[ダッ

シュボード]ページに論理ディスク故障のアラートが表示されます。(アラートの例は、「論理ディスクの

管理」を参照してください。)アラートは[アラート履歴]ページでも確認できます。状況に応じて次のいず

れかの方法を用いて問題に対処するまで、everRun可用性コンソールにはアラートが表示されたままにな

ります。

l 物理ディスクが取り除かれた場合、適切な物理ディスクを挿入し直す必要があります。その場合、

物理マシンによってディスクが復元されますが、状況によってはRAIDコントローラソフトウェア

を使用して論理ディスクの復元を完了する必要があります。

l 論理ディスクが破損している場合や存在しない場合、RAIDコントローラソフトウェアによる復旧

を試行できます。RAIDコントローラソフトウェアを使って論理ディスクをサービスに復帰させる

ことができた場合、everRunソフトウェアは復元された論理ディスクを検知して、そのデータを使

用し始めます。

l 論理ディスクが破損していたり存在せず、RAIDコントローラソフトウェアを使用して論理ディス

クを復旧できない場合(たとえば、故障した物理ディスクを交換する必要がある場合)、マストヘッ

ドの [リペア]ボタンをクリックして修復を完了させます。[リペア]ボタンをクリックすると、

everRunソフトウェアによって次が行われます。

136/563ページ



故障した論理ディスクに対処する

n アラートを無視します。

n 故障したすべての論理ディスクを退去させます。

n 故障したすべての論理ディスクをそのストレージグループから削除します。

n 故障した論理ディスクを使用していたすべてのボリュームの修復を試行します。

注意事項:

1. [リペア]ボタンをクリックすると、故障した論理ディスク上のデータはすべて削除され

ます。

2. ストレージの修復により、故障した論理ディスクを使用している仮想マシン(VM)は、修

復が完了するまでシンプレックスとして機能します。

3. UEFI用に構成されたシステムは、everRunソフトウェアが最初にインストールされた

論理ディスクからのみブートします。

4. 一部のレガシBIOS構成では、ブートディスクである論理ディスクの修復が必要な場

合、RAIDコントローラを再構成して残りのいずれかの論理ディスクからブートするよう

にしなければなりません。故障ディスクの影響を受けない論理ディスクであれば、サーバ

をブートできます。everRunソフトウェアは、全体的な可用性を最大限にするため各

ノードのブートファイルをミラーリングします。ただし、システムによってはRAIDコ

ントローラで事前に定義されたブート論理ディスクからしかブートできないこともあり、

事前定義された論理ディスクがブート不可能であっても存在している場合には、代替の論

理ディスクからブートすることができません。ノードが復旧され、交換ドライブを使用し

た論理ディスクが最新の状態になった後、RAIDコントローラでブートデバイスを元の値

に戻す必要があります。

故障した論理ディスクを修復するには

1. everRun可用性コンソールのマストヘッドに表示される [リペア]ボタンをクリックします。

2. 修復を続行するには、確認メッセージのボックスで [はい]をクリックします。

[リペア]ボタンをクリックすると、everRunソフトウェアはデータを他の論理ディスクにマイグ

レーションすることで、故障したすべてのボリュームを修復しようとします。他の論理ディスクに

データの保存に十分な空き容量がある場合、everRunソフトウェアによる修復が正常に完了しま

す。他の論理ディスクにデータの保存に必要な空き容量が不足している場合、修復に必要な空き容

量がないというアラートがeverRunソフトウェアに表示されます。その場合、新しい論理ディスク

137/563ページ



everRunユーザガイド

を作成するか既存のボリュームを削除する方法で、ストレージグループにストレージを追加する必

要があります。

データの保存に十分な空き容量がある場合、everRunソフトウェアは故障したボリュームの再ミ

ラーリングを自動的に行います。

修復が完了した後、RAIDコントローラソフトウェアを使って故障した論理ディスクを削除し、新しい論理

ディスクを作成します。everRunソフトウェアが新しい論理ディスクを自動的に認識し、ディスクにデー

タが含まれない場合はこれをサービスに追加します。ディスクにデータが含まれる場合、ダッシュボードに

「PM nodenの論理ディスク nを認識できません。アクティベーションを行うか、削除する必要がありま

す」というメッセージが表示されます。論理ディスクをアクティベートするには、「新しい論理ディスク

をアクティベートする」を参照してください。

関連トピック

「論理ディスクと物理ディスク」

「everRun可用性コンソール」

新しい論理ディスクをアクティベートする

everRunシステムではRAIDコントローラがシステムの物理ディスクから論理ディスクを作成します。

everRunソフトウェアは、RAIDコントローラがオペレーティングシステムに提示する論理ディスクにア

クセスできます。新しい論理ディスクを認識すると、everRunソフトウェアは次のいずれかのアクション

を実行します。

l 論理ディスクにデータが含まれていない場合、everRunソフトウェアはその論理ディスクのサービ

スを開始します。

l 退去されていない既知の論理ディスクの場合、everRunソフトウェアは論理ディスクとそのデータ

の使用を開始します。

l ディスクに不明のデータが含まれる場合、ダッシュボードに「PM nodenの論理ディスク nを認識

できません。アクティベーションを行うか、削除する必要があります。」というメッセージが表示

されます。その場合、ディスクをアクティベートするか削除します。あるいは現時点では何もせ

ず、後でディスクをアクティベートまたは削除することもできます。

注意事項: 論理ディスクのアクティベーションを行うと、そのディスクのすべてのデータが失わ

れます。

前提条件: 「ストレージの要件」にある関連要件に注意してください。
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新しいストレージグループを作成する

新しい論理ディスクをアクティベートするには

1. 左側のナビゲーションパネルで [物理マシン]を選択します。

2. [物理マシン]ページの上部パネルでnode0またはnode1を選択します。

3. [物理マシン]ページの下部のパネルで [ストレージ]タブをクリックします。

4. [アクション]列で [非認識のアクティベーション]ボタンをクリックし、対応する論理ディスクをア

クティベートします。

5. [確認]メッセージボックスが表示されたら、[はい]をクリックして論理ディスクのアクティベー

ションを確認します。論理ディスクのアクティベーションを行うと、そのディスクのすべてのデー

タが失われます。

everRunソフトウェアは、新しい論理ディスクにパーティションを作成して、ストレージグループに追加

できるようにします。

関連トピック

「故障した論理ディスクに対処する」

「論理ディスクの管理」

「論理ディスクと物理ディスク」

「everRun可用性コンソール」

「ストレージの要件」

新しいストレージグループを作成する

新しいストレージグループを作成できます。新しいストレージグループを作成する場合、そのグループに

は論理ディスクが割り当てられません。詳細については、「ストレージグループに論理ディスクを割り当

てる」を参照してください。

新しいストレージグループを作成するには

1. [ストレージグループ]ページで、[作成]ボタンをクリックします。[新しいストレージグループ]

ダイアログボックスが表示されます。

2. [名前]ボックスに、新しいストレージグループの名前を入力します。

3. [ストレージグループの作成]をクリックします。
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関連トピック

「ストレージグループに論理ディスクを割り当てる」

「ストレージグループを削除する」

「ストレージの要件」

ストレージグループを削除する

論理ディスクが割り当てられている場合を除いて、ストレージグループを削除することができます。

注: 論理ディスクが1つ以上割り当てられたストレージグループを削除しようとすると、まず論

理ディスクを別のストレージグループに移動してから削除を行うように求めるメッセージが表

示されます。

ストレージグループを削除するには

1. [ストレージグループ]ページで、削除するストレージグループを選択します。

2. [削除]ボタンをクリックします。[確認]ダイアログボックスが表示されます。

3. [はい]をクリックしてストレージグループを削除します。

関連トピック

「新しいストレージグループを作成する」

ストレージグループに論理ディスクを割り当てる

空の論理ディスクをストレージグループに割り当てることができます。

注:

l 追加する論理ディスクは空でなければなりません。その使用サイズはゼロでなければな

りません。

l 論理ディスクのセクターサイズ(4Kまたは512B) は、ストレージグループのセクター

サイズに一致しなければなりません。

l 「ストレージの要件」にある関連要件に注意してください。

ストレージグループに論理ディスクを割り当てるには

1. [物理マシン]ページで、[ノード 0]を選択します。

2. [ストレージ]タブをクリックします。
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ストレージグループに論理ディスクを割り当てる

3. 空 ([使用サイズ]が0)の論理ディスクを選択します。

4. [アクション]列で、[ストレージグループに移動]をクリックします。

5. [ストレージグループにディスクを移動]ダイアログボックスが表示されます。[ストレージグルー

プ]ドロップダウンボックスで、ストレージグループを選択します。

6. [ストレージグループに移動]をクリックします。

7. [物理マシン]ページで、[ノード 1]を選択します。

8. ステップ2～6を繰り返します。

[ストレージグループ]ページに、サイズがゼロではない新しいストレージグループが表示されます。

関連トピック

l 「ストレージグループを削除する」

l 「ストレージの要件」
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第 6 章: 物理マシンを管理する

物理マシン(PM)つまりノードを管理して、その運用を制御しメンテナンスを行います。

PMの表示と管理にはeverRun可用性コンソールの [物理マシン]ページを使用します。詳細については、

「[物理マシン]ページ」を参照してください。

[物理マシン]ページから行う多くのタスクはメンテナンスモードで実行する必要があります。詳細につい

ては、「メンテナンスモード」を参照してください。

メンテナンスモードでPMの運用状態を管理するには、次を参照してください。

l 「物理マシンをリブートする」

l 「物理マシンをシャットダウンする」

l 「負荷分散」

障害のあるPMを復旧したり、MTBF をリセットしてPMのトラブルシューティングを行うには、「物理

マシンのトラブルシューティングを行う」を参照してください。

PMの交換などPMハードウェアの保守タスクを実行するには、「物理マシンのメンテナンスを行う」を参

照してください。

メンテナンスモード

物理マシン(PM)がメンテナンスモードに切り替わると、メンテナンスを行えるようマシンがオフライン

になります。メンテナンス後に最終処理すると、PMのメンテナンスモードが解除されて再びオンラインに

なり、仮想マシン(VM)を実行できるようになります。

PMがメンテナンスモードになると、そのPMは実行中のVMをもう片方のPMにマイグレーションしま

す。これにより、サービスに起因する中断からVMを保護できます。

143/563ページ

6



everRunユーザガイド

物理マシン(nodex (プライマリ)) がメンテナンスモードに切り替わると、もう片方のPMがプライマリ

になります。

両方のPMがメンテナンスモードに入る場合、これらのPMはすべてのVMを正常にシャットダウンしま

す。したがって、PMがシャットダウンやリブートされる前にVMのメモリ状態は保護されます。

PMのシャットダウンは、PMがメンテナンスモードにある状態で [物理マシン]ページから行う必要があ

ります。これはeverRun可用性コンソールが、PMの電源を手動でオフにした結果生じる可能性のある

サービス中断からシステムを保護するためです。

注意事項:

1. PMがメンテナンスモードになっている間、システムはフォールトトレラントでありま

せん。ダウンタイムの発生を回避するには、PMのメンテナンスモードを解除して再びオ

ンラインに戻せるよう、サービスをできるだけ早く最終処理します。

2. 両方のPMを同時にメンテナンスモードにすることは避けてください。VMの運用を継続

するには、少なくとも1台のPMが正常に稼動している必要があります。(everRunシス

テム全体をシャットダウンする必要がある場合、「物理マシンをシャットダウンする」

を参照してください。)

注: 両方の物理マシンをメンテナンスモードにするには、まずセカンダリPMをメンテナンス

モードにした後で、プライマリPMをメンテナンスモードにします。この順序を守ることで、

仮想マシンの不要なマイグレーションを回避できます。

PM をメンテナンスモードにするには

1. [物理マシン]ページからPMを選択します。

2. [作業開始]をクリックします。

PMがメンテナンスモードになると、その状態が と表示されます。

PM を最終処理してメンテナンスモードを解除するには

1. [物理マシン]ページからPMを選択します。

2. [最終処理]をクリックして、PMのメンテナンスモードを解除します。
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物理マシンをリブートする

関連トピック

「everRun可用性コンソール」

「物理マシンを管理する」

「物理マシンと仮想マシン」

「[物理マシン]ページ」

「[仮想マシン]ページ」

物理マシンをリブートする

物理マシン(PM)をリブートしてeverRunソフトウェアを再起動し、オプションでPMのメンテナンス

モードを解除します。(everRunシステムの両方のPMをリブートする必要がある場合には、「システム

をリブートする」を参照してください。)

PM をリブートするには

1. リブートするPM (node0またはnode1) を決定します。

2. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックします。

3. 作業するPM (node0またはnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PMの総合状態が "

メンテナンスモード"に変わり、アクティビティ状態が "実行中 (メンテナンスモード)"に変わり

ます。

4. [リブート]をクリックします。PMがリブートし [アクティビティ]状態が表示されます。

n リブート準備中 (メンテナンス中)

n リブート中 (メンテナンス中)

n ブート中 (メンテナンス中)

n 実行中 (メンテナンス中)

5. PMのメンテナンスモードを解除して仮想マシンを実行できるようにするには、[最終処理]をク

リックします。

関連トピック

「メンテナンスモード」

「everRun可用性コンソール」

「物理マシンを管理する」

「[物理マシン]ページ」
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物理マシンをシャットダウンする

物理マシン(PM)、つまりノードをシャットダウンして、修復や交換の必要がある場合にPMの実行を停止

します。以下の手順はeverRun可用性コンソールから1台のPMだけを停止する場合に使用します。

注意事項:

1. この手順を使って両方のPMをシャットダウンすると、データが失われます。両方のPM

を停止する必要がある場合、「システムをシャットダウンする」の説明に従って、

everRunシステムをシャットダウンします(これにより仮想マシン(VM)もシャットダ

ウンされます)。

2. -f (強制)オプションは、PMのホストオペレーティングシステムの halt、

poweroff、または rebootコマンドで使用しないでください。これにより、同じPM

上でアクティブなFTゲストがハングします。代わりに、下記に説明する手順で

everRun可用性コンソールとメンテナンスモードを使用してPMをシャットダウンしま

す。

3. PMをシャットダウンすると、everRunシステムがフォールトトレラントではなくなり

ます。アップタイムを継続させるには、オフラインのPMをできるだけ早くサービスに戻

します。

PM をシャットダウンするには

PMをシャットダウンするには、PMをメンテナンスモードにする必要があります。すると、そのPMで実

行中のすべてのVMがもう片方のPMにマイグレーションされます。

1. シャットダウンするPMを決定します。

2. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックします。

3. このPMの状態が「実行中 (メンテナンス中)」になった後、[シャットダウン]をクリックします。

注意事項: [シャットダウン]をクリックしてもPMがオフにならない場合、手動でPMの電源を

オフにする必要があります。その場合、メモリの状態情報が失われます。PM の電源を手動でオ

フにする手順は、最後の手段として使用してください。

PMがシャットダウンした後はアクティビティが 「オフ (メンテナンス中)」になります。このPMは手

動で再起動する必要があります。
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関連トピック

「メンテナンスモード」

「everRun可用性コンソール」

「物理マシンを管理する」

「[物理マシン]ページ」

負荷分散

HA負荷分散ではVMを両方のPMに分散させることによりパフォーマンスと可用性の改善を図ります。負

荷分散はVMごとに構成され、everRunシステム上で自動的に有効化されます。

一方のPMが使用不可となった場合、もう片方のPMですべてのVMが実行されます。

運用モード

負荷分散は [仮想マシン]ページにある、VMの [負荷分散]タブで設定します。

l [自動で分散]。VMの自動負荷分散機能を提供します。自動負荷分散が設定されたVMは、最も多く

のリソースがある使用可能なPM上で実行されます。自動設定された1つ以上のVMを移動するこ

とにより負荷分散の効果が向上するとシステムで判定された場合、アラートが生成されます。ダッ

シュボードにアラートが表示され、マストヘッドに負荷分散の通知が表示されます。アラートへの

応答として、マストヘッドで [負荷分散]をクリックしてVMの自動負荷分散を開始します。

[仮想マシン]ページの [現在の PM]列のアイコンに、次にマイグレーションするVMが表示されま

す。

l [nodeNに手動で配分]。上級ユーザの場合、自動ポリシーに依存せず、特定のPM (ノード)をそれ

ぞれのVMに手動で割り当てることができます。

[仮想マシン]ページで、各VMの[現行 PM]列にグラフィックが表示されます。このグラフィックは、

VMの現在の負荷分散状態、VMを実行しているPM、およびその優先PMを示します。

次のサンプルグラフィックは、VMが現在PM 0で実行されていて、優先マシンはPM 1であることを示し

ています。

everRunポリシーはVMを常に稼動状態に保ちます。両方のPMが正常な状態にある場合、VMはその優

先PMにマイグレーションします。

関連トピック
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「仮想マシンの優先PMを選択する」

物理マシンのトラブルシューティングを行う

次のトピックでは、PMのトラブルシューティングの手順について説明します。

l 「故障した物理マシンを復旧する」

これらのソフトウェアベースのトラブルシューティング手順のいずれかを使ってPMを復旧できない場合、

「物理マシンのメンテナンスを行う」にあるPMハードウェアを物理的に交換する方法を参照してくださ

い。

故障した物理マシンを復旧する

物理マシン(PM)、つまりノードの復旧は、PMがブート不可能になったり、everRunシステムでPMとし

て機能しなくなった場合に行います。状況によっては、everRun可用性コンソールに故障したPMの状態

が「アクセス不可能 (同期中/退去中)」と表示されることもあります。

PMを復旧するには、PMが実行していたeverRunリリースを再インストールする必要があります。ただ

し、故障したPMの復旧は最初に行うソフトウェアのインストールとは異なります。復旧操作ではすべての

データが維持されますが、/bootおよびrootファイルシステムの再作成、everRunシステムソフトウェ

アの再インストール、および既存のシステムへの接続試行が行われます。(システムソフトウェアの復旧で

はなく物理的なPMハードウェアの交換が必要な場合、「物理マシン、マザーボード、NIC、またはRAID

コントローラを交換する」を参照してください。)

システムソフトウェアを再インストールするには、システムが交換ノードをプライマリPM上の一時的な

Preboot Execution Environment (PXE) サーバから自動的にブートできるように設定します。各PMに一

番最近インストールされたソフトウェアキットの完全なコピー(everRun可用性コンソールの [アップグ

レードキット]ページに記載)が含まれている限り、PXEブートインストールを使ってどちらのPMから

でもそのパートナーPMの復旧を開始できます。必要な場合、交換ノードをDVD/USBインストールメ

ディアから手動でブートすることもできます。

インストールに使用するメディアに応じて、PXEまたはDVD/USBインストールのいずれかの手順を使

用します。

注意事項: 復旧手順を行うと、PMのホストオペレーティングシステムにインストールされてい

る全ソフトウェアと、復旧前に入力したすべてのPM構成情報が削除されます。この手順を完了

した後は、ホストレベルの全ソフトウェアを手動で再インストールして、元の設定に一致するよ

うPMを再構成する必要があります。
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前提条件:

1. 復旧が必要なPMを判断します。

2. PMにモニタとキーボードが接続されていることを確認します。

3. 交換するPMが、イーサネットケーブルでネットワークに接続されているか、2台の

everRunシステムPM間の距離が近い場合はもう片方のPMに直接接続されていること

を確認します。イーサネットケーブルは復旧するPMの最初の内蔵ポートに差し込む

か、PMに内蔵ポートがない場合はオプションの(つまりアドオンまたは拡張)ポートに

差し込みます。

4. DVDまたはUSBメディアを使って交換PMにシステムソフトウェアをインストールす

る場合、次のいずれかの方法で、PMが実行していたリリースのインストールソフトウェ

アを取得します。

n [アップグレードキット]ページでブート可能なUSBメディアを作成します。手

順は、「システムソフトウェアのUSBメディアを作成する」を参照してくださ

い。

n インストール用ISOをStratus 認定サービス業者からダウンロードします。

n 前回インストールしたアップグレードキットから、現在の作業ディレクトリにイ

ンストール用ISOを抽出します。これには次のようなコマンドを実行します

(x.x.x.xはリリース番号、nnnはビルド番号です)。

tar -xzvf everRun_upgrade-x.x.x.x-nnn.kit *.iso

インストール用のISOをダウンロードまたは抽出したら、これをDVDまたはUSBメ

ディアに保存するか書き込みます。「everRunソフトウェアを入手する」を参照してく

ださい。

PM を復旧するには (PXE ブートインストール)
次の手順を使用してPMを復旧します。ここではPXEブートインストールにより、プライマリPM

上のソフトウェアキットからシステムソフトウェアを再インストールします。

1. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックし

ます。

2. 作業するPM (node0またはnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PMの総合

状態が "メンテナンスモード"に変わり、アクティビティ状態が "実行中 (メンテナンスモー

ド)"に変わります。
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3. PMが「実行中 (メンテナンス中)」になった後、[リカバリ]をクリックします。

4. 修復のタイプを選択するよう求められたら、[PXE PM リカバリ - データの維持]をクリック

します。

注意事項: このとき [PXE PM リカバリ - データの維持]を選択しないと、インス

トールプロセスによってターゲットPMのデータが削除される可能性があるので

注意してください。

5. [続行]をクリックして、復旧プロセスを開始します。システムソフトウェアの再インストー

ルの準備として、システムがターゲットPMをリブートします。

6. PMがリブートしたら、ファームウェア(BIOSまたはUEFI) のセットアップユーティリティ

を起動して、priv0 NICのPXEブート(ネットワークからのブート)を有効にします。

リカバリプロセスがユーザによる操作なしで次のように続行されます。

n ターゲットPMが、プライマリノードで一時実行されるPXEサーバからのブートを開

始します。

n ターゲットPMが、システムソフトウェアのインストールを自動的に開始します。こ

れはプライマリノード上のインストールキットのコピーから実行されます。

n インストールプロセスが、データをすべて維持したままシステムソフトウェアを再イ

ンストールします。

ターゲットPMの物理コンソールでソフトウェアインストールの進捗状況を監視することが

できます。

7. ソフトウェアのインストールが完了すると、ターゲットPMが新しくインストールされたシ

ステムソフトウェアからリブートします。

8. ターゲットPMのブート中、everRun可用性コンソールの [物理マシン]ページでそのアク

ティビティを確認できます。復旧が完了すると、[アクティビティ]列のPMの状態が「(メン

テナンス中)」として表示されます。

9. 必要に応じて、アプリケーションおよびすべてのホストレベルのソフトウェアを手動で再イ

ンストールし、元の設定に一致するようPMを再構成してください。

10. ターゲットPMをオンラインに戻す準備が完了したら、[最終処理]をクリックしてメンテナ

ンスモードを終了します。両方のPMが「実行中」の状態に戻り、PMの同期が完了すること

を確認します。

150/563ページ



故障した物理マシンを復旧する

注: ターゲットPMがメンテナンスモードを終了すると、システムはリカバリプロセス

に使用したプライマリノード上のPXEサーバを自動的に無効にします。

PM を復旧するには ( DVD/USB インストール)
次の手順を使用して、DVDまたはUSBメディアからシステムソフトウェアを再インストールする

ことにより、PMを復旧します。

1. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックし

ます。

2. 作業するPM (node0またはnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PMの総合

状態が "メンテナンスモード"に変わり、アクティビティ状態が "実行中 (メンテナンスモー

ド)"に変わります。

3. PMが「実行中 (メンテナンス中)」になった後、[リカバリ]をクリックします。

4. 修復のタイプを選択するよう求められたら、[DVD/USB PM リカバリ - データの維持]を

クリックします。

注意事項: このとき[DVD/USB PM リカバリ - データの維持]を選択しないと、

インストールプロセスによってターゲットPMのデータが削除される可能性があ

るので注意してください。

5. [続行]をクリックして、復旧プロセスを開始します。システムソフトウェアの再インストー

ルの準備として、システムがターゲットPMをシャットダウンします。

6. ターゲットPMにブート可能なメディアを挿入するかISOイメージをマウントし、次に手動

でPMの電源をオンにします。

7. ターゲットPMの電源がオンになったら、ファームウェア(BIOSまたはUEFI) のセットアッ

プユーティリティを起動して、最初のブートデバイスとして光学式ドライブまたはUSBメ

ディアを設定します。

8. ターゲットPMの物理コンソールでインストールのプロセスを監視します。

9. [Welcome (ウェルカム)]画面で、矢印キーを使ってインストール用に国のキーボードマッ

プを選択します。

10. [インストールまたはリカバリ]画面で、[Recover PM, Join system: Preserving data

(PM のリカバリ、システムの結合: データの維持)]を選択し、Enterキーを押します。
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注意事項: このとき [Recover PM, Join system: Preserving data (PM のリ

カバリ、システムの結合: データの維持)]を選択しないと、インストールプロセ

スによってターゲットPMのデータが削除される可能性があるので注意してくださ

い。

11. [Select interface for private Physical Machine connection (プライベート物理マシ

ンに接続するインタフェースの選択)]画面で、プライベートネットワークに使用する物理イ

ンタフェースを設定します。最初の内蔵ポートを使用するには、矢印キーで em1に移動して

(選択されていない場合)、F12キーを押し、選択内容を保存して次の画面に進みます。

注:

1. 使用するポートを判断できない場合、矢印キーでいずれかのポートを選択

して [Identify (識別)]ボタンをクリックします。すると選択したポート

のLEDが30秒間点滅し、ポートの位置を確認できます。LEDはネット

ワークのアクティビティを示すために点滅する場合もあるので、Stratus で

は、識別プロセスではケーブルを抜いておくよう推奨します。識別が完了

したら、直ちにケーブルを差し込み直します。

2. システムに内蔵ポートがない場合、代わりに最初のオプションのインタ

フェースを選択します。

12. [Select interface for managing the system (ibiz0) (システムを管理するインタ

フェースの選択 (ibiz0))]画面で、管理ネットワークに使用する物理インタフェースを設定

します。2つ目の内蔵ポートを使用するには、矢印キーで em2に移動して(選択されていな

い場合)、F12キーを押し、選択内容を保存して次の画面に進みます。

注: システムに内蔵ポートが1つだけある場合、最初のオプションのインタフェー

スを選択します。システムに内蔵ポートがない場合、2番目のオプションのインタ

フェースを選択します。

13. [Select the method to configure ibiz0 (ibiz0 を構成する方法の選択)]画面で、

node1の管理ネットワークを動的なIP構成と静的なIP構成のどちらかに設定します。通常

の場合は静的なIP構成に設定するので、矢印キーで [Manual configuration (Static

Address) (手動構成 (静的アドレス))]を選択して F12キーを押し、選択内容を保存して次

の画面に進みます。動的IP構成に設定する場合には、[Automatic configuration via

152/563ページ



故障した物理マシンを復旧する

DHCP (DHCP による自動構成)]を選択して F12キーを押し、選択内容を保存して次の画

面に進みます。

14. この前の手順で [Manual configuration(Static Address) (手動構成 (静的アドレス))]

を選択した場合は [Configure em2 (em2 の構成)]画面が表示されます。次の情報を入力

して F12キーを押します。

n IPv4 address (IPv4アドレス)

n Netmask (ネットマスク)

n Default gateway address (デフォルトゲートウェイアドレス)

n Domain name server address (ドメイン名サーバアドレス)

この情報は担当のネットワーク管理者に問い合わせてください。

注: 入力した情報が無効な場合、有効な情報を入力するまで同じ画面が再表示され

ます。

15. これ以降はプロンプトの表示なしでソフトウェアのインストール処理が続行されます。

16. ソフトウェアのインストールが完了すると、ターゲットPMが新しくインストールされたシ

ステムソフトウェアからリブートします。

17. ターゲットPMのブート中、everRun可用性コンソールの [物理マシン]ページでそのアク

ティビティを確認できます。復旧が完了すると、[アクティビティ]列のPMの状態が「(メン

テナンス中)」として表示されます。

18. 必要に応じて、アプリケーションおよびすべてのホストレベルのソフトウェアを手動で再イ

ンストールし、元の設定に一致するようPMを再構成してください。

19. ターゲットPMをオンラインに戻す準備が完了したら、[最終処理]をクリックしてメンテナ

ンスモードを終了します。両方のPMが「実行中」の状態に戻り、PMの同期が完了すること

を確認します。

関連トピック

「メンテナンスモード」

「物理マシンを管理する」

「everRun可用性コンソール」

「[物理マシン]ページ」
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第 7 章: 仮想マシンを管理する

仮想マシン(VM)を管理して、その運用の制御、リソースのプロビジョニング、またはゲストオペレー

ティングシステムとアプリケーションの構成を行います。

VMの表示と管理はeverRun可用性コンソールの [仮想マシン]ページで行えます。このページにアクセス

する方法は、「[仮想マシン]ページ」を参照してください。特定の管理タスクの実行手順については次の

トピックを参照してください。

VMの運用状態を管理するには、次を参照してください。

l 「仮想マシンを起動する」

l 「仮想マシンをシャットダウンする」

l 「仮想マシンの電源をオフにする」

l 「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

l 「仮想マシンの名前を変更する」

l 「仮想マシンを削除する」

VMに関する情報の表示には、snmptableコマンドを使用します(「snmptable でシステムIP情報を

取得する」を参照してください)。

VMの作成または構成を行うには、次を参照してください。

l 「仮想マシンのリソースを計画する」(仮想CPU、メモリ、ストレージ、およびネットワーク)

l 「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

l 「スナップショットを管理する」

l 「仮想CDを管理する」
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l 「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

l 「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

l 「仮想マシンのリソースを管理する」

USBデバイスをVMに接続するには、「USBデバイスを接続または切断する」を参照してください。

高度なタスクを実行するには、次を参照してください。

l 「仮想マシンに特定のMACアドレスを割り当てる」

l 「仮想マシンの優先PMを選択する」

l 「仮想マシンの保護レベルを変更する(HAまたはFT)」

l 「仮想マシンのブートシーケンスを構成する」

l 「故障した仮想マシンのMTBF をリセットする」

l 「仮想マシンでダンプファイルを検索する」

VM マネージャーのローカルユーザロールはこれらのタスクの多くを実行できます。具体的には、VM マ

ネージャーで次のことを行えます。

l 「[仮想マシン]ページ」にある利用可能な機能ボタンとアクションのタスクを実行する

l 「[仮想マシン]ページ」にある [サポート]タブ以外のすべての利用可能なタブを表示する

l 「[スナップショット]ページ」にある利用可能な機能ボタンとアクションのタスクを実行する

l 「[仮想CD]ページ」からVCDの作成と削除を行う

l 「everRunシステムのボリュームコンテナを拡張する」で説明されているようにボリュームのコン

テナサイズを拡張する(ただしVM マネージャーは、「everRunシステム上のボリュームを拡張す

る」で説明されているようにボリュームを拡張することはできません)。

VM マネージャーのロールの割り当ての詳細については、「ローカルユーザアカウントを管理する」を参

照してください。

仮想マシンのリソースを計画する

仮想マシンを作成するときは、システムのパフォーマンスと可用性を最大限にできるようなシステムリ

ソースの割り当て方法を計画してください。

仮想マシンへのリソース割り当てを計画するには、次を参照してください。

l 「仮想マシンのvCPUを計画する」

l 「仮想マシンのメモリを計画する」
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l 「仮想マシンのストレージを計画する」

l 「仮想マシンのネットワークを計画する」

仮想マシンの vCPUを計画する

仮想CPU (vCPU) の割り当てによって、everRunシステムの仮想マシン(VM)にコンピューティングリ

ソースを割り当てます。

VMにvCPUを割り当てるときは、以下の情報と制限事項に配慮してください。

l 各vCPUは処理能力の仮想単位を表します。システムで利用可能なvCPUの合計数は、システム内

で処理能力が低い方の物理マシン(PM)が表すハードウェアスレッドの数に一致します。たとえ

ば、1台のPMにそれぞれ2つのスレッドで構成されるコアが4つ(つまりvCPUが8個)あり、同

じシステム内の2台目のPMにそれぞれ2つのスレッドで構成されるコアが8つ(つまりvCPUが

16個)ある場合、利用できるvCPUの合計数は8個(つまり処理能力が小さい方のPMのスレッド

数)となります。

l すべてのVMに利用できるvCPUの数は、everRunシステムで利用可能な合計vCPUから、

everRunシステムソフトウェアに割り当てられたvCPUの数を差し引いたものです。(システム

vCPUは2または4GBに設定します。手順は「システムリソースを構成する」を参照してくださ

い。)

l 1つのVMに割り当てることができるvCPUの最大数は、すべてのVMで利用可能なvCPUの合計

数から、現在実行中のVMに割り当てられているvCPUの数を差し引いたものです。ただし、これ

には「仮想マシンの推奨事項と制限」に記載されている制限事項が適用されます。

l Windows ベースのVM: 割り当て済みvCPUの数を1から nまたは nから1に変更した場合、再プ

ロビジョニングの完了時にVMを再起動した後で(「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングす

る」を参照)、VMをもう一度シャットダウンして再起動する必要があります。これにより、VMが

対称型マルチプロセッシング(SMP) のために正しく再構成されます。このVMは、再起動されるま

で異常な動作を示し、使用不可になります。

l everRun可用性コンソールの [システム]ページ(「[システム]ページ」を参照)に、vCPUの合計

容量、everRunシステムソフトウェアに割り当てられたvCPUの数、実行中のVMにより使用され

るvCPUの数、および利用可能なvCPUの数が表示されます。

l everRunソフトウェアではvCPUのオーバープロビジョニングが許可されます。[システム]ページ

に表示された空きvCPUの数がゼロ未満の場合、vCPUのオーバープロビジョニングが発生したこ

とを示します。これはコンソールにも表示され、vCPUがどの程度オーバープロビジョニングされて

いるかも表示されます。

157/563ページ



everRunユーザガイド

l vCPUをオーバープロビジョニングしてもVMの作成や起動には支障はありませんが、オーバープロ

ビジョニングが発生した状態でシステムを稼動するのは避けることを推奨します。

仮想 CPU のオーバープロビジョニングに関する考慮事項

注: 一般に、VMリソースのオーバープロビジョニングは避けてください。各VMのリソースは

隔離して、VMをリソースリークや予期しないパフォーマンスピークの発生し得る他のVMか

ら保護するのが理想的です。VMを作成して構成する際は、他のVMでは使用できない専用のリ

ソースを割り当てるようにします。

物理CPUのオーバープロビジョニングは、次の状況が当てはまる場合のみに行います。

l すべてのVMによって消費されるピーク時vCPUリソースが、everRunシステムの物理リソースを

超えていない場合。

l 1つ以上のVMを異なる時間に使用している場合(オフピーク時のバックアップなど)。

l 1つ以上のVMを、別のVMの稼動中に停止する場合(VMのアップグレード中、VMのバックアッ

プや復旧時など)。

l VMで使用されるピーク時合計CPUが、サービスレベルアグリーメントまたは必要な応答時間に影

響を及ぼさない場合。

l 各VMのCPU使用状況をよく把握していて、そのアプリケーションにリソースリークの傾向がない

場合。CPUがオーバープロビジョニングされた場合、1つのVMで発生したリークが他のVMのパ

フォーマンスに影響を及ぼすことがあります。

関連トピック

「システム要件の概要」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンのリソースを管理する」

仮想マシンのメモリを計画する

メモリの割り当てによって、everRunシステムの仮想マシン(VM)に物理メモリを割り当てます。

VMにメモリを割り当てるときは、以下の情報と制限事項に配慮してください。

l VMに割り当てることのできる合計メモリは、everRunシステムで使用可能な合計メモリ(「メモ

リの要件」を参照)から、everRunシステムソフトウェアに割り当てられたメモリ容量(1、2、ま

たは4GBに設定できます。「システムリソースを構成する」を参照してください)を差し引いたも
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のです。たとえば、メモリの合計容量が32GBあり、システムソフトウェアに2GBを割り当てた

場合、VMで使用可能なメモリは30GBになります。

l 1つのVMに、すべてのVMに利用できるメモリの合計容量をプロビジョニングすることができま

す。各VMは、その要求されたメモリ容量に20%のオーバーヘッドを加算した容量を使用します。

l 許容される最小のメモリ割り当ては256MBですが、64ビットオペレーティングシステムでは少

なくとも600MBが必要です。ゲストオペレーティングシステムのメモリの要件を必ず確認してく

ださい。

l everRun可用性コンソールの [システム]ページ(「[システム]ページ」を参照)に、メモリの合計

容量、everRunシステムソフトウェアに割り当てられたメモリ、実行中のVMにより使用されるメ

モリ、および空きメモリの容量が表示されます。このページを使用してメモリの割り当てを確認し

ます。

l everRunソフトウェアでは、実行中のVMのオーバープロビジョニングが許可されないため、物理

マシンの合計物理メモリ容量を超えるVMを起動することはできません。メモリのオーバープロビ

ジョニングの発生を許可しても安全なのは、たとえばVMのアップグレードやポイントインタイム

バックアップまたは復旧の最中などの、VMのうち1つ以上が停止中で、なおかつ別のVMが実行中

の場合のみです。

l 必要な場合には使用度の低い仮想マシンを1つ以上シャットダウンするか再構成し、使用度の高い

VMに利用可能なリソースを割り当て直すことによって、メモリを手動で再配分することができま

す。

関連トピック

「メモリの要件」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンのリソースを管理する」

仮想マシンのストレージを計画する

everRunシステムのストレージ割り当てを計画して、仮想マシン(VM)とシステム管理のニーズを満たす

のに十分な空き容量を確保します。

everRunシステムを構成する際は、利用可能な論理ディスクからストレージグループを作成します。これ

らのストレージグループからVMのボリュームおよび仮想CD (VCD) を割り当てます。この割り当てに

よってシステムのパフォーマンスおよび利用可能なストレージ容量をフルに活用できるかどうかが大きく左

右されます。

ストレージを仮想マシン(VM)に割り当てる際、以下の点について考慮してください。
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l ストレージの最大容量を考慮する

everRunソフトウェアはストレージのオーバープロビジョニングを許可しません。すべてのVMお

よびVCDに必要なストレージの合計は、everRunシステムで利用可能なストレージの合計未満で

なければなりません。容量が不足しているストレージグループからVMのボリュームを作成しよう

とすると、システムによって阻止されます。

l 孤立したストレージを最小限に抑える

各PMに同じ容量のストレージがあることを確認します。一方のPMにもう片方のPMよりも多くの

ストレージが割り当てられている場合。たとえば、一方のPMに3TBのストレージがあり、もう片

方のPMに2TBのストレージがある場合、ストレージの合計容量は2TB (つまり容量が小さい方の

PMのストレージ)になります。

l 512Bおよび4Kのセクターサイズ制限を考慮する

Stratus では、パフォーマンス改善のためにセクターサイズが4Kのディスクを使用することを推奨

します。4Kストレージを使用する場合、作成またはインポートするVMボリュームのセクターサイ

ズがストレージグループでサポートされることを確認してください。

n セクターサイズが512Bのストレージグループは、512BのVMボリュームのみをサポート

します。

n セクターサイズが4Kのストレージグループは、4Kまたは512BのVMボリュームをサポー

トします。

ストレージグループのセクターサイズとは関係なく、各VMのブートボリュームは512Bでなけれ

ばならない点に注意してください。4Kのセクターサイズを使用できるのはデータボリュームだけ

です。ボリュームの作成や接続を行う前に、ゲストオペレーティングシステムで4Kボリュームが

サポートされることを確認してください。

l 追加のVCD用にストレージ容量を残しておく

追加のVMやアプリケーションをインストールするためのVCD用として、ストレージグループに少

なくとも5GBの空き容量を残しておきます。(このストレージ容量を確保するため、使用し終わっ

たVCDを削除することを検討してください。)

l VMのスナップショット用にストレージ容量を残しておく

各VMボリュームを作成する際、そのボリュームサイズだけでなく、それより大きいボリュームコ

ンテナのサイズも指定します。ボリュームコンテナにはボリュームとそのスナップショットが保存

されます。作成されたスナップショットをすべて保存するのに十分な容量を残すには、最初にボ
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リュームの少なくとも2倍の容量をイメージコンテナ用に割り当てます。ただし、VMのスナップ

ショット操作.ボリュームコンテナに必要なストレージ容量の推定について詳しくは、「ボリューム

コンテナのサイズを決定する」を参照してください。

ボリュームコンテナのストレージ容量を節約するには、古いスナップショットや使用しなくなった

スナップショットを削除することができます。「スナップショットを削除する」を参照してくださ

い。また、必要な場合はボリュームコンテナを拡張できます。「everRunシステムのボリューム

コンテナを拡張する」を参照してください。

l 各VMに個別のブートボリュームとデータボリュームを作成する

ゲストオペレーティングシステムとアプリケーションを最初の(ブート)ボリュームにインストール

し、その関連データ用には別のボリュームを作成します。ブートボリュームとデータボリュームを

区別しておくとデータの保護に役立ち、ブートボリュームがクラッシュした際にVMを簡単に復旧

できます。

l ゲストオペレーティングシステムにオーバーヘッドを追加した容量を持つブートボリュームを作成

する

ゲストオペレーティングシステムの容量の最小要件に従い、ボリュームのフォーマット後の容量と

使用容量を考慮して、容量を大めに割り当てることを検討します。たとえば、VMの作成時にブート

ドライブに5GB割り当てた場合、そのブートボリュームのフォーマット後の容量は、使用開始前

に約4.8 GBとなり、5GBの要件を満たすには不十分な可能性があります。

l 最大ボリュームサイズを確認する

ボリュームのエクスポート、インポート、または復元を行う際、最大ボリュームサイズを確認して

おきます(「重要な考慮事項」を参照してください)。

関連トピック

「ストレージの要件」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンのリソースを管理する」

仮想マシンのネットワークを計画する

ネットワークリソースを計画して、利用可能な仮想ネットワークをeverRunシステム上の仮想マシン

(VM)に割り当てる方法を決定します。

everRunソフトウェアをインストールすると、ソフトウェアが2台の物理マシン(PM)にある物理ネット

ワークポートのペアをバインディングして、冗長な仮想ネットワークを形成します。everRunシステム上
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にVMを作成またはプロビジョニングする際は、物理ネットワークポートではなく、これらの仮想ネット

ワークにVMを接続します。

VMを仮想ネットワークに接続するときは、以下の情報と制限事項に配慮してください。

l 1つのVMを複数の仮想ネットワークに接続できます。複数のVMを同じ仮想ネットワークに接続す

ることもできます。

l everRunソフトウェアでは、ネットワークリソースのオーバープロビジョニングに制限がありませ

ん。したがって、仮想ネットワークを割り当てる際はVMのネットワーク帯域幅および応答時間の

必要条件を考慮します。

l 複数のVMで同じ仮想ネットワークを共有する場合、利用可能なネットワーク帯域幅はこれらのVM

間で均等に共有されます。vCPU容量と異なり、帯域幅リソースを比例して割り当てる方法はありま

せん。したがって、1つのVMによるネットワークリソースの使用度が高い場合、当該ネットワー

ク上のすべてのVMのパフォーマンスが劣化することがあります。VMの帯域幅要件が大きい場合、

そのVMに専用の仮想ネットワークを接続することを検討してください。

関連トピック

「全般的なネットワーク要件と構成」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンのリソースを管理する」

仮想マシンを作成/マイグレーションする

既存のVMまたは物理マシン(PM)をネットワーク経由で直接マイグレーションするか、OVF (Open

Virtualization Format) ファイルを既存のeverRunまたはAvance VMからインポートする方法で、シス

テムに新しい仮想マシン(VM)を作成します。

既存のソースVMまたはPMを使用せずに新しいVMを作成するには、「新しい仮想マシンを作成する」

を参照してください。

新しいVMを作成するためや、トラブルシューティングの目的でVMを複製するためにシステム上の既存の

VMをコピーするには、「仮想マシンをコピーする」を参照してください。

everRun以外のソースからシステムをマイグレーションまたはインポートするには、「Avance または

everRunMXシステムからマイグレーションする」の考慮事項を参照し、次から状況に適したトピックを

参照してください。
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l 「物理マシンまたは仮想マシンをシステムにマイグレーションする」(everRunMXおよび

Avance ベースのVMを含む、大部分のVMまたはPM)

"P2Vクライアント" (virt-p2v) を使用して、PMまたはVMをネットワーク経由で直接everRun

システム上の新しいVMに転送します。

l 「everRunMXシステムからOVF ファイルをインポートする」(everRunMXベースのVMのみ)

XenConvert を使用してVMをeverRunMXシステムからネットワーク共有上のOVF および仮想

ハードディスク(VHD)ファイルにエクスポートした後、everRun可用性コンソールを使用してこ

れらのファイルをeverRunシステムにインポートします。

l 「Avance システムからOVF ファイルをインポートする」(Avance ベースのVMのみ)

Avance Management Console (管理コンソール)を使用してVMをAvance ユニットから管理PC

またはネットワーク共有上のOVF およびraw tar 形式のハードディスクファイルにエクスポート

した後、everRun可用性コンソールを使用してこれらのファイルをeverRunシステムにインポー

トします。

別のeverRunシステムからVMをマイグレーションやインポートしたり、同じシステム上にVMを復元す

るには、次のいずれかのトピックを参照してください。

l 「物理マシンまたは仮想マシンをシステムにマイグレーションする」

P2Vクライアント (virt-p2v) を使用して、VMをネットワーク経由で別のシステムまたは同じシス

テム上の上の新しいVMに直接転送します。

l 「仮想マシンをエクスポートする」

everRun可用性コンソールを使用してソースVMをネットワーク共有上のOVF およびVHDファイ

ルにエクスポートします。

l 「スナップショットを管理する」

everRun可用性コンソールを使用してソースVMのスナップショットを作成し、そのスナップ

ショットを使用して新しいVMを同じシステム上に作成したり、スナップショットをネットワーク

共有上のOVF やVHDファイルにエクスポートします。

l 「OVF ファイルをインポートする」

everRun可用性コンソールを使用して、OVF およびVHDファイルを別のeverRunシステムにイ

ンポートしたり、同じシステムにインポートし直します。

l 「OVF ファイルから仮想マシンを交換する」
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everRun可用性コンソールを使用して、OVF およびVHDファイルを同じシステムにインポート

し、既存のVMを以前のバックアップコピーで上書きして復元します。

関連トピック

「仮想マシンを管理する」

新しい仮想マシンを作成する

新しい仮想マシン(VM)を作成して、everRunシステムにゲストオペレーティングシステムをインストー

ルします。(既存のVMまたは物理マシン(PM)をマイグレーションすることもできます。説明は、「仮想

マシンを作成/マイグレーションする」を参照してください。)

[仮想マシン]ページの [作成]をクリックして、VM 作成ウィザードを起動します。ウィザードにVMのリ

ソース割り当てのプロセスが順を追って表示されます。

注:

Windows Server 2003 VMを作成する必要がある場合、「新しいWindows Server 2003仮

想マシンを作成する」を参照してください。Windows Server 2003 VMを作成するには、上記

と異なる手順を実行する必要があります。

前提条件:

l 「仮想マシンのリソースを計画する」のリストを参照し、VMへのCPU、メモリ、スト

レージ、およびネットワークリソースの割り当てに関する前提条件と考慮事項を確認し

ます。

l VMをブートするソースとして、リモートのISOまたはブート可能な仮想CD (VCD) を

選択できます。リモートISOの場合、レポジトリのURLまたはパス名が必要です。ま

た、共有ネットワークドライブ上のリモートISOの場合は、ユーザ名とパスワードが必

要となります。Windows またはLinuxインストールメディアのブート可能なVCDが必

要な場合、「仮想CDを作成する」の説明を参照して作成してください。ブート可能な

VCDは単一のCDまたはDVDでなければなりません。複数のCDまたはDVDはサポー

トされていません。

l everRunシステムの両方のPMがオンラインになっていることを確認します。そうでな

い場合、システムがVMを正しく作成できません。

新しい VM を作成するには
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1. [仮想マシン]ページ(「[仮想マシン]ページ」を参照)で、[作成]をクリックしてVM 作成ウィ

ザードを開きます。

2. [名前、説明、保護および OS]ページで、次を行います。

a. VMにeverRun可用性コンソールで表示される [名前]を入力し、オプションで [説明]を入

力します。

b. VMで使用する保護のレベルを選択します。

o フォールトトレラント (FT)—2台の物理マシンで実行されるVMに冗長な環境を作

成することにより、アプリケーションを透過的に保護します。FTは、HAで提供され

る以上のダウンタイム保護を必要とするアプリケーションに使用します。

o 高可用性 (HA)—基本的なフェールオーバーと復旧機能を提供し、発生した障害に

よっては復旧に(自動の) VMリブートが必要です。HAは、ある程度のダウンタイム

が許容され、FTが提供する高レベルのダウンタイム保護を必要としないアプリケー

ションに使用してください。

保護のレベルの詳細については、「運用モード」を参照してください。

c. [ブートのソース]で、ブートソースとして次のいずれかを選択します。

o VCD—ブートソースはVCDです。プルダウンメニューからソースを選択します。

o Windows 共有経由のリモート ISO (CIFS/SMB)—ブートソースは共有ネット

ワークドライブ上のリモートISOファイルです。[ユーザ名]と [パスワード]に値を

入力する必要があります。[レポジトリ]に、「\\マシンの URL\共有名」の形式で

値を入力します(例: \\192.168.1.34\MyISO_Folder)。

o NFS 経由のリモート ISO—ブートソースはNFS経由でアクセスするISOファイル

です。[レポジトリ]に、リモートシステムのURLを「nnn.nnn.nnn.nnn」の形式

で入力します(http://やhttps://は含めません)。

利用可能なISOレポジトリのリストを表示するには、[ISO のリスト]をクリックしてISO

ファイルを選択します。選択したISOファイルの完全パス名が [レポジトリ]の下に表示され

ます。表示されたISOURLを編集することはできません。

d. [次へ]をクリックします。

3. [vCPU とメモリ]ページで次を行います。

a. VMに割り当てる vCPUの数とメモリの容量を指定します。詳細については、「仮想マシン

のvCPUを計画する」および「仮想マシンのメモリを計画する」を参照してください。
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b. [次へ]をクリックします。

4. [ボリューム]ページで次を行います。

a. everRun可用性コンソールに表示されるブートボリュームの [名前]を入力します。

b. 作成するボリュームの [コンテナサイズ]と [ボリュームサイズ]をギガバイト(GB) 単位で

入力します。コンテナサイズは、スナップショットを保存する追加の容量を含む、ボリュー

ムの合計サイズです。ボリュームサイズは、コンテナのうち、ゲストオペレーティングシス

テムで利用できる部分です。ストレージ割り当ての詳細については、「ボリュームコンテナ

のサイズを決定する」および「仮想マシンのストレージを計画する」を参照してください。

c. ディスクイメージのフォーマットを次から選択します。

n RAW—rawディスクフォーマット

n QCOW2—QEMU Copy OnWrite (QCOW2)フォーマット、スナップショットをサ

ポートします

d. ボリュームを作成する [ストレージグループ]を選択し、該当する場合は [セクターサイズ]

を選択します。

作成するボリュームのセクターサイズがサポートされるストレージグループを必ず選択して

ください(「仮想マシンのストレージを計画する」を参照)。ブートボリュームのセクターサ

イズは512Bでなければなりません。セクターサイズを4Kまたは512Bに指定できるのは

データディスクのみです。

e. 必要に応じて、[新しいボリュームの追加]をクリックして各ボリュームのパラメータを指定

し、追加のデータボリュームを作成します。(VMを作成した後、仮想マシンの再プロビジョ

ニングウィザードを使用してボリュームを追加することもできます。詳細については、「仮

想マシンのボリュームを作成する」を参照してください。)

f. [次へ]をクリックします。

5. [ネットワーク]ページで、VMに接続する共有ネットワークを選択します(詳細については、「仮

想マシンのネットワークを計画する」を参照してください)。ネットワークを有効化や無効化して、

MACアドレスを指定することもできます。続行するには [次へ]をクリックします。

6. [作成サマリ]ページで次を行います。
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a. 作成サマリの内容を確認します。変更が必要な場合、[戻る]をクリックします。

b. コンソールセッションの自動開始を避け、ソフトウェアのインストール処理をモニタリング

できるようにするには、[コンソールの起動]の選択を解除します。

c. VMのプロビジョニング内容を受け入れてソフトウェアのインストールを開始するには、[完

了]をクリックします。

VM 作成ウィザードに作成の進捗状況が表示されます。

7. 必要に応じて、VMコンソールセッションでオペレーティングシステムのインストールの進行状況

を確認したり(必要な場合はブラウザでポップアップを許可してください)、任意のプロンプトに応

答できます。

8. オペレーティングシステムをインストールした後、稼動時に必要となる追加のリソースとソフト

ウェアを構成します。詳細については次を参照してください。

n 「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

n 「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

注意事項: インストール処理が完了した後、最後のリブートを実行する前にプライマリPMで障

害が生じたりVMがクラッシュした場合、VMのインストールを再開しなければならないことが

あります。

次のいずれかのインストールが中断した場合、VMがリブートしないことがあります。

l 構成手順を含む、ゲストオペレーティングシステム

l システムファイルを処理する任意のミドルウェアまたはアプリケーション

関連トピック

「仮想マシンをコピーする」

「仮想マシンの名前を変更する」

「仮想マシンを削除する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンの運用を管理する」
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新しいWindows Server 2003 仮想マシンを作成する

everRunシステムに新しいWindows Server 2003 VMを作成するには、この手順を実行します。

Windows Server 2003 VMを作成する前に、以下の考慮事項を理解しておく必要があります。

l Windows Server 2003オペレーティングシステムはMicrosoft によってサポートされていませ

ん。

l everRunシステムがサポートするWindows Server 2003オペレーティングシステムの唯一のバー

ジョンは、Windows Server 2003 R2 Enterprise SP2 32 ビット版です。

l 他のオペレーティングシステムでVMを作成する際は、ネットワークVirtIOドライバが自動的にイ

ンストールされません。手動でのインストールに必要な手順は、以下に説明しています。

注: 次の手順では、お使いのeverRunシステムにこのゲストOSをインストールするために必

要な、固有のアクションについてのみ説明します。ここでは説明されていない、通常のインス

トールプロンプト(たとえばロケールの選択プロンプトなど)にも、適宜応答する必要がありま

す。

新しいWindows Server 2003 VM を作成するには

1. Windows Server 2003メディアのブート可能な仮想CD (VCD) を作成します。詳細については、

「仮想CDを作成する」を参照してください。

2. 「新しい仮想マシンを作成する」で説明されている、ステップ1～7を実行します。

3. ソフトウェアがWindows ロゴのテストに合格していないというメッセージが表示された場合は [は

い]をクリックしてインストールを続行します。

4. RedHat VirtIO SCSIコントローラドライバがWindows ロゴのテストに合格していないというメッ

セージが表示された場合は [はい]をクリックしてインストールを続行します。

5. Windows セットアップが完了していないというメッセージが表示されたら、[キャンセル]をク

リックします。

6. セットアップの中断が選択されたことを示すWindows セットアップのメッセージが表示されたら、

[OK]をクリックします。

7. コンピュータの管理を開いて [デバイスマネージャー]をクリックします。

8. コンピュータの管理の右側のパネルで、[その他のデバイス]の下にある [イーサネットコントロー

ラ]を右クリックします。ポップアップメニューで [ドライバの更新]をクリックします。
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9. ハードウェアの更新ウィザードで、[いいえ、今回は接続しません]を選択します。[次へ]をクリッ

クします。

10. ハードウェアの更新ウィザードで、[一覧または特定の場所からインストールする (詳細)] を選択し

ます。[次へ]をクリックします。

11. ハードウェアの更新ウィザードで、[リムーバブルメディア (フロッピー、CD-ROM など) を検索]

を選択します。[次へ]をクリックします。

12. ハードウェアの更新ウィザードで、一番上にあるRed Hat VirtIOイーサネットアダプタを選択しま

す。[次へ]をクリックします。

13. ハードウェアのインストールで、ソフトウェアがWindows ロゴのテストに合格していないという

メッセージが表示された場合、[続行する]をクリックしてから、[完了]をクリックします。

14. コンピュータの管理を閉じます。

15. 前の手順でインストールしたVMをシャットダウンします。このシャットダウンは、インストール

の処理中に自動的にインストールされた仮想フロッピーディスクを削除するために必要です。

注: Windows Server CD2からオプションのソフトウェアをインストールするには、こ

のCDメディアのISOイメージを入手する必要があります。入手したISOイメージを、

システムからアクセスできるネットワークに保存して、setup.exe ファイルを実行しま

す。

16. オペレーティングシステムをインストールした後、稼動時に必要となる追加のリソースとソフト

ウェアを構成します。詳細については、「Windows ベースの仮想マシンを構成する」を参照してく

ださい。

関連トピック

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンをコピーする

everRunシステム上の既存のVMを複製するには、仮想マシン(VM)をコピーします。たとえば、正常な

VMをコピーして新しいVMを作成したり、不具合のあるVMをコピーしてトラブルシューティングに使用

することができます。(VMを別のシステムからインポートしたりマイグレーションする場合は、「仮想マ

シンを作成/マイグレーションする」を参照してください。)
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VMをコピーするには、[仮想マシン]ページでVMを選択して [コピー]をクリックします。ウィザードに

新しいVMの名前変更とリソース割り当てのプロセスが順を追って表示されます。

VMのコピー操作では、一意のSMBIOSUUID、システムシリアル番号、MACアドレス、およびハード

ウェアIDを持つ、同一のVMが作成されます。

注:

l VMをコピーしてもソースVMのスナップショットはコピーされませんが、スナップ

ショットを新規作成できるように新しいVMのコンテナサイズを構成することは可能で

す。

l ソースVMとの競合を避けるため、コピーウィザードは新しいVMにある各ネットワー

クインタフェースに新しいMACアドレスを自動的に割り当てますが、場合によっては

IPアドレスとホスト名を手動で更新しなければなりません。

l VMのコピー中にeverRunシステムがプライマリPMからセカンダリPMに切り替わっ

た場合、そのコピープロセスは失敗します。これはシステムの継続運用には影響しませ

んが、コピーしたVMに関連付けられているすべてのボリュームを削除してから、コピー

を再起動する必要があります。

前提条件:

l コピーを実行する前にVMをシャットダウンする必要があります。

l コピープロセスが正しく機能するためには、everRunシステムの両方のPMがオンライ

ンになっている必要があります。

everRun システム上の VM をコピーするには

1. [仮想マシン]ページ(「[仮想マシン]ページ」を参照)で、コピーするVMを選択して [シャットダ

ウン]をクリックします。

2. VMが停止したら [コピー]をクリックしてコピーウィザードを開きます。

3. [名前、説明および保護]ページで、次を行います。

a. VMにeverRun可用性コンソールで表示される [名前]を入力し、オプションで [説明]を入

力します。
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b. VMで使用する保護のレベルを選択します。

o フォールトトレラント (FT)

o 高可用性 (HA)

これらの保護レベルの詳細については、「新しい仮想マシンを作成する」と、「運用モー

ド」を参照してください。

c. [次へ]をクリックします。

4. [vCPU とメモリ]ページで次を行います。

a. VMに割り当てる vCPUの数とメモリの容量を指定します。詳細については、「仮想マシン

のvCPUを計画する」および「仮想マシンのメモリを計画する」を参照してください。

b. [次へ]をクリックします。

5. [ボリューム]ページで、次を行えます。

n [名前]にボリューム名を入力します。

n 各ボリュームの [コンテナサイズ]と [ボリュームサイズ]を指定して、スナップショット用

に容量を確保します。

n 各ボリュームをいずれかのストレージグループに割り当てます。

n [セクターサイズ]を指定します。

n [新しいボリュームの追加]をクリックして新しいデータボリュームを作成します。(ボタン

が表示されない場合、ウィザードページの一番下までスクロールします。)

詳細については、「仮想マシンのストレージを計画する」を参照してください。続行するには [次

へ]をクリックします。

6. [ネットワーク]ページで、このVMに接続する各共有ネットワークのチェックボックスをオンにし

ます。

7. [コピーサマリ]ページで次を行います。

a. 構成サマリの内容を確認します。変更が必要な場合、[戻る]をクリックします。

b. VMのコピーを続行するには [完了]をクリックします。

コピープロセスの完了後、everRunシステムは高可用性(HA) またはフォールトトレラント(FT) 運用を

有効にするため、PM間のデータ同期を続行することがあります。

トラブルシューティング
コピープロセスで発生した問題を解決するには、必要に応じて以下の情報を参照してください。
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コピー操作をキャンセルしたり、コピーが失敗した後でクリーンアップするには

コピーしたVMに関連付けられているすべてのボリュームを削除します。

関連トピック

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンの運用を管理する」

物理マシンまたは仮想マシンをシステムにマイグレーションする

物理マシン(PM)または仮想マシン(VM)のマイグレーションでは、ネットワークを経由してシステムの新

しいVMにマシンを転送します。(Open Virtualization Format (OVF) ファイルをシステムにインポート

することもできます。概要は、「仮想マシンを作成/マイグレーションする」を参照してください。)

下のドロップダウンメニューの手順では、PMまたはVMをネットワーク経由でマイグレーションし、ソー

スPMまたはVMで"P2Vクライアント" (virt-p2v) をブートし、このクライアントを使用してソース側か

らセキュアなネットワーク転送の構成、開始、およびモニタリングを行う方法を示します。マイグレーショ

ンが完了するまではシステムで構成手順を行う必要はありませんが、everRun可用性コンソールの [ボ

リューム]ページに新しいVMに関連付けられたボリュームが順次表示されるので、マイグレーションが進

行中であることを確認できます。

注意事項: マイグレーションの準備を行う前に、ソースPMまたはVMのバックアップを取るこ

とを検討してください。
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注:

l マイグレーションプロセスでは、CentOS/RHEL 6.xまたは7.x、Microsoft Windows

7、8.xまたは10、Windows Server 2008 R2、2012または2016、Ubuntu 16.04 LTS

または18.04 Server のいずれかを実行するPMまたはVMのみがサポートされます。マ

イグレーションを行う必要がある場合は以下のようにします。

n Windows Server 2003 VMの場合、「Windows Server 2003 VMをeverRun

7.xシステムにマイグレーションする」を参照してください。Windows Server

2003 VMのマイグレーションには上記と異なる手順を実行する必要があります。

n Ubuntu 16.04 LTSVMの場合、KB-9400にある、マイグレーション後にネット

ワーク接続を復元するために必要な解決方法を参照してください。

l "休止状態"や "高速スタートアップ"モードをサポートするWindows ベースのPMや

VMでは、マイグレーションプロセスの前にこれらの機能を無効にする必要があります。

休止や高速スタートアップモードを完全に無効にするには、下記の「トラブルシュー

ティング」で、「Failed to mount '/dev/sda1: Operation not

permitted ('/dev/sda1をマウントできません。操作が許可されていません)」という

エラーメッセージが表示されて失敗したマイグレーションから復旧する手順を参照して

ください。

l LinuxベースのPMまたはVMの場合、マイグレーションプロセスの前に

/etc/fstabファイルを編集してデータボリュームのエントリをコメントアウトし、

ブートボリュームのみがマウントされるようにすることを検討してください。Linuxベー

スのVMはeverRunシステム上で異なるデバイス名を使用するので、元のデバイス名の

ボリュームをマウントできない場合、新しいVMがシングルユーザモードでブートされ

ることがあります。マイグレーションの後、/etc/fstabのエントリを正しいデバイ

ス名に戻すことができます。詳細については、下記の「トラブルシューティング」を参照

してください。

l VMをVMware ソースからマイグレーションできるのは、ソースがVMware リリース

6.xを実行している場合のみです。

l マイグレーションプロセスの進行中はソースPMまたはVMをオフラインにする必要が

あります。マイグレーションのために計画的なメンテナンス期間を設定することを検討し

てください。
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l PMまたはVMのマイグレーションにかかる時間は、ソースシステムにあるボリュームの

サイズと数、およびソースとターゲットシステム間のネットワーク帯域幅によって異な

ります。たとえば、20GBのブートボリュームが1つあるソースシステムを1Gbネッ

トワークで転送するには約30分かかります。

l 1度に複数のPMやVMのマイグレーションを行えますが、ネットワーク帯域幅を共有す

ると、マイグレーションの処理時間は長くなります。

l 元のPMまたはVMとの競合を避けるため、P2Vクライアントは新しいVMにある各

ネットワークインタフェースに新しいMACアドレスを自動的に割り当てますが、IPア

ドレスとホスト名は必要に応じて手動で更新する必要があります。

l マイグレーションの処理中にシステムがプライマリPMからセカンダリPMに切り替わっ

た場合、そのマイグレーションプロセスは失敗します。これはシステムの継続運用には

影響しませんが、ソースPMまたはVMのP2Vクライアントをリブートして再実行する

必要があります。詳細については、下記の「トラブルシューティング」を参照してくださ

い。

l PMやVMをマイグレーションした後、ネットワークドライバが正しくインストールされ

ないことがあります。この問題が発生した場合は、ドライバを手動でインストールしてく

ださい。詳細については、下記の「トラブルシューティング」を参照してください。

前提条件: everRun可用性コンソールの [物理マシン]ページで、両方のPMが「実行中」の状

態にあり、どちらのPMもメンテナンスモードではなく、同期も行われていないことを確認し

ます。

マイグレーションプロセスを実行するには下のドロップダウンメニューを開いてください。
everRun システムへの PM のマイグレーションを準備するには

1. P2VクライアントのISOファイルを [Downloads (ダウンロード)]ページ

(https://www.stratus.com/services-support/downloads/?tab=everrun) からダウン

ロードします。

a. [Downloads (ダウンロード)]ページで everRunをクリックし(まだ表示されてい

ない場合)、次に適切なバージョンを選択します。

b. [Drivers and Tools (ドライバとツール)]にスクロールし、さらに [everRun P2V

Client for Virtual or Physical Machine Migration (仮想マシンまたは物理マシ
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ンマイグレーション用の everRun P2V クライアント)]までスクロールします。

c. P2V クライアント (virt-p2v)ファイルを選択します。

2. ISOイメージの整合性を検証する場合、関連する fcivチェックサムファイルもダウンロー

ドし、さらにMicrosoft サポートWebサイトからMicrosoft File Checksum Integrity

Verifier (FCIV) 実行可能ファイルをダウンロードしてください。ダウンロードしたISOファ

イルが保存されているディレクトリに、両方のファイルを保存します。

コマンドプロンプトを開きます。ISO、実行可能ファイル、および検証ファイルを含むディ

レクトリから、次のようなコマンドを入力してISOイメージを検証します。

fciv -v -xml virt-p2v-n.n.n-n.nnnnnnnn.n.el6.centos.xml

コマンドが成功した場合(つまり「All files verified successfully (すべての

ファイルが正しく確認されました)」というメッセージが返された場合)、次の手順に進みま

す。コマンドが失敗した場合はもう一度ダウンロードを行います。

3. 物理マシンのブートに使用するCD-ROMに、P2VクライアントのISOファイルを書き込み

ます。

4. P2VクライアントCDを、ソースPMのCDまたはDVDドライブに挿入します。

5. PMをシャットダウンして、P2Vクライアントをブートする準備をします。

everRun システムへの VM のマイグレーションを準備するには

1. P2VクライアントのISOファイルを、[Downloads (ダウンロード)]ページ

(https://www.stratus.com/services-support/downloads/?tab=everrun) の [Drivers

and Tools (ドライバとツール)]セクションからダウンロードします。VMをマイグレー

ションするターゲットのeverRunシステムバージョンに一致するバージョンのP2Vクライ

アントをダウンロードしてください。

2. ISOイメージの整合性を検証する場合、関連する fcivチェックサムファイルもダウンロー

ドし、さらにMicrosoft サポートWebサイトからMicrosoft File Checksum Integrity

Verifier (FCIV) 実行可能ファイルをダウンロードしてください。ダウンロードしたISOファ

イルが保存されているディレクトリに、両方のファイルを保存します。

コマンドプロンプトを開きます。ISO、実行可能ファイル、および検証ファイルを含むディ

レクトリから、次のようなコマンドを入力してISOイメージを検証します。

fciv -v -xml virt-p2v-n.n.n-n.nnnnnnnn.n.el6.centos.xml
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コマンドが成功した場合(つまり「All files verified successfully (すべての

ファイルが正しく確認されました)」というメッセージが返された場合)、次の手順に進みま

す。コマンドが失敗した場合はもう一度ダウンロードを行います。

3. P2VクライアントISOファイルをソースVMに挿入または接続し、関連するハイパーバイザ

で仮想CDドライブをブートデバイスに設定します。

4. VMをシャットダウンして、P2Vクライアントをブートする準備をします。

everRun システムに PM または VM をマイグレーションするには

1. PMまたはVMの電源をオンにしてP2Vクライアントをブートします。約1分後に virt-p2v

ウィンドウが開きます。

2. P2VクライアントはDHCPからネットワーク設定を自動的に取得します。静的な設定はマイ

グレーションプロセスに必要ありませんが、オプションとして [Configure network (ネッ

トワークの構成)]をクリックして設定を指定することもできます。(必要な場合は、後で

everRunシステム上でターゲットVMのネットワーク設定を構成します。)

3. 変換サーバ (everRunシステム)の接続設定を入力します。システムのホスト名またはIPア

ドレスと rootアカウントの [Password (パスワード)]を入力します。(「ホストオペ

レーティングシステムにアクセスする」にあるように、everRunホストオペレーティング

システムの rootアカウントを使用する必要があります。)

4. [Test connection (接続のテスト)]をクリックします。P2VクライアントがeverRunシ

ステムに接続できる場合、[Next (次へ)]をクリックして操作を続行します。[Target

properties (ターゲットプロパティ)]、[Fixed hard disks (固定ハードディスク)]、お

よびその他の設定用のセクションを含むページが開きます。

P2Vクライアントが接続できない場合には、接続設定を確認してから接続を再試行してくだ

さい。

5. [Target properties (ターゲットプロパティ)]セクションで、everRun可用性コンソール

に表示されるターゲットVMの [Name (名前)]を入力します。(everRunシステムのすべ

ての既存のVMと異なる名前を指定する必要があります。)

6. [# vCPUs (vCPU の数)] および [Memory(MB) (メモリ (MB))]の値は自動的に検知さ

れて入力されますが、everRunシステムのVMにソースPMまたはVMよりも多くのCPU

やメモリを割り当てたい場合には、これらの値を変更することもできます。

7. ターゲットVMの [Virt-v2v output options (Virt-v2v 出力オプション)]を次のように

指定します。
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a. [Output to (出力先)]の横で [HA] (高可用性)または [FT] (フォールトトレラン

ト)のどちらかの運用モードを選択します。(運用オプションの詳細については、「新

しい仮想マシンを作成する」および「運用モード」を参照してください。)

b. [Output format (出力フォーマット)]の横で、ディスクイメージのフォーマットに

[raw]または [qcow2]を選択します。(qcow2フォーマットはスナップショットを

サポートします。)

8. マイグレーションプロセスからのデバッグメッセージを保存する場合、オプションで

[Enable server-side debugging (サーバサイドデバッグの有効化)]チェックボックス

をオンにします。(Stratus 認定サービス業者用の診断ファイルを作成する場合、そのファイ

ルにデバッグメッセージも含まれています。「診断ファイルを作成する」を参照してくださ

い。)

9. マイグレーションに含める [Fixed hard disks (固定ハードディスク)] (ボリューム)を選

択するには、各デバイスの横のチェックボックスをオンにします。

ブートボリュームを含めて1つ以上のボリュームを選択する必要があります。(P2Vクライ

アントはLinuxベースのユーティリティなので、すべてのデバイスがLinuxデバイス名を

使って表示されます。したがって sdaまたは vdaはブートボリュームを表します。)

ターゲットeverRunシステムに複数のストレージグループがある場合、各ボリュームを作

成するストレージグループを選択することもできます。ボリュームエントリをダブルクリッ

クして [Choose Storage Group (ストレージグループの選択)]パネルを開きます。イン

ポートしているボリュームのセクターサイズがサポートされるストレージグループを必ず選

択し(「仮想マシンのストレージを計画する」を参照)、ソースボリュームに一致するセク

ターサイズを選択してください(P2Vクライアントはボリュームのセクターサイズを変換で

きません)。ブートボリュームのセクターサイズは512Bでなければなりません。セクター

サイズを4Kまたは512Bに指定できるのはデータディスクのみです。

10. マイグレーションに含める [Network Interfaces (ネットワークインタフェース)]を選択

するには、各デバイスの横のチェックボックスをオンにします。

ターゲットのeverRunシステムに複数の共有ネットワークがある場合、各ネットワークイ

ンタフェースに接続する共有ネットワークを選択することもできます。ネットワークインタ

フェースをダブルクリックして [Configure Network (ネットワークの構成)]ダイアログ

ボックスを開き、ドロップダウンリストから共有ネットワークを選択します。
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[Configure Network (ネットワークの構成)]ダイアログボックスで、特定のネットワー

クインタフェースにMACアドレスを指定することもできます。アドレスを指定しない場

合、各ネットワークインタフェースのMACアドレスがシステムによって自動的に設定され

ます。

ネットワークインタフェースの構成を完了したら [OK]をクリックします。

11. everRunシステムにPMまたはVMをマイグレーションする準備が完了したら、[Start

conversion (変換の開始)]をクリックします。(何かの理由でマイグレーションをキャンセ

ルする必要がある場合はこの後の「トラブルシューティング」を参照してください。)

12. マイグレーションが完了すると、P2Vクライアントに処理が成功したというメッセージが表

示されます。該当する場合はCDまたは仮想CDを取り出し、[電源オフ]をクリックして

ソースPMまたはVMをシャットダウンします。

注: マイグレーションの後、everRunシステムの新しいVMはプライマリPM上に配置

され、停止中の状態のままになります。VMを起動する前に、次の手順を実行してマイグ

レーションの処理を完了してください。

everRun システムのマイグレーションを完了させるには

1. everRun可用性コンソールで [仮想マシン]ページを開きます(「[仮想マシン]ページ」を

参照してください)。

2. 上部パネルで新しいVMを選択して [構成]をクリックし、仮想マシンの再プロビジョニング

ウィザードを開きます。「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照してく

ださい。ウィザードを使用してVMに必要なvCPU、メモリ、ストレージ、およびネット

ワーク設定を構成します。

n ソースPMまたはVMに複数のネットワークインタフェースがある場合、マイグレー

ションプロセスに含まれないその他のネットワークインタフェースを構成します。

n ソースPMまたはVMを引き続き実行する場合、新しいVMで各ネットワークインタ

フェースのMACアドレスが、ソースPMまたはVMのものとは異なることを確認して

ください。

ウィザードの最後のページで [完了]をクリックし、変更を有効にします。

3. [起動]をクリックして、新しいVMをブートします。
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4. [コンソール]をクリックしてVMのコンソールを開き、ゲストオペレーティングシステムに

ログオンします。(コンソールの使用方法については、「仮想マシンコンソールのセッショ

ンを開く」を参照してください。)

5. everRunシステムで操作に不要なゲストオペレーティングシステムのサービスをすべて無

効にします。

n PMソースからマイグレーションを行った場合、ハードウェアと直接やり取りを行うす

べてのサービスを無効にします。例:

n Dell OpenManage (OMSA)

n HP Insight Manager

n Diskeeper

n VMソースからマイグレーションを行った場合、他のハイパーバイザに関連付けられて

いるすべてのサービスを無効にします。例:

n VMware ツール

n Hyper-Vツール

n 仮想マシン用Citrixツール

これらのサービスを無効にした後、ゲストオペレーティングシステムを再起動して変更を実

装します。

6. 必要に応じてゲストオペレーティングシステムのネットワーク構成の設定を更新し、再起動

して設定を有効にします。

7. ゲストオペレーティングシステムに追加のWindows またはLinuxベースのシステム設定を

構成済みであることを確認します。次を参照してください。

n 「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

n 「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

新しいVMが正しく機能することが確認できたら、マイグレーションプロセスは完了します。ただ

しシステムは、高可用性(HA) またはフォールトトレラント(FT) 運用を有効にするため、PM間の

データの同期を続行することがあります。

トラブルシューティング
必要に応じて以下の情報を参照し、マイグレーションプロセスで発生した問題を解決してくださ

い。

マイグレーションプロセスをキャンセルするには
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P2Vクライアントを実行しているソースPMまたはVMの電源をオフにします。

キャンセルしたマイグレーションや失敗したマイグレーションをクリーンアップするには

everRun可用性コンソールを開いてソースPMまたはVMに関連するマイグレーション済みボ

リュームをすべて削除します。マイグレーションプロセスを再開するには、ソースPMまたはVM

でP2Vクライアントをリブートします。

失敗したマイグレーションから復旧するには

マイグレーションプロセスが失敗した場合、ソースPMまたはVMでP2Vクライアントにエラー

メッセージが表示されます。また、everRunシステムにもメッセージが表示されることがありま

す。これらのメッセージに基づいて問題を特定します。

その後もマイグレーションが失敗する場合、可能であればサーバサイドデバッグを有効にします。

マイグレーションの後、Stratus 認定サービス業者に送信する診断ファイルを作成します。詳細につ

いては、「診断ファイルを作成する」を参照してください。診断ファイルには、マイグレーション

プロセスで生成されたサーバサイドのデバッグメッセージが含まれています。

「Failed to mount '/dev/sda1: Operation not permitted ('/dev/sda1 を

マウントできません。操作が許可されていません)」というエラーメッセージが表示されて失敗した

マイグレーションから復旧するには

Windows ベースのPMまたはVMで次のエラーメッセージが表示されてマイグレーションプロセ

スが失敗する場合、"休止状態"または"高速スタートアップ"モードが有効になっている可能性があ

ります。

Failed to mount '/dev/sda1': Operation not permitted

The NTFS partition is in an unsafe state.Please resume and

shutdown Windows fully (no hibernation or fast restarting), or

mount the volume read-only with the 'ro' mount option.

この問題を解決するには、ソースPMまたはVMで休止機能と高速スタートアップを無効にします。

1. ソースPMまたはVMのオペレーティングシステムにログオンします。

2. [Power Options (電源オプション)]コントロールパネルを開いて [Choose what the

power buttons do (電源ボタンの動作の選択)]をクリックします。

3. [When I press the power button (電源ボタンを押したとき)]の横で、([Hibernate

(休止)]や [Sleep (スリープ)]ではなく) [Shutdown (シャットダウン)]を選択します。
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4. [Shutdown Settings (シャットダウンの設定)]の下で、[Turn on fast startup

(recommended) (高速スタートアップをオンにする (推奨))]の横のチェックボックスを

オフにします。

5. [Save changes (変更の保存)]をクリックします。

6. [Administrator Power Shell (管理者)]を開いて次のコマンドを実行します。

> powercfg /h off

7. オペレーティングシステムをシャットダウンしてマイグレーションプロセスを再開します。

新しくマイグレーションした Linux ベースの VM が「ブート中」の状態から戻らない場合に復旧す

るには

VMのネットワークがオフラインの場合、LinuxベースのVMがでブート中everRun可用性コン

ソールの状態のままになることがあります。

マイグレーションプロセス中にP2Vクライアントは各ネットワークインタフェースに新しいMAC

アドレスを設定して、元のVMとの競合を回避しようとします。Linuxベースの一部のオペレーティ

ングシステムは新しいMACアドレスを検出し、元のインタフェースを維持したまま、その新しい

ネットワークインタフェースを自動的に作成します。ゲストオペレーティングシステムはブートし

ますが、ネットワーク設定を手動で構成するまではネットワークがオフラインのままになることが

あります。

この問題を解決するには、VMコンソールを開き、ゲストオペレーティングシステムにログオンし

てネットワークスタートアップスクリプトを更新します。各ネットワークインタフェースにつき1

つのエントリだけを残すようにし、各インタフェースが環境に適した一意のMACアドレスと正しい

ネットワーク設定を使用していることを確認してください。

everRun システムの VM で見つからないデータボリュームを復旧するには

インポートの完了後にeverRunシステムのVMにデータボリュームが表示されない場合、次の手順

に従ってこれらのボリュームを手作業で復元できます。

l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ボリュー

ム]ページで正しいボリュームを含めます。

l Windows ベースのVMではディスク管理を使用してデータボリュームをオンラインにしま

す。

l LinuxベースのVMでは /etc/fstabファイルを編集して、ストレージデバイスの新しい

名前を反映させます(/dev/vda ～ /dev/vdh) (Avance /dev/xvda～ /dev/xvdhから
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everRun /dev/vda～ /dev/vdh) 。たとえばインポートにボリュームが含まれなかった

場合、デバイス名が一致しなくなることもあります。

everRun システムの VM で見つからないネットワークデバイスを復旧するには

インポートの完了後にeverRunシステムのVMにネットワークデバイスが表示されない場合、次の

手順に従ってこれらのデバイスを手作業で復元できます。

l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ネット

ワーク]ページで正しいネットワークを含めます。

l LinuxベースのVMの場合、ネットワークスタートアップスクリプトを再構成して、ネット

ワークインタフェースに新しいデバイス名を反映させます。

新しいネットワークドライバを手動でインストールするには

PMやVMをマイグレーションした後、ネットワークドライバが正しくインストールされないことが

あります(たとえば、[デバイスマネージャー]に警告 付きのドライバが一覧される場合がありま

す)。この問題が発生した場合は、ドライバを手動でインストールしてください。

1. VMコンソールウィンドウで、ゲストオペレーティングシステムの [デバイスマネー

ジャー]を開きます。

2. [ネットワークアダプタ]を展開して [Red Hat VirtIO Ethernet Adapter]を右クリック

します(ドライバが正しく機能していません)。

3. [ドライバソフトウェアの更新]を選択します。

4. ポップアップウィンドウで [コンピュータを参照してドライバソフトウェアを検索します]

をクリックします。

5. [コンピュータ上のデバイスドライバの一覧から選択します]をクリックします。

6. [Red Hat VirtIO Ethernet Adapter]を選択します。

7. [次へ]をクリックしてネットワークドライバをインストールします。

ドライバがインストールされたら、everRun可用性コンソールでVMの状態を確認します。状態が

実行中( )であればドライバが正しく機能しています。

182/563ページ



Avance またはeverRunMXシステムからマイグレーションする

関連トピック

「Avance またはeverRunMXシステムからマイグレーションする」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンの運用を管理する」

Avance または everRun MX システムからマイグレーションする

everRunMXシステムまたはAvance ユニットからeverRun 7.xシステムにマイグレーションする場合

に、もう片方のシステムから仮想マシン(VM)を転送するには、「仮想マシンを作成/マイグレーションす

る」を参照してください。

システムワイドの構成をeverRunシステムにマイグレーションする方法については、以下のうち該当する

トピックを参照してください。

l 「everRunMXシステムからのマイグレーションを計画する」(システム間マイグレーション)

everRunMXシステムとそのVMをeverRun 7.xシステムにマイグレーションする際に影響を受け

るシステムワイドの構成と設定について検討するには、この計画情報を参照してください。

l 「everRunMXシステムをeverRun 7.xシステムに変換する」(インプレースマイグレーション)

everRunMXシステムとそのVMのeverRun 7.xソフトウェアへのインプレースマイグレーション

を実行するには、この手順を使用します。

l 「Avance ユニットからのマイグレーションを計画する」(システム間マイグレーション)

Avance ユニットとそのVMをeverRun 7.xシステムにマイグレーションする際に影響を受けるシ

ステムワイドの構成と設定について検討するには、この計画情報を参照してください。

l 「Avance ユニットをeverRun 7.xシステムに変換する」(インプレースマイグレーション)

Avance ユニットとそのVMのeverRun 7.xソフトウェアへのインプレースマイグレーションを実

行するには、この手順を使用します。
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関連トピック

「計画」

「ソフトウェアのインストール」

「インストール後のタスク」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

everRun MXシステムからのマイグレーションを計画する

このトピックでは、現在everRunMXシステムを使用している場合にeverRun 7.xシステムへマイグレー

ションする際の考慮事項について説明します。

どのシステムを使用する場合でも、「仮想マシンを作成/マイグレーションする」にある、仮想マシン

(VM)のeverRun 7.xシステムへのマイグレーションに関する情報を参照してください。

注: 最良の結果を得るには、Stratus 認定サービス業者までお問い合わせの上、everRunMXシ

ステムからのアップグレードの評価と実行に関するサポートを依頼してください。

プラットフォームの要件

既存のeverRunMXハードウェアを使用する場合でも、新しいハードウェアにマイグレーションする場合

でも、everRun 7.xシステムの最小システム要件を満たす必要があります。詳細については、「物理マシ

ンのシステム要件」を参照してください。

everRunMXはマルチノードXenServer プールをサポートしていますが、everRun 7.xシステムでは2

ノード構成のみがサポートされます。

計画的な停電

このヘルプトピックの考慮事項は、マイグレーションプロセス全体を通じて停電に耐え得ることを前提に

書かれています。ダウンタイムを最小限に抑える必要がある場合はStratus 認定サービス業者にヘルプを

依頼してください。

ゲストオペレーティングシステムのサポート

everRunMXの各仮想マシンで実行されているWindows ゲストオペレーティングシステムが、everRun

7.xソフトウェアでサポートされることを確認します。「対応しているゲストオペレーティングシステ

ム」を参照してください。
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さらに、各Windows ゲストオペレーティングシステムが、マイグレーションプロセス(「物理マシンま

たは仮想マシンをシステムにマイグレーションする」を参照)またはインポートプロセス(「everRunMX

システムからOVF ファイルをインポートする」を参照)でサポートされていることも確認します。

ネットワークの準備

everRun 7.xの要件に従ってプラットフォームネットワークおよびネットワーク環境を準備します。「全

般的なネットワーク要件と構成」を参照してください。

管理ネットワークのアクセス

XenServer 管理ネットワークがeverRun 7.xビジネスネットワークになります。everRunMXの場合と

同様、管理コンソール(everRun可用性コンソール)にはこのネットワークからアクセスします。

XenServer 管理ネットワークにはボンディングされたネットワークインタフェースの使用が推奨されます

が、これはeverRun 7.x管理ネットワークでサポートされていません。

everRunMXではXenServer プール内の各ノードにIPv4アドレスが関連付けられています。これは

everRun 7.xシステムでも同様ですが、その場合は(DHCPではなく)静的なシステムの IPアドレスも必

要です。このシステムのIPアドレスによってeverRun可用性コンソールへのアクセスが提供され、必要

に応じてeverRun 7.xソフトウェアによりeverRun 7.xノード間でフェールオーバーされます。

アベイラビリティリンクネットワーク

everRunMXで使用されていたA-Link (アベイラビリティリンク)ネットワークは、everRun 7.xシステ

ム上でも引き続きA-Linkネットワークとして機能します。everRunMXのA-Linkは、各ノードで同じサ

ブネット上にはない複数のネットワークインタフェースも使用できますが、everRun 7.xシステムではそ

のような設定が不可能です。2つのA-Linkのそれぞれにつき、各ノードでそれに関連するネットワークイ

ンタフェースが同じローカルネットワークになければなりません。これはインタフェースの特定に、IPv6

リンクのローカルアドレスが使用されるためです。

A-Linkには10Gbネットワークを2つ使用することを推奨します。

A-Link接続がポイントツーポイントである必要はありません(したがってスイッチネットワーク上にも設

定できます)。

プライベートネットワーク

everRunプライベートネットワークを特定する必要があります。プライベートネットワーク上には常に

everRun 7.xシステムを1つだけインストールし、実行できます。したがって、プライベートネットワー

クは2つのeverRun 7.xノード間のポイントツーポイント接続とすることを推奨します。
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everRun 7.xシステムでは、少なくとも1つのA-Linkネットワークがポイントツーポイント接続されてい

る場合はプライベートネットワーク用のA-Linkのうちの1つを共有するのが通常です。

プライベートネットワークには10Gbネットワークの使用を推奨します。

ビジネスネットワーク

プライベートネットワークでもA-Linkネットワークでもないすべてのネットワークは、ビジネスネット

ワーク(つまりVMにより利用可能なネットワーク)として使用できます。管理ネットワークは同時にビジ

ネスネットワークとして使用できます。

ストレージの考慮事項

everRunMXは冗長パスストレージをサポートしていましたが、everRun 7.xシステムではこれがサポー

トされません。

物理ストレージの要件については、「ストレージの要件」を参照してください。

クォーラムのサポート

everRunMX 6.2より前のリリースでは、クォーラムサーバをA-Link経由で使用する必要がありました。

everRunMX 6.2以降では、クォーラムサーバをXenServer プール内の任意のネットワーク経由で使用

できます。everRun 7.xシステムの場合、クォーラムサーバをビジネスネットワーク経由で使用する必要

があります。このネットワークはIPv4アドレスを使って構成され、クォーラムに必要です。

everRun可用性コンソールで、優先クォーラムサーバを1台目のクォーラムサーバとして構成し、代替

クォーラムサーバを2台目のクォーラムサーバとして構成する必要があります。

everRun をインストールする

everRun 7.xシステムのノードを構成したら、「ソフトウェアのインストール」を参照してeverRun 7.x

ソフトウェアをインストールし構成できます。

仮想マシンのマイグレーションを行う

P2VクライアントのマイグレーションプロセスまたはOVF のインポートプロセスを使用して、VMを

everRun 7.xシステムにマイグレーションします。各プロセスの概要については、「仮想マシンを作成/マ

イグレーションする」を参照してください。
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everRun MXシステムを everRun 7.xシステムに変換する

everRunMXシステムをeverRun 7.xシステムに変換して、everRunMXシステムとその仮想マシン

(VM)のeverRun 7.xソフトウェアへのインプレースマイグレーションを実行します。

everRunMXシステムを変換するには、everRunMXシステム上の1台の物理マシン(PM)、つまり"ノー

ド"をシャットダウンして、そのノードにeverRun 7.xソフトウェアをインストールします。P2Vクライ

アントを使用して、各VMをeverRunMXノードからeverRun 7.xノードにネットワークを使って転送し

ます。その後、残りのノードにeverRun 7.xソフトウェアをインストールします。

注意事項: 変換を行う前に、everRunMXシステムとそのVMをバックアップして、その設定を

記録することを検討してください。everRunMXシステムをeverRun 7.xシステムに変換する

と、最終的には(VMをeverRun 7.xノードにマイグレーションした後で)お使いのeverRun

MXシステム上のすべてのものが上書きされます。

注:

l 最良の結果を得るには、Stratus 認定サービス業者までお問い合わせの上、everRunMX

システムからのアップグレードの評価と実行に関するサポートを依頼してください。

l everRunMXシステムをeverRun 7.xシステムに変換する前に、「物理マシンのシステ

ム要件」および「対応しているゲストオペレーティングシステム」を参照し、お使いの

PMとVMがサポートされることを確認します。

everRun MX システムの変換準備をするには

1. everRunMXシステムを変換する計画を立てるには、次の情報を参照してください。

n 「everRunMXシステムからのマイグレーションを計画する」

everRunMXシステムからeverRun 7.xシステムへのマイグレーションまたは変換を

行う際の考慮事項について説明しています。

n 「ソフトウェアのインストール」

everRun 7.xソフトウェアのインストール手順の概要を説明しています。

n 「物理マシンまたは仮想マシンをシステムにマイグレーションする」

P2Vクライアントを使用してVMを別のシステムにマイグレーションする方法を説明

しています。また、VMがeverRun 7.xシステムで正しく機能するように、VMをマ
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イグレーションする前にゲストオペレーティングシステムで行う必要のある、いくつ

かの手順についても説明しています。

2. everRunMXシステムとVMをバックアップします。

3. everRun 7.x ISOファイルを [Downloads (ダウンロード)]ページ

(https://www.stratus.com/services-support/downloads/?tab=everrun) からダウン

ロードします。

a. [Downloads (ダウンロード)]ページで everRunをクリックし(まだ表示されてい

ない場合)、適切なバージョンを選択します。

b. [Product Downloads (製品ダウンロード)]にスクロールし、[Install (インス

トール)]の下で適切なISOイメージのリンクをクリックします(everRun_install-

7.x.x.x-xxx.iso)。

c. ISOイメージを保存します。

4. P2VクライアントのISOファイルを、同じ [Downloads (ダウンロード)]ページからダウ

ンロードします。

a. [Downloads (ダウンロード)]ページで everRunをクリックし(まだ表示されてい

ない場合)、次に適切なバージョンを選択します。

b. [Drivers and Tools (ドライバとツール)]バーにスクロールし、さらに [everRun

P2V Client for Virtual or Physical Machine Migration (仮想マシンまたは物理

マシンマイグレーション用の everRun P2V クライアント)]までスクロールしま

す。

c. P2V クライアント (virt-p2v)ファイルを選択します。

d. ファイルを保存します。

5. everRun 7.x ISOファイルを物理DVDに書き込みます。このDVDは、システムの各PMに

everRun 7.xソフトウェアをインストールするために使用します。

6. P2VクライアントISOファイルを物理CDに書き込みます。このCDを各everRunMX VM

でブートして、VMをeverRun 7.xシステムに転送します。

7. ネットワーク管理者に問い合わせて、変換したeverRun 7.xシステムのシステムワイドのIP

アドレスとして使用する静的なIPアドレスを少なくとも1つ入手します。これらのアドレス

を自動的に割り当てるためのDHCPサーバがない場合や、静的なアドレスのみを使用したい

場合には、2つのノードでそれぞれ使用できるよう、もう1つ追加の静的IPアドレスをリク
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エストしてください。

注: everRunMXシステムとeverRun 7.xシステムでは、両システムがオンライ

ンの間は一意のシステムIPアドレスを維持する必要があります。ただし、元の

everRunMXシステムのIPアドレスをeverRun 7.xシステムで再利用したい場

合は、変換が完了した後でeverRun 7.xシステムのネットワーク設定を変更でき

ます。

everRun MX システムのマスターサーバをシャットダウンするには
両方のノードがeverRunMXソフトウェアを実行している状態で、次を行います。

1. マスターノードのホスト名またはIPアドレスで everRun Availability Centerにログオン

します: everRunMX

http://everRunMX-address:8080

2. 左側のナビゲーションパネルで [Hosts (ホスト)]タブをクリックします。

3. マスターサーバを右クリックして [Shutdown (シャットダウン)]を選択します。

4. サーバによるVMの退去とシャットダウンを許可します。[everRun Log (everRun ロ

グ)]タブで進捗状況を確認できます。

サーバのシャットダウンが完了すると、everRun Availability Center への接続が失われたと

いうメッセージが表示されます。これは正常な動作です。

5. Citrix XenCenterを開いてeverRunMXシステムのもう一方のサーバに接続します。この

時点ではこれがマスターサーバになっています。

6. 続行する前に、残りのサーバでまだVMが実行されていることを確認します。

everRun MX システムの最初のノードを everRun 7.xノードに変換するには

注意事項: ノードをeverRun 7.xソフトウェアに変換すると、そのノードのすべての

ハードドライブが消去されます。

1つのノードがシャットダウンしていて、もう一方のノードがeverRunMXソフトウェアを実行し

ている状態で、次を行います。

1. everRun 7.xDVDを、オフラインになっているノードの物理DVDドライブに挿入し、この

ノードをブートしてインストールプログラムを起動します。

2. 「1台目のPMにソフトウェアをインストールする」の指示に従い、everRun 7.xソフト
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ウェアを最初のノードにインストールします。ノードの電源を入れて、ファームウェア

(BIOSまたはUEFI) セットアップユーティリティで必要な設定を更新し、ノードを

everRun 7.xDVDからブートしてインストールプログラムを実行します。

管理ネットワークを構成する際は、DHCPで割り当てられるアドレスを選択して、IPアドレ

スを記録しておきます。「管理IPアドレスを記録する」を参照してください。(オプション

で、2つ目のノードを変換した後、各ノードに静的なIPアドレスを指定することもできま

す。)

注意事項: この時点では、everRunMXシステムのもう一方のノードは変換しませ

ん。変換を行うと、everRunMXのデータとVMがすべて失われます。

3. 最初のノードへのeverRun 7.xソフトウェアのインストールが完了したら、新しくインス

トールしたノードのIPアドレスにあるeverRun可用性コンソールに接続できることを確認

します。

4. 新しくインストールしたノードでeverRun可用性コンソールにログオンします。手順は、

「everRun可用性コンソールに初めてログオンする」を参照してください。

初期の構成を設定するプロンプトが表示されたら、ネットワーク管理者から受け取った静的

なIPアドレスをシステム IPアドレスとして入力します。テストの目的でeverRun 7.xシス

テムの機能を完全に有効にするには、[LICENSE INFORMATION (ライセンス情報)]

ページで製品ライセンスをアップロードしてアクティベーションを行う必要があります。

注:

n システム IPアドレスを指定する際は、node0やnode1のアドレスではな

く、everRunシステム全体のIPアドレスを入力します。

n everRun 7.xソフトウェアを残りのノードにインストールする前に、VM

が最初のノードで正しく稼働することを確認するには、製品ライセンスの

アクティベーションを行う必要があります。P2Vクライアントを使用して

製品ライセンスなしでVMをeverRun 7.xシステムにマイグレーションす

ることはできますが、everRun 7.xシステムでVMの起動とテストを行う

には、有効なライセンスのアクティベーションを実行する必要がありま

す。

VM を everRun MX ノードから everRun 7.xノードにマイグレーションするには
最初のノードがeverRun 7.xソフトウェアを実行していて、2番目のノードがeverRunMXソフト
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ウェアを実行している状態で、次を行います。

1. 必要に応じて、「物理マシンまたは仮想マシンをシステムにマイグレーションする」を参照

してVMをマイグレーション用に準備します。(Windows Server 2003 VMをマイグレー

ションする必要がある場合、「Windows Server 2003 VMをeverRun 7.xシステムにマイ

グレーションする」の手順を参照してください。)

場合によっては、VMをマイグレーションする前に、VMがeverRun 7.xシステムで正しく

機能するよう、ゲストオペレーティングシステムでいくつかの手順を行う必要があります。

2. everRunMXシステムの残りのノードで、次にある everRun Availability Centerにログ

オンします:

http://everRunMX-system:8080

3. 左側のナビゲーションパネルで [Virtual Machines (仮想マシン)]をクリックします。

4. マイグレーションするVMを右クリックして、[Unprotect (保護の解除)]をクリックしま

す。

5. VMの保護が解除されて自動的にシャットダウンしたら、XenCenterに戻ります。

6. XenCenterの左側のナビゲーションパネルで、everRunMXシステムのエントリを見つけ

て展開します。VMをクリックして [Start (起動)]をクリックします。

7. VMが起動したら、[Console (コンソール)]タブをクリックし、[Click here to create a

DVD Drive (DVD ドライブを作成するにはここをクリックします)]をクリックします。

VMをシャットダウンして、変更を保存します。

8. P2VクライアントCDを、もう一方のeverRunMXノードのDVDドライブに挿入します。

9. [Console (コンソール)]タブの[DVD drive n (DVDドライブn)] の隣で、ドロップダウ

ンメニューから物理P2VクライアントCDを選択します。[Start (起動)]をクリックし

て、P2VクライアントCDからVMのブートを開始します。

10. VMのマイグレーションを実行します。手順については、「物理マシンまたは仮想マシンを

システムにマイグレーションする」を参照してください。

11. マイグレーションが完了したら、VMの電源を切り、VMのコンソールウィンドウを閉じてく

ださい。

12. everRun 7.xノードに接続しているeverRun可用性コンソールで、[仮想マシン]ページに

VMが表示されることを確認します。

13. マイグレーションしたVMを起動して、正常に動作していることを確かめます。VMのマイグ
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レーション手順を完了します。手順については、「物理マシンまたは仮想マシンをシステム

にマイグレーションする」を参照してください。たとえば、必要に応じてドライバをインス

トールしたり一部のサービスを無効にします。

注意事項: everRun 7.xシステム上のVMを使用する際、everRunMXシステム

上の元のVMはシャットダウンした状態のままにする必要があります。そうでな

い場合、VMでネットワークやソフトウェアライセンスの競合が発生します。

注: everRun 7.xシステム上のVMを起動するには、製品ライセンスのアクティ

ベーションを済ませる必要があります。「製品ライセンスを管理する」を参照

し、ライセンスのアップロードとアクティベーションを行います。

14. 必要に応じて、VMの構成と管理を行います。手順については、「仮想マシンを管理する」

を参照してください。ゲストに固有の設定については、次を参照してください。

n 「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

n 「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

15. ステップ1～14を繰り返してその他必要なVMをマイグレーションします。

16. すべてのVMが正しく機能することを確認し、残りのeverRunMXサーバからの必要な追加

の設定をすべて記録します。次の手順ではこの残りのサーバを上書きします。

everRun 7.xソフトウェアへの変換を完了するには

注意事項: ノードをeverRun 7.xソフトウェアに変換すると、そのノードのすべての

ハードドライブが消去されます。2つ目のノードを変換した後は、エクスポートやサー

ドパーティ製のバックアップを使って復元する場合を除き、元のVMを復旧することはで

きません。

1. everRunMXシステムの残りのノードをシャットダウンします。

2. 「2台目のPMにソフトウェアをインストールする」の指示に従い、2つ目のノードに

everRun 7.xソフトウェアをインストールします。ノードの電源を入れて、ファームウェア

(BIOSまたはUEFI) セットアップユーティリティで必要な設定を更新し、ノードを

everRun 7.xDVDからブートしてインストールプログラムを実行します。

管理ネットワークを構成する際は、DHCPで割り当てられるアドレスを選択しておきます。

(ソフトウェアをインストールした後で、静的なIPアドレスを指定できます。)

192/563ページ



everRunMXシステムをeverRun 7.xシステムに変換する

3. インストールが完了したら、everRun 7.xシステムのシステムIPアドレスにあるeverRun

可用性コンソールに接続します。

4. [物理マシン]ページで両方のPMが「実行中」の状態になるのを待ってから、everRun 7.x

システム上のストレージグループに論理ディスクを割り当てます。「ストレージグループに

論理ディスクを割り当てる」の説明を参照してください。

注:

n 2台目のPMがeverRunシステムに接続すると、システムが自動的にセカ

ンダリのeverRunシステムディスクを初期ストレージグループに追加し

ますが、2台目のPMから既存のストレージグループにそれ以外の論理

ディスクは割り当てられません。

n 1台目のPM上で初期ストレージグループやその他のストレージグループ

に論理ディスクを割り当てた場合、これに一致する論理ディスクを2台目

のPMから同じストレージグループに手動で追加しないと、everRunシス

テムを完全に同期することができません。

5. 両方のPMが「実行中」の状態になり、PMの同期が完了することを確認します。初期の同期

には、ストレージ容量やVMの数などの構成に応じて、数分から数時間かかります。

6. オプションで、everRun 7.xシステムのネットワーク設定を次のように更新します。

n everRunMXシステムの静的IPアドレスを、everRun 7.xシステムのシステムIPア

ドレスとして再利用するには、[基本設定]ページを開いて [IP 構成]をクリックしま

す。[システム IP]タブで、everRunMXシステムが使用していた静的なIPアドレス

を入力し、[保存]をクリックします。

n 各ノードに静的IPアドレスを指定する場合、各ノードの [noden IP]タブをクリッ

クし、新しい設定を入力して [保存]をクリックします。

必要な場合はeverRun可用性コンソールが再度読み込まれ、新しいアドレスが反映されま

す。

7. everRun 7.xの設定を構成します。概要については、「インストール後のタスク」を参照し

てください。

トラブルシューティング
エクスポートプロセスやインポートプロセスで発生した問題を解決するには、必要に応じて以下の

情報を参照してください。

everRun 7.xシステムで発生するネットワーク接続の問題を解決するには

193/563ページ



everRunユーザガイド

最初のノードをインストールした後でeverRun可用性コンソールに接続できない場合、everRun

7.xシステムのnode0とシステムIPアドレスに同じアドレスが使用されている可能性があります。

この問題を解決するには、everRun 7.xソフトウェアをnode0に再インストールし、node0用と

システムIPアドレス用にそれぞれ異なるIPアドレスを入力してください。

Avance ユニットからのマイグレーションを計画する

このトピックでは、現在Avance ユニットを使用している場合にeverRun 7.xシステムへマイグレーショ

ンする際の考慮事項について説明します。

どのシステムを使用する場合でも、「仮想マシンを作成/マイグレーションする」にある、仮想マシン

(VM)のeverRun 7.xシステムへのマイグレーションに関する情報を参照してください。

注: 最良の結果を得るには、Stratus 認定サービス業者までお問い合わせの上、Avance ユニッ

トからのアップグレードの評価と実行に関するサポートを依頼してください。

プラットフォームの要件

既存のAvance ハードウェアを使用する場合や、新しいハードウェアにマイグレーションする場合、

everRunシステムの最小システム要件を満たす必要があります。詳細については、「物理マシンのシステ

ム要件」を参照してください。

計画的な停電

このヘルプトピックの考慮事項は、マイグレーションプロセス全体を通じて停電に耐え得ることを前提に

書かれています。ダウンタイムを最小限に抑える必要がある場合はStratus 認定サービス業者にヘルプを

依頼してください。

ゲストオペレーティングシステムのサポート

Avance の各VMで実行されているWindows またはLinuxゲストオペレーティングシステムが、

everRunソフトウェアでサポートされることを確認します。「対応しているゲストオペレーティングシ

ステム」を参照してください。

さらに、各ゲストオペレーティングシステムが、マイグレーションプロセス(「物理マシンまたは仮想マ

シンをシステムにマイグレーションする」を参照)またはインポートプロセス(「everRunMXシステム

からOVF ファイルをインポートする」を参照)でサポートされていることも確認します)。
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ネットワークの準備

everRunのシステム要件に従ってプラットフォームネットワークおよびネットワーク環境を準備します。

「全般的なネットワーク要件と構成」を参照してください。

管理ネットワークのアクセス

Avance Management Console (管理コンソール)へのアクセスに使用されたものと同じネットワークが

everRun可用性コンソールでも使用されます。

Avance では、システム内のどちらのノードにもフェールオーバーが可能なIPv4システムアドレスを経由

して、管理ネットワーク上でノードを使用できました。everRunソフトウェアは同じシステムアドレスを

使用しますが、システムIPアドレスと同じサブネットにある各ノードのIPv4アドレスも個別に必要とな

ります。

アベイラビリティリンクネットワーク

Avance にはアベイラビリティリンクがありませんでした。したがって、これらのネットワークをハード

ウェア構成に追加する必要があります。

A-Linkには10Gbネットワークを2つ使用することを推奨します。

A-Link接続がポイントツーポイントである必要はありません(したがってスイッチネットワーク上にも設

定できます)。

プライベートネットワーク

Avance ユニットでプライベートネットワークに使用されたのと同じネットワークを、everRunシステム

のプライベートネットワークに使用できます。

プライベートネットワーク上には常にeverRunシステムを1つだけインストールし、実行できます。した

がって、プライベートネットワークは2つのeverRunノード間のポイントツーポイント接続とすることを

推奨します。

少なくとも1つのA-Linkネットワークがポイントツーポイント接続されている場合はプライベートネット

ワーク用のA-Linkのうちの1つを共有するのが通常です。

プライベートネットワークには10Gbネットワークの使用を推奨します。

ビジネスネットワーク

プライベートネットワークでもA-Linkネットワークでもないすべてのネットワークは、ビジネスネット

ワーク(つまりVMにより利用可能なネットワーク)として使用できます。管理ネットワークは同時にビジ

ネスネットワークで使用できます。
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ストレージの考慮事項

Avance ユニットストレージはeverRunシステムでそのまま使用できます。物理ストレージの要件につい

ては、「ストレージの要件」を参照してください。

everRun のインストール

everRunシステムのノードを構成したら、「ソフトウェアのインストール」を参照してeverRunソフト

ウェアをインストールし構成できます。

仮想マシンのマイグレーション

P2VクライアントのマイグレーションプロセスまたはOVF のインポートプロセスを使用して、VMを

everRunシステムにマイグレーションします。各プロセスの概要については、「仮想マシンを作成/マイ

グレーションする」を参照してください。

Avance ユニットを everRun 7.xシステムに変換する

Avance ユニットをeverRunシステムに変換して、Avance ユニットとその仮想マシン(VM)のeverRun

7.xソフトウェアへのインプレースマイグレーションを実行します。

Avance ユニットを変換するには、Avance ユニットの1台の物理マシン(PM)、つまり"ノード"をシャッ

トダウンして、そのノードにeverRunソフトウェアをインストールします。P2Vクライアントを使用し

て、各VMをAvance ノードからeverRunノードにネットワークを使って転送します。その後、残りの

ノードにeverRunソフトウェアをインストールします。

注意事項: 変換を行う前に、Avance ユニットとそのVMをバックアップして、その設定を記録

することを検討してください。Avance ユニットをeverRunシステムに変換すると、最終的に

は(VMをeverRunノードにマイグレーションした後で) Avance ユニット上のすべてのものが

上書きされます。
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注:

l 最良の結果を得るには、Stratus 認定サービス業者までお問い合わせの上、Avance ユ

ニットからのアップグレードの評価と実行に関するサポートを依頼してください。

l Avance システムをeverRunシステムに変換する前に、「物理マシンのシステム要件」

および「対応しているゲストオペレーティングシステム」を参照し、お使いのPMと

VMがサポートされることを確認します。

Avance ユニットの変換準備をするには

1. Avance ユニットを変換する計画を立てるには、次の情報を参照してください。

n 「Avance ユニットからのマイグレーションを計画する」

Avance ユニットからeverRunシステムへのマイグレーションまたは変換を行う際の

考慮事項について説明しています。

n 「ソフトウェアのインストール」

everRunソフトウェアのインストール手順の概要を説明しています。

n 「物理マシンまたは仮想マシンをシステムにマイグレーションする」

P2Vクライアントを使用してVMを別のシステムにマイグレーションする方法を説明

しています。また、VMがeverRunシステムで正しく機能するように、VMをマイグ

レーションする前にゲストオペレーティングシステムで行う必要のある、いくつかの

手順についても説明しています。

2. Avance ユニットとVMをバックアップします。

3. everRun ISOファイルを [Downloads (ダウンロード)]ページ

(https://www.stratus.com/services-support/downloads/?tab=everrun) からダウン

ロードします。

4. P2VクライアントのISOファイルを、同じサポートページの [Drivers and Tools (ドライ

バとツール)]セクションからダウンロードします。

5. everRun ISOファイルを物理DVDに書き込みます。このDVDは、システムの各PMに

everRunソフトウェアをインストールするために使用します。

6. Avance Management Console で、P2VクライアントISOファイルを使用してVCDを作成

します。このVCDを各Avance VMでブートして、everRunシステムにVMを転送しま

す。
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7. ネットワーク管理者に問い合わせて、変換したeverRunシステムのシステムワイドのIPア

ドレスとして使用する静的なIPアドレスを少なくとも1つ入手します。これらのアドレスを

自動的に割り当てるためのDHCPサーバがない場合や、静的なアドレスのみを使用したい場

合には、2つのノードでそれぞれ使用できるよう、もう1つ追加の静的IPアドレスをリクエ

ストしてください。

注: Avance ユニットとeverRunシステムでは、両システムがオンラインの間は

一意のシステムIPアドレスを維持する必要があります。ただし、元のAvance ユ

ニットのIPアドレスをeverRunシステムで再利用したい場合は、変換が完了し

た後でeverRunシステムのネットワーク設定を変更できます。

Avance ユニットの node0 を everRun ノードに変換するには

注意事項: ノードをeverRunソフトウェアに変換すると、そのノードのすべてのハード

ドライブが消去されます。

両方のノードがAvance ソフトウェアを実行している状態で、次を行います。

1. Avance Management Console で、Avance ユニットが正しく実行されていて、両方のPM

がオンラインになっていることを確認します。

2. Avance ユニットのnode0でメンテナンスモードを有効にします。

注: 整合性を保つため、Avance ユニットのnode0から操作を開始します。この

最初に変換するノードが、everRunシステムのnode0になります。

3. VMがnode0からnode1へとマイグレーションすることを確認します。

4. node0をシャットダウンします。

5. 「1台目のPMにソフトウェアをインストールする」の指示に従い、everRunソフトウェア

をnode0にインストールします。ノードの電源を入れて、ファームウェア(BIOSまたは

UEFI) セットアップユーティリティで必要な設定を更新し、ノードをeverRun DVDから

ブートしてインストールプログラムを実行します。

管理ネットワークを構成する際は、DHCPで割り当てられるアドレスを選択して、IPアドレ

スを記録しておきます。「管理IPアドレスを記録する」を参照してください。(オプション

で、2つ目のノードを変換した後、各ノードに静的なIPアドレスを指定することもできま

す。)
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注意事項: この時点では、Avance ユニットの残りのノードは変換しません。変換

を行うと、Avance データおよびVMがすべて失われます。

6. node0へのeverRunソフトウェアのインストールが完了したら、新しくインストールした

ノードのIPアドレスにあるeverRun可用性コンソールに接続できることを確認します。

7. node0でeverRun可用性コンソールにログオンします。手順は、「everRun可用性コン

ソールに初めてログオンする」を参照してください。

初期の構成を設定するプロンプトが表示されたら、ネットワーク管理者から受け取った静的

なIPアドレスをシステム IPアドレスとして入力します。テストの目的でeverRunシステ

ムの機能を完全に有効にするには、[LICENSE INFORMATION (ライセンス情報)]ペー

ジで製品ライセンスをアップロードしてアクティベーションを行う必要があります。

注:

n システム IPアドレスを指定する際は、node0やnode1のアドレスではな

く、システムワイドのIPアドレスを入力します。

n everRunソフトウェアを残りのノードにインストールする前に、VMが

node0で正しく稼働することを確認するには、製品ライセンスのアクティ

ベーションを行う必要があります。P2Vクライアントを使用して製品ライ

センスなしでVMをeverRunシステムにマイグレーションすることはでき

ますが、everRunシステムでVMの起動とテストを行うには、有効なライ

センスのアクティベーションを実行する必要があります。

VM を Avance ノードから everRun ノードにマイグレーションするには
node0がeverRunソフトウェアを実行していて、node1がAvance ソフトウェアを実行している

状態で、次を行います。

1. 必要に応じて、「物理マシンまたは仮想マシンをシステムにマイグレーションする」を参照

してVMをマイグレーション用に準備します。(Windows Server 2003 VMをマイグレー

ションする必要がある場合、「Windows Server 2003 VMをeverRun 7.xシステムにマイ

グレーションする」の手順を参照してください。)

場合によっては、VMをマイグレーションする前に、VMがeverRunシステムで正しく機能

するよう、ゲストオペレーティングシステムでいくつかの手順を行う必要があります。

2. Avance Management Console で、マイグレーションするVMをシャットダウンします。
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3. P2VクライアントVCDからVMをブートして、VMのマイグレーションを実行します。手順

については、「物理マシンまたは仮想マシンをシステムにマイグレーションする」を参照し

てください。

4. マイグレーションが完了したら、VMの電源を切り、VMのコンソールウィンドウを閉じてく

ださい。

5. everRunノードに接続しているeverRun可用性コンソールで、[仮想マシン]ページにVM

が表示されることを確認します。

6. マイグレーションしたVMを起動して、正常に動作していることを確かめます。VMのマイグ

レーション手順を完了します。手順については、「物理マシンまたは仮想マシンをシステム

にマイグレーションする」を参照してください。たとえば、必要に応じてドライバをインス

トールしたり一部のサービスを無効にします。

注意事項: everRunシステム上のVMを使用する際、Avance システム上の元の

VMはシャットダウンした状態のままにする必要があります。そうでない場合、

VMでネットワークやソフトウェアライセンスの競合が発生します。

注: everRunシステム上のVMを起動するには、製品ライセンスのアクティベー

ションを済ませる必要があります。「製品ライセンスを管理する」を参照し、ラ

イセンスのアップロードとアクティベーションを行います。

7. 必要に応じて、VMの構成と管理を行います。手順については、「仮想マシンを管理する」

を参照してください。ゲストに固有の設定については、次を参照してください。

n 「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

n 「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

8. ステップ1～7を繰り返してその他の必要なVMをマイグレーションします。

9. すべてのVMが正しく動作することを確認し、残りのAvance ノード(node1) からの必要な

追加の設定をすべて記録します。次の手順ではこの残りのサーバを上書きします。

everRun ソフトウェアへの変換を完了するには

注意事項: ノードをeverRunソフトウェアに変換すると、そのノードのすべてのハード

ドライブが消去されます。2つ目のノードを変換した後は、エクスポートやサードパー

ティ製のバックアップを使って復元する場合を除き、元のVMを復旧することはできませ
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ん。

1. Avance ユニットをシャットダウンして、残りのAvance ノード(node1) の電源を切りま

す。Avance Management Console で、[Unit (ユニット)]ページの [Shutdown

(シャットダウン)]をクリックします。

2. 「2台目のPMにソフトウェアをインストールする」の指示に従い、everRunソフトウェア

をnode1にインストールします。ノードの電源を入れて、ファームウェア(BIOSまたは

UEFI) セットアップユーティリティで必要な設定を更新し、ノードをeverRun DVDから

ブートしてインストールプログラムを実行します。

管理ネットワークを構成する際は、DHCPで割り当てられるアドレスを選択しておきます。

(ソフトウェアをインストールした後で、静的なIPアドレスを指定できます。)

3. インストールが完了したら、everRunシステムのシステムIPアドレスにあるeverRun可用

性コンソールに接続します。

4. [物理マシン]ページで両方のPMが「実行中」の状態になるのを待ってから、everRun 7.x

システム上のストレージグループに論理ディスクを割り当てます。「ストレージグループに

論理ディスクを割り当てる」の説明を参照してください。

注:

n 2台目のPMがeverRunシステムに接続すると、システムが自動的にセカ

ンダリのeverRunシステムディスクを初期ストレージグループに追加し

ますが、2台目のPMから既存のストレージグループにそれ以外の論理

ディスクは割り当てられません。

n 1台目のPM上で初期ストレージグループやその他のストレージグループ

に論理ディスクを割り当てた場合、これに一致する論理ディスクを2台目

のPMから同じストレージグループに手動で追加しないと、everRunシス

テムを完全に同期することができません。

5. 両方のPMが「実行中」の状態になり、PMの同期が完了することを確認します。初期の同期

には、ストレージ容量やVMの数などの構成に応じて、数分から数時間かかります。

6. オプションで、everRunシステムのネットワーク設定を次のように更新します。

n Avance ユニットの静的IPアドレスを、everRunシステムのシステムIPアドレスと

して再利用するには、[基本設定]ページを開いて [IP 構成]をクリックします。[シ
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ステム IP]タブで、Avance ユニットで使用していた静的なIPアドレスを入力し、

[保存]をクリックします。

n 各ノードに静的IPアドレスを指定する場合、各ノードの [noden IP]タブをクリッ

クし、新しい設定を入力して [保存]をクリックします。

必要な場合はeverRun可用性コンソールが再度読み込まれ、新しいアドレスが反映されま

す。

7. everRunの設定を構成します。概要については、「インストール後のタスク」を参照してく

ださい。

トラブルシューティング
エクスポートプロセスやインポートプロセスで発生した問題を解決するには、必要に応じて以下の

情報を参照してください。

everRun システムで発生するネットワーク接続の問題を解決するには

特に最初のノード(node0) をインストールした後でeverRun可用性コンソールに接続できない場

合、node0とシステムのIPアドレスに同じIPアドレスが使用されている可能性があります。この

問題を解決するには、everRunソフトウェアをnode0に再インストールし、node0とシステムIP

アドレス用にそれぞれ異なるIPアドレスを入力してください。

Windows Server 2003 VMを everRun 7.x システムにマイグレーションする

Windows Server 2003仮想マシン(VM)をAvance ユニットまたはeverRunMXシステムからeverRun

7.2以降のシステムにマイグレーションするには、次の手順に従います。Windows Server 2003 VMのマ

イグレーションを行う前に、以下の考慮事項を理解しておく必要があります。

l Windows Server 2003オペレーティングシステムはMicrosoft によってサポートされていませ

ん。

l everRunシステムがサポートするWindows Server 2003オペレーティングシステムの唯一のバー

ジョンは、Windows Server 2003 R2 Enterprise SP2 32 ビット版です。

l マイグレーション先のシステムはeverRunソフトウェアのリリース7.2以降を実行している必要が

あります。

VMをマイグレーションするには、ソースWindows Server 2003 VMで "P2Vクライアント" (virt-p2v)

をブートし、このクライアントを使用してソース側からセキュアなネットワーク転送の構成、開始、および

モニタリングを行います。まず、「Windows Server 2003 VMのマイグレーションを準備するには」のう
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ち、ソースシステムに適した手順を行ってから、「Windows Server 2003 VMをAvance または

everRunMXシステムからマイグレーションするには」の手順を実行します。

Avance ユニットへのWindows Server 2003 VM のマイグレーションを準備するには

1. P2VクライアントのISOファイルを、[Downloads (ダウンロード)]ページ

(https://www.stratus.com/services-support/downloads/?tab=everrun) の [Drivers

and Tools (ドライバとツール)]セクションからダウンロードします。

a. [Downloads (ダウンロード)]ページで everRunをクリックし(まだ表示されてい

ない場合)、次に適切なバージョンを選択します。

b. [Drivers and Tools (ドライバとツール)]にスクロールし、さらに [everRun P2V

Client for Virtual or Physical Machine Migration (仮想マシンまたは物理マシ

ンマイグレーション用の everRun P2V クライアント)]までスクロールします。

c. P2V クライアント (virt-p2v)ファイルを選択します。

2. ISOイメージの整合性を検証する場合、関連する fcivチェックサムファイルもダウンロー

ドし、さらにMicrosoft サポートWebサイトからMicrosoft File Checksum Integrity

Verifier (FCIV) 実行可能ファイルをダウンロードしてください。ダウンロードしたISOファ

イルが保存されているディレクトリに、両方のファイルを保存します。

コマンドプロンプトを開きます。ISO、実行可能ファイル、および検証ファイルを含むディ

レクトリから、次のようなコマンドを入力してISOイメージを検証します。

fciv -v -xml virt-p2v-n.n.n-n.nnnnnnnn.n.el6.centos.xml

コマンドが成功した場合(つまり「All files verified successfully (すべての

ファイルが正しく確認されました)」というメッセージが返された場合)、次の手順に進みま

す。コマンドが失敗した場合はもう一度ダウンロードを行います。

3. Avance Management Console で、P2VクライアントISOファイルを使用してVCDを作成

します。このVCDをWindows Server 2003 VMでブートして、everRunシステムにVM

を転送します。

4. [仮想マシン]ページで、Windows Server 2003 VMを選択して [シャットダウン]をクリッ

クします。

5. Windows Server 2003 VMが停止したら、[CD からブート]をクリックします。

6. [CD からブート]ダイアログボックスで、P2VクライアントVCDを選択して [ブート]をク

リックします。

everRun MX システムへのWindows Server 2003 VM のマイグレーションを準備するには

203/563ページ

https://www.stratus.com/services-support/downloads/?tab=everrun


everRunユーザガイド

1. P2VクライアントのISOファイルを、[Downloads (ダウンロード)]ページ

(https://www.stratus.com/services-support/downloads/?tab=everrun) の [Drivers

and Tools (ドライバとツール)]セクションからダウンロードします。

2. P2VクライアントISOファイルを物理CDに書き込みます。このCDをWindows Server

2003 VMでブートして、everRun 7.2以降のシステムにVMを転送します。

3. 「everRunMXシステムをeverRun 7.xシステムに変換する」の「VMをeverRunMX

ノードからeverRun 7.xノードにマイグレーションするには」セクションにあるステップ1

～9を実行して、Windows Server 2003 VMをシャットダウンし、P2VクライアントCD

からブートします。

Windows Server 2003 VM を Avance または everRun MX システムからマイグレーションするには

1. [virt-p2v]ウィンドウで、マイグレーション先のeverRunシステムのホスト名(またはホ

ストIPアドレス)とパスワードを入力します。[Test connection (接続のテスト)]と

[Next (次へ)]をクリックします。

2. 表示された [virt-p2v]ウィンドウで、[Start conversion (変換の開始)]をクリックしま

す。

マイグレーションの進捗状況は [virt-p2v]ウィンドウおよびマイグレーション先の

everRunシステムのeverRun可用性コンソールの [ボリューム]ページで監視できます。新

しいVMに関連付けられたボリュームから順次表示されます。

3. マイグレーションが完了すると、[virt-p2v]ウィンドウに、処理が成功したというメッセー

ジが表示されます。[電源オフ]をクリックして、ソースVMをシャットダウンします。

4. マイグレーション先everRunシステムのeverRun可用性コンソールで、[仮想マシン]をク

リックします。

5. 新しく作成したVMを選択し、[起動]をクリックします。

6. Windows Server 2003ゲストオペレーティングシステムにログオンします。

7. サービスコントロールマネージャーに、システムの起動中にドライバエラーが発生したとい

う警告が表示されます。[OK]をクリックします。

8. [新しいハードウェアが見つかりました]ウィザードで、[いいえ、今回は接続しません]を選

択して [次へ]をクリックします。

9. [ソフトウェアを自動的にインストールする]を選択します。[次へ]をクリックします。
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10. RedHat VirtIOイーサネットアダプタがWindows ロゴのテストに合格していないという警

告が表示されます。[続行する]をクリックします。

11. [新しいハードウェアが見つかりました]ウィザードが完了したら、[完了]をクリックしま

す。

12. RedHat VirtIO SCSIアダプタがWindows ロゴのテストに合格していないという警告が表示

されます。[続行する]をクリックします。

13. [新しいハードウェアが見つかりました]ウィザードに、「このハードウェアをインストール

できません」というメッセージが表示されます。[このソフトウェアをインストールする確認

を今後表示しない。]を選択して [完了]をクリックします。

14. コンピュータの再起動を求めるプロンプトで、[はい]をクリックします。

15. サービスコントロールマネージャーに、システムの起動時にドライバエラーが発生したとい

う警告が再び表示されます。[OK]をクリックします。

16. 必要に応じてゲストオペレーティングシステムのネットワーク構成の設定を更新し、再起動

して設定を有効にします。

新しいVMが正しく機能することが確認できたら、マイグレーションプロセスは完了します。ただ

しeverRunシステムは、高可用性(HA) またはフォールトトレラント(FT) 運用モードを有効にす

るため、PM間のデータの同期を続行することがあります。

関連トピック

「Avance またはeverRunMXシステムからマイグレーションする」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンの運用を管理する」

everRun MX システムから OVF ファイルをインポートする

展開の準備としてeverRun 7.xシステムにVMを転送するには、everRunMXシステムからOpen

Virtualization Format (OVF) ファイルをインポートします。(OVF ファイルを使用せずに物理マシン

(PM)または仮想マシン(VM)をeverRun 7.xシステムにマイグレーションするには、「物理マシンまた

は仮想マシンをシステムにマイグレーションする」を参照してください。)

VMをeverRunMXシステムからインポートするには、まずXenConvert 2.1を使用してOVF および仮想

ハードディスク(VHD)ファイルをeverRunMXシステムからネットワーク共有にエクスポートし、次に
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everRun可用性コンソールを使用してそのネットワーク共有からeverRun 7.xシステムにOVF および

VHDファイルをインポートします。

注意事項: everRunMXシステムからのエクスポートを準備する前に、ソースVMをバックアッ

プすることを検討してください。
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注:

l everRunMXシステムからインポートできるのは、Windows Server 2008を実行する

VMのみです。OVF ファイルからのWindows Server 2003 VMのインポート処理はサ

ポートされていません。Windows Server 2003 VMをeverRun 7.xシステムに転送す

る必要がある場合、「Windows Server 2003 VMをeverRun 7.xシステムにマイグ

レーションする」を参照してください。

l Windows ベースのVMの場合、このトピックの説明に従って、everRunMXシステムか

らVMをエクスポートする前に、ゲストオペレーティングシステムにVirtIOドライバを

インストールする必要があります。VirtIOドライバをインストールしないと、インポー

トしたVMがeverRun 7.xシステムでのブート中にクラッシュします。

l everRunMXシステム上のソースVMと、everRun可用性コンソールを実行する管理

PCの両方からアクセスできるネットワーク共有をマッピングする必要があります。

XenConvert を使用してこの共有にVMをエクスポートした後、その共有からeverRun

7.xシステムにVMをインポートします。

l OVF ファイルをeverRunMXシステムからエクスポートするために準備をする際、

everRun Availability Center でVMの保護を解除する必要があります。この操作によっ

てVMが自動的にシャットダウンされます。このプロセスのために計画的なメンテナンス

期間を設定することを検討してください。

l エクスポートとインポートにかかる時間はソースVMにあるボリュームのサイズと数、お

よびネットワークの帯域幅によって異なります。たとえば、20GBのブートボリューム

が1つあるVMを1Gbネットワークで転送する場合、エクスポートとインポートに約

30分ずつかかります。

l everRun 7.xシステム上にVMをインポートする際、インポートウィザードによってそ

のVMの新しいインスタンスが作成され、固有のハードウェアIDが設定されます。イン

ポートウィザードには、同じハードウェアID (SMBIOSUUID、システムシリアル番

号、およびMACアドレス)を持つ同一のVMが作成されるリストア(復元)オプションが

ありません。これは、everRunMXシステムからのエクスポートファイルにこの情報が

含まれていないためです。

l インポートした後にソースVMをeverRunMXシステムで引き続き使用する場合、

everRun 7.xシステムのVMに異なるIPアドレスとホスト名を設定することを忘れない

でください。
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l インポートの処理中にeverRun 7.xシステムがプライマリPMからセカンダリPMに切

り替わった場合、そのインポートプロセスは失敗します。これはシステムの継続運用に

は影響しませんが、everRun 7.xシステムで不完全なVMとその関連ボリュームを削除

してから、もう一度インポートを実行する必要があります。

everRun MX システムから OVF ファイルをエクスポートする
everRunMXシステムからVMをエクスポートすると、OVF ファイルに含まれるVMの構成と、管

理PC上の選択したボリュームのコピーがエクスポートされます。

everRun MX システムからの VM のエクスポートを準備するには

1. マスターノードのホスト名またはIPアドレスでeverRun Availability Center にログオンし

ます: everRunMX

http://everRunMX-system:8080

2. 左側のナビゲーションパネルで [Virtual Machines (仮想マシン)]をクリックします。

3. エクスポートするVMを右クリックして、[Unprotect (保護の解除)]をクリックします。

4. VMの保護が解除されて自動的にシャットダウンしたら、Citrix XenCenterを開きます。

5. XenCenterの左側のナビゲーションパネルで、everRunMXシステムのエントリを見つけ

て展開します。エクスポートするVMをクリックして、[Start (起動)]をクリックします。

6. [Console (コンソール)]タブをクリックしてVMのコンソールを開き、Windows ゲストオ

ペレーティングシステムにログオンします。

7. 「Windows ドライブのラベルを管理する」を参照して、すべてのボリュームのラベルが正

しいことを確認します。

8. Windows システム準備ツール(Sysprep) を実行してゲストオペレーティングシステムを

再展開用に準備します。

9. 次の手順に従ってWindows ゲストオペレーティングシステムにVirtIOドライバと

XenConvert ユーティリティをインストールします。

a. VirtIO.exeドライバインストールユーティリティを、[Downloads (ダウンロー

ド)]ページ(https://www.stratus.com/services-

support/downloads/?tab=everrun) の [Drivers and Tools (ドライバとツー

ル)]セクションからゲストオペレーティングシステムにダウンロードします。このイ

ンストールユーティリティによって、everRunMXシステムからのエクスポートに必

要なVirtIOドライバとXenConvert ユーティリティの両方がインストールされます。
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b. インストールユーティリティを右クリックして [管理者として実行]をクリックしま

す。

c. [OK]をクリックしてソフトウェアをインストールし、コマンドプロンプトウィンド

ウで進捗状況を監視します。

d. Windows にゲストオペレーティングシステムを再起動するプロンプトが表示された

ら、[後で再起動する]をクリックします。

注: Windows は、インストールユーティリティが完了する前に再起動のプ

ロンプトを表示します。以下の手順を完了するまではVM を再起動しない

でください。ドライバのインストールが失敗し、インポートしたVMを

everRun 7.xシステム上でブートできなくなります。

e. コマンドプロンプトウィンドウにインストールが完了したというメッセージと、[続

行するには、任意のキーを押してください]というプロンプトが表示されるまで待機し

ます。

f. コマンドプロンプトウィンドウをクリックしてアクティブにしてから、任意のキーを

押し、コマンドプロンプトウィンドウとWinZipウィンドウが閉じるまで待ちます。

g. ゲストオペレーティングシステムを再起動して新しいドライバを読み込みます。

インポートが正しく完了した後、このトピックの後の説明に従ってVirtIOドライバおよび

XenConvert ユーティリティをアンインストールすることもできます。

everRun MX システムから VM およびブートボリュームをエクスポートするには

1. everRunMXシステム上のWindows ゲストオペレーティングシステムで、VMのエクス

ポート先となるネットワーク共有をマッピングします。たとえば、everRun可用性コンソー

ルを実行する管理PC上のネットワーク共有にアクセスできます。

2. ソースVMでCitrix XenConvertを起動します。

3. [From: This machine (エクスポート元: このマシン)]が選択されていることを確認しま

す。

4. [To: Open Virtualization Format (OVF) Package (エクスポート先: Open

Virtualization Format (OVF) パッケージ)]を選択します。[次へ]をクリックします。

5. [(Boot) (ブート)]ボリュームのみをエクスポートするよう選択します。その他のボリュー

ムは選択を解除する必要があります。これには [Source Volume (ソースボリューム)]プ

209/563ページ



everRunユーザガイド

ルダウンメニューをクリックして [None (なし)]を選択します。このページの上記以外の

設定は変更しないでください。[次へ]をクリックします。

注: ボリュームは1度に1つずつエクスポートします。そうでない場合はエクス

ポートが失敗します。追加のボリュームをエクスポートする手順については次を

参照してください。

6. [Please choose a folder to store the Open Virtualization (OVF) package (OVF

パッケージを保存するフォルダの選択)]テキスト領域にパスを指定します。[Browse (参

照)]をクリックして、エクスポート用にマウントしたネットワーク共有上の新しい空のフォ

ルダを選択します。

7. 次のXenConvert オプションが無効になっていることを確認してください。これらはサポー

トされていないため、正常なインポートの妨げになる可能性があります。

n Include a EULA in the OVF package (OVF パッケージにEULAを含む)

n Create Open Virtual Appliance (OVA) (Open Virtual Appliance (OVA) の作成)

n Compress Open Virtual Appliance (OVA) (Open Virtual Appliance (OVA) の圧縮)

n Encrypt (暗号化)

n Signwith Certificate (証明書に署名)

8. [次へ]をクリックします。

9. オプションでターゲットのOVF ファイルの名前を変更できます。[次へ]をクリックします。

10. [Convert (変換)]をクリックします。

注: エクスポートの処理中にWindows にハードディスクを使用するにはフォーマットを

行う必要があるというメッセージが表示されます。このメッセージは [キャンセル]をク

リックして無視することができます。するとエクスポートの処理が続行されます。

everRun MX システムで VM からの追加のボリュームを 1 つずつエクスポートするには

1. ソースVMでCitrix XenConvertを再起動します。

2. [From: This machine (エクスポート元: このマシン)]が選択されていることを確認しま

す。

3. [To: XenServer Virtual Hard Disk (VHD) (エクスポート先: XenServer Virtual

Hard Disk (VHD))]を選択します。[次へ]をクリックします。
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4. 1 つのボリュームのみをエクスポートするよう選択します。その他のボリュームは選択を解

除する必要があります。これには [Source Volume (ソースボリューム)]プルダウンメ

ニューをクリックして [None (なし)]を選択します。

このページの上記以外の設定は変更しないでください。[Next (次へ)]をクリックします。

5. [Please choose a folder to store the Open Virtualization (OVF) package (OVF

パッケージを保存するフォルダの選択)]テキスト領域にパスを指定します。[Browse (参

照)]をクリックして、エクスポート用にマウントしたネットワーク共有上の新しい空のフォ

ルダを選択します。[次へ]をクリックします。

注: XenConvert にはVHDファイル名を指定するオプションがないため、ファイ

ルが上書きされないように各VHDエクスポートは最初から異なるフォルダに保存

してください。

6. [Convert (変換)]をクリックします。VHDファイルとPVPファイルが作成されます。

7. VHDをエクスポートした後、新しいVHDに新しい一意の名前を付けてファイル名を変更

し、OVF およびVHDのブートボリュームを保存したフォルダに移動します。PVPファイル

は使用しません。

8. 追加するボリュームそれぞれについてこの手順を繰り返します。

everRun 7.xシステムに OVF ファイルをインポートする
everRun 7.xシステムにVMをインポートすると、エクスポートファイルから、VMの構成および

選択した関連ボリュームがインポートされます。

前提条件:

l 選択したOVF ファイル(ブートボリューム)および関連するすべてのVHDファイ

ル(追加のボリューム)は同じディレクトリに保存されている必要があります。ま

た、そのディレクトリにその他のVHDファイルがあってはいけません。

l インポートプロセスが正しく機能するためには、everRun 7.xシステムの両方の

PMがオンラインになっている必要があります。

everRun 7.xシステムに VM をインポートするには

1. 該当する場合、管理PCを使用して、エクスポートされたOVF およびVHDファイルを含む

ネットワーク共有をマッピングします。

2. everRun可用性コンソールを使用してeverRun 7.xシステムにログオンします。
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3. [物理マシン]ページ(「[物理マシン]ページ」を参照)で、両方のPMが「実行中」の状態

にあり、どちらのPMもメンテナンスモードではなく、同期の実行中でもないことを確認し

ます。

4. [仮想マシン]ページ(「[仮想マシン]ページ」を参照)で、[インポート/リストア]をク

リックしてインポートウィザードを開きます。

5. [参照]をクリックします。ファイルブラウザで管理PCからインポートする .ovfファイルを

選択し、[インポート]をクリックします。

6. [インポート]をクリックして、一意のハードウェアIDが設定されたVMの新しいインスタ

ンスを作成します。

7. プロンプトが表示されたら、[参照]をクリックして、VMに関連付けられている各ボリュー

ムについて含める .vhdファイルを選択します。

8. 次の情報を確認し、必要に応じて編集します。

n 名前、CPU、メモリ

仮想マシンの名前の変更、vCPUの数の編集、または使用可能な合計メモリの割り当

てを実行できます。

n ストレージ

すべてのボリュームが表示されます。everRun 7.xシステム上のボリュームにスト

レージコンテナを割り当てるには、ボリュームの [作成]ボックスを選択します(ブー

トボリュームは必須です)。OVF ファイルからボリュームのデータをインポートする

には、[データの復元]ボックスを選択します。

n ネットワーク

利用可能なすべてのネットワークが表示されます。既存のネットワークを削除した

り、まだ割り当てられていない新しいネットワークを追加することも可能です。少な

くとも1つのネットワークが必要です。

9. オプションで、VMをeverRun 7.xシステムで最初に起動する前にVMの再プロビジョニン

グが必要な場合、[インポート後に仮想マシンを自動的に起動]チェックボックスをオフにす

ることもできます。

10. [インポート]をクリックして、VMのインポートを開始します。転送が完了したら [完了]を

クリックしてインポートウィザードを閉じます。
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注: インポートの処理中、everRun可用性コンソールの [ボリューム]ページにイ

ンポートされたボリュームが順次表示されます。インポートウィンドウに処理が

完了したことが示されるまで、インポートされたボリュームを接続したり削除し

ないでください。そうでない場合、インポートは失敗します。

11. 該当する場合は仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを使用してVMに追加のリソー

スを割り当てます。「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照してくださ

い。

VMの再プロビジョニングが完了したら、[起動]をクリックしてVMをブートします。

12. [コンソール]をクリックしてVMのコンソールを開き、ゲストオペレーティングシステムに

ログオンします。

13. VirtIOドライバをサポートされる最新のバージョンに更新します。手順については、

「VirtIOドライバを更新する(Windows ベースのVM)」を参照してください。

14. 必要に応じてゲストオペレーティングシステムのネットワーク設定を更新します。

新しいVMが正しく機能することが確認できたら、インポートプロセスは完了します。ただし

everRun 7.xシステムは、高可用性(HA) またはフォールトトレラント(FT) 運用モードを有効に

するため、PM間のデータの同期を続行します。

注: データが同期されてVirtIOドライバが稼動するまでの間、新しいVMとその関連ボ

リュームに警告マークが表示される場合があります。

オプションで everRun MX システムのソース VM から VirtIO ドライバをアンインストールする

には (Windows ベースの VM のみ)

新しいVMをeverRun 7.xシステムに正しくインポートした後、VirtIOドライバとXenConvert

ユーティリティをeverRunMXシステム上にあるWindows ベースのソースVMからアンインス

トールできます。ただし、このソフトウェアはVMの操作や継続運用に干渉しないので、ソフト

ウェアのアンインストールは必須ではありません。

1. Windows ベースのソースVMのコンソールで、VirtIO.exeインストールユーティリティを

見つけます。(VirtIOドライバがある場合、この同じユーティリティを使用してアンインス

トールします。)

2. インストールユーティリティを右クリックして [管理者として実行]をクリックします。
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3. [OK]をクリックしてVirtIOドライバをアンインストールし、コマンドプロンプトセッショ

ンで進捗状況を監視します。

4. プロンプトが表示されたら、任意のキーを押してユーティリティを閉じます。再起動する必

要はありません。

トラブルシューティング
エクスポートプロセスやインポートプロセスで発生した問題を解決するには、必要に応じて以下の

情報を参照してください。

everRun MX システムからのエクスポートをキャンセルしたり、エクスポートが失敗した後でク

リーンアップするには

Windows ゲストオペレーティングシステムでXenConvert からのログファイル情報を保存してか

ら、ユーティリティを閉じることを検討してください。ネットワーク共有上のエクスポートフォル

ダからすべてのファイルを削除するか、その後で行うエクスポート用に新しいフォルダを作成しま

す。新しく行う各エクスポートごとに空のフォルダを選択する必要があります。

everRun 7.xシステム上でインポートをキャンセルしたり、インポートが失敗した後でクリーン

アップするには

everRun可用性コンソールで、インポートしたVMおよびその関連ボリュームをすべて削除しま

す。

everRun MX システムからのエクスポートの失敗から復旧するには

1度に複数のボリュームをエクスポートしようとすると、そのエクスポートは失敗します。

XenConvert を再び実行してエクスポートするボリュームを1つだけ選択し、他のボリュームはす

べて選択解除してください。また、実行する各エクスポートごとに空のフォルダを選択する必要が

あります。

everRun 7.xシステムへのインポートの失敗から復旧するには

Windows ベースのVMにVirtIOドライバがない場合、インポートしたVMはクラッシュします。

XenConvert のエクスポートをもう一度実行する前に、everRunMXシステム上のVMに必ず

VirtIOドライバをインストールしてください。

everRun 7.xシステムの VM で見つからないデータボリュームを復旧するには

インポートの完了後にeverRun 7.xシステムのVMにデータボリュームが表示されない場合、次の

手順に従ってこれらのボリュームを手作業で復元できます。
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l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ボリュー

ム]ページで正しいボリュームを含めます。

l ディスク管理を使用してデータボリュームをオンラインにします。

everRun 7.xシステムの VM で見つからないネットワークデバイスを復旧するには

VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ネットワーク]

ページで正しいネットワークを含めます。

関連トピック

「Avance またはeverRunMXシステムからマイグレーションする」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンの運用を管理する」

Avance システムから OVF ファイルをインポートする

展開の準備としてeverRun 7.xシステムにVMを転送する場合、Avance ユニットからOpen

Virtualization Format (OVF) ファイルをインポートします。(OVF ファイルを使用せずに物理マシン

(PM)または仮想マシン(VM)をeverRun 7.xシステムにマイグレーションするには、「物理マシンまた

は仮想マシンをシステムにマイグレーションする」を参照してください。)

VMファイルをAvance ユニットからインポートするには、まずAvance Management Console (管理コ

ンソール)を使用してOVF およびハードディスクファイルを管理PCにエクスポートし、次にeverRun

可用性コンソールを使用してその管理PCからeverRunシステムにOVF およびハードディスクファイル

をインポートします。

everRun可用性コンソールでVMイメージをインポートする際、インポートウィザードにVMをインポー

トするかリストアするかを選択するオプションが表示されます。VMをインポートすると、一意のハード

ウェアIDが設定されたVMの新しいインスタンスが作成されます。VMをリストア(復元)する場合、同じ

ハードウェアID (SMBIOSUUID、システムシリアル番号、およびVMイメージに指定されている場合は

MACアドレス)が設定された同一のVMが作成されます。これらのIDはゲストオペレーティングシステ

ムやアプリケーションのソフトウェアライセンスに必要となる場合があります。元のVMとの競合を避け

るため、VMのリストアはこれをeverRunシステムに転送した後ソースシステム上での使用を停止する場

合のみに行ってください。
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注意事項: Avance ユニットからのエクスポートを準備する前に、ソースVMをバックアップす

ることを検討してください。
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注:

l CentOS/RHEL 6、Windows 7、Windows Server 2008、またはUbuntu 12.04以降を

実行するVMのみをAvance ユニットからインポートできます。

l Windows Server 2003 VMをeverRunシステムに転送する必要がある場合、

「Windows Server 2003 VMをeverRun 7.xシステムにマイグレーションする」を参

照してください。OVF ファイルからのWindows Server 2003 VMのインポート処理は

サポートされていません。

l Windows ベースのVMの場合、このトピックの説明に従って、Avance ユニットから

VMをエクスポートする前にゲストオペレーティングシステムにVirtIOドライバをイン

ストールする必要があります。VirtIOドライバをインストールしないと、インポートし

たVMがeverRun 7.xシステムでのブート中にクラッシュします。

l LinuxベースのVMの場合、Avance ユニットからVMをエクスポートする前に、

/etc/fstabファイルを編集してデータボリュームのエントリをコメントアウトし、

ブートボリュームのみがマウントされるようにすることを検討してください。Linuxベー

スのVMはeverRunシステム上で異なるデバイス名を使用するので、元のデバイス名の

ボリュームをマウントできない場合、新しいVMがシングルユーザモードでブートされ

ることがあります。インポートプロセスの後、新しいVMで /etc/fstabのエントリ

を正しいデバイス名に戻すことができます。詳細については、「トラブルシューティン

グ」を参照してください。

l UbuntuベースのVMの場合、Avance ユニットからVMをエクスポートする前に

/boot/grub/grub.cfgファイルを編集して gfxmodeパラメータを textに変更

する必要があります(たとえば set gfxmode=text)。これを行わないと、新しい

VMのコンソールがeverRunシステムでハングします。マイグレーションの後、ソース

VMで元の設定を復元できます。

l OVF ファイルのエクスポート中やAvance ユニットでのスナップショットの作成中、

ソースVMをシャットダウンする必要があります。このプロセスのために計画的なメンテ

ナンス期間を設定することを検討してください。

l エクスポートとインポートにかかる時間はソースVMにあるボリュームのサイズと数、お

よびネットワークの帯域幅によって異なります。たとえば、20GBのブートボリューム

が1つあるVMを1Gbネットワークで転送する場合、エクスポートとインポートに約

30分ずつかかります。
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l Avance ユニット上のソースVMとの競合を避けるため、インポートウィザードは新し

いVMにある各ネットワークインタフェースに新しいMACアドレスを自動的に割り当て

ますが、IPアドレスとホスト名は必要に応じて手動で更新する必要があります。

l インポートの処理中にeverRunシステムがプライマリPMからセカンダリPMに切り替

わった場合、そのインポートプロセスは失敗します。これはシステムの継続運用には影

響しませんが、everRunシステムで不完全なVMとその関連ボリュームを削除してか

ら、もう一度インポートを実行する必要があります。

Avance ユニットから OVF ファイルをエクスポートする
Avance ユニットからVMをエクスポートすると、OVF ファイルに含まれるVMの構成と、管理PC

上の選択したボリュームのコピーがエクスポートされます。

Avance ユニットからの VM のエクスポートを準備するには (Windows ベースの VM のみ)

1. Avance Management Console (管理コンソール)を使用してAvance ユニットにログオン

します。

2. [仮想マシン]ページで、エクスポートするVMを選択します。

3. [コンソール]をクリックしてVMのコンソールを開き、Windows ゲストオペレーティング

システムにログオンします。

4. 「Windows ドライブのラベルを管理する」を参照して、すべてのボリュームのラベルが正

しいことを確認します。

5. Windows システム準備ツール(Sysprep) を実行してゲストオペレーティングシステムを

再展開用に準備します。

6. 次の手順に従ってWindows ゲストオペレーティングシステムにVirtIOドライバをインス

トールします。

a. VirtIO.exeドライバインストールユーティリティを、[Downloads (ダウンロー

ド)]ページ(https://www.stratus.com/services-

support/downloads/?tab=everrun) の [Drivers and Tools (ドライバとツー

ル)]セクションからゲストオペレーティングシステムにダウンロードします。

b. インストールユーティリティを右クリックして [管理者として実行]をクリックしま

す。

c. [OK]をクリックしてVirtIOドライバをインストールし、コマンドプロンプトウィン

ドウで進捗状況を監視します。
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d. Windows にゲストオペレーティングシステムを再起動するプロンプトが表示された

ら、[後で再起動する]をクリックします。

注: Windows は、インストールユーティリティが完了する前に再起動のプ

ロンプトを表示します。以下の手順を完了するまではVM を再起動しない

でください。ドライバのインストールが失敗し、インポートしたVMが

everRunシステム上でブートされなくなります。

e. コマンドプロンプトウィンドウにVirtIOドライバのインストールが完了したという

メッセージと、[続行するには、任意のキーを押してください]というプロンプトが表

示されるまで待機します。

f. コマンドプロンプトウィンドウをクリックしてアクティブにしてから、任意のキーを

押し、コマンドプロンプトウィンドウとWinZipウィンドウが閉じるまで待ちます。

g. ゲストオペレーティングシステムを再起動して新しいドライバを読み込みます。

VirtIOドライバをインストールすると、everRunMXシステムからのエクスポートに必要な

XenConvert ユーティリティも同時にインストールされますが、このユーティリティは

Avance ユニットでは使用しません。インポートが正しく完了した後、このトピックの後の

説明に従ってVirtIOドライバおよびXenConvert ユーティリティをアンインストールするこ

ともできます。

Avance ユニットから VM をエクスポートするには

次の手順ではAvance からVMをエクスポートする方法を説明しますが、代わりにスナップショッ

トを作成してエクスポートする方法により、ソースVMのダウンタイムを削減することも可能で

す。スナップショットを作成するには、Avance のオンラインヘルプを参照してください。

1. Avance Management Console (管理コンソール)を使用してAvance ユニットにログオン

します。

2. [仮想マシン]ページで、エクスポートするVMを選択します。

3. VMを選択した状態で [シャットダウン]をクリックしてVMの電源がオフになるまで待ちま

す。

4. [エクスポート]をクリックしてエクスポートウィザードを表示します。

5. 必要なJava™プラグインをWebブラウザに読み込むプロンプトが表示された場合、読み込

みを許可します。
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6. [VM のエクスポート]をクリックします。(スナップショットを作成してある場合は [スナッ

プショットのエクスポート]をクリックします。)

7. [参照]をクリックします。Avance Management Console (管理コンソール)を実行する管

理PC上のエクスポートの場所を選択し、[保存]をクリックします。

8. キャプチャするボリュームを選択するか、[VM 構成のみ]をクリックしてエクスポートファ

イルに各ボリュームの構成の詳細のみを含め、データは含めないように指定します。

9. [エクスポート]をクリックします。

everRun システムに OVF ファイルをインポートする
everRunシステムにVMをインポートすると、管理PC上のOVF エクスポートから、VMの構成お

よび選択した関連ボリュームがインポートされます。

前提条件: インポートプロセスが正しく機能するためには、everRunシステムの両方の

PMがオンラインになっている必要があります。

everRun システムに VM をインポートするには

1. everRun可用性コンソールを使用してeverRunシステムにログオンします。

2. [物理マシン]ページ(「[物理マシン]ページ」を参照)で、両方のPMが「実行中」の状態

にあり、どちらのPMもメンテナンスモードではなく、同期の実行中でもないことを確認し

ます。

3. [仮想マシン]ページ(「[仮想マシン]ページ」を参照)で、[インポート/リストア]をク

リックしてインポートウィザードを開きます。

4. [参照]をクリックします。ファイルブラウザで管理PCからインポートする .ovfファイルを

選択し、[インポート]をクリックします。

5. [インポート]または [リストア]を選択します。インポートを実行すると、一意のハードウェ

アIDが設定されたVMの新しいインスタンスが作成されます。リストアを実行すると、OVF

ファイルに指定されているのと同じハードウェアIDが設定された同一のVMが作成されま

す。

6. プロンプトが表示されたら、[参照]をクリックして、VMに関連付けられている各ボリュー

ムについて含める .vhdファイルを選択します。

7. 次の情報を確認し、必要に応じて編集します。
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n 名前、CPU、メモリ

仮想マシンの名前の変更、vCPUの数の編集、または使用可能な合計メモリの割り当

てを実行できます。

n ストレージ

すべてのボリュームが表示されます。everRunシステム上のボリュームにストレージ

コンテナを割り当てるには、ボリュームの [作成]ボックスを選択します(ブートボ

リュームは必須です)。OVF ファイルからボリュームのデータをインポートするには、

[データの復元]ボックスを選択します。

n ネットワーク

利用可能なすべてのネットワークが表示されます。既存のネットワークを削除した

り、まだ割り当てられていない新しいネットワークを追加することも可能です。少な

くとも1つのネットワークが必要です。

8. everRunシステムでVMを最初に起動する前にその再プロビジョニングが必要な場合、オプ

ションで [インポート後に仮想マシンを自動的に起動]チェックボックスをオフにすることも

できます。

9. [インポート]をクリックして、VMのインポートを開始します。転送が完了したら [完了]を

クリックしてインポートウィザードを閉じます。

注: インポートの処理中、everRun可用性コンソールの [ボリューム]ページにイ

ンポートされたボリュームが順次表示されます。インポートウィンドウに処理が

完了したことが示されるまで、インポートされたボリュームを接続したり削除し

ないでください。そうでない場合、インポートは失敗します。

10. 該当する場合は仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを使用してVMに追加のリソー

スを割り当てます。「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照してくださ

い。

VMの再プロビジョニングが完了したら、[起動]をクリックしてVMをブートします。

11. [コンソール]をクリックしてVMのコンソールを開き、ゲストオペレーティングシステムに

ログオンします。
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12. Windows ベースのVMの場合のみ、VirtIOドライバをサポートされる最新のバージョンに更

新します。手順については、「VirtIOドライバを更新する(Windows ベースのVM)」を参

照してください。

13. 必要に応じてゲストオペレーティングシステムのネットワーク設定を更新します。

新しいVMが正しく機能することを確認した時点でインポートプロセスは完了します。ただし

everRunシステムは、高可用性(HA) またはフォールトトレラント(FT) 運用モードを有効にする

ため、PM間のデータの同期を続行することがあります。

注: データが同期されてVirtIOドライバが稼動するまでの間、新しいVMとその関連ボ

リュームに警告マークが表示される場合があります。

オプションで Avance ユニットのソース VM から VirtIO ドライバをアンインストールするには

(Windows ベースの VM のみ)

新しいVMをeverRunシステムに正しくインポートした後、VirtIOドライバとXenConvert ユー

ティリティをAvance ユニット上にあるWindows ベースのソースVMからアンインストールでき

ます。ただし、このソフトウェアはAvance ユニットの操作や継続運用に干渉しないので、ソフト

ウェアのアンインストールは必須ではありません。

1. Windows ベースのソースVMのコンソールで、VirtIO.exeインストールユーティリティを

見つけます。(VirtIOドライバがある場合、この同じユーティリティを使用してアンインス

トールします。)

2. インストールユーティリティを右クリックして [管理者として実行]をクリックします。

3. [OK]をクリックしてVirtIOドライバをアンインストールし、コマンドプロンプトセッショ

ンで進捗状況を監視します。

4. プロンプトが表示されたら、任意のキーを押してユーティリティを閉じます。再起動する必

要はありません。

トラブルシューティング
エクスポートプロセスやインポートプロセスで発生した問題を解決するには、必要に応じて以下の

情報を参照してください。

Avance ユニットからのエクスポートをキャンセルしたり、エクスポートが失敗した後でクリーン

アップするには

お使いの管理PCで、エクスポートフォルダからすべてのファイルを削除するか、その後で行うエ

クスポート用に新しいフォルダを作成します。
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キャンセルしたインポートや失敗したインポートを everRun システムからクリーンアップするに

は

everRun可用性コンソールで、インポートしたVMおよびその関連ボリュームをすべて削除しま

す。

everRun システムへのインポートの失敗から復旧するには

Windows ベースのVMにVirtIOドライバがない場合、インポートしたVMはクラッシュします。

エクスポートを再び実行する前に、Avance ユニット上のVMに必ずVirtIOドライバをインストー

ルしてください。

新しい VM のコンソールが everRun システムでハングした場合に復旧するには

UbuntuベースのVMでは、インポートプロセスを実行する前に gfxmodeパラメータが正しく設

定されていないと、VMコンソールがeverRun可用性コンソールでハングします(「注意」を参照

してください)。VMコンソールがハングする場合、everRun可用性コンソールでコンソールが開く

までVMを何度か再起動してから、その後の問題発生を回避できるよう gfxmodeパラメータを修

正します。

VMコンソールのトラブルシューティングの詳細については、「仮想マシンコンソールのセッショ

ンを開く」を参照してください。

everRun システムの VM で見つからないデータボリュームを復旧するには

インポートの完了後にeverRunシステムのVMにデータボリュームが表示されない場合、次の手順

に従ってこれらのボリュームを手作業で復元できます。

l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ボリュー

ム]ページで正しいボリュームを含めます。

l Windows ベースのVMではディスク管理を使用してデータボリュームをオンラインにしま

す。

l LinuxベースのVMでは /etc/fstabファイルを編集して、ストレージデバイスを

Avance (/dev/xvda～ /dev/xvdh) からeverRun (/dev/vda～ /dev/vdh) の新

しいデバイス名に更新します。たとえばインポートにボリュームを含めなかった場合、デバ

イス名が一致しなくなることもあります。

everRun システムの VM で見つからないネットワークデバイスを復旧するには

インポートの完了後にeverRunシステムのVMにネットワークデバイスが表示されない場合、次の

手順に従ってこれらのデバイスを手作業で復元できます。
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l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ネット

ワーク]ページで正しいネットワークを含めます。

l LinuxベースのVMの場合、ネットワークスタートアップスクリプトを再構成して、ネット

ワークインタフェースに新しいデバイス名を反映させます。

関連トピック

「Avance またはeverRunMXシステムからマイグレーションする」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンの運用を管理する」

OVF ファイルをインポートする

VMをあるシステムから別の同じシステムに転送する必要がある場合や、作成したイメージを同じシステム

に転送して戻すことにより元のVMを復元または複製する場合、システムからOpen Virtualization

Format (OVF) ファイルをインポートします。(OVF ファイルを使用せずに物理マシン(PM)または仮想マ

シン(VM)をシステムにマイグレーションするには、「物理マシンまたは仮想マシンをシステムにマイグ

レーションする」を参照してください。)

VMは "インポート"または"リストア"することができます。VMをインポートすると、一意のハードウェ

アIDが設定されたVMの新しいインスタンスが作成されます。VMをリストア(復元)する場合、同じハー

ドウェアID (SMBIOSUUID、システムシリアル番号、およびVMイメージに指定されている場合はMAC

アドレス)が設定された同一のVMが作成されます。これらのIDはゲストオペレーティングシステムやア

プリケーションのソフトウェアライセンスに必要となる場合があります。元のVMとの競合を避けるた

め、VMのリストアはこれをeverRunシステムに転送した後ソースシステム上での使用を停止する場合の

みに行ってください。

このトピックでは、OVF ファイルをローカルコンピュータ、USBデバイス、またはNFSエクスポートや

Windows 共有(Samba などCIFS共有とも呼ばれます)などのリモートファイルシステムからインポート

する方法を説明します。既存のVMを同じシステム上に復元してVMを上書きし、これを以前のバック

アップコピーから復旧する場合は、「OVF ファイルから仮想マシンを交換する」を参照してください。

Avance システムまたはeverRunMXシステムからOVF ファイルをインポートする必要がある場合、

「Avance システムからOVF ファイルをインポートする」か、「everRunMXシステムからOVF ファイ

ルをインポートする」を参照してください。
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注:

l VMのインポートは、正常な状態のコピーからVMを作成したりクローンする場合に行い

ます。VMのインポート中、システムによって一意のハードウェアIDとMACアドレス

が割り当てられます。ソースVMとの競合を避けるため、インポートウィザードは新し

いVMにある各ネットワークインタフェースに新しいMACアドレスを自動的に割り当て

ますが、必要に応じてIPアドレスとホスト名を手動で更新しなければなりません。

l インポートできるのは、サポートされるゲストオペレーティングシステムを実行してい

るVMのみです。詳細については、「対応しているゲストオペレーティングシステム」

を参照してください。

l VMを同じシステムにインポートし直してVMを複製する際、VMの名前を変更して、エ

クスポートまたはインポートの処理中にボリュームを複製する必要があります。VMの名

前を変更しなかった場合、ソースVMとの競合を避けるため、インポートウィザードに

よって新しいVMと新しいボリュームの名前が自動的に変更されます。ウィザードはVM

名とボリューム名に数字を追加して、VMに複製が追加されるたびにその数字を増やしま

す(MyVM、MyVM0、MyVM1など)。

l VMのインポートにかかる時間はソースVMにあるボリュームのサイズと数、およびネッ

トワーク帯域幅によって異なります。たとえば、20GBのブートボリュームが1つある

VMを1Gbネットワークで転送するには約30分かかります。

l VMをインポートする際、そこに含めた各ボリュームの元のコンテナサイズは維持されま

せん。たとえば、ソースVMに、40GBのボリュームコンテナに含まれた20GBのブー

トボリュームがある場合、ターゲットのVMは、20GBのボリュームコンテナに含まれ

る20GBのブートボリュームとして構成されます。ターゲットシステムのボリューム

コンテナのサイズは必要に応じて拡張できます。詳細については、「everRunシステム

のボリュームコンテナを拡張する」を参照してください。

l インポートの処理中にシステムがプライマリPMからセカンダリPMに切り替わった場

合、そのプロセスは失敗します。これはシステムの継続運用には影響しませんが、システ

ムで不完全なVMとその関連ボリュームを削除してから、もう一度インポートを実行する

必要があります。

l PMやVMをマイグレーションした後、ネットワークドライバが正しくインストールされ

ないことがあります。この問題が発生した場合は、ドライバを手動でインストールしてく

ださい。詳細については、「トラブルシューティング」を参照してください。
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前提条件:
システムからVMをインポートする前に、ソースシステム上でeverRun可用性コンソールを使

用して、サポートされるネットワーク共有またはUSBデバイス上のOVF および仮想ハード

ディスク(VHD)ファイルにVMをエクスポート(「仮想マシンをエクスポートする」を参照)

するか、VMスナップショットをエクスポート(「スナップショットをエクスポートする」を参

照)します。これらのファイルを管理PCかUSBデバイスにコピーするか、ネットワーク共有を

マウントしてから、ターゲットシステム上のeverRun可用性コンソールを使ってOVF および

VHDファイルをインポートします。

OVF ファイルをインポートするには

1. ターゲットシステム上でeverRun可用性コンソールにログオンします。

2. [仮想マシン]ページ(「[仮想マシン]ページ」を参照)で、[インポート/リストア]をクリックし

てインポートウィザードを開きます。

3. 次のいずれかを選択します。

注: VMware OVF の参照はサポートされていません。

n OVF の参照

[参照]をクリックしてローカルコンピュータ上のOVF を見つけます。

n USB からの OVF の参照

プルダウンメニューからパーティションを選択して [OVF のリスト]をクリックし、プルダ

ウンメニューからファイルを選択します。

n Windows 共有経由のリモート OVF (CIFS/SMB)

OVF はCIFS共有上のフォルダ内にあります。[ユーザ名]と [パスワード]に値を入力しま

す。[レポジトリ]に、「\\マシンの URL\共有名」の形式で値を入力します(例:

\\192.168.1.34\MyOVFsForImport)。次に、[OVF のリスト]をクリックしてリスト

からOVF ファイルを選択します。

n NFS 経由のリモート OVF

OVF はNFS経由でアクセスするリモートシステム上のフォルダ内にあります。[レポジト

リ]に、リモートシステムのURLを「nnn.nnn.nnn.nnn」の形式で入力します(http://
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やhttps://は含めません)。[OVF のリスト]をクリックしてリモートフォルダにあるすべ

てのOVF ファイルのリストを表示します。

4. [インポート]を選択します。(必要な場合はウィンドウを下にスクロールしてください。)インポー

トを実行すると、一意のハードウェアIDが設定されたVMの新しいインスタンスが作成されます。

5. プロンプトが表示されたら、[参照]をクリックして、VMに関連付けられている各ボリュームにつ

いて含める .vhdファイルを選択します。

6. ウィザードに [仮想マシンのインポートの準備]ウィンドウが表示されます。(情報を確認し、必要

に応じて編集します。)

n 名前、CPU、メモリ

VMの名前、vCPUの数、またはVMが利用できる合計メモリが表示されます。必要に応じて

情報を編集します。

n ストレージ

各ボリュームの名前、サイズ、保存先、およびセクターサイズが表示されます。[作成]列

で、システム上のボリューム用にストレージコンテナを割り当てるには、ボリュームのボッ

クスを選択します(ブートボリュームは必須です)。[データの復元]列で、VHDファイルか

らボリュームのデータをインポートする場合はボックスを選択します。

ターゲットeverRunシステムに複数のストレージグループがある場合、各ボリュームを作

成するストレージグループを選択することもできます。インポートしているボリュームのセ

クターサイズがサポートされる保存先グループを必ず選択し(「仮想マシンのストレージを

計画する」を参照)、ソースボリュームに一致するセクターサイズを選択してください(イン

ポートウィザードはボリュームのセクターサイズを変換できません)。ブートボリュームの

セクターサイズは512Bでなければなりません。セクターサイズを4Kまたは512Bに指定

できるのはデータディスクのみです。

n ネットワーク

利用可能なネットワークが表示されます。既存のネットワークを削除したり、まだ割り当て

られていない新しいネットワークを追加することも可能です。選択した各ネットワークに1

つの静的なIPアドレスを指定することもできます。少なくとも1つのネットワークが必要で

す。

7. 初めて起動する前にVMの再プロビジョニングが必要な場合、オプションで [インポート後に仮想マ

シンを自動的に起動]チェックボックスをオフにすることもできます。
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8. [インポート]をクリックして、VMのインポートを開始します。ウィザードに進捗状況が表示され

ます。転送が完了したら [完了]をクリックしてウィザードを閉じます。

注: インポートの処理中、everRun可用性コンソールの [ボリューム]ページにインポー

トされたボリュームが順次表示されます。インポートウィンドウに処理が完了したこと

が示されるまで、インポートされたボリュームを接続したり削除しないでください。そう

でない場合、インポートは失敗します。

9. 該当する場合は仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを使用してVMに追加のリソースを割

り当てます。「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照してください。また、各

ボリュームコンテナにスナップショット用の容量を追加するには、「everRunシステムのボリュー

ムコンテナを拡張する」を参照してください。

VMの再プロビジョニングが完了したら、[起動]をクリックしてVMをブートします。

10. [コンソール]をクリックしてVMのコンソールを開き、ゲストオペレーティングシステムにログオ

ンします。

11. Windows ベースのVMの場合のみ、VirtIOドライバをダウンロードして、サポートされる最新の

バージョンに更新します。手順については、「VirtIOドライバを更新する(Windows ベースの

VM)」を参照してください。(LinuxベースのVMには既に正しいVirtIOドライバがインストールさ

れています。)

注: ドライバを更新した後、ゲストオペレーティングシステムの再起動が必要となる場

合があります。

12. 必要に応じてゲストオペレーティングシステムのネットワーク設定を更新します。

新しいVMが正しく機能することが確認できたら、インポートプロセスは完了します。ただしシステム

は、高可用性(HA) またはフォールトトレラント(FT) 運用を有効にするため、PM間のデータの同期を続

行することがあります。

注: データが同期されてVirtIOドライバが稼動するまでの間、新しいVMとその関連ボリューム

に警告マークが表示される場合があります。

トラブルシューティング
エクスポートプロセスやインポートプロセスで発生した問題を解決するには、必要に応じて以下の

情報を参照してください。

インポートをキャンセルしたり、インポートが失敗した後でクリーンアップするには
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ターゲットシステム上のeverRun可用性コンソールで、インポートしたVMおよびそれに関連する

すべてのボリュームを削除します。

ターゲット VM で見つからないデータボリュームを復旧するには

インポートの完了後にターゲットシステムのVMにデータボリュームが表示されない場合、次の手

順でこれらのボリュームを手作業で復元できます。

l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ボリュー

ム]ページで正しいボリュームを含めます。

l Windows ベースのVMではディスク管理を使用してデータボリュームをオンラインにしま

す。

l LinuxベースのVMの場合、/etc/fstabファイルを編集して、ストレージデバイスに新

しいデバイス名を反映させます。インポートにボリュームを含めなかった場合には、デバイ

ス名が一致しなくなることがあります。

everRun システムの VM で見つからないネットワークデバイスを復旧するには

インポートの完了後にターゲットシステムのVMにネットワークデバイスが表示されない場合、次

の手順でこれらのデバイスを手作業で復元できます。

l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ネット

ワーク]ページで正しいネットワークを含めます。

l LinuxベースのVMの場合、ネットワークスタートアップスクリプトを再構成して、ネット

ワークインタフェースに新しいデバイス名を反映させます。

新しいネットワークドライバを手動でインストールするには

PMやVMをインポートした後、ネットワークドライバが正しくインストールされないことがありま

す(たとえば、[デバイスマネージャー]に警告 付きのドライバが一覧される場合があります)。

この問題が発生した場合は、ドライバを手動でインストールしてください。

1. VMコンソールウィンドウで、ゲストオペレーティングシステムの [デバイスマネー

ジャー]を開きます。

2. [ネットワークアダプタ]を展開して [Red Hat VirtIO Ethernet Adapter]を右クリック

します(ドライバが正しく機能していません)。

3. [ドライバソフトウェアの更新]を選択します。
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4. ポップアップウィンドウで [コンピュータを参照してドライバソフトウェアを検索します]

をクリックします。

5. [コンピュータ上のデバイスドライバの一覧から選択します]をクリックします。

6. [Red Hat VirtIO Ethernet Adapter]を選択します。

7. [次へ]をクリックしてネットワークドライバをインストールします。

ドライバがインストールされたら、everRun可用性コンソールでVMの状態を確認します。状態が

実行中( )であればドライバが正しく機能しています。

関連トピック

「Avance またはeverRunMXシステムからマイグレーションする」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンの運用を管理する」

OVF ファイルから仮想マシンを交換する

Open Virtualization Format (OVF) ファイルから仮想マシン(VM)を交換して、VMを以前のバックアッ

プコピーで上書きすることによりeverRunシステム上のVMを復元(つまり復旧)します。(VMを別のシ

ステムからインポートする場合は、「仮想マシンを作成/マイグレーションする」を参照してください。)

通常の場合、VMをインポートすると、一意のハードウェアIDが設定されたVMの新しいインスタンスが

作成されます。VMをリストア(復元)する場合、SMBIOSUUID、システムシリアル番号、およびVMイ

メージに指定されている場合はMACアドレスがそれぞれ同じ値に設定された、同一のVMが作成されま

す。この情報は、ゲストオペレーティングシステムやアプリケーションのソフトウェアライセンスに必要

となる場合があります。ただし、復元されたVMのハードウェアIDは一意です。everRunシステム上に

同一のVMが既に存在する場合、VMを復元することでVMを置換して前のコピーで上書きできます。

everRunシステム上の既存のVMを復元できるのは、サポートされるネットワーク共有またはUSBデバイ

ス上のOVF および仮想ハードディスク(VHD)ファイルにVMを以前にエクスポートしてある(「仮想マ

シンをエクスポートする」を参照)か、VMスナップショットを既にエクスポートしてある(「スナップ

ショットをエクスポートする」を参照)場合のみです。これらのファイルを管理PCかUSBデバイスにコ

ピーするか、ネットワーク共有をマウントしてから、ターゲットeverRunシステム上のeverRun可用性

コンソールを使って管理PCからOVF およびVHDファイルを復元します。
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注意事項: 上書きと復元を行う前に、everRunシステム上の既存のVMをバックアップするこ

とを検討してください。VMまたは別のスナップショットをエクスポートしてバックアップを作

成する場合、復元対象のOVF およびVHDファイルを上書きしないよう注意してください。
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注:

l VMの復元にかかる時間はソースVMにあるボリュームのサイズと数、およびネットワー

ク帯域幅によって異なります。たとえば、20GBのブートボリュームが1つあるVMを

1Gbネットワークで転送するには約30分かかります。

l 既存のVMを上書きして復元すると、everRunシステムによって既存のVMとそのボ

リュームが削除されますが、VMのスナップショットやこれらのスナップショットが保存

されているボリュームコンテナは削除されません。VMのスナップショットを削除するま

では、これらのボリュームコンテナが引き続きeverRunシステム上のストレージ容量を

使用します(「スナップショットを削除する」を参照)。ストレージ容量が限られる場合

には、復元プロセスを始める前にスナップショットを削除して、復元操作に十分なスト

レージ容量を確保することを検討してください。

l スナップショットの容量を確保するためVMのボリュームコンテナを以前拡張したこと

がある場合、VMを上書きして復元する前に、各ボリュームコンテナのサイズをメモして

おくことをお勧めします。everRunシステムは復元されたVM用に新しいボリュームコ

ンテナを作成するため、以前拡張されたコンテナサイズは維持されません。したがっ

て、復元が完了した後、復元されたVMのボリュームコンテナを手動で拡張する必要が

あります(「everRunシステムのボリュームコンテナを拡張する」を参照してくださ

い)。

l VMの復元処理中にeverRunシステムがプライマリPMからセカンダリPMに切り替

わった場合、その復元プロセスは失敗します。これはシステムの継続運用には影響しませ

んが、everRunシステムで不完全なVMとその関連ボリュームを削除してから、もう一

度復元を実行する必要があります。

l 通常、リストアは過去のバックアップからVMを復旧させるために使用します。VMを復

元すると、システムは全ネットワークインタフェースのハードウェアIDとMACアドレ

スを維持しようとします。

l VMのリストアは、everRun VMの特定インスタンスを指定して復元するために行い、復

元されたVMが、ネットワーク内のすべてのeverRunサーバで実行されるこのVMの唯

一のコピーになる場合のみに実行します。
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前提条件:

l everRunシステムからVMをインポートする前に、ソースeverRunシステム上で

everRun可用性コンソールを使用して、サポートされるネットワーク共有またはUSBデ

バイス上のOVF および仮想ハードディスク(VHD)ファイルにVMをエクスポート(

「仮想マシンをエクスポートする」を参照)するか、VMスナップショットをエクスポー

ト(「スナップショットをエクスポートする」を参照)します。これらのファイルを管理

PCかUSBデバイスにコピーするか、ネットワーク共有をマウントしてから、ターゲッ

トのeverRunシステム上のeverRun可用性コンソールを使ってOVF およびVHDファ

イルをインポートします。

l インポートプロセスが正しく機能するためには、everRunシステムの両方のPMがオン

ラインになっている必要があります。

VM を復元するには

1. ターゲットeverRunシステム上でeverRun可用性コンソールにログオンします。

2. [仮想マシン]ページの上部パネルから、復元するVMを選択します。

3. 下部パネルで [リストア]をクリックします。

4. 次のいずれかを選択します。

n OVF の参照

[参照]をクリックしてローカルコンピュータ上のOVF を見つけます。

n USB からの OVF の参照

プルダウンメニューからパーティションを選択して [OVF のリスト]をクリックし、プルダ

ウンメニューからファイルを選択します。

n Windows 共有経由のリモート OVF (CIFS/SMB)

リストアのソースはCIFS共有上のフォルダ内です。[ユーザ名]、[パスワード]、および [レ

ポジトリ]に値を入力します。[レポジトリ]に、「\\マシンの URL\共有名」の形式で値を

入力します(例: \\192.168.1.34\MyOVFs)。次に、[OVF のリスト]をクリックしてリ

ストからOVF ファイルを選択します。

n NFS 経由のリモート OVF

リストアのソースはNFS経由でアクセスするリモートシステム上のフォルダ内です。[レポ

ジトリ]に、リモートシステムのURLを「nnn.nnn.nnn.nnn」の形式で入力します
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(http://やhttps://は含めません)。次に、[OVF のリスト]をクリックしてリモート

フォルダにあるすべてのOVF ファイルのリストを表示します。インポートまたは復元する

ファイルを選択します。

5. [リストア]を選択します。(必要な場合はウィンドウを下にスクロールしてください。)警告メッ

セージが表示されます。

6. [続行]をクリックして、既存のVMとデータを上書きして操作を続けることを確認します。

注意事項: VMを復元すると、そのすべてのデータと構成詳細が上書きされます。

7. 次の情報を確認し、必要に応じて編集します。

n 名前、CPU、メモリ

VMの名前、vCPUの数、またはVMが利用できる合計メモリが表示されます。必要に応じて

情報を編集します。

n ストレージ

各ボリュームの名前、サイズ、保存先、およびセクターサイズが表示されます。[作成]列

で、everRunシステム上のボリューム用にストレージコンテナを割り当てるには、ボ

リュームのボックスを選択します(ブートボリュームは必須です)。[データの復元]列で、

VHDファイルからボリュームのデータをインポートする場合はボックスを選択します。

ターゲットeverRunシステムに複数のストレージグループがある場合、各ボリュームを作

成するストレージグループを選択することもできます。インポートしているボリュームのセ

クターサイズがサポートされる保存先グループを必ず選択して(「仮想マシンのストレージ

を計画する」を参照)、ソースボリュームに一致するセクターサイズを選択してください(リ

ストアウィザードはボリュームのセクターサイズを変換できません)。ブートボリュームの

セクターサイズは512Bでなければなりません。セクターサイズを4Kまたは512Bに指定

できるのはデータディスクのみです。

n ネットワーク

利用可能なすべてのネットワークが表示されます。既存のネットワークを削除したり、まだ

割り当てられていない新しいネットワークを追加することも可能です。少なくとも1つの

ネットワークが必要です。

8. システムで最初に起動する前にVMの再プロビジョニングが必要な場合、オプションで [復元後に仮

想マシンを自動的に起動]チェックボックスをオフにすることもできます。
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9. [リストア]をクリックして、VMのリストアを開始します。転送が完了したら [完了]をクリックし

てウィザードを閉じます。

注: 復元の処理中、everRun可用性コンソールの [ボリューム]ページに復元されたボ

リュームが順次表示されます。リストアウィンドウに処理が完了したことが示されるま

で、復元したボリュームを接続したり削除しないでください。これを行うと、復元操作が

失敗します。

10. 該当する場合は仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを使用してVMに追加のリソースを割

り当てます。「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照してください。また、各

ボリュームコンテナにスナップショット用の容量を追加するには、「everRunシステムのボリュー

ムコンテナを拡張する」を参照してください。

VMの再プロビジョニングが完了したら、[起動]をクリックしてVMをブートします。

復元したVMが正しく機能することを確認したら、復元プロセスが完了します。ただしeverRunシステム

は、高可用性(HA) またはフォールトトレラント(FT) 運用を有効にするため、PM間のデータの同期を続

行することがあります。

注: データが同期されてVirtIOドライバが稼動するまでの間、復元したVMとその関連ボリュー

ムに警告マークが表示される場合があります。

トラブルシューティング
復元プロセスで発生した問題を解決するには、必要に応じて以下の情報を参照してください。

復元操作をキャンセルしたり、復元が失敗した後でクリーンアップするには

ターゲットシステム上のeverRun可用性コンソールで、復元したVMおよびそれに関連するすべて

のボリュームを削除します。

関連トピック

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンをエクスポートする

システム上の仮想マシン(VM)をエクスポートして、ネットワークにマウントされたフォルダ(つまりディ

レクトリ)またはUSBデバイスにVMのイメージを保存します。everRunシステムからVMをエクスポー
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トすると、VMイメージを別のシステムにインポートしたり、同じeverRunシステムへインポートし直し

て元のVMの復元や複製を行えるようになります。このトピックで説明されている手順でeverRunシステ

ムからVMを直接エクスポートできます。またはスナップショットを作成してエクスポートすることもでき

ます。スナップショットの概要については、「スナップショットを管理する」を参照してください。

VMのエクスポートを準備するには、エクスポートしたVMを環境内に保存するためのUSBデバイスを挿

入するか、ネットワークマウントされたフォルダを作成します。USBデバイスを使用している場合、これ

をプライマリノードに挿入します。フォルダを使用している場合、Windows 共有またはネットワーク

ファイルシステム(NFS) エクスポート用にフォルダを作成します。Windows 共有はCommon Internet

File System (CIFS) 共有とも呼ばれます(たとえばSambaなど)。次に、フォルダまたはUSBデバイス

を、このトピックの説明に従ってeverRunシステムのホストオペレーティングシステムにマウントしま

す。everRun可用性コンソールでエクスポートを開始すると、everRunシステムによってVMが標準の

Open Virtualization Format (OVF) および仮想ハードディスク(VHD)ファイルとして保存されます。
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注:

l ソースVMをエクスポートするにはこれをシャットダウンする必要があるので、このプロ

セスのために計画的なメンテナンス期間を設けることを検討してください(または「ス

ナップショットを作成する」を参照し、後でエクスポートできるようにスナップショット

を作成することを検討します)。

l エクスポートにかかる時間はソースVMにあるボリュームのサイズと数、およびネット

ワーク帯域幅によって異なります。たとえば、20GBのブートディスクが1つあるVM

を1Gbネットワークで転送するには約30分かかります。

l エクスポートした後でVMを引き続き使用する場合には、ターゲットシステムへのイン

ポート時に必ず別のMACアドレスおよびIPアドレスを設定してください。

l エクスポートの処理中にeverRunシステムがプライマリPMからセカンダリPMに切り

替わった場合、そのプロセスは失敗します。この操作はシステムの継続運用に影響するこ

とはありません。ネットワークマウントされたフォルダから部分的にエクスポートされた

ファイルを削除して、もう一度ファイルをエクスポートすることができます。

l エクスポートできるvfat ファイルの最大サイズは4GBです。4GBを超えるサイズの

vfat ファイルをエクスポートしようとすると、操作が失敗します。

l LinuxベースのVMでは、VMを別のシステムにエクスポートするときに /etc/fstab

ファイルを変更する必要はありません。VMをAvance システムからeverRunシステム

にエクスポートする場合、ファイルを編集してデータボリュームのエントリをコメント

アウトし、ブートボリュームだけがマウントされるようにできます。LinuxベースのVM

は別のシステム上で異なるデバイス名を使用する可能性があります。したがって、元のデ

バイス名のボリュームをマウントできない場合に新しいVMがシングルユーザモードで

ブートされることがあります。インポートプロセスの後、新しいVMで /etc/fstab

のエントリを正しいデバイス名に戻すことができます。詳細については、「トラブル

シューティング」を参照してください。

l 古いリリースのUbuntuを実行しているUbuntuベースのVMでは、必要に応じてVM

をエクスポートする前に /boot/grub/grub.cfgファイルを編集して gfxmodeパ

ラメータを textに変更する必要があります(たとえば set gfxmode=text)。これ

を行わないと、新しいVMのコンソールが別のシステムでハングすることがあります。マ

イグレーションの後、ソースVMで元の設定を復元できます。
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前提条件:

l エクスポートを実行する前にVMをシャットダウンする必要があります。

l エクスポートの保存先を準備します。

n USBデバイスを使用している場合、これをプライマリノードに挿入します。シス

テムにUSBデバイスが表示されることを確認します。[物理マシン]ページに移動

します。デバイスを挿入したノードをクリックして、下部パネルで [USB デバイ

ス]タブを選択します。挿入したUSBデバイスがタブに表示されることを確認し

ます。

注: USB 3.0のホストポートにUSB 3.0またはそれ以上のデバイスを

挿入しないでください。システムはUSB 3.0ポートに挿入されたUSB

3.0以上のデバイスをサポートしていません。ただし、USB 2.0のホス

トポートにUSB 3.0またはそれ以上のデバイスを挿入することは可能

です。

n Windows/CIFS共有またはNFSエクスポート用のネットワークマウントフォル

ダを使用している場合、環境内のエクスポートされたVMを保存できる場所にそ

のフォルダを作成します。ファイルの転送が許可されるよう、ネットワークマウ

ントフォルダの完全な読み書き権限を設定するか、Windows/CIFS共有の場合

は、その共有をホストするシステム/ドメインの特定のユーザに読み書きのアクセ

ス許可を割り当てます。NFSエクスポートやCIFS共有のURLまたはパス名、お

よびCIFS共有のユーザ名とパスワードを記録します。これはVMをエクスポート

するときに使用します。

エクスポートするVMを保存するのに十分なストレージがあることを確認します。

また、Windows ベースのVMにはWindows 固有の準備を行う必要があります。

VM のエクスポート準備をするには (Windows ベースの VM)

1. everRun可用性コンソールを使用してeverRunシステムにログオンします。

2. [仮想マシン]ページで、エクスポートするVMを選択します。

3. [コンソール]をクリックしてVMのコンソールを開き、Windows ゲストオペレーティング

システムにログオンします。
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4. 「Windows ドライブのラベルを管理する」を参照して、すべてのボリュームのラベルが正

しいことを確認します。

5. Windows システム準備ツール(Sysprep) を実行してゲストオペレーティングシステムを

再展開用に準備します。

VM をエクスポートするには

1. everRun可用性コンソールを使用してeverRunシステムにログオンします。

2. [仮想マシン]ページで、エクスポートするVMを選択して [シャットダウン]をクリックしま

す。VMがシャットダウンするのを待ちます。「[仮想マシン]ページ」を参照してくださ

い。

3. VMを選択した状態で、[エクスポート]をクリックしてエクスポートウィザードを開きま

す。

4. 次のいずれかを選択します。

注: [マウント]ボタンを使ってロケーションを既にマウントしてある場合(

「USBデバイスまたはネットワークマウントフォルダのマウントとマウント解

除」を参照)、エクスポートウィザードにはマウントされているデバイスのURL

が緑で表示されます。これを変更するには、[変更]ボタンをクリックします。

n Windows 共有経由でデバイスをマウント (CIFS/SMB)

エクスポートの保存先はCIFS共有上のフォルダ内です。[ユーザ名]、[パスワー

ド]、および [レポジトリ]に値を入力します。[レポジトリ]に、「\\マシンの

URL\共有名」の形式で値を入力します(例: \\192.168.1.34\MyExportVMs)。

n NFS 経由でデバイスをマウント

エクスポートの保存先はNFS経由でアクセスするリモートシステム上のフォルダ内で

す。[レポジトリ]の値はリモートシステムのURLで、「nnn.nnn.nnn.nnn」の形

式で入力します(http://やhttps://は含めません)。

n USB をマウント

[USB パーティションリスト]で、プルダウンメニューからパーティションを選択し

ます。
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5. [エクスポートパス: /mnt/ft-export:]で、VMをエクスポートしてそのOVF および

VHDファイルを保存する場所のパスを入力します。たとえば、VMを ocean1という新しい

フォルダにエクスポートするには、ocean1と入力します。

6. [マウント]をクリックします。

マウントに成功した場合、[デバイス URL]の下にレポジトリが表示されて [VM のエクス

ポート]ボタンがアクティブになります。そうでない場合はアラートが表示されます。

7. [エクスポートするブートボリューム]および [エクスポートするデータボリューム]の下

で、含めるボリュームを選択します。(ブートボリュームは必須です。)

8. [VM のエクスポート]をクリックしてVMをエクスポートします。

エクスポートするVMの [サマリ]タブの [エクスポートステータス]で、エクスポート状況を監視できま

す。進捗状況はエクスポート全体および各ボリュームにおける比率(%)で報告されます。プロセスが完了

すると、[エクスポートを正しく完了しました]というステータスに変わります。

エクスポートをキャンセルするには、[エクスポート進捗状況]のパーセント値の横の [キャンセル]をク

リックします。ダイアログボックスが開き、キャンセルを確認するよう求められます。キャンセルするに

は [はい]をクリックします。

everRunシステムは、まずVHDファイル(ボリューム)をエクスポートしてから、OVF ファイルをエクス

ポートします。フォルダにOVF ファイルが表示された段階でプロセスの完了を確認できます。

エクスポートプロセスの後にeverRunシステム上のOVF ファイルやVHDファイルをインポートしたり

復元する場合、「OVF ファイルをインポートする」を参照してください。

デバイスをアンマウントするには、「USBデバイスまたはネットワークマウントフォルダのマウントとマ

ウント解除」を参照してください。

トラブルシューティング
エクスポートプロセスで発生した問題を解決するには、必要に応じて以下の情報を参照してくださ

い。

everRun システムからのエクスポートをキャンセルしたり、エクスポートが失敗した後でクリーン

アップするには

エクスポートフォルダからVMファイルを削除するか、その後で行うエクスポート用に新しいフォ

ルダを作成します。
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関連トピック

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンの運用を管理する」

USB デバイスまたはネットワークマウントフォルダのマウントとマウント解除

USBデバイスまたはネットワークマウントフォルダ(つまりディレクトリ)をマウントおよびマウント解

除するには、[マウント] (または [アンマウント]) ボタンを使用します。これは [仮想マシン]ページまた

は [スナップショット]ページにあります。ロケーションをマウントすると、プライマリノードのマウント

ポイント /mnt/ft-export/で利用可能になります。その後、プライマリノード上でVMまたはス

ナップショットをマウントされたロケーションにエクスポートできます。エクスポートが完了したら、[ア

ンマウント]ボタンを使ってロケーションをアンマウントします。

注:

l USB 3.0のホストポートにUSB 3.0またはそれ以上のデバイスを挿入しないでくださ

い。システムはUSB 3.0ポートに挿入されたUSB 3.0以上のデバイスをサポートしてい

ません。ただし、USB 2.0のホストポートにUSB 3.0またはそれ以上のデバイスを挿入

することは可能です。

l 使用中のロケーションをアンマウントしたりマウントすることはできません。たとえば、

VMのエクスポート処理中にロケーションをアンマウントすることはできません。
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前提条件: マウントロケーションを準備します。

l USBデバイスを使用している場合、これをVMまたはスナップショット用にプライマリ

ノードに接続できます(「USBデバイスを接続または切断する」を参照)。システムに

USBデバイスが表示されることを確認します。[物理マシン]ページに移動してデバイス

を接続したノードをクリックし、下部のパネルで [USB デバイス]タブを選択します。

接続したUSBデバイスがタブに表示されることを確認します。

l Windows/CIFS共有またはNFSエクスポート用のネットワークマウントフォルダを使

用している場合、環境内のエクスポートされたVM またはスナップショットを保存でき

る場所にそのフォルダを作成します。ファイルの転送が許可されるよう、ネットワークマ

ウントフォルダの完全な読み書き権限を設定するか、Windows/CIFS共有の場合は、そ

の共有をホストするシステム/ドメインの特定のユーザに読み書きのアクセス許可を割り

当てます。NFSエクスポートやCIFS共有のURLまたはパス名、およびCIFS共有の

ユーザ名とパスワードを記録します。これはCIFS共有のNFSエクスポートをマウント

するときに使用します。

USB デバイスまたはネットワークマウントフォルダをマウントするには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択するか、[スナップショット]ページでスナップショットを選択

します。

2. 下部パネルで [マウント]ボタンをクリックします。

3. マウントポイント /mnt/ft-export/に次のいずれかを選択します

n Windows 共有経由でデバイスをマウント (CIFS/SMB)

マウントする場所はCIFS共有上のフォルダ内です。[ユーザ名]、[パスワード]、および [レ

ポジトリ]に値を入力します。[レポジトリ]に、「\\マシンの URL\共有名」の形式で値を

入力します(例: \\192.168.1.34\MyMountLocation)。

n NFS 経由でデバイスをマウント

マウントする場所はNFS経由でアクセスするリモートシステム上のフォルダ内です。[レポ

ジトリ]に、リモートシステムのURLを「nnn.nnn.nnn.nnn」の形式で入力します

(http://やhttps://は含めません)。

n USB をマウント

[USB パーティションリスト]で、プルダウンメニューからパーティションを選択します。

4. [マウント]をクリックします。
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ロケーションがプライマリノードにマウントされ、[マウント]ボタンが [アンマウント]に変わります。

USB デバイスまたはネットワークマウントフォルダをアンマウントするには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択するか、[スナップショット]ページでスナップショットを選択

します。

2. 下部パネルで [アンマウント]ボタンをクリックします。

3. [確認]ダイアログボックスが開き、ロケーションのアンマウントを確認するメッセージが表示され

ます。アンマウントするには [はい]をクリックします。

ロケーションがアンマウントされ、[アンマウント]ボタンが [マウント]に変わります。

関連トピック

「仮想マシンをエクスポートする」

「仮想マシンを管理する」

Windows ドライブのラベルを管理する

Windows ベースの仮想マシンにあるボリュームにラベルを付けて、仮想マシンをエクスポートするかその

スナップショットを作成する前に、仮想マシンが正しくマッピングされていることを確認します。

注意事項: (エクスポートまたはスナップショットの準備のため) Sysprepを実行する前に、各

ボリュームに識別可能な一意のラベルが付いていることを確認します。この手順を実行するには

管理者の権限が必要です。

コマンドプロンプトからラベルを設定するには、次を入力します。

C:\>label C:c-drive

すべてのボリュームラベルを一覧して確認するには、diskpartユーティリティを使用します。

C:\> diskpart

DISKPART> list volume

...

DISKPART> exit

仮想マシンをインポートした後、ディスクマネージャーを使ってドライブ名を割り当て直します。エクス

ポートまたはスナップショットを実行する前にラベルを付けることで、ドライブの識別が容易になります。
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Windows システムにおけるドライブ文字の再割り当て手順については、Microsoft サポートWebサイト

を検索してください。

関連トピック

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

Windows ベースの仮想マシンを構成する

Windows ベースの仮想マシンをインストールした後、以下を参照して稼動時に必要となる追加のリソース

とソフトウェアを構成します。

l 「VirtIOドライバを更新する(Windows ベースのVM)」

l 「ディスクを作成して初期化する(Windows ベースのVM)」

l 「アプリケーションをインストールする(Windows ベースのVM)」

VMスナップショットを作成する予定がある場合(「スナップショットを管理する」を参照)、次で説明さ

れているようにQEMUゲストエージェントをインストールしてボリュームシャドウコピーサービス

(VSS) を構成することを検討してください。

l 「アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲストエージェントをイ

ンストールする(Windows ベースのVM)」

また、以下の設定も構成する必要があります。

l ゲストオペレーティングシステムのタイムゾーンを、everRun可用性コンソールの [日付と時刻]

の基本設定ページに構成されているタイムゾーンに対応するよう変更します(「日付と時刻を構成す

る」を参照)。これを行わないと、VMの再起動やマイグレーションを実行するたびにVMのタイム

ゾーンが変更されます。VMとeverRunシステムの両方で、ネットワークタイムプロトコル

(NTP) を使用することを推奨します。

l ゲストオペレーティングシステムが省エネルギー状態になるのを防ぐため、休止機能を無効にしま

す(これはデフォルトで有効になっている場合があります)。

l ゲストオペレーティングシステムの電源ボタンのアクションを、ゲストを"休止"する代わりに"

シャットダウン"するように構成して、everRun可用性コンソールのVMの [シャットダウン]ボタ

ンが正しく機能するようにします(「仮想マシンをシャットダウンする」を参照してください)。

l システムがクラッシュしたときにクラッシュダンプファイルが生成されるようにゲストオペレー

ティングシステムを構成します。Microsoft の記事「How to generate a complete crash dump
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file or a kernel crash dump file by using an NMI on a Windows-based system (Windows ベー

スのシステムでNMIを使用して、完全クラッシュダンプファイルまたはカーネルクラッシュダン

プファイルを生成する方法)」(記事 ID: 927069) の指示に従います。「詳細」セクションの手順を

実行します。

関連トピック

「仮想マシンを管理する」

VirtIO ドライバを更新する (Windows ベースの VM)

VMが正常に稼働するように、Windows ベースの仮想マシン(VM)のRed Hat VirtIOドライバをサポート

される最新バージョンに更新します。たとえば、システムソフトウェアをアップグレード(「everRunソ

フトウェアをアップグレードする」)した後や、P2Vクライアントを使ってVMまたは物理マシン(PM)を

everRunシステムにマイグレーション(「物理マシンまたは仮想マシンをシステムにマイグレーションす

る」)した後に、VirtIOドライバを更新します。

注:

l 操作を正しく行うには、次の手順に従って everRun サポートページからVirtIOドライ

バをダウンロードしてください。このサポートページには、everRunソフトウェアで動

作が確認済みのバージョンのVirtIOドライバを含むVirtIO ISOファイルが用意されてい

ます。

l 場合によっては、ドライバ更新の後にゲストオペレーティングシステムの再起動を求め

られることがあります。その場合にはゲストオペレーティングシステムを再起動しま

す。

Windows ベースの仮想マシンで VirtIO ドライバを更新するには

1. [Downloads (ダウンロード)]ページ(https://www.stratus.com/services-

support/downloads/?tab=everrun) からVirtIOの ISOファイルをダウンロードします。

a. [Downloads (ダウンロード)]ページで everRunをクリックし(まだ表示されていない場

合)、次に適切なバージョンを選択します。

b. [Drivers and Tools (ドライバとツール)]にスクロールして、さらに [everRun VirtIO

Driver Update (everRun VirtIO ドライバの更新)]までスクロールします。

c. 適切なファイルのリンクをクリックします。
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必ずお使いのeverRunシステムのバージョンに一致するVirtIO ISOファイルをダウンロードして

ください。

2. ISOイメージの整合性を検証する場合、関連する fcivチェックサムファイルもダウンロードし、

さらにMicrosoft サポートWebサイトからMicrosoft File Checksum Integrity Verifier (FCIV) 実

行可能ファイルをダウンロードしてください。ダウンロードしたISOファイルが保存されている

ディレクトリに、両方のファイルを保存します。

コマンドプロンプトを開きます。ISO、実行可能ファイル、および検証ファイルを含むディレクト

リから、次のようなコマンドを入力してISOイメージを検証します。

fciv –v –xml virtio-win-n.n.nn.xml

コマンドが成功した場合(つまり「All files verified successfully (すべてのファイ

ルが正しく確認されました)」というメッセージが返された場合)、次の手順に進みます。コマンドが

失敗した場合はもう一度ダウンロードを行います。

3. everRun可用性コンソールを開いてVirtIO ISOファイルのVCDを作成し、VCDをWindows ベー

スのVMに挿入します(「仮想CDを作成する」および「仮想CDを挿入する」を参照してくださ

い)。

4. VMコンソールウィンドウで、ゲストオペレーティングシステムの [デバイスマネージャー]を開

きます。

デバイスマネージャーを開く方法はゲストオペレーティングシステムのバージョンによって異なり

ます。たとえば、コントロールパネルを開いて [デバイスマネージャー]を選択するのも1つの方

法です。あるいは検索ウィンドウを開いて「デバイスマネージャー」と入力することもできます。

5. [ネットワークアダプタ]を展開して [Red Hat VirtIO Ethernet Adapter]を見つけます。VM

内のネットワークインタフェースの数によっては、複数のアダプタが存在する場合もあります。

Red Hat VirtIO Ethernet Adapterが存在しない場合、VirtIOドライバがインストールされて

いません。[その他のデバイス]を展開して不明の [イーサネットコントローラ]デバイスを見つけ

ます。このデバイス用にドライバを更新します。

a. [Red Hat VirtIO Ethernet Adapter] (または [イーサネットコントローラ]) を右クリッ

クして、[ドライバソフトウェアの更新]を選択します。[コンピュータを参照してドライバ

ソフトウェアを検索します]をクリックし、ゲストオペレーティングシステムのVirtIOイー

サネットドライバ(netkvm) の場所を指定して、ドライバの更新を完了します。(たとえ

ば、Windows Server 2012 R2ゲストのドライバを更新するには、VirtIO VCD上の

NetKVM\2k12R2\amd64\netkvm.infファイルを選択します。)
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b. その他の各Red Hat VirtIO Ethernet Adapter (またはイーサネットコントローラ) デバ

イスについて、ドライバの更新を繰り返します。

6. [ストレージコントローラ]を展開して [Red Hat VirtIO SCSI controller]が存在することを確

認します。VM内のボリュームの数によっては、複数のコントローラが存在する場合もあります。

Red Hat VirtIO SCSI controllerが存在しない場合、VirtIOドライバがインストールされていま

せん。不明のSCSI コントローラを見つけて、このデバイス用にドライバを更新します。

a. [Red Hat VirtIO SCSI]コントローラ(または [SCSI コントローラ]) を右クリックして、

[ドライバソフトウェアの更新]を選択します。[コンピュータを参照してドライバーソフト

ウェアを検索します]をクリックし、ゲストオペレーティングシステムのVirtIO SCSIドラ

イバ(viostor) の場所を指定して、ドライバの更新を完了します。(たとえば、Windows

Server 2012 R2ゲストのドライバを更新するには、VirtIO VCD上の

viostor\2k12R2\amd64\viostor.infファイルを指定します。)

b. 追加の各Red Hat VirtIO (またはSCSI コントローラ) デバイスについてドライバの更新を

繰り返します。

注意事項: デバイス名はRed Hat VirtIO SCSIコントローラですが、vioscsiで

はなく(存在する場合)、viostorというラベルのストレージドライバーファイル

を選択する必要があります。vioscsiドライバをインストールするとVMがクラッ

シュする場合があります。

7. 「アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲストエージェントをイ

ンストールする(Windows ベースのVM)」にあるように、QEMUゲストエージェントを使用する

予定の場合はゲストエージェントに関連付けられているVirtIOシリアルドライバも更新します。そ

うでない場合は次のステップに進みます。

[システムデバイス]を展開してVirtIO シリアルドライバを見つけます。VirtIO シリアルドライ

バが存在しない場合、[その他のデバイス]を展開して不明のPCI シンプル通信コントローラデバ

イスを見つけます。このデバイス用にドライバを更新します。

a. VirtIO Serial Driverを右クリックして [ドライバソフトウェアの更新]を選択します。

b. [コンピュータを参照してドライバーソフトウェアを検索します]をクリックし、ゲストオペ

レーティングシステムのVirtIOシリアルドライバ(vioser) の場所を指定して、ドライバの

更新を完了します。(たとえば、Windows Server 2012 R2ゲストのドライバを更新するに

は、VirtIO VCD上のvioserial\2k12R2\amd64\vioser.infファイルを指定します。)
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8. 必要に応じてゲストオペレーティングシステムを再起動し、更新されたドライバを読み込みます。

関連トピック

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

ディスクを作成して初期化する (Windows ベースの VM)

ディスクを作成して初期化し、Windows ベースの仮想マシンでボリュームにパーティションできるよう準

備します。

Windows ベースの仮想マシンでディスクを作成して初期化するには

1. everRun可用性コンソールで、everRunシステムのストレージグループ内に新しいボリュームを

作成します。詳細については、「仮想マシンのボリュームを作成する」を参照してください。

2. Windows ゲストオペレーティングシステムで、ディスク管理または類似したユーティリティを開

きます。

3. 新しく追加したディスクを初期化します。(これを自動で行うプロンプトが表示されることもありま

す。)

4. ディスクをダイナミックディスクに変換します。

5. ディスク上に1つ以上のシンプルボリュームを作成します。

6. Windows ゲストオペレーティングシステムを再起動します。

詳しい手順はWindows のマニュアルを参照してください。

注: everRunソフトウェアは既に物理レベルでデータのミラーリングを行っているため、

Windows ゲストオペレーティングシステムにおけるボリュームの冗長性は必要ありません。

関連トピック

「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」
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アプリケーションをインストールする (Windows ベースの VM)

Windows ベースの仮想マシンにアプリケーションをインストールするには、次のいずれかを実行します。

l ゲストオペレーティングシステムに、インストールプログラムを実行可能ファイルまたはISOファ

イルとしてダウンロードします。

l インストールプログラムを含むネットワークドライブをマウントします。

l インストールプログラムを含む仮想CD (VCD) を作成して挿入します。「仮想CDを管理する」を

参照してください。

関連トピック

「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するため QEMUゲストエージェン
トをインストールする (Windows ベースの VM)

アプリケーション整合性のある仮想マシン(VM)スナップショットを作成したい場合、Windows ベースの

ゲストオペレーティングシステムにQuick EMUlator (QEMU)ゲストエージェントをインストールしま

す。everRunスナップショットの概要については、「スナップショットを管理する」を参照してくださ

い。

通常の場合、アプリケーションはその稼働中にトランザクション処理、ファイルの開閉、メモリへの情報保

存などさまざまな操作を行います。アプリケーションがまだ稼働している状態でVMスナップショットを作

成すると、停電の後でシステムを再起動するのと類似した状況が発生します。今日ではほとんどのファイル

システムがそのような停電から復旧できるように設計されていますが、特に大量のトランザクションを処理

するアプリケーションの実行中などは、復旧処理の間に一部のデータが壊れたり失われる可能性もありま

す。そのような場合にアプリケーションの準備をせずにスナップショットを作成すると、"クラッシュ整合

性"のあるスナップショット、つまりクラッシュや停電の後に作成したかのようなスナップショットが作成

されます。

Microsoft Windows に用意されているボリュームシャドウコピーサービス(VSS) を利用すると、ファイ

ルシステムおよびアプリケーションに対して、スナップショットやバックアップの作成中に一時的に操作

を"休止"、つまりフリーズする必要があることを通知できます。お使いのアプリケーションでVSSがサ

ポートされている場合には、everRunソフトウェアからQEMUゲストエージェントおよびVSSを経由し
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て、everRunシステム上のスナップショットの作成中にアプリケーションを休止するよう通知を送り、ス

ナップショットのアプリケーション整合性を確保することが可能です。

注意事項: QEMUゲストエージェントをインストールする前に、アプリケーションのベンダー

に連絡し、Microsoft VSSがサポートされるかどうか、およびVSSの操作をサポートするため

に追加の構成手順が必要かどうかを確認してください。アプリケーション整合性のあるスナップ

ショットを作成するには、アプリケーションでVSSがサポートされていて、QEMUゲストエー

ジェントが正しくインストールされ実行されている必要があります。

注:

l デフォルトでは、QEMUゲストエージェントをインストールして、Microsoft VSSから

シグナルを受信した場合に休止するようアプリケーションを明示的に構成しない限り、す

べてのスナップショットがクラッシュ整合性を持つと見なされます。

l QEMUゲストエージェントをインストールする際、場合によってはVMの再起動が必要

です。VMが使用中の場合には、この手順のためにメンテナンス期間を設定してくださ

い。

QEMUゲストエージェントをインストールするには

1. everRun可用性コンソールを使用してeverRunシステムにログオンします。

2. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

3. [コンソール]をクリックしてWindows ゲストオペレーティングシステムにログオンします。

4. QEMUゲストエージェントインストーラをお使いのシステムに転送するには、次のいずれかを実行

します。

n Webブラウザを開いて、インストーラを [Downloads (ダウンロード)]ページ

(https://www.stratus.com/services-support/downloads/?tab=everrun) の [Drivers

and Tools (ドライバとツール)]セクションからダウンロードします。

n インストーラが保存されたローカルネットワーク共有をマウントし、これをお使いのシステ

ムにコピーするか、共有から実行できるように準備します。

5. インストーラのアイコンをダブルクリックして起動します。QEMUゲストエージェントのセット

アップウィザードが表示されます。
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6. ライセンス情報を読みます。問題がなければ [ライセンス条項および使用条件に同意する]をクリッ

クします。

7. [インストール]をクリックして、ソフトウェアのインストールを開始します。

8. Windows にドライバソフトウェアの発行元を確認できないというメッセージが表示された場合、

[インストール]をクリックしてソフトウェアのインストールを続行します。

9. ゲストオペレーティングシステムを再起動するプロンプトが表示されたら、[再起動]をクリックし

ます。

Windows が再起動されると、ドライバソフトウェアがインストールされたというメッセージが表示

されます。

10. ゲストオペレーティングシステムを再起動するプロンプトが再び表示されたら、[再起動]をクリッ

クします。

QEMUゲストエージェントが正しくインストールされて実行されていることを確認するには

[サービス]を開きます。たとえば、[スタート]、[ファイル名を指定して実行]の順にクリックし、

services.mscと入力して [実行]をクリックします。以下のサービスが存在していて実行中であることを

確認します。

l QEMUゲストエージェント(常に実行)

l QEMUゲストエージェントVSSプロバイダ(休止中のみ実行されることもあります)

[デバイスマネージャー]を開きます。たとえば、[スタート]、[コントロールパネル]、[ハードウェ

ア]、[デバイスマネージャー]の順にクリックします。次のドライバがインストールされていて、実行中

であることを確認します。

l VirtIO Serial Driver ([システムデバイス]の下)

関連トピック

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

Linux ベースの仮想マシンを構成する

Linuxベースの仮想マシンをインストールした後、次を参照して稼動時に必要となる追加のリソースとソフ

トウェアを構成します。
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l 「ディスクを作成して初期化する(LinuxベースのVM)」

l 「アプリケーションをインストールする(LinuxベースのVM)」

VMスナップショットを作成する予定がある場合(「スナップショットを管理する」を参照)、次で説明さ

れているようにQEMUゲストエージェントをインストールすることを検討してください。

l 「アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲストエージェントをイ

ンストールする(LinuxベースのVM)」

また、以下の設定も構成する必要があります。

l ゲストオペレーティングシステムが省エネルギー状態になるのを防ぐため、休止機能を無効にしま

す(これはデフォルトで有効になっている場合があります)。

l ゲストオペレーティングシステムの電源ボタンのアクションを、ゲストを"休止"にする代わりに"

シャットダウン"するように構成して、everRun可用性コンソールのVMの [シャットダウン]ボタ

ンが正しく機能するようにします。最小サーババージョンのUbuntu Linuxの場合、オプション

で acpidパッケージをインストールして [シャットダウン]ボタンを有効にします。「仮想マシン

をシャットダウンする」を参照してください。

l kexec-toolsパッケージをインストールして、システムがクラッシュしたときにクラッシュダ

ンプファイルが生成されるようにゲストオペレーティングシステムを構成します。

l Ubuntu Linuxゲストオペレーティングシステムの場合、VMコンソールがeverRun可用性コン

ソールでハングする問題を避けるため、/boot/grub/grub.cfgファイルを編集して

gfxmodeパラメータを textに変更します(例: set gfxmode=text)。VMコンソールがハ

ングしてパラメータを設定できない場合、「仮想マシンコンソールのセッションを開く」のトラブ

ルシューティング情報を参照し、問題を解決してください。

これらの設定の詳細については、お使いのLinuxのマニュアルを参照してください。

関連トピック

「仮想マシンを管理する」

ディスクを作成して初期化する (Linuxベースの VM)

ディスクを作成して初期化し、Linuxベースの仮想マシンでデータを保存できるようにします。

Linux ベースの仮想マシンでディスクを作成して初期化するには

1. everRun可用性コンソールで、ストレージグループ内に新しいボリュームを作成します。詳細につ

いては、「仮想マシンのボリュームを作成する」を参照してください。
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2. Linuxベースの仮想マシンでは、必要に応じてボリューム管理ツールを使用するか、適切なファイル

を編集して、ボリュームを初期化してマウントします。詳しい手順はLinuxのマニュアルを参照し

てください。

Linuxベースの仮想マシンのディスクデバイス名は /dev/vda～ /dev/vdhです。標準の /dev/sda

～ /dev/sdhではありません。everRun仮想ディスクボリュームはゲストオペレーティングシステム

に表示され、物理ディスクであるかのように使用されます。

関連トピック

「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

アプリケーションをインストールする (Linuxベースの VM)

Linuxベースの仮想マシンにアプリケーションをインストールするには、次のいずれかを実行します。

l ゲストオペレーティングシステムに、インストールパッケージを実行可能ファイルまたはISOファ

イルとしてダウンロードします。

l インストールパッケージを含むネットワークドライブをマウントします。

l インストールパッケージを含む仮想CD (VCD) を作成して挿入します。「仮想CDを管理する」を

参照してください。

関連トピック

「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するため QEMUゲストエージェン
トをインストールする (Linuxベースの VM)

アプリケーション整合性のある仮想マシン(VM)スナップショットを作成したい場合、Linuxベースのゲス

トオペレーティングシステムにQuick EMUlator (QEMU)ゲストエージェントをインストールします。

everRunスナップショットの概要については、「スナップショットを管理する」を参照してください。
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通常の場合、アプリケーションはその稼働中にトランザクション処理、ファイルの開閉、メモリへの情報保

存などさまざまな操作を行います。アプリケーションがまだ稼働している状態でVMスナップショットを作

成すると、停電の後でシステムを再起動するのと類似した状況が発生します。今日ではほとんどのファイル

システムがそのような停電から復旧できるように設計されていますが、特に大量のトランザクションを処理

するアプリケーションの場合などは、復旧処理の間に一部のデータが壊れたり失われる可能性もあります。

そのような場合にアプリケーションの準備をせずにスナップショットを作成すると、"クラッシュ整合性"

のあるスナップショット、つまり停電後に作成したかのようなスナップショットが作成されることになりま

す。

お使いのアプリケーションでQEMUシグナルがサポートされている場合、everRunソフトウェアでは

QEMUゲストエージェントを経由してアプリケーションにシグナルを送り、everRunシステム上のスナッ

プショットの作成中に、アプリケーションが確実に"休止"、つまりフリーズするように通知して、スナッ

プショットのアプリケーション整合性を確保することが可能です。

大半のLinuxディストリビューションにはQEMUゲストエージェントが(通常は qemu-guest-agent

パッケージとして)付属しています。QEMUゲストエージェントのインストールと構成の詳細について

は、お使いのLinuxディストリビューションのマニュアルを参照してください。

注意事項: QEMUゲストエージェントをインストールする前に、アプリケーションのベンダー

に連絡し、QEMUシグナルがサポートされるかどうか、およびアプリケーションを休止するた

めに追加の構成手順が必要かどうかを確認してください。アプリケーション整合性のあるスナッ

プショットを作成するには、アプリケーションでQEMUシグナルがサポートされていて、

QEMUゲストエージェントが正しくインストールされ実行されている必要があります。

注:

l デフォルトでは、QEMUゲストエージェントをインストールして、everRunソフトウェ

アからシグナルを受信した場合に休止するようアプリケーションを構成しない限り、すべ

てのスナップショットがクラッシュ整合性を持つと見なされます。

l QEMUゲストエージェントをインストールする際、場合によってはVMの再起動が必要

です。VMが使用中の場合には、このインストール処理のためにメンテナンス期間を設定

してください。
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関連トピック

「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンの運用を管理する

仮想マシンの運用を管理する方法は次を参照してください。

l 「仮想マシンを起動する」

l 「仮想マシンをシャットダウンする」

l 「仮想マシンの電源をオフにする」

l 「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

l 「仮想マシンの名前を変更する」

l 「仮想マシンを削除する」

構成とトラブルシューティングの詳細については、「高度なトピック(仮想マシン)」を参照してくださ

い。

仮想マシンを起動する

仮想マシン(VM)を起動してVMのゲストオペレーティングシステムをブートします。everRunシステム

のブート時にVMの起動モードを構成することもできます。

仮想マシンを起動するには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. 下部のパネルで [起動]をクリックします。

システムブート時の仮想マシンの起動モードを構成するには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. 下部のパネルで [ブート]タブをクリックします。

3. [自動起動モード]に次のいずれかを選択します。

n 最終—VMをシステムがシャットダウンされたときの状態に戻します。VMが稼働していた

場合、システムのブート時にVMが再起動されます。VMが停止していた場合はシステムの

ブート時にVMは起動されません。
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n オン—システムのブート時にVMを起動します。

n オフ—システムのブート時にVMを起動しません。

4. [保存]をクリックします。

関連トピック

「仮想マシンをシャットダウンする」

「仮想マシンの電源をオフにする」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンをシャットダウンする

仮想マシン(VM)をシャットダウンして、ゲストオペレーティングシステムの正常なシャットダウンを開

始します。

注: VMのシャットダウンにはゲストオペレーティングシステムのコマンドを使用できます。

一部のゲストOSではeverRun可用性コンソールを使用したVMのシャットダウンが許可され

ています(または許可されるよう構成できます)。

everRun可用性コンソールを使ってVMをシャットダウンする操作は、物理マシンの電源ボタンを押す場

合と似ており、通常はオペレーティングシステムが正常にシャットダウンされます。場合によっては、ゲ

ストオペレーティングシステムでこの機能を有効に設定する必要があります。例:

l すべてのゲストで、電源ボリュームのアクションが、ゲストオペレーティングシステムの休止では

なくシャットダウンを実行するように設定されていることを確認します。everRun可用性コンソー

ルで、休止するように設定されているゲストの [シャットダウン]をクリックすると、そのVMは

「停止中」のままの状態になり、正しくシャットダウンされません。

l ゲストによっては、ユーザがオペレーティングシステムにログオンしていないと、電源ボタンを

使ってシステムをシャットダウンすることができません。その場合、セキュリティ設定を更新し

て、ログインセッションがない場合でも電源ボタンを有効にできることがあります。

l Ubuntuの最小サーババージョンの一部には、電源ボタンを有効にする acpidパッケージがデ

フォルトのインストールに含まれていません。このパッケージを手動でインストールして電源ボタ

ンを有効にするには、次のコマンドを使用できます(またはゲストオペレーティングシステムのマ

ニュアルを参照してください)。

sudo apt-get install acpid
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デスクトップを実行しているUbuntuのバージョンの場合、everRun可用性コンソールの [シャッ

トダウン]ボタンを押すとVMのUbuntuデスクトップに中断、スリーブ、シャットダウンの3つの

アイコンのいずれかを選択するようプロンプトが表示されます。Ubuntu VMがデスクトッププロン

プトなしでシャットダウンできるようにするには、powerbtnファイルを変更する必要がありま

す。

powerbtn ファイルを変更するには

a. VMで /etc/acpi/events/powerbtnファイルを編集します。

b. 次のラインをコメントアウトします。

event=button[ /]power

action=/etc/acpi/powerbtn.sh

c. 次のラインを追加します。

event=button/power (PWR.||PBTN)

action==/sbin/poweroff

d. 次のコマンドを実行して acpidを再起動します。

systemctl restart acpid

[シャットダウン]ボタンがeverRun可用性コンソールで機能するようにシステム電源ボタンの動作を構成

する方法は、ゲストオペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。

everRun 可用性コンソールで VM をシャットダウンするには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. 下部のパネルで [シャットダウン]をクリックします。

シャットダウンを確認するための警告メッセージが表示されます。シャットダウンする場合は [は

い]を、シャットダウンを中断する場合は [いいえ]をクリックします。

VMが応答しない場合、仮想マシンを電源オフにして、ゲストオペレーティングシステムを正常にシャッ

トダウンせずにVMを停止することもできます。

関連トピック

「仮想マシンを起動する」

「仮想マシンの電源をオフにする」

「仮想マシンの運用を管理する」
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仮想マシンの電源をオフにする

ゲストオペレーティングシステムの正常なシャットダウンを行わずに仮想マシン(VM)を停止するには、

仮想マシンを電源オフにします。

注意事項: [電源オフ]コマンドは、[シャットダウン]コマンドやゲストオペレーティングシス

テムのコマンドが失敗した場合のみに使用してください。VMを電源オフにする操作は、電源

コードをコンセントから引き抜く場合と似ており、データ損失の原因となる可能性があります。

仮想マシンの電源をオフにするには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. 下部のパネルで [電源オフ]をクリックします。

関連トピック

「仮想マシンを起動する」

「仮想マシンをシャットダウンする」

「仮想マシンの運用を管理する」

「高度なトピック(仮想マシン)」

仮想マシンコンソールのセッションを開く

仮想マシン(VM)コンソールセッションを開いて、VMで実行中のゲストオペレーティングシステムのコ

ンソールを表示します。

次に示すのはeverRun可用性コンソールでVMコンソールセッションを開く手順ですが、リモートデス

クトップアプリケーションを使用することもできます。

VM コンソールセッションを開くには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. VMが稼動状態にあることを確認します。

3. 下部のパネルで [コンソール] ( ) をクリックします。
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注:
一部のブラウザでは、セキュリティ設定のため、セッションを初めて開く場合は特に、コ

ンソールセッションが開かないことがあります。コンソールセッションをブロックする

ためにブラウザが使用する方法、したがってユーザがコンソールセッションを開くため

に必要な操作は、ブラウザによって異なります。一部のブラウザでは、セキュリティ

メッセージがいくつか表示されるので、これらのメッセージをクリックする必要がありま

す。その他のブラウザでは、アドレスバーが赤くなるだけでメッセージは表示されず、

その場合はアドレスをクリックして操作を続行する必要があります。

たとえば、(1) アドレスバーに [Certificate error (証明書エラー)]が表示されたらア

ドレスをクリックし、(2) [The website cannot display the page (Web サイトは

ページを表示できません)]と表示されたページで [More information (詳細情報)]を

クリックしてから、(3) [This site is not secure (このサイトは安全ではありません)]

と表示されたページで [Go on to the webpage (not recommended) (Web ペー

ジに移動 (非推奨))]をクリックします。

通常の場合、これらのセキュリティメッセージはコンソールセッションを初めて開くと

きにのみ表示され、それ以降のセッションでは表示されません。ただし、セキュリティ例

外を追加して、セキュリティメッセージを表示せずにコンソールを開く操作を許可する

こともできます(お使いのブラウザの設定ページまたは「セキュアな接続を構成する」を

参照してください)。

VMコンソールセッションを開いた後、ブラウザウィンドウとVMコンソールセッションのサイズを変更

できます。キーボードショートカットを使用することもできます。

ブラウザウィンドウと VM セッションのサイズを変更するには

1. 上記の手順を参照してVMコンソールセッションを開きます。

ウィンドウの左端にアイコンが表示されます。アイコンが表示されない場合、ウィンドウの

左端にあるタブ内の矢印をクリックしてください。

2. ブラウザウィンドウを全画面表示にするには、全画面のアイコン( )をクリックします。

全画面で表示されているときに全画面のアイコン( )をもう一度クリックすると、ブラウ

ザが小さいウィンドウに戻ります。

3. ブラウザ内のVMセッションのサイズを変更するには、設定アイコン( )をクリックして

[拡大縮小モード]を選択します(現在のモードをクリックすると、その他の設定を含むプル
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ダウンメニューが表示されます)。

n リモートサイズ変更 (デフォルト)—ゲストOSの解像度を変更するとVMセッション

のサイズが変わります。

n ローカル拡大縮小—VMセッションのサイズは、元の幅と高さの比率で全画面に収ま

るよう自動的に変更されます。

キーボードショートカットを使用するには

1. 上記の手順を参照してVMコンソールセッションを開きます。

2. ウィンドウの左端にあるAアイコン( )をクリックして、キーボードショートカットの選

択アイコンを表示します。

3. 次のアイコンが表示されます。

n —Ctrlキーの機能を使用する場合に選択します。

n —Altキーの機能を使用する場合に選択します。

n — Tabキーの機能を使用する場合に選択します。

n — Escキーの機能を使用する場合に選択します。

n —Ctrl+Alt+Deleteキーの機能を使用する場合に選択します。

トラブルシューティング
VM コンソールウィンドウが開かない場合に問題を解決するには

6900から6999まで(両者を含む)のポートを開くように、ネットワーク管理者に依頼してくださ

い。

VM コンソールウィンドウが空白の場合に問題を解決するには

VMに電源が入っていて、ブート中でないことを確認します。また、コンソールウィンドウをク

リックして任意のキーを押し、スクリーンセーバーを無効にします。

複数の VM コンソールウィンドウが表示されていて、その動作が不安定な場合に問題を解決するに

は

すべてのコンソールウィンドウを閉じてから、コンソールウィンドウを1つだけ開きます。

VM コンソールウィンドウが everRun システムでハングする問題を解決するには

UbuntuベースのVMでは、gfxmodeパラメータが正しく設定されていないとVMコンソールが

everRun可用性コンソールでハングします。ゲストオペレーティングシステムで、
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/boot/grub/grub.cfgファイルを編集して gfxmodeパラメータを textに変更します

(例: set gfxmode=text)。

コンソールがハングしてパラメータを設定できない場合、次を行います。

1. everRun可用性コンソールでVMを再起動します。

2. GRUBメニューで eを押して、grubコマンドを編集します。

3. 次の画面の gfxmode行で、$linux_gfx_modeを textに変更して次のようにしま

す。

gfxmode text

4. Ctrl-xまたは F10を押してゲストオペレーティングシステムをブートします。

5. リブートした後も設定が維持されるように更新するには、/boot/grub/grub.cfgファ

イルを編集して gfxmodeパラメータを textに変更します。行が次のようになります。

set gfxmode=text

6. /boot/grub/grub.cfgファイルを保存します。

コンソール画面が判読不能な場合に Linux ベースの VM でターミナルタイプを変更するには

デフォルトでは、LinuxオペレーティングシステムはeverRun可用性コンソールでVMコンソール

の基盤である vnctermプログラムでは正しくサポートされない vt100-navに TERM変数を設定

します。コマンドライン以外の方法を利用すると、画面が判読不能になります。この問題を解決す

るには、次の手順に従いLinuxゲストオペレーティングシステムのターミナルのタイプを変更しま

す。

1. ゲストオペレーティングシステムの inittabファイルを開きます。

2. 以下の行で、行の末尾にある -navを削除して、vt100-navを vt100に変更します。更新

後の行は次のようになります。
# Run gettys in standard runlevels co:2345:respawn:/sbin/agetty xvc0

9600 vt100

3. inittabファイルを保存します。

関連トピック

「仮想マシンを起動する」

「仮想マシンをシャットダウンする」

「仮想マシンの運用を管理する」
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仮想マシンの名前を変更する

[仮想マシン]ページに表示される仮想マシン(VM)の名前を変更します。

VMで実行されるゲストオペレーティングシステムのホスト名を変更する必要がある場合は、ゲストオペ

レーティングシステムのツールを使用します。

前提条件: VMの名前を変更するには、VMをシャットダウンする必要があります。

仮想マシンの名前を変更するには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. [シャットダウン]をクリックしてVMがシャットダウンするまで待ちます。

3. VMの名前をダブルクリックします。

4. 新しい名前を入力して Enterキーを押します。

関連トピック

「仮想マシンを削除する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンを削除する

everRunシステムから仮想マシン(VM)を永久に削除して、オプションでその関連ボリュームも削除する

には、仮想マシンの削除を行います。

注:

l VMを削除しても、そのVMに関連付けられているすべてのスナップショットと、それ

が保存されているボリュームコンテナは、everRunシステム上に残ります。VMのス

ナップショットとその関連ボリュームスナップショットをすべて削除するには、「ス

ナップショットを削除する」を参照してください。

l ボリュームコンテナからすべてのボリュームとボリュームスナップショットの内容を削

除すると、システムによってそのコンテナが自動的に削除され、ストレージグループの

容量が解放されます。
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前提条件: VMを正しく削除するには、everRunシステムの両方のPMがオンラインでなければ

なりません。everRun可用性コンソールの [物理マシン]ページで、両方のPMが「実行中」の

状態にあり、どちらのPMもメンテナンスモードではなく、同期も行われていないことを確認

します。

仮想マシンを削除するには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. 下部のパネルで [シャットダウン]をクリックします。

3. VMが停止したら、[削除]をクリックします。

4. [仮想マシンの削除]ダイアログボックスで、削除するボリュームの横のチェックボックスをオンに

します。ボリュームをアーカイブとして保存する場合や別のVMへの接続用に保存する場合は、こ

のチェックボックスをオフにします。

注意事項: 削除の対象として正しいVMとボリュームを選択してください。[VM の削除]

をクリックすると、これらの項目は永久に削除されます。

5. VMおよび選択した任意のボリュームを永久に削除するには、[VM の削除]をクリックします。

関連トピック

「仮想マシンの名前を変更する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンのリソースを管理する

仮想マシンのリソースを管理して、既存の仮想マシンのvCPU、メモリ、ストレージ、またはネットワーク

リソースを再構成します。

仮想マシンのリソースを再構成するには、仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを使用します。説

明は次を参照してください。

l 「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」

仮想マシンのボリュームを再構成するには、タスクに応じて以下のトピックを参照してください。

l 「仮想マシンのボリュームを作成する」

l 「仮想マシンにボリュームを接続する」
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l 「仮想マシンからボリュームを切断する」

l 「仮想マシンからボリュームを削除する」

l 「everRunシステムのボリュームコンテナを拡張する」

l 「everRunシステム上のボリュームを拡張する」

仮想マシンのリソースを復旧し、新しいボリュームや仮想CD用に容量を解放するには、次を参照してくだ

さい。

l 「仮想マシンのリソースを復旧する」

仮想マシンのコンポーネントを有効化や無効化するには、次を参照してください。

l 「VMコンポーネントを有効化/無効化する」

仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする

仮想マシン(VM)を再プロビジョニングして、その仮想CPU (vCPU)、メモリ、ストレージ、またはネッ

トワークのリソースの割り当てを変更します。

[仮想マシン]ページの下部パネルで [構成]をクリックして、仮想マシンの再プロビジョニングウィザー

ドを起動します。ウィザードにVMのリソース再割り当てのプロセスが順を追って表示されます。

前提条件:

l 「仮想マシンのリソースを計画する」のリストを参照し、VMへのvCPU、メモリ、スト

レージ、およびネットワークのリソースの割り当てに関する前提条件と考慮事項を確認し

ます。ストレージリソースの詳細については、「仮想マシンのストレージを計画する」

を参照してください。

l VMを再プロビジョニングするには、そのVMをシャットダウンする必要があります。

仮想マシンを再プロビジョニングするには

1. [仮想マシン]ページを開きます(「[仮想マシン]ページ」を参照してください)。

2. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。

3. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを表示しま

す。
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4. [名前、説明および保護]ページで、次を行います。

a. VMにeverRun可用性コンソールで表示される [名前]を入力し、オプションで [説明]を入

力します。

b. VMで使用する保護のレベルを選択します。

o フォールトトレラント (FT)

o 高可用性 (HA)

これらの保護レベルの詳細については、「新しい仮想マシンを作成する」と、「運用モー

ド」を参照してください。

c. [次へ]をクリックします。

5. [vCPU とメモリ]ページで次を行います。

a. VMに割り当てる vCPUの数とメモリの容量を指定します。詳細については、「仮想マシン

のvCPUを計画する」および「仮想マシンのメモリを計画する」を参照してください。

b. [次へ]をクリックします。

6. [ボリューム]ページで、次を行えます。

注:

n VMブートボリュームは変更できません。変更できるのはデータボリュームだけ

です。ただし、ブートボリュームを切断することは可能です。

n ボリュームコンテナを拡張するには、「everRunシステムのボリュームコンテ

ナを拡張する」を参照してください。

n [ブートボリューム]をクリックして、ブートボリュームを切断します。

注意事項: ブートボリュームを切断すると、VMがブート不可能になります。

ブートボリュームを切断するとVMがブート不可能になることを知らせるメッセージが表示

されます。ブートボリュームの切断を取り消すには、[切断を元に戻す]をクリックします。

n ボリュームをVMから切断し、後日使用できるように維持しておくには、[切断]をクリック

します。

n ボリュームをeverRunシステムから完全に削除するには、[削除]をクリックします。
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n プルダウンメニューが表示される場合、メニューから未接続のボリュームを選択し、[接続]

をクリックします。

あるいは、該当する場合は [新しいボリュームの追加]をクリックして新しいデータボリュー

ムを作成します。(ボタンが表示されない場合、ウィザードページの一番下までスクロールし

ます。)

未接続のボリュームや新しいボリュームの場合、ボリュームのパラメータを指定します。

a. ボリュームの [名前]を入力します。

b. ボリュームの [コンテナサイズ]と [ボリュームサイズ]をギガバイト(GB) 単位で入

力します。コンテナサイズは、スナップショットを保存する追加の容量を含む、ボ

リュームの合計サイズです。ボリュームサイズは、コンテナのうち、ゲストオペレー

ティングシステムで利用できる部分です。ストレージ割り当ての詳細については、

「ボリュームコンテナのサイズを決定する」および「仮想マシンのストレージを計画

する」を参照してください。

c. ボリュームの [ストレージグループ]を選択し、該当する場合は [セクターサイズ]を

選択します。

必ずボリュームのセクターサイズがサポートされるストレージグループを選択してく

ださい(「仮想マシンのストレージを計画する」を参照)。ブートボリュームのセク

ターサイズは512Bでなければなりません。セクターサイズを4Kまたは512Bに指

定できるのはデータディスクのみです。

d. 該当する場合、[接続]をクリックしてボリュームをVMに接続します。

続行するには [次へ]をクリックします。

7. [ネットワーク]ページで、このVMに接続する各共有ネットワークのチェックボックスをオンにし

ます。

接続する各共有ネットワークについて、オプションで次を指定することもできます。

n カスタムのMACアドレスを設定する(詳細は、「仮想マシンに特定のMACアドレスを割り

当てる」を参照してください)

n [状態]を [有効]または [無効]に設定して、選択したネットワークへのトラフィックを許可

したりブロックする

詳細については、「仮想マシンのネットワークを計画する」を参照してください。続行するには

[次へ]をクリックします。
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8. [構成サマリ]ページで次を行います。

注意事項: 削除対象としてマークされているボリュームが正しいことを確認します。[完

了]をクリックすると、削除対象としてマークされたディスクのデータは永久に失われま

す。

a. 構成サマリの内容を確認します。変更が必要な場合、[戻る]をクリックします。

b. VMのプロビジョニング構成を受け入れるには、[完了]をクリックします。

9. [起動]をクリックして、VMを再起動します。

10. Windows ベースのVMで、割り当て済み仮想CPUの数を1から nに変更したり nから1に変更し

た場合、再プロビジョニングの完了時にVMを再起動した後で、VMをもう一度シャットダウンして

再起動する必要があります。これにより、VMが対称型マルチプロセッシング(SMP) のために正し

く再構成されます。このVMは、再起動されるまで異常な動作を示し、使用不可になります。

関連トピック

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「仮想マシンを管理する」

仮想マシンのボリュームを作成する

ボリュームを作成して、新しい空白のボリュームを仮想マシン(VM)に接続します。(未接続の既存のボ

リュームを接続することもできます。詳細については、「仮想マシンにボリュームを接続する」を参照し

てください。)

前提条件: VMにボリュームを作成する前に、そのVMをシャットダウンする必要があります。

VM に新しいボリュームを作成するには

1. [仮想マシン]ページを開きます(「[仮想マシン]ページ」を参照してください)。

2. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。

3. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを表示しま

す。
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4. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[ボリューム]ページに進みます。(必要な場合、

「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照し、追加のVMリソースを構成しま

す。)

5. [ボリューム]ページで、[新しいボリュームの追加]をクリックします。(ボタンが表示されない場

合、ウィザードページの一番下までスクロールします。)

6. [作成予定]の下で、次のいずれかを実行します。

a. everRun可用性コンソールに表示されるボリュームの [名前]を入力します。

b. 作成するボリュームの [コンテナサイズ]と [ボリュームサイズ]をギガバイト(GB) 単位で

入力します。コンテナサイズは、スナップショットを保存する追加の容量を含む、ボリュー

ムの合計サイズです。ボリュームサイズは、コンテナのうち、ゲストオペレーティングシス

テムで利用できる部分です。ストレージ割り当ての詳細については、「ボリュームコンテナ

のサイズを決定する」および「仮想マシンのストレージを計画する」を参照してください。

c. ディスクイメージのフォーマットを次から選択します。

n RAW—rawディスクフォーマット

n QCOW2—QEMU Copy OnWrite (QCOW2)フォーマット、スナップショットをサ

ポートします

("QCOW2"のリファレンス情報については、「重要な考慮事項」を参照してくださ

い。)

d. ボリュームを作成する [ストレージグループ]を選択し、該当する場合は [セクターサイズ]

を選択します。

作成するボリュームのセクターサイズがサポートされるストレージグループを必ず選択して

ください(「仮想マシンのストレージを計画する」を参照)。ブートボリュームのセクターサ

イズは512Bでなければなりません。セクターサイズを4Kまたは512Bに指定できるのは

データディスクのみです。

7. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[構成サマリ]ページに進みます。構成の変更内容

を確認します。

8. [完了]をクリックして、ボリュームを作成します。

9. VMを起動して、ゲストオペレーティングシステムで使用するボリュームを準備します。次を参照

してください。
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n 「ディスクを作成して初期化する(Windows ベースのVM)」

n 「ディスクを作成して初期化する(LinuxベースのVM)」

関連トピック

「仮想マシンからボリュームを切断する」

「仮想マシンからボリュームを削除する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「仮想マシンを管理する」

仮想マシンにボリュームを接続する

ボリュームを接続して、未使用のボリュームを仮想マシンに接続します。

注: 既にブートボリュームを持つVMにブートボリュームを接続しようとすると、新しく追加

したボリュームはデータボリュームとして接続されます。この方法でボリュームを接続して、

ブート問題の診断や、別のVMのブートボリュームにあるデータ破損を診断することもできま

す。ゲストオペレーティングシステムのツールを使ってこの問題を解決した後、ボリュームを

切断し、元のVMに再び接続します。

前提条件: 仮想マシンにボリュームを接続するには、その前に仮想マシンをシャットダウンする

必要があります。

仮想マシンにボリュームを接続するには

1. 他の仮想マシンで使用されているボリュームを接続することはできません。[ボリューム]ページを

開いてボリュームを見つけ、[用途]列の値が [なし]であることを確認します。

2. [仮想マシン]ページを開きます(「[仮想マシン]ページ」を参照してください)。

3. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。

4. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを表示しま

す。

5. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[ボリューム]ページに進みます。(必要な場合、

「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照し、追加のVMリソースを構成しま

す。)
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6. [ボリューム]ページで、[新しいボリュームの追加]ボタンの横のプルダウンメニューを見つけま

す。プルダウンメニューから未接続のボリュームを選択し、[接続]をクリックします。

(プルダウンメニューが表示されない場合、ウィザードページの一番下までスクロールします。プル

ダウンメニューが表示されるのは、everRunシステムに未接続のボリュームがある場合のみで

す。)

7. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[構成サマリ]ページに進みます。構成の変更内容

を確認します。

8. [完了]をクリックして、選択したボリュームを接続します。

関連トピック

「仮想マシンのボリュームを作成する」

「仮想マシンからボリュームを切断する」

「仮想マシンからボリュームを削除する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「仮想マシンを管理する」

仮想マシンからボリュームを切断する

仮想マシンからボリュームを切断して、後日使用のために保持したり、別の仮想マシンに接続することがで

きます。手順については、「仮想マシンにボリュームを接続する」を参照してください。)(ボリュームを

everRunシステムから永久に削除することもできます。詳細については、「仮想マシンからボリュームを

削除する」を参照してください。)

270/563ページ



仮想マシンからボリュームを切断する

注:

l VMからボリュームを切断すると、ボリュームとそのボリュームコンテナの両方が、VM

とは個別に存在するようになります。したがって、VMを削除した後でもこれらの項目は

システムに残ります。

l ボリュームを削除する際に、そのボリュームコンテナも削除してストレージグループの

容量を解放するには、ボリュームコンテナに保存されているすべてのスナップショット

も削除する必要があります。そうでない場合、ボリュームコンテナはシステムから削除

されません。詳細については、「仮想マシンからボリュームを削除する」を参照してく

ださい。

l VMからブートボリュームを切断すると、そのVMがブート不可になりますが、ブート

ボリュームを切断してブートの問題やボリューム内のデータ破損についての診断を行う場

合もあります。ブートボリュームを一時的に別のVMにデータボリュームとして接続す

ることができます。詳細については、「仮想マシンにボリュームを接続する」を参照し

てください。ゲストオペレーティングシステムのツールを使ってこの問題を解決した

後、ボリュームを切断し、元のVMに再び接続します。

前提条件: 仮想マシンからボリュームを切断するには、その前に仮想マシンをシャットダウンす

る必要があります。

仮想マシンからボリュームを切断するには

1. [仮想マシン]ページを開きます(「[仮想マシン]ページ」を参照してください)。

2. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。

3. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを表示しま

す。

4. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[ボリューム]ページに進みます。(必要な場合、

「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照し、追加のVMリソースを構成しま

す。)

5. [ボリューム]ページで、切断するボリュームを見つけます。(ボリュームが表示されない場合、ウィ

ザードページを下にスクロールします。)

6. ボリューム名の横の [切断]をクリックしてボリュームを切断の対象としてマークします。
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注意事項: 正しいボリュームをマークする必要があります。現在使用中のボリュームは

マークしないでください。

7. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[構成サマリ]ページに進みます。構成の変更内容

を確認します。

8. [完了]をクリックして、選択したボリュームを切断します。

関連トピック

「仮想マシンにボリュームを接続する」

「仮想マシンからボリュームを削除する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「仮想マシンを管理する」

仮想マシンからボリュームを削除する

仮想マシン(VM)のボリュームを削除して、ボリュームをeverRunシステムから永久に削除します。(VM

からボリュームを切断して後日使用できるよう残しておくこともできます。詳細については、「仮想マシ

ンからボリュームを切断する」を参照してください。)

注:

l ボリュームを削除する際に、そのボリュームコンテナも削除してストレージグループの

容量を解放するには、そのボリュームコンテナに保存されているすべてのボリュームス

ナップショットも削除する必要があります。そうでない場合、コンテナはシステムから

削除されません。VMのスナップショットとその関連ボリュームスナップショットをす

べて削除するには、「スナップショットを削除する」を参照してください。

l ボリュームコンテナからすべてのボリュームとボリュームスナップショットの内容を削

除すると、システムによってそのコンテナが自動的に削除され、ストレージグループの

容量が解放されます。

前提条件: 仮想マシンに接続されているボリュームを削除するには、その前に仮想マシンを

シャットダウンする必要があります。

仮想マシンに接続されているボリュームを削除するには
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仮想マシンからボリュームを削除する

1. [仮想マシン]ページを開きます(「[仮想マシン]ページ」を参照してください)。

2. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。

3. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを表

示します。

4. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[ボリューム]ページに進みます。(必要な

場合、「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照し、追加のVMリソース

を構成します。)

5. [ボリューム]ページで、削除するボリュームを見つけます。(ボリュームが表示されない場

合、ウィザードページを下にスクロールします。)

6. ボリューム名の横の [削除]をクリックしてボリュームを削除の対象としてマークします。

注意事項: 正しいボリュームをマークする必要があります。現在使用中のボリュー

ムはマークしないでください。

7. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[構成サマリ]ページに進みます。構成の変

更内容を確認します。

8. [完了]をクリックして、選択したボリュームを永久に削除します。

未接続のボリュームを削除するには

注意事項: ボリュームを削除する前に、他の管理者がそのボリュームを必要としていない

ことを確認します。

1. [ボリューム]ページで次を行います。

2. 未接続のボリュームを選択します。([用途]列の値が [なし]の場合のみ、[削除]ボタンが表

示されます。)

3. [削除]をクリックします。
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関連トピック

「仮想マシンからボリュームを切断する」

「仮想マシンにボリュームを接続する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「仮想マシンを管理する」

everRun システムのボリュームの名前を変更する

everRunシステム上のボリュームの名前を変更します。ボリューム名は [ボリューム]ページに表示されま

す。

仮想マシンで実行されるゲストオペレーティングシステムにあるディスクまたはボリュームの名前を変更

する必要がある場合は、ゲストオペレーティングシステムのツールを使用します。

everRun システム上のボリュームの名前を変更するには

1. [ボリューム]ページでボリュームを見つけます。

2. ボリュームの名前をダブルクリックします。

3. 新しい名前を指定して Enterキーを押します。

関連トピック

「仮想マシンのボリュームを作成する」

「仮想マシンからボリュームを切断する」

「仮想マシンからボリュームを削除する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「仮想マシンを管理する」

everRun システムのボリュームコンテナを拡張する

仮想マシン(VM)のボリュームコンテナを拡張して、スナップショットやゲストオペレーティングシステ

ムボリューム用の追加の容量をコンテナに割り当てます。(ボリュームコンテナの、ゲストオペレーティ

ングシステムで利用可能な部分を拡張するには、「everRunシステム上のボリュームを拡張する」を参照

してください。)
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everRunシステムのボリュームコンテナを拡張する

ボリュームコンテナは拡張できますが、サイズを小さくすることはできません。次の手順に従ってボ

リュームコンテナを拡張します。この手順はVMが稼動していても停止していても同じです。ボリューム

コンテナに割り当てるストレージの容量を推定するには、「ボリュームコンテナのサイズを決定する」を

参照してください。

前提条件: everRunシステムの両方のPMがオンラインになっていることを確認します。そうで

ない場合、システムがVMを正しく拡張できません。

ボリュームコンテナを拡張するには

1. [物理マシン]ページ(「[物理マシン]ページ」を参照)で、両方のPMが「実行中」の状態にあ

り、どちらのPMもメンテナンスモードではなく、同期の実行中でもないことを確認します。

2. [ボリューム]ページで(「[ボリューム]ページ」を参照)、拡張するボリュームを選択します。

3. 下部パネルで [コンテナ]タブをクリックし、[コンテナの拡張]を選択します。

4. [追加するサイズ]の横に、ボリュームコンテナに追加するストレージ容量をギガバイト(GB) 単位

で入力します。値を入力すると、この操作の実行後に得られる [拡張後のコンテナサイズ]を示すダ

イアログボックスが表示されます。

注: [追加するサイズ]に入力する値には注意してください。ボリュームコンテナを一度

拡張すると、その後でサイズの変更を取り消したり、サイズを小さくすることはできませ

ん。ボリュームのサイズは拡張することしかできません。

5. [コンテナの拡張]をクリックして変更を確定し、コンテナを拡張します。ダイアログボックスに拡

張処理の進捗状況が表示されます。操作が完了すると、このダイアログボックスは自動的に閉じま

す。

関連トピック

「everRunシステム上のボリュームを拡張する」

「仮想マシンのボリュームを作成する」

「仮想マシンからボリュームを切断する」

「仮想マシンからボリュームを削除する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「仮想マシンを管理する」
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everRun システム上のボリュームを拡張する

仮想マシン(VM)ボリュームを拡張して、プログラムやデータ用の追加の容量をゲストオペレーティング

システムに割り当てます。VMボリュームを拡張する前に、ボリュームの拡張とスナップショットの保存を

行うのに十分な容量をボリュームコンテナ上に確保するため、ボリュームコンテナの拡張が必要となる場

合もあります。手順については、「everRunシステムのボリュームコンテナを拡張する」を参照してくだ

さい。

ボリュームは拡張できますが、サイズを小さくすることはできません。VMが停止している場合のみ、次の

手順に従ってボリュームを拡張します。

前提条件:

l VMを含むボリュームを拡張する場合、その前にVMをシャットダウンする必要がありま

す。

l everRunシステムの両方のPMがオンラインになっていることを確認します。そうでな

い場合、システムはボリュームを正しく拡張できません。

ボリュームを拡張するには

1. 該当する場合、ボリュームのボリュームコンテナを拡張します。手順については、「everRunシス

テムのボリュームコンテナを拡張する」を参照してください。ボリュームコンテナには、少なくと

もそのボリュームに追加する容量と同じ空き容量が必要です。スナップショットを作成する場合、

さらに追加の容量が必要となります。

2. [仮想マシン]ページで(「[仮想マシン]ページ」を参照)、拡張するボリュームを含むVMを選択し

ます。VMが停止していることを確認します。

3. 下部パネルで [ボリューム]タブをクリックして、拡張するボリュームを選択します。[アクション]

列で、[ボリュームの拡張]をクリックします。

4. [追加するサイズ]の横に、ボリュームに追加するストレージ容量をギガバイト(GB) 単位で入力し

ます。値を入力すると、この操作の実行後に得られる [拡張後のボリュームサイズ]を示すダイアロ

グボックスが表示されます。

注: [追加するサイズ]に入力する値には注意してください。ボリュームは一度拡張する

と、その後でサイズ変更を取り消したり、サイズを小さくすることはできません。ボ

リュームのサイズは拡張することしかできません。

276/563ページ



仮想マシンのリソースを復旧する

5. [ボリュームの拡張]をクリックして変更を確定し、ボリュームを拡張します。ダイアログボックス

に拡張処理の進捗状況が表示されます。操作が完了すると、このダイアログボックスは自動的に閉

じます。

関連トピック

「everRunシステムのボリュームコンテナを拡張する」

「仮想マシンのボリュームを作成する」

「仮想マシンからボリュームを切断する」

「仮想マシンからボリュームを削除する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「仮想マシンを管理する」

仮想マシンのリソースを復旧する

ストレージ容量を節約するため、不要になったVMリソースは削除してください。また、ボリュームや

VCDの作成など、特定のタスクに必要な容量が不足している場合には、ストレージ容量を直ちに復旧しな

ければならないことがあります。

ストレージ容量を復旧するには、次のトピックを参照して未使用のリソースを削除します。

l 「仮想マシンを削除する」

l 「仮想マシンからボリュームを削除する」

l 「仮想CDを削除する」

また、使用しなくなったスナップショットをVMから削除して、既存のボリューム上で新しいスナップ

ショット用の容量を解放することもできますが、この方法では新しいボリュームやVCD用のストレージ容

量は復旧できません。

l 「スナップショットを削除する」

関連トピック

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「仮想マシンを管理する」
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VMコンポーネントを有効化/無効化する

everRun可用性コンソールを使用して、それぞれのノードにある仮想マシン(VM)の特定のコンポーネン

トを有効化や無効化することができます。ボリュームやネットワークをnode1またはnode0、あるいはそ

の両方で有効にしたり無効にすることが可能です。VMのインスタンスをnode1またはnode0のどちらか

で有効化/無効化することもできます。

注:
1. 両方のノードで同時に同じコンポーネントを有効化(または無効化)することはできませ

ん。

2. VMの両方のインスタンスを無効にすることはできません。

3. 両方のノードでVMボリュームを有効にする場合の順序は last-in, first-out (LIFO) に

従わなければなりません。たとえば、node0でボリュームを無効にしてから同じボ

リュームをnode1で無効にした後、このボリュームを有効にするには、まずnode1で

有効にしてからnode0で有効にする必要があります。

仮想マシンのコンポーネントを有効化/無効化するには

1. [仮想マシン]ページを開きます(「[仮想マシン]ページ」を参照してください)。

2. VMを選択してから下部パネルで [サポート]タブをクリックします。

3. [サポート]タブの下で有効化/無効化するコンポーネントを見つけます。対象となるのはボリュー

ム、ネットワーク、またはVM インスタンスです。

4. 有効化/無効化する特定のボリューム、ネットワーク、またはVMインスタンスの行で、[node0 の

有効化]または [node1 の有効化]を選択するか、[node0 の無効化]または [node1 の無効化]

を選択します。

5. [確認]ダイアログボックスが開き、変更を確認するよう求められます。[はい]をクリックしてコン

ポーネントを有効化/無効化します。

関連トピック

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンを管理する」

仮想 CD を管理する

仮想CD (VCD) を作成および管理して、ISO形式のソフトウェアインストールメディアをeverRunシス

テム上の仮想マシンで使用できるようにします。
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仮想CDを作成する

VCDは、読み取り専用のISOイメージファイルで、everRunシステムのストレージデバイス上にありま

す。(everRun可用性コンソールの)仮想 CD の作成ウィザードを使用して、既存のISOファイルをアップ

ロードします。詳細については、「仮想CDを作成する」を参照してください。

VCDを作成すると、そこからブートしてWindows やLinuxゲストオペレーティングシステムをインス

トールしたり、ブート可能な復旧VCDからVMを起動することができます。稼働中のVMにVCDを挿入

してソフトウェアアプリケーションをインストールすることもできます。

注意事項: 稼働中のフォールトトレラント(FT) VMにVCDを挿入すると、障害が発生した場合

にeverRunソフトウェアがVMを別の物理マシンにマイグレーションすることができなくなり

ます。フォールトトレラント運用を復元するには、VCDの使用が完了した時点で直ちにVCD

をアンマウントし、取り外してください。

VCDの管理については、次を参照してください。

l 「仮想CDを作成する」

l 「仮想CDを挿入する」

l 「仮想CDを取り出す」

l 「仮想CDからブートする」

l 「仮想CDの名前を変更する」

l 「仮想CDを削除する」

管理者またはプラットフォームマネージャーのロールが割り当てられているユーザは、VCDのすべてのタ

スクを実行できます。VM マネージャーのロールを割り当てられているユーザは、VCDの名前変更を除く

すべてのVCDタスクを実行できます。(これらのロールの割り当ての詳細については、「ローカルユーザ

アカウントを管理する」を参照してください。)

仮想 CD を作成する

仮想CD (VCD) を作成して、ソフトウェアインストールメディアをeverRunシステム上の仮想マシン

(VM)で使用できるようにします。

VCDを作成するには、仮想 CD の作成ウィザードを使用してISOファイルをeverRunシステム上のスト

レージデバイスにアップロードまたはコピーします。すると、そのVCDからブートして(「仮想CDから

ブートする」を参照)ゲストオペレーティングシステムをインストールしたり、ブート可能な復旧VCDか

らVMを起動できるようになります。稼働中のVMにVCDを挿入して(「仮想CDを挿入する」を参照)

ソフトウェアアプリケーションをインストールすることもできます。

279/563ページ



everRunユーザガイド

注:

1. 各VCDは、それが保存されるストレージグループ内のディスク領域を使用します。定期

的に使用するVCDを除いて、不要になったVCDは削除してください。

2. インストール用にブート可能なVCDを作成する場合、これは単一のCDまたはDVDで

なければなりません。複数のCDまたはDVDはサポートされていません。

VCD を作成するには

1. 必要に応じて、VCDを作成するすべての物理メディアのISOファイルを作成します。

2. everRun可用性コンソールで [仮想 CD]ページを開きます。

3. [VCD の作成]をクリックして仮想 CD の作成ウィザードを開きます。

4. ウィザードで、VCD用に十分な空き容量のあるストレージグループを選択します。

5. VCDの名前を入力します。

6. 次からVCDのソースを1つ選択します。

n [ISO ファイルのアップロード]は、everRun可用性コンソールを実行しているシステムか

らファイルをアップロードします。[参照]をクリックしてシステム上のISOファイルを選択

し、[開く]をクリックします。

n [ネットワークソースから CD ISO をコピーする]は、ファイルをWeb URLからコピーし

ます。ISOファイルのURLを指定します。

7. [完了]をクリックして、アップロードするか、指定のソースからISOファイルをコピーします。

仮想 CD の作成ウィザードにアップロードの進捗状況が表示されます。

VCDのステータスは、[仮想 CD]ページの [状態]列で確認できます。

l 同期中のアイコン( )は、VCDがまだ作成中であることを示します。

l 破損のアイコン( )は、VCDの作成に失敗したことを示します。VCDを削除してから、作成を再

試行してください。

l 正常のアイコン( )は、転送が完了しVCDを使用する準備が整ったことを示します。
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関連トピック

「仮想CDを挿入する」

「仮想CDを取り出す」

「仮想CDを管理する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

仮想 CD を挿入する

仮想CD (VCD) を仮想マシン(VM)に挿入して、ゲストオペレーティングシステムでのアプリケーション

のインストール時にインストールメディアにアクセスします。(USBデバイスを接続するには、「USBデ

バイスを接続または切断する」を参照してください。仮想マシンをVCDからブートするには、「仮想CD

からブートする」を参照してください。)

注意事項: 稼働中のフォールトトレラント(FT) VMにVCDを挿入すると、障害が発生した場合

にeverRunソフトウェアがVMを別の物理マシンにマイグレーションすることができなくなり

ます。フォールトトレラント運用を復元するには、VCDの使用が完了した時点で直ちにVCD

をアンマウントし、取り外してください。

注: デフォルトでは、VCDのVMへの挿入が有効にされています。この構成を変更するには、

「VMデバイスを構成する」を参照してください。

VCD を VM に接続するには

1. 必要に応じて、アクセスが必要なソフトウェアのインストールメディアとしてVCDを作成できます

(「仮想CDを作成する」を参照)。

2. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

3. 下部パネルで [CD ドライブと USB デバイス]タブをクリックします。

4. [CD の挿入]をクリックしてVCDを選択します。プルダウンメニューが表示された場合はこれを

終了します。

システムがVCDを挿入すると、その名前がCD-ROMの右に表示されます。
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関連トピック

「仮想CDを作成する」

「仮想CDを取り出す」

「仮想CDからブートする」

「仮想CDを管理する」

仮想 CD を取り出す

仮想CD (VCD) を取り出して、VCDを仮想マシン(VM)から切断します。VCDを取り出すと、そのVMに

別のVCDを挿入できるようになります。また、取り出したVCDを他のVMに挿入することもできます。

VM から VCD を取り出すには

1. ゲストオペレーティングシステムからVCDをアンマウントして、その使用を確実に停止します。

2. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

3. 下部パネルにある [CD ドライブと USB デバイス]タブをクリックします。

4. [CD ドライブ]タブで [CD の取り出し]をクリックします。

関連トピック

「仮想CDを作成する」

「仮想CDを挿入する」

「仮想CDからブートする」

「仮想CDを管理する」

仮想 CD からブートする

仮想マシンを仮想CD (VCD) からブートして、ゲストオペレーティングシステムをインストールしたり、

メンテナンスを実行します。

VCDからブートするには、その前に仮想マシンをシャットダウンする必要があります。

VCD から仮想マシンをブートするには

1. 必要な場合はブート可能なCD/DVDからVCDを作成します(「仮想CDを作成する」を参照)。

2. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

3. 仮想マシンが実行中の場合、[シャットダウン]をクリックします。
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4. 仮想マシンのステータスが「停止」になったら、下部パネルで [CD からブート]をクリックしま

す。

5. ブート可能なVCDを選択して [ブート]をクリックします。

注: VCDからブートされたWindows ベースの仮想マシンは、ハードウェア仮想マシン(HVM)

としてブートされ、最初の3つのディスクボリュームのみにアクセスできます。

関連トピック

「仮想CDを作成する」

「仮想CDを挿入する」

「仮想CDを取り出す」

「仮想CDを管理する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想 CD の名前を変更する

仮想CD (VCD) の名前を変更します。VCDの名前は [仮想 CD]ページに表示されます。

VCD の名前を変更するには

1. [仮想 CD]ページで、VCDを見つけます。

2. VCDの名前をダブルクリックします。

3. 新しい名前を指定して Enterキーを押します。

関連トピック

「仮想CDを削除する」

「仮想CDを挿入する」

「仮想CDを取り出す」

「仮想CDを作成する」

「仮想CDを管理する」

仮想 CD を削除する

everRunシステムから仮想CD (VCD) を永久に削除するには、VCDの削除を行います。
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VCD を削除するには

1. everRun可用性コンソールで、[仮想 CD]をクリックします。

2. リストで削除するVCDを見つけます。

3. VCDの [削除可能]列が [はい]になっていることを確認します。値が [いいえ]のVCDは現在使用

中です。

4. VCDを選択して下部パネルで [削除]をクリックします。

関連トピック

「仮想CDの名前を変更する」

「仮想CDを挿入する」

「仮想CDを取り出す」

「仮想CDを作成する」

「仮想CDを管理する」

スナップショットを管理する

スナップショットを使用して、特定の時点における仮想マシン(VM)またはVM上の選択したボリュームの

イメージを保存できます。スナップショットを使用して、同じeverRunシステム上に新しいVMを作成し

たり、スナップショットをネットワーク共有上のファイルにエクスポートして別のeverRunシステムで使

用することもできます。

注意事項: スナップショットを作成すると、RAWフォーマットのボリュームがすべてQCOW2

フォーマットに変換され、システムのパフォーマンスに影響する場合があります。ボリュームを

RAWフォーマットに変換し直すことはできないため、特にRAWフォーマットのボリュームが

必要とされる場合、スナップショット機能の使用は避けてください。
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注:

l VMの状態をスナップショットの状態に戻すことはできません。ただし、スナップショッ

トから新しいVMを作成することや、ファイルをエクスポートして元のVMの復元や複製

に使用することは可能です。

l スナップショットを作成する際、デフォルトではすべてのボリュームが選択されます。た

だし、ボリュームの選択は変更することができます。

l ブートボリュームはすべてのスナップショットに必要です。

スナップショットの管理については、次を参照してください。

l 「スナップショットを作成する」

l 「スナップショットから仮想マシンを作成する」

l 「スナップショットをエクスポートする」

l 「スナップショットを削除する」

管理者、プラットフォームマネージャー、またはVM マネージャーのロールが割り当てられているユーザ

は、これらのタスクを実行できます。(これらのロールの割り当ての詳細については、「ローカルユーザ

アカウントを管理する」を参照してください。)

everRunシステムのスナップショット作成機能はデフォルトで有効に設定されています。システムのス

ナップショット作成機能を無効にしたり、再度有効にする方法は、「スナップショットを無効または有効

にする」を参照してください。

作成したスナップショットをeverRun可用性コンソールで表示するには、次を行います。

l [スナップショット]ページを開きます(「[スナップショット]ページ」を参照してください)。

l [仮想マシン]ページ(「[仮想マシン]ページ」を参照)で、VMをクリックして [スナップショッ

ト]タブをクリックします。

VMのスナップショットを作成すると、everRunシステムは前回のスナップショット以降、あるいは既存

のスナップショットがない場合にはVMの作成以降に変更されたすべてのデータが含まれたスナップショッ

トイメージを保存します。各スナップショットには変更されたデータのみが含まれるので、スナップ

ショットの保存に必要なストレージ容量はVMのアクティビティレベルおよび前回のスナップショットか

らの経過時間によって異なります。

スナップショットは各ボリュームごとにボリュームコンテナに保存されるので、VMスナップショットに含

める各ボリュームのボリュームコンテナ内に十分なストレージ容量を確保する必要があります。詳細につ
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いては、「ボリュームコンテナのサイズを決定する」を参照してください。古いスナップショットや使用

済みのスナップショットを削除してストレージ容量を回収することもできます。

VMのスナップショットはVMが実行中かどうかに関わらず作成できますが、"アプリケーション整合性"を

持つスナップショットを作成するには(その場合、サポートされるアプリケーションがデータ整合性を確保

するために操作を"休止"またはフリーズします)、次のトピックのいずれかに説明されている方法を使っ

て、ゲストオペレーティングシステムを準備する必要があります。

l 「アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲストエージェントをイ

ンストールする(Windows ベースのVM)」

l 「アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲストエージェントをイ

ンストールする(LinuxベースのVM)」

関連トピック

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

スナップショットを作成する

スナップショットを作成して、特定の時点における仮想マシン(VM)またはVM上の選択したボリュームの

イメージを保存します。スナップショットを使用して、同じeverRunシステム上に新しいVMを作成した

り、スナップショットをネットワーク共有上のファイルにエクスポートして別のeverRunシステムで使用

することもできます。デフォルトでは、everRunシステムのスナップショット作成機能が有効に設定され

ています。システムのスナップショット作成機能を無効にしたり、再度有効にする方法は、「スナップ

ショットを無効または有効にする」を参照してください。スナップショットの概要については、「スナッ

プショットを管理する」を参照してください。

VMのスナップショットはVMが実行中かどうかに関わらず作成できますが、"アプリケーション整合性"を

持つスナップショットを作成するには(その場合、サポートされるアプリケーションがデータ整合性を確保

するために操作を"休止"またはフリーズします)、次のトピックのいずれかに説明されている方法を使っ

て、ゲストオペレーティングシステムを準備する必要があります。

l 「アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲストエージェントをイ

ンストールする(Windows ベースのVM)」

l 「アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲストエージェントをイ

ンストールする(LinuxベースのVM)」
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作成できるスナップショットの最大数は、各VMボリュームのボリュームコンテナに割り当てられている

ストレージ容量によって異なります(「ボリュームコンテナのサイズを決定する」を参照)。必要な場合は

ボリュームコンテナを拡張できます。詳細については、「everRunシステムのボリュームコンテナを拡

張する」を参照してください。

注意事項: スナップショットを作成すると、RAWフォーマットのボリュームがすべてQCOW2

フォーマットに変換され、システムのパフォーマンスに影響する場合があります。ボリュームを

RAWフォーマットに変換し直すことはできないため、特にRAWフォーマットのボリュームが

必要とされる場合、スナップショット機能の使用は避けてください。

注:

l LinuxベースのVMの場合、別のシステムにエクスポートするためにVMのスナップ

ショットを作成するには、/etc/fstabファイルを編集してデータボリュームのエン

トリをコメントアウトし、ブートボリュームのみがマウントされるようにすることを検

討してください。LinuxベースのVMは別のシステム上で異なるデバイス名を使用する可

能性があります。したがって、元のデバイス名のボリュームをマウントできない場合に新

しいVMがシングルユーザモードでブートされることがあります。インポートプロセス

の後、新しいVMで /etc/fstabのエントリを正しいデバイス名に復元できます。

l スナップショットの作成中にソースVMをシャットダウンする予定がある場合、このプロ

セスのために計画的なメンテナンス期間を設けることを検討してください。

l スナップショットを作成する際、デフォルトではすべてのボリュームが選択されます。た

だし、ボリュームの選択は変更することができます。

l ブートボリュームはすべてのスナップショットに必要です。

l VMを複製するためにスナップショットを使用する場合で、エクスポート後にソースVM

を引き続き使用する予定の場合には、ターゲットシステムへのインポート時に必ず異な

るMACアドレスおよびIPアドレスを設定してください。

l スナップショットの処理中にeverRunシステムがプライマリPMからセカンダリPMに

切り替わった場合、スナップショットは失敗します。これはシステムの継続運用には影響

しませんが、スナップショットは自動的に削除されるので、新しいスナップショットの作

成を開始する必要があります。
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前提条件: スナップショットプロセスが正しく機能するためには、everRunシステムの両方の

PMがオンラインになっている必要があります。片方のPMだけがオンラインの場合、スナップ

ショットはオンラインになっているPMのみに書き込まれます。このスナップショットを後でエ

クスポートするときは、同じPMがプライマリでなければなりません。

スナップショットの作成準備をするには (Windows ベースの VM)

1. アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成する場合、QEMUゲストエージェン

トがインストールされ実行されていることを確認します。詳細については、「アプリケー

ション整合性のあるスナップショットを作成するためQEMUゲストエージェントをインス

トールする(Windows ベースのVM)」を参照してください。

2. 「Windows ドライブのラベルを管理する」を参照して、すべてのボリュームのラベルが正

しいことを確認します。

3. 再展開のためにゲストオペレーティングシステムを準備する必要がある場合、Windows シ

ステム準備ツール(Sysprep) を実行します。

スナップショットの作成準備をするには (Linux ベースの VM)
アプリケーション整合性のあるスナップショットを作成する場合、QEMUゲストエージェントがイ

ンストールされ実行されていることを確認します。詳細については、「アプリケーション整合性の

あるスナップショットを作成するためQEMUゲストエージェントをインストールする(Linuxベー

スのVM)」を参照してください。

スナップショットを作成するには

1. everRun可用性コンソールを使用してeverRunシステムにログオンします。

2. [物理マシン]ページ(「[物理マシン]ページ」を参照)で、両方のPMが「実行中」の状態にあ

り、どちらのPMもメンテナンスモードではなく、同期の実行中でもないことを確認します。

3. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

4. VMを選択した状態で下部パネルの [スナップショット]ボタンをクリックします。

5. [仮想マシンのスナップショット]ダイアログボックスでは、デフォルトで([キャプチャするボ

リューム]の下で)すべてのボリュームが選択されています。スナップショットに含めないボリュー

ムの横にあるチェックボックスをオフにします。ブートボリュームはすべてのスナップショットに

必要です。
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オプションとしてスナップショットの [スナップショット名]と [説明]を入力できます。デフォル

トでは、新規作成される各スナップショットのスナップショット名はそのVMの名前になります

が、よりわかりやすい名前を入力することもできます。(スナップショット名は一意でなくても構い

ません。)

6. [スナップショットを作成]をクリックします。スナップショットが開始され、ダイアログボックス

が自動的に閉じます。

スナップショットの作成は通常数秒で完了しますが、VMのアクティビティレベルおよび前回のスナップ

ショットからの経過時間によっては、時間がかかる場合もあります。スナップショットのステータスは、

[スナップショット]ページの [状態]列で確認できます。

l 破損のアイコン( )は、スナップショットがまだ処理中であるか、everRunシステム内の1つの

ノードのみに書き込み済みであることを示します。

l 正常のアイコン( )は、スナップショットの処理が完了したことを示します。

完了したスナップショットを使って新しいVMを作成する場合、「スナップショットから仮想マシンを作

成する」を参照してください。完了したスナップショットをエクスポートするには、「スナップショット

をエクスポートする」を参照してください。

関連トピック

「スナップショットを管理する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

スナップショットから仮想マシンを作成する

everRunシステム上のスナップショットを新しいVMのソースとして使用する場合、スナップショットか

ら仮想マシン(VM)を作成します。(VMの作成またはマイグレーションを行う追加の方法については、

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」を参照してください。スナップショットの概要については、

「スナップショットを管理する」を参照してください。)

スナップショットからVMを作成するには、everRun可用性コンソールの [スナップショット]ページを開

いてスナップショットを選択し、[VM の作成]をクリックします。次の手順に説明されているように、

ウィザードにVMの作成プロセスが順を追って表示されます。

289/563ページ



everRunユーザガイド

注:

l 新しいVMのソースとして使用されるスナップショットを作成する場合、適切な手順を使

用してゲストオペレーティングシステムを準備する必要があります。これを行わない

と、作成したVMイメージが正しく動作しないことがあります。詳細については、「ス

ナップショットを作成する」を参照してください。

l スナップショットからVMを作成する際、そこに含めた各ボリュームの元のコンテナサ

イズは維持されません。たとえば、ソースVMに40GBのボリュームコンテナに含まれ

た20GBのブートボリュームがある場合、新しいVMは、20GBのボリュームコンテナ

に含まれる20GBのブートボリュームとして構成されます。新しいVMのボリュームコ

ンテナのサイズは必要に応じて拡張できます。詳細については、「everRunシステムの

ボリュームコンテナを拡張する」を参照してください。

l ソースVMとの競合を避けるため、VMの作成ウィザードは新しいVMにある各ネット

ワークインタフェースに新しいMACアドレスを自動的に割り当てますが、場合によって

はIPアドレスとホスト名を手動で更新しなければなりません。

前提条件: everRunシステムの両方のPMがオンラインになっていることを確認します。そうで

ない場合、システムがVMを正しく作成できません。

スナップショットから新しい VM を作成するには

1. everRun可用性コンソールを使用してeverRunシステムにログオンします。

2. [物理マシン]ページ(「[物理マシン]ページ」を参照)で、両方のPMが「実行中」の状態にあ

り、どちらのPMもメンテナンスモードではなく、同期の実行中でもないことを確認します。

3. スナップショットをまだ作成していない場合は、「スナップショットを作成する」の説明に従って

作成します。

4. [スナップショット]ページで、新しいVMのソースとして使用するスナップショットを選択しま

す。

通常、スナップショットの [状態]列には正常( )であることが表示されます。スナップショット

が破損している場合( )、スナップショット内の1つ以上のボリュームをVMの作成に使用できな

いことがあります。

5. 下部パネルで [VM の作成]をクリックします。

6. [VM をスナップショット "名前" から作成]ダイアログボックスが開いてデフォルト値が表示され
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ます。次の情報を確認し、必要に応じて編集します。

n 名前、CPU、メモリ

仮想マシンの名前の変更、vCPUの数の編集、または使用可能な合計メモリの割り当てを実

行できます。

n ストレージ

すべてのボリュームが表示されます。everRunシステム上のボリュームにストレージコンテ

ナを割り当てるには、ボリュームの [作成]ボックスを選択します(ブートボリュームは必須

です)。スナップショットからボリュームのデータをインポートするには、[データの復元]

ボックスを選択します。

n ネットワーク

利用可能なすべてのネットワークが表示されます。既存のネットワークを削除したり、まだ

割り当てられていない新しいネットワークを追加することも可能です。少なくとも1つの

ネットワークが必要です。

7. 初めて起動する前にVMの再プロビジョニングが必要な場合、オプションで [仮想マシンを自動的に

起動]チェックボックスをオフにすることもできます。

8. [VM の作成]をクリックします。プロセスが完了すると、ウィザードが自動的に終了します。

9. 該当する場合は仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを使用してVMに追加のリソースを割

り当てます。「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照してください。また、各

ボリュームコンテナにスナップショット用の容量を追加するには、「everRunシステムのボリュー

ムコンテナを拡張する」を参照してください。

VMの再プロビジョニングが完了したら、[起動]をクリックしてVMをブートします。

10. [コンソール]をクリックしてVMのコンソールを開き、ゲストオペレーティングシステムにログオ

ンします。

11. 必要に応じてゲストオペレーティングシステムのネットワーク設定を更新します。

関連トピック

「スナップショットを管理する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」
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スナップショットをエクスポートする

everRunシステムからネットワークマウントフォルダ(つまりディレクトリ)またはUSBデバイスに仮想

マシン(VM)のイメージを転送するための準備として、スナップショットをエクスポートします。スナップ

ショットをエクスポートすると、VMイメージを別のシステムにインポートしたり、同じeverRunシステ

ムへインポートし直して元のVMを復元や複製できるようになります。(スナップショットの概要について

は、「スナップショットを管理する」を参照してください。VMのマイグレーション/エクスポート方法の

詳細については、「仮想マシンを作成/マイグレーションする」を参照してください。)

VMをエクスポートする準備として、USBデバイスを挿入するか、ネットワークマウントされたフォルダ

を作成してエクスポートしたVMを環境内で保存できるようにします。USBデバイスを使用している場

合、これをプライマリノードに挿入します。フォルダを使用している場合、Windows 共有(Common

Internet File System (CIFS) 共有)またはネットワークファイルシステム(NFS) エクスポート用にフォ

ルダを作成します。次に、フォルダまたはUSBデバイスを、このトピックの説明に従ってeverRunシス

テムのホストオペレーティングシステムにマウントします。everRun可用性コンソールでエクスポートを

開始すると、everRunシステムによってVMイメージが標準のOpen Virtualization Format (OVF) およ

び仮想ハードディスク(VHD)ファイルとして保存されます。
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注:

l エクスポート用のスナップショットを作成する場合、適切な手順を使用してゲストオペ

レーティングシステムを準備する必要があります。これを行わないと、作成したVMイ

メージが正しく動作しないことがあります。詳細については、「スナップショットを作

成する」を参照してください。

l スナップショットをエクスポートすると、変更されたデータだけでなく、その時点におけ

るVMの完全な統合スナップショットがエクスポートされます。VMの差分バックアップ

を作成するには、サードパーティ製のバックアップソリューションを使用します。

l VMを別のeverRunシステムにインポートする目的でスナップショットをエクスポート

する場合、エクスポートに含めた各ボリュームの元のコンテナサイズは維持されませ

ん。たとえば、ソースVMに、40GBのボリュームコンテナに含まれた20GBのブート

ボリュームがある場合、ターゲットのVMは、20GBのボリュームコンテナに含まれる

20GBのブートボリュームとして構成されます。ターゲットのeverRunシステムのボ

リュームコンテナのサイズは必要に応じて拡張できます。詳細については、「everRun

システムのボリュームコンテナを拡張する」を参照してください。

l エクスポートにかかる時間はソースVMにあるボリュームのサイズと数、およびネット

ワーク帯域幅によって異なります。たとえば、20GBのブートディスクが1つあるVM

を1Gb/s のネットワークで転送するには約30分かかります。

l エクスポートした後でVMを引き続き使用する場合には、ターゲットシステムへのイン

ポート時に必ず別のMACアドレスおよびIPアドレスを設定してください。

l エクスポートの処理中にeverRunシステムがプライマリPMからセカンダリPMに切り

替わった場合、そのエクスポートプロセスは失敗します。この操作はシステムの継続運

用に影響することはありません。everRun可用性コンソールを実行しているシステムか

ら、部分的にエクスポートされたファイルを削除して、もう一度ファイルをエクスポート

することができます。
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前提条件:

l エクスポートプロセスが正しく機能するためには、everRunシステムの両方のPMがオ

ンラインになっている必要があります。単一ノード構成のシステムからスナップショット

をエクスポートできるのは、[スナップショットのエクスポート]ダイアログボックス

で、エクスポートに含めるよう選択したすべてのボリュームスナップショットが、プラ

イマリノード上にある場合のみです。通常は、スナップショットが両方のノードに複製

されますが、スナップショットの作成時に片方のノードがオフラインになっていた場合に

は、スナップショットを使用できないこともあります。

l エクスポートの保存先を準備します。

n USBデバイスを使用している場合、これをプライマリノードに挿入します。シス

テムにUSBデバイスが表示されることを確認します。[物理マシン]ページに移動

します。デバイスを挿入したノードをクリックして、下部パネルで [USB デバイ

ス]タブを選択します。挿入したUSBデバイスがタブに表示されることを確認し

ます。

注: USB 3.0のホストポートにUSB 3.0またはそれ以上のデバイスを

挿入しないでください。システムはUSB 3.0ポートに挿入されたUSB

3.0以上のデバイスをサポートしていません。ただし、USB 2.0のホス

トポートにUSB 3.0またはそれ以上のデバイスを挿入することは可能

です。

n Windows/CIFS共有またはNFSエクスポート用のネットワークマウントフォル

ダを使用している場合、環境内のエクスポートされたスナップショットを保存で

きる場所にそのフォルダを作成します。ファイルの転送が許可されるよう、ネッ

トワークマウントフォルダの完全な読み書き権限を設定するか、Windows/CIFS

共有の場合は、その共有をホストするシステム/ドメインの特定のユーザに読み書

きのアクセス許可を割り当てます。NFSエクスポートやCIFS共有のURLまたは

パス名、およびCIFS共有のユーザ名とパスワードを記録します。これはスナップ

ショットをエクスポートするときに使用します。

エクスポートするスナップショットを保存するのに十分なストレージがあることを確認し

ます。

スナップショットをエクスポートするには
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1. everRun可用性コンソールを使用してeverRunシステムにログオンします。

2. [物理マシン]ページで、両方のPMが「実行中」の状態にあり、どちらのPMもメンテナン

スモードではなく、同期の実行中でもないことを確認します。「[物理マシン]ページ」を参

照してください。

3. スナップショットをまだ作成していない場合は、「スナップショットを作成する」の説明に

従って作成します。

4. [スナップショット]ページで、エクスポートするスナップショットを選択します。

通常、スナップショットの [状態]列には正常( )であることが表示されます。スナップ

ショットが破損している場合( )、スナップショット内の1つ以上のボリュームをエクス

ポートに使用できないことがあります。ボリュームが使用できるかどうかはステップ10で

チェックできます。

5. [エクスポート]をクリックしてエクスポートウィザードを開きます。

6. 次のいずれかを選択します。

n Windows 共有経由でデバイスをマウント (CIFS/SMB)

エクスポートの保存先はCIFS共有上のフォルダ内です。[ユーザ名]、[パスワー

ド]、および [レポジトリ]に値を入力します。[レポジトリ]に、「\\マシンの

URL\共有名」の形式で値を入力します(例:

\\192.168.1.34\MyExportSnaps)。

n NFS 経由でデバイスをマウント

エクスポートの保存先はNFS経由でアクセスするリモートシステム上のフォルダ内で

す。[レポジトリ]の値はリモートシステムのURLで、「nnn.nnn.nnn.nnn」の形

式で入力します(http://やhttps://は含めません)。

n USB をマウント

[USB パーティションリスト]で、プルダウンメニューからパーティションを選択し

ます。

7. [エクスポートパス: /mnt/ft-export:]で、スナップショットをエクスポートしてその

OVF およびVHDファイルを保存する場所のパスを入力します。たとえば、スナップショッ

トを ocean1という新しいフォルダにエクスポートするには、ocean1と入力します。

8. [マウント]をクリックします。
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マウントに成功した場合、[デバイス URL]の下にレポジトリが表示されて [VM のエクス

ポート]ボタンがアクティブになります。そうでない場合はアラートが表示されます。

9. [nodenからのエクスポートにすべてのキャプチャ済みデータボリュームを使用できます]

で、含めるボリュームを選択します。(ブートボリュームは必須です。)

10. [スナップショットのエクスポート]をクリックしてVMをエクスポートします。

エクスポートするスナップショットの [サマリ]タブの [エクスポートステータス]で、エクスポート状況

を監視できます。進捗状況はエクスポート全体および各ボリュームにおける比率(%)で報告されます。プ

ロセスが完了すると、[エクスポートを正しく完了しました]というステータスに変わります。

エクスポートをキャンセルするには、[エクスポート進捗状況]のパーセント値の横の [キャンセル]をク

リックします。ダイアログボックスが開き、キャンセルを確認するよう求められます。キャンセルするに

は [はい]をクリックします。

everRunシステムは、まずVHDファイル(ボリューム)をエクスポートしてから、OVF ファイルをエクス

ポートします。フォルダにOVF ファイルが表示された段階でプロセスの完了を確認できます。

エクスポートプロセスの後にeverRunシステム上のOVF ファイルやVHDファイルをインポートしたり

復元する場合、「OVF ファイルをインポートする」を参照してください。

デバイスをアンマウントするには、「USBデバイスまたはネットワークマウントフォルダのマウントとマ

ウント解除」を参照してください。

トラブルシューティング
エクスポートプロセスで発生した問題を解決するには、必要に応じて以下の情報を参照してくださ

い。

everRun システムからのエクスポートをキャンセルしたり、エクスポートが失敗した後でクリーン

アップするには

エクスポートフォルダからVMファイルを削除するか、その後で行うエクスポート用に新しいフォ

ルダを作成します。

関連トピック

「スナップショットを管理する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」
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スナップショットを削除する

everRunシステムからスナップショットを永久に削除するには、スナップショットの削除を行います。ス

ナップショットの削除は [仮想マシン]ページまたは [スナップショット]ページから行うことができま

す。

注:

l VMのスナップショットを削除する際、それに関連付けられたすべてのボリュームスナッ

プショットも削除して、ボリュームコンテナ内でこれらのボリュームスナップショット

が保存されているストレージ容量を解放することができます。

l ボリュームコンテナからすべてのボリュームとボリュームスナップショットの内容を削

除すると、システムによってそのコンテナが自動的に削除され、ストレージグループの

容量が解放されます。

スナップショットを削除するには ([スナップショット] ページ)

1. [スナップショット]ページで、削除するスナップショットを選択します。

2. 下部パネルで [削除]をクリックします。

3. 確認のウィンドウが表示されます。スナップショットの削除を続行するには [はい]を、削除を中止

するには [いいえ]をクリックします。

スナップショットを削除するには ([仮想マシン] ページ)

1. [仮想マシン]ページの上部パネルで、削除するスナップショットが含まれたVMを選択します。

2. 下部パネルで [スナップショット]タブをクリックします。

3. 削除するスナップショットを選択します。

4. [アクション]列で [削除]をクリックします。

5. 確認のウィンドウが表示されます。スナップショットの削除を続行するには [はい]を、削除を中止

するには [いいえ]をクリックします。

関連トピック

「スナップショットを管理する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」
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高度なトピック (仮想マシン)

次のトピックでは、上級ユーザのための手順と情報を説明します。

l 「仮想マシンに特定のMACアドレスを割り当てる」

l 「仮想マシンの優先PMを選択する」

l 「仮想マシンの保護レベルを変更する(HAまたはFT)」

l 「仮想マシンのブートシーケンスを構成する」

l 「故障した仮想マシンのMTBF をリセットする」

l 「仮想マシンでダンプファイルを検索する」

l 「USBデバイスを接続または切断する」

仮想マシンの運用を管理するには、「仮想マシンの運用を管理する」を参照してください。

仮想マシンに特定の MAC アドレスを割り当てる

仮想マシン(VM)のデフォルトのメディアアクセス制御(MAC) アドレスをオーバーライドするには、VM

に特定のMACアドレスを割り当てます。

警告:

1. デフォルトではeverRunソフトウェアがVMのMACアドレスを自動的に割り当てま

す。特定の必要条件がある場合(たとえばMACアドレスに基づいてライセンスされてい

るソフトウェアアプリケーションをサポートする場合など)を除き、デフォルト設定を

オーバーライドしないでください。

2. [静的なシステム IP]のアドレスを変更する場合、VMがリブートすると、VMに自動で

割り当てられているすべてのMACアドレスが変更されます。これは、everRunソフト

ウェアがシステムIPアドレスに基づいてVMのMACアドレスを生成するためです。VM

のMACアドレスが変更されないようにするには、下記の手順に従って固定MACアドレ

スを設定します。お使いの環境に有効なMACアドレスを生成するには、担当のネット

ワーク管理者に連絡してください。また、新しいMACアドレスに基づいてファイア

ウォールルールを適宜更新することも忘れないでください。

前提条件: 仮想マシンのMACアドレスを上書きする前に、そのVMをシャットダウンする必要

があります。

VM に特定のMAC アドレスを割り当てるには
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1. [仮想マシン]ページを開きます(「[仮想マシン]ページ」を参照してください)。

2. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。

3. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを表示しま

す。

4. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[ネットワーク]ページに進みます。(必要な場

合、「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照し、追加のVMリソースを構成し

ます。)

5. [ネットワーク]ページで、変更するネットワークを見つけ、必要に応じて元に戻せるように、その

現在のMACアドレスをメモします。

6. [MAC アドレス]列に新しいアドレスを入力するか、everRunソフトウェアによってMACアドレ

スを自動で割り当てるには、テキスト領域を空白のままにします。

7. [完了]をクリックします。

関連トピック

「高度なトピック(仮想マシン)」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンの優先 PMを選択する

仮想マシンがeverRunシステム内の特定の物理マシンで実行されるようにするには、優先物理マシンを選

択します。

注: デフォルトでは、システムが仮想マシンの負荷を2台の物理マシンに自動で分散させます。

負荷分散に特定の要件が課される場合を除き、この設定は変更しないでください。

優先物理マシンを選択するには

1. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

2. 下部パネルで [負荷分散]タブをクリックします。

3. ドロップダウンリストから、優先させるマシンを選択し、[保存]をクリックします。

関連トピック

「高度なトピック(仮想マシン)」

「仮想マシンの運用を管理する」
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仮想マシンの保護レベルを変更する (HA または FT)

ゲストVMの保護レベルを高可用性(HA) からフォールトトレランス(FT)、またはFTからHAに変更で

きます。

保護レベルを変更するには

1. [仮想マシン]ページで、停止している(つまり [アクティビティ]列に「停止」とマークされてい

る) VMを選択します。(VMの停止の詳細については、「仮想マシンをシャットダウンする」を参照

してください。)

2. 下部パネルで [構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを開きます。

3. [名前、説明および保護]ページで、[HA]ボタンか [FT]ボタンを選択します。

4. クリックしてウィザードの最後のページまで進みます。[完了]をクリックし、(再構成が成功した場

合は) [OK]をクリックします。

関連トピック

「運用モード」(HAまたはFT)

「高度なトピック(仮想マシン)」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンのブートシーケンスを構成する

仮想マシンのブートシーケンスを構成して、everRunシステムにおけるゲストオペレーティングシステ

ムおよびアプリケーションの起動順序を設定します。

まず必須のブートシーケンスを決定してから、それに応じて各仮想マシンのブート設定を構成します。

仮想マシンのブートシーケンスを設定するには

1. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

2. 下部パネルで [ブートシーケンス]タブをクリックします。

3. 以下の説明に従ってブート設定を構成します。

4. [保存]をクリックします。

ブート設定は次のとおりです。

l [優先度グループ]を使用して、everRunシステムに電源を投入した後や、VMの再起動が必要とな

るフェールオーバーの後の、仮想マシンのブート順序を指定できます。一部のビジネスソリュー
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故障した仮想マシンのMTBF をリセットする

ションでは、他のVMを起動する前に、特定のVMを作動させなければならない場合があります。

優先度がもっとも高いのはグループ「1」で、もっとも低いのが「なし」です。everRunソフト

ウェアは、OS およびアプリケーションの起動時間が経過するまで待ってから、次の優先度グループ

に含まれる仮想マシンを起動します。

ブートシーケンスの例:

VM 優先度グループ
OS およびアプリケーション

の起動時間

DNS 1 2分

App 2 30秒

DB 2 10分

Web 3 0

1 everRunがDNSVMをブートします。

2
everRunは、DNSVMが起動した2分後に、グループ2のAppサーバおよびDBサーバを

起動します。

3 everRunは、DB VMが起動した10分後に、グループ3のWeb VMを起動します。

l [OS およびアプリケーションの起動時間]には、仮想マシンが起動してから、ゲストオペレーティ

ングシステムとアプリケーションが完全な動作状態になるまでの所要時間を設定します。

関連トピック

「高度なトピック(仮想マシン)」

「仮想マシンの運用を管理する」

故障した仮想マシンの MTBF をリセットする

仮想マシンの平均故障間隔(MTBF) カウンタをリセットして、故障した仮想マシンの再起動を試行しま

す。

仮想マシンのゲストOSがクラッシュした場合、everRunは、そのMTBF しきい値を下回る場合を除き、

OSを自動的に再起動します。仮想マシンがMTBF のしきい値を下回る場合、everRunはそのマシンをク

ラッシュした状態のまま維持します。必要な場合はMTBF カウンタをリセットして、仮想マシンを再起動

できます。
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注意事項: Stratus 認定サービス業者から指示を受けた場合を除き、MTBF カウンタはリセット

しないでください。リセットを行うと、システムのフォールトトレランスに影響することがあ

ります。

注:

1. [デバイスのリセット]ボタンは、仮想マシンがそのMBTF しきい値に満たない場合にの

み表示されます。

2. [MTBF のクリア]ボタンは、1台の物理マシンでVMをサポートしているシステムソフ

トウェアが、そのMBTF しきい値に満たない場合にのみ表示されます。

仮想マシンのMTBF カウンタをリセットするには

1. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

2. [デバイスのリセット]をクリックします。

一方の物理マシンでVMをサポートしているシステムソフトウェアで、あまり多くの障害が発生する場

合、以下の手順に従ってそのMTBF カウンタをリセットします。

1 台の物理マシン上の VM のMTBF カウンタをリセットするには

1. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

2. [MTBF のクリア]をクリックします。

関連トピック

「高度なトピック(仮想マシン)」

「仮想マシンの運用を管理する」

「診断ファイルを作成する」

仮想マシンでダンプファイルを検索する

仮想マシン(VM)がクラッシュした後、トラブルシューティングの目的でダンプファイルを収集する必要

がある場合、VMにあるダンプファイルを検索します。

サービス担当者のためにダンプファイルを収集するには

l Windows ベースのVM—VMのファイルシステムのC:\WINDOWS\MEMORY.DMP (デフォル

ト設定)からダンプファイルを取得します。
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USBデバイスを接続または切断する

l LinuxベースのVM—VMのファイルシステムの /var/crashディレクトリ(デフォルト設定)か

らダンプファイルを取得します。

ダンプファイルが見つからない場合、次の手順でゲストオペレーティングシステムがハングしたときにク

ラッシュダンプファイルが生成されるようにOSが構成されていることを確認してください。

l Windows ベースのVM: Microsoft の記事「How to generate a complete crash dump file or a

kernel crash dump file by using an NMI on a Windows-based system (Windows ベースのシス

テムでNMIを使用して、完全クラッシュダンプファイルまたはカーネルクラッシュダンプファイ

ルを生成する方法)」(記事 ID: 927069) にある指示を参照します。「More Information (詳

細)」セクションの手順を実行します。

l LinuxベースのVM: kexec-toolsパッケージをインストールしてクラッシュダンプを有効にし

ます。詳細については、Linuxのマニュアルを参照してください。

関連トピック

「高度なトピック(仮想マシン)」

「仮想マシンの運用を管理する」

「診断ファイルを作成する」

USB デバイスを接続または切断する

USBデバイスを仮想マシン(VM)に接続して、VMがデバイスを使用できるようにします。USBデバイス

が不要になったらデバイスを切断します。

注意事項:
稼働中のフォールトトレラント(FT) VMにUSBデバイスを接続すると、障害が発生した場合

にeverRunソフトウェアがVMを別の物理マシンにマイグレーションすることができなくなり

ます。フォールトトレラント運用を復元するには、USBデバイスの使用が完了した時点で直ち

にデバイスを切断し、取り外してください。
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注:

1. 以下のオペレーティングシステムを実行するVMにはUSB 3.0以上のデバイスを接続

しないでください。これらのオペレーティングシステムではUSB 3.0デバイスがサ

ポートされません。

n Windows 7Desktop

n Windows Small Business Server 2011

n CentOS 6.6などの古いLinux配布

2. USB接続SCSI (UAS) 準拠のデバイスをVMに接続しないでください。システムでは

UASデバイスがサポートされません。

3. USBデバイスを接続するには、そのVMが稼働していなければなりません。

4. デフォルトでは、USBデバイスのVM接続は有効にされています。この構成を変更する

には、「VMデバイスを構成する」を参照してください。

5. サポートされるUSBデバイスをWindows ベースのVMから切断する(つまり取り出

す)には、次のいずれかの方法を使用します。

n エクスプローラーで[Eject (取り出し)] をクリックする—エクスプローラーから

デバイスを取り出す場合、everRun可用性コンソールで下記の手順を使用して切

断する必要があります。その後、everRunシステムから物理的に取り除き、同じ

VMや別のVMに再接続する前に、挿入し直さなければなりません。

n タスクバーで[ハードウェアの安全な取り外し]および[メディアの取り出し]をク

リックする—タスクバーからデバイスを取り出す場合、everRun可用性コンソー

ルで下記の手順を使用して切断する必要があります。同じVMや別のVMに再接

続する前にeverRunシステムから物理的に取り除く必要はありません。

USB デバイスを VM に接続するには

1. USBデバイスをVMのアクティブなノードに挿入します。

システムにUSBデバイスが表示されることを確認します。[物理マシン]ページに移動します。デバ

イスを挿入したノードをクリックして、下部パネルで [USB デバイス]タブを選択します。挿入し

たUSBデバイスがタブに表示されることを確認します。

2. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

3. 下部パネルで [CD ドライブと USB デバイス]タブをクリックします。
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USBデバイスを接続または切断する

4. [CD ドライブと USB デバイス]タブの [USB]行で、プルダウンメニューからUSBデバイスを選

択します。

5. [USB の接続]をクリックして、VMにUSBデバイスを接続します。

6. [確認]ダイアログボックスが表示され、デバイスの接続を確認するメッセージと、USBデバイスの

使用中はゲストがシンプレックスモードになることを示す警告が表示されます。[はい]をクリック

してデバイスを接続します。

システムがVMにUSBデバイスを接続すると、[CD ドライブと USB デバイス]タブで、そのVM

のUSBデバイスのリストにUSBデバイスの名前が表示されるようになります。

USB デバイスを VM から切断するには

1. [仮想マシン]ページで、USBデバイスが接続されているVMを選択します。

2. 下部パネルで [CD ドライブと USB デバイス]タブをクリックします。

3. [CD ドライブと USB デバイス]タブの [USB]行で、[USB デバイスの切断] をクリックします。

必要な場合、プルダウンメニューからUSBデバイスを選択します。

4. [確認]ダイアログボックスが開き、デバイスの切断を確認するメッセージが表示されます。[はい]

をクリックしてデバイスを切断します。

システムがVMからUSBデバイスを切断すると、[CD ドライブと USB デバイス]タブで、その

VMのUSBデバイスのリストにUSBデバイスの名前が表示されなくなります。

関連トピック

「仮想マシンを管理する」
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第 8 章: 物理マシンのメンテナンスを行う

everRunシステム内の物理マシン(PM)またはノードのメンテナンスを行うには、その各種コンポーネン

トあるいはPM全体を追加または交換します。

前提条件: コンポーネントの追加、交換、またはアップグレードを行う前に、「物理マシンの

ハードウェアメンテナンスの制限事項」を参照してください。

交換の必要があるコンポーネントを判断したうえで、次から適切な手順を参照してください。

l PMのコンポーネントを追加または交換するには、次を参照してください。

n ネットワークケーブル、ファン、電源装置など、ホットスワップ可能なコンポーネントの場

合、「ホットスワップ可能なコンポーネントを追加または交換する」

n CPU、メモリ、その他のホットスワップ不可能なコンポーネントの場合、「ホットスワップ

が不可能なコンポーネントを追加または交換する」

n 新しいネットワークインタフェースカード(NIC) を追加する場合、「新しいNICを追加す

る」

l PM全体、あるいは故障したマザーボード、NIC、またはRAIDコントローラを交換するには、「物

理マシン、マザーボード、NIC、またはRAIDコントローラを交換する」を参照してください。

l 実行中のシステムにある両方のPMをアップグレードするには、「実行中のシステムで両方の物理

マシンをアップグレードする」を参照してください。

ディスクに関する情報は、「論理ディスクと物理ディスク」を参照してください。
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物理マシンのハードウェアメンテナンスの制限事項

物理マシン(PM)、マザーボード、またはRAIDコントローラを交換する際は、互換性を確保するために以

下の制限事項を守ってください。

l ライブマイグレーションをサポートするには、新しいPMに既存のPMと同じプロセッサファミリ

に属するプロセッサが必要となります。新しいPMと既存のPMのプロセッサが異なるファミリのも

のである場合、VMを停止して既存のPMから新しいPMにマイグレーションする必要があります。

l 交換後のPMのCPUは、オリジナルのPMのCPUと互換でなければなりません。

l 交換後のPMで、次のリソースの容量がオリジナルのPMと同じかそれ以上でなければなりません。

n プロセッサコアの数。

n メモリの合計容量。

n 論理ディスクの合計容量。

n ネットワークポートの合計数。各ポートで少なくとも既存のポートの速度がサポートされ、

特定のPM内のすべてのアドオンNICが同じベンダー/モデル番号でなければなりません。

n ネットワークポートの合計数。各ポートで少なくとも既存のポートの速度がサポートされて

いなければなりません。

さらに、PMでハードウェアのメンテナンスを行う前に、「システム要件の概要」にあるシステムハード

ウェアおよびソフトウェアの要件に関する情報を参照し、予定しているメンテナンスがシステムのすべての

制限事項に準拠していることを確認してください。

関連トピック

「メンテナンスモード」

「物理マシンのメンテナンスを行う」

「everRun可用性コンソール」

「物理マシンと仮想マシン」

「[物理マシン]ページ」

ホットスワップ可能なコンポーネントを追加または交換する

この手順を使用して、ホットスワップ可能なコンポーネントを追加または交換します。これにはネットワー

クケーブル、ファン、電源などが含まれます。この手順ではPMが稼動状態のままになります。
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ホットスワップが不可能なコンポーネントを追加または交換する

前提条件: コンポーネントの追加、交換、またはアップグレードを行う前に、「物理マシンの

ハードウェアメンテナンスの制限事項」を参照してください。

ホットスワップ可能なコンポーネントを追加または交換するには

1. そのコンポーネントを必要とするPM (node0またはnode1) を判断します。

2. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックします。

3. 作業するPM (node0またはnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PMの総合状態が "

メンテナンスモード"に変わり、アクティビティ状態が "実行中 (メンテナンスモード)"に変わり

ます。

4. ベンダーの指示に従い、PMのホットスワップ可能コンポーネントを追加または交換します。

5. [物理マシン]ページで、修復されたPMを選択します。[最終処理]をクリックしてから、[OK]を

クリックします。

同じサブネット上にある両方のPMにケーブルを追加した場合、everRunがその接続を検知して、新しく

作成された共有ネットワークでNICをペアリングします。[ネットワーク]ページで、新しい共有ネット

ワークの名前を変更できます。

関連トピック

「メンテナンスモード」

「物理マシンのメンテナンスを行う」

「everRun可用性コンソール」

「物理マシンと仮想マシン」

「[物理マシン]ページ」

ホットスワップが不可能なコンポーネントを追加または交換する

この手順を使用して、ホットスワップが不可能なコンポーネントを追加したり交換します。これには

CPU、メモリ、およびホットスワップ不可能なファンや電源装置などが含まれます。

この手順では、実行中のPMを正常にシャットダウンします。

前提条件: コンポーネントの追加、交換、またはアップグレードを行う前に、「物理マシンの

ハードウェアメンテナンスの制限事項」を参照してください。

ホットスワップ不可能なコンポーネントを追加または交換するには
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1. その交換コンポーネントを必要とするPM (node0またはnode1) を判断します。

2. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックします。

3. 作業するPM (node0またはnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PMの総合状態が "

メンテナンスモード"に変わり、アクティビティ状態が "実行中 (メンテナンスモード)"に変わり

ます。

4. このPMの状態が「実行中 (メンテナンス中)」になった後、[シャットダウン]をクリックしてから

[OK]をクリックします。

5. コンポーネントを追加または交換します。

6. ネットワークケーブルを切断した場合、これらを接続し直します。この時点ではケーブルを新しい

ネットワークポートに追加しないでください。

7. シャットダウンしたPMで、電源ボタンを押します。PMに電源が入るとeverRunの電源もオンに

なり、PMのストレージとの同期が開始されます( が表示されます)。

8. [ネットワーク]ページで [フィックス]ボタンが強調表示されている場合はこれをクリックします。

アップグレードしたPM上でネットワークケーブルが移動された場合などにこのボタンが強調表示

されます。

9. [物理マシン]ページで、修復されたPMを選択します。[最終処理]をクリックしてから、[OK]を

クリックします。

10. 同期が完了して が表示されなくなったら、必要に応じてもう片方のPMでステップ3～9を実行

します。

注: データの損失を防ぐため、ディスクの同期中にプライマリPMの電源を切らないでく

ださい。

関連トピック

「メンテナンスモード」

「物理マシンのメンテナンスを行う」

「everRun可用性コンソール」

「物理マシンと仮想マシン」

「[物理マシン]ページ」
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新しいNICを追加する

新しい NIC を追加する

NICを追加する際、接続を確立し、VMに割り当てたりA-Linkとして使用できる共有ネットワークを1つ

以上形成するには、両方の物理マシン(PM)にNICを追加してから、それぞれのNICを両側の適切なス

イッチにケーブルでつなぐ必要があります。

前提条件: NICを追加する前に、「物理マシンのハードウェアメンテナンスの制限事項」を参

照してください。

新しい NIC を追加するには

注: この手順はnode0とnode1のどちらからでも開始でき、その後、もう片方のノードで作

業を続行します。以下の手順では、分かりやすくするためnode0から作業を開始します。

1. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックします。

2. node0について次を実行します。

a. 適切なノードを選択して、[作業開始]をクリックします。

b. ノードの状態が「実行中 (メンテナンス中)」になったら、[シャットダウン]をクリックして

から [OK]をクリックします。

c. 新しいNICを適切なスロットに挿入します。

d. 電源ボタンを押してノードの電源を投入します。

PMがブートし、everRun可用性コンソールで [物理マシン]の下にある適切なノードのアク

ティビティ状態が「実行中」と表示されるまで待機します。

e. [最終処理]をクリックし、[OK]をクリックします。ノードのメンテナンスモードが解除さ

れます。

ストレージの同期が完了するまで待機します( が非表示になります)。

3. node1についてステップ2を実行します。

node0のPMで新しいNICを挿入したスロット(上記のステップc参照)に対応するnode1のス

ロットに、新しいNICを挿入します。

4. 新しいNICにネットワークケーブルを接続し、必要に応じて新しいネットワークをA-Linkまたは

ビジネスネットワークとして構成します。「追加のネットワークを接続する」を参照してくださ

い。
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5. 新しいネットワークを使用する必要のあるVMをすべて再構成し、起動します。「仮想マシンを管

理する」を参照してください。

関連トピック

「メンテナンスモード」

「物理マシンのメンテナンスを行う」

「[物理マシン]ページ」

「[仮想マシン]ページ」

「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」

「全般的なネットワーク要件と構成」

物理マシン、マザーボード、NIC、または RAID コントローラを交換する

マザーボード、NIC、RAIDコントローラ、および物理マシン(PM)つまりノードの交換は、システムが実

行されている状態で行います。PMを削除して、PMをアップグレードしたり、故障したPMを交換できま

す。マザーボード、NIC、またはRAIDコントローラを交換できます。ハードウェア故障の種類によって

は、PMがハングしたりクラッシュすることがあります。これにはマザーボード、CPU、ミッドプレーン、

またはストレージコントローラの故障が含まれます。(PMのハードウェアを交換する代わりに故障した

PMのシステムソフトウェアを復旧する必要がある場合、「故障した物理マシンを復旧する」を参照して

ください。)

PMを削除して交換する場合、システムはeverRunシステムソフトウェアの完全インストールを行う準備

として、交換PMにあるすべてのディスクを完全に消去します。ソフトウェアをインストールするには、シ

ステムが交換ノードをプライマリPM上の一時的なPreboot Execution Environment (PXE) サーバから自

動的にブートできるように設定します。各PMに一番最近インストールされたソフトウェアキットの完全

なコピー(everRun可用性コンソールの [アップグレードキット]ページに記載)が含まれている限り、

PXEブートインストールを使ってどちらのPMからでもそのパートナーPMの交換を開始できます。必要

な場合、交換ノードをDVD/USBインストールメディアから手動でブートすることもできます。

インストールに使用するメディアに応じて、PXEまたはDVD/USBインストールのいずれかの手順を使

用します。

PMまたはコンポーネントを交換するには、ベンダーの指示に従います。ただし、その前に、「物理マシン

のハードウェアメンテナンスの制限事項」を通読してください。
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注意事項: 交換手順を行うと、PMのホストオペレーティングシステムにインストールされてい

る全ソフトウェアと、交換前に入力したすべてのPM構成情報が削除されます。この手順を完了

した後は、ホストレベルの全ソフトウェアを手動で再インストールして、元の設定に一致するよ

うPMを再構成する必要があります。

注意事項: データの損失を避けるには、ディスクミラーのアセンブリに手動の操作が必要である

ことがシステムログに示されている場合には、Stratus 認定サービス業者に連絡して必要な支援

を受けてください。再同期を強制的に行ってミラー内の一番新しいディスクを上書きすると、貴

重なデータが失われる可能性があります。

前提条件: DVDまたはUSBメディアを使って交換PMにシステムソフトウェアをインストー

ルする場合、次のいずれかの方法で、PMが実行していたリリースのインストールソフトウェ

アを取得します。

l [アップグレードキット]ページでブート可能なUSBメディアを作成します。手順は、

「システムソフトウェアのUSBメディアを作成する」を参照してください。

l インストール用ISOをStratus 認定サービス業者からダウンロードします。

l 前回インストールしたアップグレードキットから、現在の作業ディレクトリにインス

トール用ISOを抽出します。これには次のようなコマンドを実行します(x.x.x.xはリ

リース番号、nnnはビルド番号です)。

tar -xzvf everRun_upgrade-x.x.x.x-nnn.kit *.iso

インストール用のISOをダウンロードまたは抽出したら、これをDVDまたはUSBメディアに

保存するか書き込みます。「everRunソフトウェアを入手する」を参照してください。

前提条件: PMを交換する場合、次の手順で新しいPMを準備します。

1. ネットワークを構成します。「ネットワークアーキテクチャ」を参照してください。

2. ストレージを構成します。「ストレージの要件」を参照してください。

3. 電源を接続します。「電源を接続する」を参照してください。

4. ファームウェア(BIOSまたはUEFI) を構成します。「ファームウェアセットアップ

ユーティリティで設定を構成する」を参照してください。
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注:
PMの交換後はeverRunシステムの製品ライセンスを再度アクティベーションする必要があり

ます。

故障した PM またはコンポーネントを削除して交換するには (PXE ブートインストール)
次の手順を使用して、故障したPM、マザーボード、NIC、またはRAIDコントローラを交換し、プ

ライマリPM上のソフトウェアキットからのPXEブートインストールを使ってシステムソフト

ウェアを再インストールします。

1. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックし

ます。

2. 作業するPM (node0またはnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PMの総合

状態が "メンテナンスモード"に変わり、アクティビティ状態が "実行中 (メンテナンスモー

ド)"に変わります。

3. PMが「実行中 (メンテナンス中)」になった後、[リカバリ]をクリックします。

4. 修復のタイプを選択するよう求められたら、[PXE PM 交換 - 全ディスクの初期化]をクリッ

クします。

注意事項: [PXE PM 交換 - 全ディスクの初期化]を選択すると、交換PM上のす

べてのデータが削除されます。

5. 次のPXE設定のいずれかを選択します。

n 現在のパートナーノードからの PXE 要求のみに応答します。

現在のパートナーノードのMACアドレスからのPXEブート要求を待機します。この

オプションは、既存のPMを完全にワイプして再インストールする方法で(ハードウェ

アを変更せずに)復旧する場合に選択します。この手順ではPM上の全データが削除さ

れますが、その現在のネットワーク構成が復元されます。

n 次のMAC アドレスからの PXE 要求のみに応答します。

ユーザが指定するMACアドレスからのPXEブート要求を待機します。このオプショ

ンは、PMを新しいPMに交換するか、既存のPMのネットワークアダプタを交換する

場合に選択します。PXEブートを開始する、特定のネットワークアダプタのMACア

ドレスを入力します。

n priv0 上のすべてのシステムからの PXE 要求を受け入れます。
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2つのeverRunノードを接続するプライベートネットワークpriv0からのPXEブー

ト要求を待機します。このオプションは、PMを新しいPMに交換するか、既存のPM

のネットワークアダプタを交換する場合で、新しいPMのMACアドレスが不明な場

合に選択します。

6. プロンプトが表示されたら、[想定されるネットワーク設定]の下で次のいずれかオプション

を選択します。

n 下記の設定を使用するーPMは表示されているネットワーク設定を使用します。ソフ

トウェアのインストール手順の最中にユーザ操作は必要ありません。

n インストール時に確認するーPMがネットワーク設定の入力を求めるプロンプトを表

示します。ソフトウェアのインストールを開始した後、ユーザが交換PMのコンソー

ルから設定を入力する必要があります。

7. [続行]をクリックして、交換プロセスを開始します。システムがPMをシャットダウンして

電源をオフにします。

8. PMの電源がオフになった後、交換PMまたはコンポーネントを必要に応じてインストールし

ます。

a. マザーボード、NIC、またはRAIDコントローラを交換する場合、この時点で交換を

行います。PMを交換する場合、この時点でPMを切断して削除してから、新しいPM

をインストールします。モニタとキーボードを接続します。

b. ネットワークケーブルを元のポートに接続し直します。交換PM (または新しいNIC)

が、イーサネットケーブルでネットワークに接続されているか、2台のeverRunシス

テムPM間の距離が近い場合は実行中(プライマリ)のPMに直接接続されていること

を確認します。イーサネットケーブルを新しいPMの最初の内蔵ポートに差し込む

か、PMに内蔵ポートがない場合はNICポートに差し込みます。

9. 交換PMに手動で電源を入れます。PMが電源オンになったら、ファームウェア(BIOSまた

はUEFI) のセットアップユーティリティを起動して、PXEブート(ネットワークからのブー

ト)を有効にします。前の手順で [次の MAC アドレスからの PXE 要求のみに応答します]

を選択した場合、そのMACアドレスに関連付けられているNIC上のPXEブートを有効にし

ます。そうでない場合は、PXEブートが priv0 NIC上で有効になっていることを確認しま

す。設定を保存してシステムを再起動します。

10. 交換プロセスが次のように続行されます。
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n 交換PMが、プライマリノードで一時実行されるPXEサーバからのブートを開始しま

す。

n システムが交換PMのディスク上にあるすべてのデータを自動的に削除します。

n 交換PMがもう一度リブートし、システムソフトウェアのインストールを自動的に開

始します。これはプライマリノード上のインストールキットのコピーから実行されま

す。

交換PMのネットワーク設定をインストール時に指定するよう前の手順で [インストール時に

確認する]を選択した場合、インストールプロセスを監視して交換PMの物理コンソールに

表示されるプロンプトに応答してください。そうでない場合はステップ16に進みます。

11. [Select interface for private Physical Machine connection (プライベート物理マシ

ンに接続するインタフェースの選択)]画面で、プライベートネットワークに使用する物理イ

ンタフェースを設定します。最初の内蔵ポートを使用するには、矢印キーで em1に移動して

(選択されていない場合)、F12キーを押し、選択内容を保存して次の画面に進みます。

注:

1. 使用するポートを判断できない場合、矢印キーでいずれかのポートを選択

して [Identify (識別)]ボタンをクリックします。すると選択したポート

のLEDが30秒間点滅し、ポートの位置を確認できます。LEDはネット

ワークのアクティビティを示すために点滅する場合もあるので、Stratus で

は、識別プロセスではケーブルを抜いておくよう推奨します。識別が完了

したら、直ちにケーブルを差し込み直します。

2. システムに内蔵ポートがない場合、代わりに最初のオプションのインタ

フェースを選択します。

12. [Select interface for managing the system (ibiz0) (システムを管理するインタ

フェースの選択 (ibiz0))]画面で、管理ネットワークに使用する物理インタフェースを設定

します。2つ目の内蔵ポートを使用するには、矢印キーで em2に移動して(選択されていな

い場合)、F12キーを押し、選択内容を保存して次の画面に進みます。

注: システムに内蔵ポートが1つだけある場合、最初のオプションのインタフェー

スを選択します。システムに内蔵ポートがない場合、2番目のオプションのインタ

フェースを選択します。
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13. [Select the method to configure ibiz0 (ibiz0 を構成する方法の選択)]画面で、

node1の管理ネットワークを動的なIP構成と静的なIP構成のどちらかに設定します。通常

の場合は静的なIP構成に設定するので、矢印キーで [Manual configuration (Static

Address) (手動構成 (静的アドレス))]を選択して F12キーを押し、選択内容を保存して次

の画面に進みます。動的IP構成に設定する場合には、[Automatic configuration via

DHCP (DHCP による自動構成)]を選択して F12キーを押し、選択内容を保存して次の画

面に進みます。

14. この前の手順で [Manual configuration(Static Address) (手動構成 (静的アドレス))]

を選択した場合は [Configure em2 (em2 の構成)]画面が表示されます。次の情報を入力

して F12キーを押します。

n IPv4 address (IPv4アドレス)

n Netmask (ネットマスク)

n Default gateway address (デフォルトゲートウェイアドレス)

n Domain name server address (ドメイン名サーバアドレス)

この情報は担当のネットワーク管理者に問い合わせてください。

注: 入力した情報が無効な場合、有効な情報を入力するまで同じ画面が再表示され

ます。

15. これ以降はプロンプトの表示なしでソフトウェアのインストール処理が続行されます。

16. ソフトウェアのインストールが完了すると、交換PMが新しくインストールされたシステム

ソフトウェアからリブートします。

注: システムソフトウェアのインストール後、交換PMがシステムに結合して

everRun可用性コンソールに表示されるようになるには最大20分かかる場合が

あります。

17. 交換PMがシステムに結合する間、everRun可用性コンソールの [物理マシン]ページでそ

のアクティビティを確認できます。復旧が完了すると、[アクティビティ]列のPMの状態が

「(メンテナンス中)」として表示されます。

18. 交換PMからeverRunシステム上のストレージグループに論理ディスクを割り当てます。

「ストレージグループに論理ディスクを割り当てる」を参照してください。
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注:

n 交換PMがeverRunシステムに結合すると、システムが自動的にセカンダ

リeverRunシステムディスクを初期ストレージグループに追加します

が、PMから既存のストレージグループにそれ以外の論理ディスクは割り

当てられません。

n 1台目のPM上で初期ストレージグループやその他のストレージグループ

に論理ディスクを割り当てた場合、これに一致する論理ディスクを交換PM

から同じストレージグループに手動で追加する必要があります。そうでな

いと、everRunシステムを完全に同期できません。

19. everRunシステムの製品ライセンスの再アクティベーションを行います。[基本設定]ページ

で [製品ライセンス]をクリックし、[ライセンスのチェックとアクティベーション]を展開し

てから [ライセンスを今すぐチェック]をクリックしてライセンスのアクティベーションを自

動的に行います(「製品ライセンスを管理する」を参照)。

注: 新しいPMは、everRunライセンスを再アクティベーションしない限り、メ

ンテナンスモードを終了してVMを実行することができません。

20. 必要に応じて、アプリケーションおよびすべてのホストレベルのソフトウェアを手動で再イ

ンストールし、元の設定に一致するよう交換PMを再構成してください。

21. 交換したPMをオンラインに戻す準備が完了したら、[最終処理]をクリックしてメンテナン

スモードを終了します。両方のPMが「実行中」の状態に戻り、PMの同期が完了することを

確認します。初期の同期には、ストレージ容量やVMの数などの構成に応じて、数分から数

時間かかります。

注: 交換PMがメンテナンスモードを終了すると、システムは交換プロセスに使用したプ

ライマリノード上のPXEサーバを自動的に無効にします。

故障した PM またはコンポーネントを削除して交換するには ( DVD/USB インストール)
次の手順を使用して、故障したPMやマザーボード、NIC、またはRAIDコントローラを交換し、

DVDまたはUSBメディアを使ってシステムソフトウェアを再インストールします。

1. everRun可用性コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックし

ます。
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2. 作業するPM (node0またはnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PMの総合

状態が "メンテナンスモード"に変わり、アクティビティ状態が "実行中 (メンテナンスモー

ド)"に変わります。

3. PMが「実行中 (メンテナンス中)」になった後、[リカバリ]をクリックします。

4. 修復のタイプを選択するよう求められたら、[DVD/USB PM 交換 - 全ディスクの初期化]

をクリックします。

注意事項: [DVD/USB PM 交換 - 全ディスクの初期化]を選択すると、交換PM

上のすべてのデータが削除されます。

5. [続行]をクリックして、交換プロセスを開始します。システムソフトウェアの再インストー

ルの準備として、システムがPMをシャットダウンします。

6. PMの電源がオフになった後、交換PMまたはコンポーネントを必要に応じてインストールし

ます。

a. マザーボード、NIC、またはRAIDコントローラを交換する場合、この時点で交換を

行います。PMを交換する場合、この時点でPMを切断して削除してから、新しいPM

をインストールします。モニタとキーボードを接続します。

b. ネットワークケーブルを元のポートに接続し直します。交換PM (または新しいNIC)

が、イーサネットケーブルでネットワークに接続されているか、2台のeverRunシス

テムPM間の距離が近い場合は実行中(プライマリ)のPMに直接接続されていること

を確認します。イーサネットケーブルを新しいPMの最初の内蔵ポートに差し込む

か、PMに内蔵ポートがない場合はNICポートに差し込みます。

7. 交換PMにブート可能なメディアを挿入するかISOイメージをマウントし、次に手動でPM

の電源をオンにします。

8. 交換PMの電源がオンになったら、ファームウェア(BIOSまたはUEFI) のセットアップユー

ティリティを起動して、最初のブートデバイスとして光学式ドライブまたはUSBメディアを

設定します。

9. 交換PMの物理コンソールでインストールのプロセスを監視します。

注: 必要に応じて、「2台目のPMにソフトウェアをインストールする」を参照し

てください。このトピックは2台目のPM用に書かれていますが、この場合には

交換したPMに適用されます。
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10. [Welcome (ウェルカム)]画面で、矢印キーを使ってインストール用に国のキーボードマッ

プを選択します。

11. [インストールまたはリカバリ]画面で、[Replace PM, Join system: Preserving data

(PM の交換、システムの結合: データの維持)]を選択し、Enterキーを押します。

注意事項: [Replace PM, Join system: Initialize data (PM 交換、システム

の結合: データの初期化)]を選択すると、交換PM上のすべてのデータが削除され

ます。

12. [Select interface for private Physical Machine connection (プライベート物理マシ

ンに接続するインタフェースの選択)]画面で、プライベートネットワークに使用する物理イ

ンタフェースを設定します。最初の内蔵ポートを使用するには、矢印キーで em1に移動して

(選択されていない場合)、F12キーを押し、選択内容を保存して次の画面に進みます。

注:

1. 使用するポートを判断できない場合、矢印キーでいずれかのポートを選択

して [Identify (識別)]ボタンをクリックします。すると選択したポート

のLEDが30秒間点滅し、ポートの位置を確認できます。LEDはネット

ワークのアクティビティを示すために点滅する場合もあるので、Stratus で

は、識別プロセスではケーブルを抜いておくよう推奨します。識別が完了

したら、直ちにケーブルを差し込み直します。

2. システムに内蔵ポートがない場合、代わりに最初のオプションのインタ

フェースを選択します。

13. [Select interface for managing the system (ibiz0) (システムを管理するインタ

フェースの選択 (ibiz0))]画面で、管理ネットワークに使用する物理インタフェースを設定

します。2つ目の内蔵ポートを使用するには、矢印キーで em2に移動して(選択されていな

い場合)、F12キーを押し、選択内容を保存して次の画面に進みます。

注: システムに内蔵ポートが1つだけある場合、最初のオプションのインタフェー

スを選択します。システムに内蔵ポートがない場合、2番目のオプションのインタ

フェースを選択します。

14. [Select the method to configure ibiz0 (ibiz0 を構成する方法の選択)]画面で、
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物理マシン、マザーボード、NIC、またはRAIDコントローラを交換する

node1の管理ネットワークを動的なIP構成と静的なIP構成のどちらかに設定します。通常

の場合は静的なIP構成に設定するので、矢印キーで [Manual configuration (Static

Address) (手動構成 (静的アドレス))]を選択して F12キーを押し、選択内容を保存して次

の画面に進みます。動的IP構成に設定する場合には、[Automatic configuration via

DHCP (DHCP による自動構成)]を選択して F12キーを押し、選択内容を保存して次の画

面に進みます。

15. この前の手順で [Manual configuration(Static Address) (手動構成 (静的アドレス))]

を選択した場合は [Configure em2 (em2 の構成)]画面が表示されます。次の情報を入力

して F12キーを押します。

n IPv4 address (IPv4アドレス)

n Netmask (ネットマスク)

n Default gateway address (デフォルトゲートウェイアドレス)

n Domain name server address (ドメイン名サーバアドレス)

この情報は担当のネットワーク管理者に問い合わせてください。

注: 入力した情報が無効な場合、有効な情報を入力するまで同じ画面が再表示され

ます。

16. これ以降はプロンプトの表示なしでソフトウェアのインストール処理が続行されます。

17. ソフトウェアのインストールが完了すると、交換PMが新しくインストールされたシステム

ソフトウェアからリブートします。

注: システムソフトウェアのインストール後、交換PMがシステムに結合して

everRun可用性コンソールに表示されるようになるには最大20分かかる場合が

あります。

18. 交換PMがシステムに結合する間、everRun可用性コンソールの [物理マシン]ページでそ

のアクティビティを確認できます。復旧が完了すると、[アクティビティ]列のPMの状態が

「(メンテナンス中)」として表示されます。

19. 交換PMからeverRunシステム上のストレージグループに論理ディスクを割り当てます。

「ストレージグループに論理ディスクを割り当てる」を参照してください。
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注:

n 交換PMがeverRunシステムに結合すると、システムが自動的にセカンダ

リeverRunシステムディスクを初期ストレージグループに追加します

が、PMから既存のストレージグループにそれ以外の論理ディスクは割り

当てられません。

n 1台目のPM上で初期ストレージグループやその他のストレージグループ

に論理ディスクを割り当てた場合、これに一致する論理ディスクを交換PM

から同じストレージグループに手動で追加する必要があります。そうでな

いと、everRunシステムを完全に同期できません。

20. everRunシステムの製品ライセンスの再アクティベーションを行います。[基本設定]ページ

で [製品ライセンス]をクリックし、[ライセンスのチェックとアクティベーション]を展開し

てから [ライセンスを今すぐチェック]をクリックしてライセンスのアクティベーションを自

動的に行います(「製品ライセンスを管理する」を参照)。

注: 新しいPMは、everRunライセンスを再アクティベーションしない限り、メ

ンテナンスモードを終了してVMを実行することができません。

21. 必要に応じて、アプリケーションおよびすべてのホストレベルのソフトウェアを手動で再イ

ンストールし、元の設定に一致するよう交換PMを再構成してください。

22. 交換したPMをオンラインに戻す準備が完了したら、[最終処理]をクリックしてメンテナン

スモードを終了します。両方のPMが「実行中」の状態に戻り、PMの同期が完了することを

確認します。

関連トピック

「メンテナンスモード」

「物理マシンのメンテナンスを行う」

「everRun可用性コンソール」

「物理マシンと仮想マシン」

「[物理マシン]ページ」
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実行中のシステムで両方の物理マシンをアップグレードする

実行中のシステムで両方の物理マシンをアップグレードする

前提条件: 新しい物理マシンへのアップグレードを行う前に、「物理マシンのハードウェアメ

ンテナンスの制限事項」を参照してください。

新しい物理マシンにアップグレードするには

1. 新しいPMをサポートするために必要な場合、everRunソフトウェアをアップグレードします。該

当するeverRunリリースノートおよび、「[アップグレードキット]ページ」を参照してくださ

い。

2. 1台目のPMをアップグレードします。「物理マシン、マザーボード、NIC、またはRAIDコント

ローラを交換する」を参照してください。

3. 2台目のPMで手順を繰り返します。するとeverRunソフトウェアはVMをもう片方のPMにマイ

グレーションします。

4. NICポートを追加した場合、「ネットワークアーキテクチャ」を参照してください。

関連トピック

「メンテナンスモード」

「物理マシンのメンテナンスを行う」

「everRun可用性コンソール」

「物理マシンと仮想マシン」

「[物理マシン]ページ」
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第 2 部: 関連ドキュメント

リリース情報、およびリファレンスとトラブルシューティングの情報については、次の関連ドキュメントを

参照してください。

l 「everRunリリース7.6.0.0リリースノート」

l 「everRunのコマンドラインインタフェースリファレンス」

l 「システムリファレンス情報」

l 「SNMP」



第 9 章: everRun リリース 7.6.0.0 リリースノート

注: 最新の技術情報およびアップデート(英語版)は、everRunリリース7.6.0.0リリースノー

ト(http://everrundoc.stratus.com)を参照してください。

Stratus ナレッジベースの記事にアクセスする

Stratus カスタマサービスポータルは、everRunを含むStratus の全製品に関する技術的な記事を収め

た検索可能なナレッジベースを提供します。状況によっては、リリースノートでこれらのナレッジベース

記事を直接参照する場合もあります(例: KB-nnnn)。カスタマサービスポータルおよびナレッジベースの

記事にアクセスするには、既存のサービスポータル資格情報を使用するか、次の手順に従って新しいユー

ザアカウントを作成してください。

ナレッジベースにアクセスするには

1. Stratus カスタマサービスポータル (https://support.stratus.com)にログオンします。

必要な場合は次の手順で新しいアカウントを作成します。

a. [Register Account (アカウントの登録)]をクリックします。

b. 勤務先の電子メールアドレスと連絡先情報を入力して [Register (登録)]をクリックしま

す。

勤務先電子メールアドレスにはStratus の登録顧客企業のドメイン名(たとえば

「stratus.com」)を含める必要があります。

c. Stratus から受け取った電子メールに記載されているリンクをクリックします。

d. 新しいパスワードを入力してアカウントの構成を完了します。
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アカウントの作成に関してヘルプが必要な場合はStratus 認定サービス業者に連絡してください。

2. サービスポータルで左側パネルにある [Knowledge Base (ナレッジベース)]をクリックしま

す。

3. [Keyword Search (キーワード検索)]ボックスに、必要な情報に関連するキーワードを入力して

から、[Search (検索)]をクリックします。

記事番号(KB-nnnn) で記事を検索するには、[Advanced Search (高度な検索)]をクリックしま

す。[Search by ID (ID で検索)]の横に記事のID番号(nnnn) を入力して [表示]をクリックし

ます。

ヘルプ情報

everRunシステムに関する技術的な質問がある場合、[Downloads (ダウンロード)]ページ

(https://www.stratus.com/services-support/downloads/?tab=everrun) にある最新の技術情報お

よびオンラインマニュアルを参照してください。ナレッジベースはStratus カスタマサービスポータル

(https://support.stratus.com)でも検索できます。

オンラインマニュアルを参照しても疑問点が解決されず、システムにサービス契約が適用される場合に

は、Stratus 認定サービス業者まで問い合わせてください。詳細については、everRun サポートページ

(https://www.stratus.com/services-support/customer-support/?tab=everrun) を参照してくださ

い。
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第 10 章: everRun のコマンドラインインタフェースリファレンス

everRunコマンドラインインタフェースを使用して、リモートのコンソールからシステムを制御できま

す。次のトピックでは、コマンドラインインタフェースの管理と使用方法について説明します。

l 「AVCLIコマンドの概要」

l 「AVCLIコマンドの説明」

AVCLI コマンドの概要

everRunコマンドラインインタフェース(AVCLI) を使用して、リモートのコンソールからシステムを制

御できます。

次のトピックでは、AVCLIクライアントをインストールする方法について説明します。

l 「前提条件」

l 「Linuxクライアントをインストールする」

l 「Windows クライアントをインストールする」

次のトピックでは、AVCLIコマンドインタフェースの使い方を説明します。

l 「AVCLIを使用する」

l 「コマンドを実行する」

l 「AVCLIのヘルプを使用する」

次のトピックでは、AVCLIコマンドインタフェースを使用するプログラマにとって役立つ情報を説明しま

す。
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l 「AVCLIのエラーステータス」

l 「XMLカプセル化エラー」

l 「エラーチェック」

l 「非同期コマンドの遅延」

l 「出力のフォーマット」

l 「AVCLIの例外」

関連トピック

「AVCLIコマンドの説明」

前提条件

AVCLIを使用する前に、以下の前提条件を満たす必要があります。

l 次を入力して、クライアントコンピュータにJava Runtime Environment (JRE) バージョン1.6、

アップデート14以降がインストールされていることを確認します。

java –version

クライアントコンピュータに正しいバージョンのJREが既にインストールされている場合、次のよ

うな出力が表示されます。

java version "1.6.0_16" Java(TM) SE Runtime Environment

(build 1.6.0_16-b01) Java HotSpot(TM) Server VM (build 14.2-

b01, mixed mode)

クライアントコンピュータにこれより古いバージョンのJREがインストールされているというメッ

セージが出力された場合は、http://www.java.com/en/download/manual.jspから正しいバー

ジョンをダウンロードします。

l これには有効なユーザ名とパスワードが必要です。デフォルトのユーザ名とパスワードの組み合わ

せは admin/adminです。AVCLIスクリプトはユーザ名とパスワードを埋め込むので、アクセス

制御リスト(ACL) を使用して新しい資格情報を保護してください。AVCLIコマンドはSSLで暗号化

されています。

Linuxクライアントをインストールする

Linux 用の AVCLI クライアントをダウンロードするには、次を行います。
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Windows クライアントをインストールする

1. 次の手順でLinuxクライアントをダウンロードします。

a. [Downloads (ダウンロード)]ページ(https://www.stratus.com/services-

support/downloads/?tab=everrun) に移動します。

b. [Downloads (ダウンロード)]ページで everRunをクリックし(まだ表示されていない場

合)、次に適切なバージョンを選択します。

c. [Drivers and Tools (ドライバとツール)]にスクロールして、さらに [everRun

Command Line Interface (AVCLI) (everRun コマンドラインインタフェース

(AVCLI))]までスクロールします。

d. [RHEL (64-bit) avcli client (RHEL (64 ビット) avcli クライアント)]を選択してファ

イルを保存します。

2. ルートユーザとしてログインします。

3. /usr/binというディレクトリがない場合、これを追加します。

4. 次を入力してクライアントをインストールします。

rpm -i avcli*.rpm

Linuxシステムに1度に含めることのできるAVCLIのコピーは1つだけです。別のバージョンが既にイン

ストールされている場合、次のようなエラーメッセージが表示されます。

file /usr/bin/avcli.bat from install of avcli-2.1.1-0 conflicts

with file from package avcli-1.0-0 file

/usr/lib/ImportExportLibs.jar from install of avcli-2.1.1-0

conflicts with file from package avcli-1.0-0

上記のメッセージが表示された場合は次を入力して以前のバージョンを削除します。

rpm -e avcli-1.0-0

その後、ステップ4を繰り返します。

Windows クライアントをインストールする

Windows 用の AVCLI クライアントをダウンロードするには、次を行います。

1. 次の手順でWindows クライアントをダウンロードします。

a. [Downloads (ダウンロード)]ページ(https://www.stratus.com/services-

support/downloads/?tab=everrun) に移動します。
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b. [Downloads (ダウンロード)]ページで everRunをクリックし(まだ表示されていない場

合)、次に適切なバージョンを選択します。

c. [Drivers and Tools (ドライバとツール)]にスクロールして、さらに [everRun

Command Line Interface (AVCLI) (everRun コマンドラインインタフェース

(AVCLI))]までスクロールします。

d. [Windows avcli client]をクリックします。ファイルを保存します。

2. avcli.msiをダブルクリックします。画面の指示に従います。

3. [実行]をクリックします。プロンプトが表示されたら、ソフトウェアライセンスに同意します。

4. 以前のバージョンのAVCLIを削除するよう求めるプロンプトが表示された場合、[スタート]> [す

べてのプログラム]> [everRun]> [AVCLI のアンインストール]を選択します。その後、ス

テップ1～3を繰り返します。

AVCLI を使用する

AVCLIを使用するには

l Windows の場合、[スタート]メニュー> [すべてのプログラム]> [everRun]> [コマンド プ

ロンプト]の順にクリックします。

l Linuxの場合、avcliコマンドの後に続けてコマンドを1つ以上入力します。例:

# avcli -H localhost -u admin -p admin vm-info

注: この例では -H、-u、および -pの各オプションを入力して、ホスト名、ユーザ名、およびパ

スワードをそれぞれ自動的に保存しています。すると、それ以降のコマンドで入力を省略できま

す。また、「コマンドを実行する」で説明されているように、ショートカットを作成して、す

べてのコマンドにプレフィックスとしてホスト名、ユーザ名、およびパスワードを追加する手間

を省くこともできます。

コマンドラインからhelpコマンドを使用して、すべてのAVCLIコマンドを表示したり、特定のコマンド

に関する情報を表示することができます。「AVCLIのヘルプを使用する」を参照してください。

コマンドを実行する

コマンドにはeverRunシステムのDNS名またはIPv4アドレスを含める必要があります。指定した構文が

誤っている場合、正しい構文を示すメッセージが表示されます。
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AVCLIのヘルプを使用する

すべてのコマンドにプレフィックスとしてホスト名、ユーザ名、およびパスワードを追加する必要をなくす

には、ショートカットを作成します。

ショートカットを作成するには

Windows の場合

avcliコマンドは、%Program Files%\everRunにあるバッチファイル avcli.batを実

行します。このファイルにログイン資格情報を追加できます。

1. テキストエディタで avcli.batを開きます。

2. 次の文字列を検索します。

-jar "%AVCLI_HOME%\avcli.jar"

3. 末尾にログイン情報を追加します。例:

-jar "%AVCLI_HOME%\avcli.jar" –u admin –p admin –H everrun

同じユーザ名とパスワードを使って複数のeverRunシステムを管理している場合、コマンドライン

に個々のシステムのドメイン名を指定します。

$ avcli –H everrun1 node-info node0

または、

$ avcli –H everrun2 node-info node0

Linux の場合

ログイン .cshrcファイルにエイリアスを作成します。例:

alias avcli='/usr/bin/avcli -u admin -p admin –H everrun'

この例では avcliがエイリアス名、admin/adminがユーザ名とパスワード、everRunが

everRunシステムのドメイン名です。すると、このエイリアスを使用してログオンしたりコマンド

を指定できるようになります。たとえば、unit-infoは次のように指定できます。

$ avcli unit-info

AVCLI のヘルプを使用する

このトピックではAVCLIヘルプの使い方について説明します。

すべてのコマンドのリストを表示する

使用できるすべてのAVCLIコマンドのリストを表示するには、次を入力します。
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$ avcli help

次の内容が出力されます。

[root@node0 zoneinfo]# avcli help

Usage: avcli [OPTION]... [COMMAND]

-u, --username username to login with

-p, --password password to login with

-H, --hostname hostname to login to

--log log file to capture debug information in

-x, --xml format output in XML

-V, --version display the version and exit

-h, --help display this message and exit

.

.

.

AVCLIで認識されないコマンドを入力すると、AVCLIに上記の出力が表示されます。

特定のコマンドのヘルプを表示する

特定のコマンドのヘルプを表示するには、次を入力します。

$ avcli help command_name

たとえば、

$ avcli help vm-create

と入力した場合、次が出力されます。

Usage: avcli vm-create[--interfaces] [--shared-storage]

Create a new VM.

.

.

.
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有効なコマンドに無効な引数を指定して入力すると、AVCLIにはそのコマンドのヘルプを指定した場合と

同じ内容が表示されます。

AVCLI のエラーステータス

AVCLIは、実行が成功すると0を返し、エラーの場合は1を返すというLinuxの規則に従いません。

XML カプセル化エラー

XMLパーサーで処理できるよう、すべてのエラーをカプセル化されたXMLとして表示するには、コマンド

ラインに -xオプションを指定します。

次の例は、不良なユーザ名とパスワードに関連するエラーを表示します。

$ avcli -x -H eagles -u admin -p foo node-info

次の例は、everRunシステムの不良なホストアドレスに関連するエラーを表示します。

$ avcli -x -H foo -u admin -p foo node-info

foo

次の例は、存在しないVMを使用した操作を試行します。

$ avcli -H eagles -x vm-delete eagles23

Cannot find a resource that matches the identifier eagles23.

エラーチェック

スクリプトの作成中にすべてのエラーを正しくキャッチするには、出力を常にXML形式で指定してくださ

い。すると、有効なXMLを返さないすべての応答、およびエラー属性のあるすべてのXMLドキュメント

についてエラーが返されます。

次は、AVCLIコマンドを実行するシェルを提供する、PERLのサブルーチン _cliからの例です。エラー

をチェックするコードが $stdoutに対してシンプルなパターンマッチを実行します。

my $error = 0

$error = 1 unless ($stdout =~ /xml version/);

$error = 1 if ($stdout =~ /\/);

エラーが1つもない場合、$stdoutが標準のPERLXML::Simple Libraryを使用してPERLハッ

シュに挿入されます。そうでない場合はエラーが表示されます。

unless ($error) {
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my $xs = XML::Simple->new();

$stdout_hash = $xs->XMLin($stdout,forceArray=>0);

return 0;

}

return 1;

非同期コマンドの遅延

everRunシステムに対するアクションを呼び出すコマンドのことを"非同期"コマンドと呼びます。これ

は、アクションが完了する前にそれを呼び出したコマンドが完了するからです。この機能によって複雑なス

クリプトの作成が可能になります。

あるコマンドをインラインで完了してから、次のコマンドに進むようにするには、シンプルなスクリプトを

作成して —waitオプションを使用します。例:

$ cli -x -H eagles node-workon --wait node0

この例では、VMと管理ポートがnode0からnode1にフェールオーバーし、node0がメンテナンスモー

ドに切り替わった後で、cliが完了します。—waitオプションを指定しないと、このコマンドは実行が確

認された後、リソースのマイグレーションが行われる前に完了します。

出力のフォーマット

AVCLIではユーザにとって読みやすいコマンド出力と、プログラム向けのXML出力の両方を生成できま

す。

ユーザ用のコマンド出力

AVCLIの出力はユーザが判読しやすいようにフォーマットされています。例:

$ avance -u admin -p admin -H avance –x node-info

node:

-> name : node0

-> id : host:o14

-> state: running

-> sub-state : nil

-> standing-state : maintenance
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-> mode : maintenance

-> primary : false

-> manufacturer : Dell

-> model : Dell PowerEdge 2950

-> maintenance-allowed : true

-> maintenance-guest-shutdown : false

-> cpus : 8

-> memory : 4,288,675,840

virtual machines:

node:

-> name : node1

-> id : host:o406

-> state : running

-> sub-state : nil

-> standing-state : warning

-> mode : normal

-> primary : true

-> manufacturer : Dell

-> model : Dell PowerEdge 2950

-> maintenance-allowed : true

-> maintenance-guest-shutdown : true

-> cpus : 8

-> memory : 4,288,675,840

virtual machines:

virtual machine:

-> name : eagles1
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-> id : vm:o1836

注: これらのコマンドの出力フォーマットはリリースごとに異なる場合があります。

プログラム用のXML 出力

プログラム用のXML出力を作成するには、-xまたは --xmlのグローバルオプションを使用します。例:

$ avcli -u admin -p admin -H localhost -x node-info

<?xml version="1.0" encoding="utf-8" standalone="no"?>

<avance>

<node>

<name>node1</name>

<id>host:o55</id>

<state>running</state>

<sub-state/>

<standing-state>normal</standing-state>

<mode>normal</mode>

<primary>false</primary>

<manufacturer>Intel Corporation</manufacturer>

<model>S5520UR</model>

<maintenance-allowed>true</maintenance-allowed>

<maintenance-guest-shutdown>false</maintenance-guest-shutdown>

<cpus>2</cpus>

<memory>25706889216</memory>

<virtual-machines/>

</node>

<node>

<name>node0</name>
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<id>host:o23</id>

<state>running</state>

<sub-state/>

<standing-state>normal</standing-state>

<mode>normal</mode>

<primary>true</primary>

<manufacturer>Intel Corporation</manufacturer>

<model>S5520UR</model>

<maintenance-allowed>true</maintenance-allowed>

<maintenance-guest-shutdown>false</maintenance-guest-shutdown>

<cpus>2</cpus>

<memory>25706889216</memory>

<virtual-machines>

<virtual-machine>

<name>MyVM</name>

<id>vm:o6417</id>

</virtual-machine>

</virtual-machines>

</node>

</avance>

注: スキーマの定義は各リリースに共通しています。

–Xまたは --XMLを指定しない場合にコマンドがエラーを返すと、詳細なメッセージが表示されます。例:

$ cli -H eagles vm-delete eagles23
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%Error: Cannot find a resource that matches the identifier

eagles23. com.avance.yak.cli.exceptions.CommandLineException:

Cannot find a resource that matches the identifier eagles23.

at

com.avance.yak.cli.ResourceDisambiguateServiceProvider.throwNonE

xistentResource(ResourceDisambiguateServiceProvider.java:56)

at

com.avance.yak.cli.ResourceDisambiguateServiceProvider.getResour

ceId(ResourceDisambiguateServiceProvider.java:81)

at

com.avance.yak.cli.Command.findResourceId(Command.java:80)

at

com.avance.yak.cli.CommandWithUnparsedAmbiguousResourcesInvokeEa

ch.execute

(CommandWithUnparsedAmbiguousResourcesInvokeEach.java:65)

at

com.avance.yak.cli.Command.execute(Command.java:194)

at

com.avance.yak.cli.CommandLine.execute(CommandLine.java:649)

at

AVCLI の例外

–Xまたは --XMLを指定しない場合にコマンドがエラーを返すと、詳細なメッセージが表示されます。例:

$ cli -H eagles vm-delete eagles23

%Error: Cannot find a resource that matches the identifier

eagles23. com.avance.yak.cli.exceptions.CommandLineException:

Cannot find a resource that matches the identifier eagles23.
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at

com.avance.yak.cli.ResourceDisambiguateServiceProvider.throwNonE

xistentResource(ResourceDisambiguateServiceProvider.java:56)

at

com.avance.yak.cli.ResourceDisambiguateServiceProvider.getResour

ceId(ResourceDisambiguateServiceProvider.java:81)

at

com.avance.yak.cli.Command.findResourceId(Command.java:80)

at

com.avance.yak.cli.CommandWithUnparsedAmbiguousResourcesInvokeEa

ch.execute

(CommandWithUnparsedAmbiguousResourcesInvokeEach.java:65)

at

com.avance.yak.cli.Command.execute(Command.java:194)

at

com.avance.yak.cli.CommandLine.execute(CommandLine.java:649)

at

com.avance.yak.cli.Program.main(Program.java:94)

AVCLI コマンドの説明

各見出しをクリックすると、そのグループのAVCLIコマンドの完全なリストが表示されます。

注: 各コマンドの「例」のセクションは、「コマンドを実行する」の説明に従って既にコマンド

ショートカットが設定されていることを前提に書かれています。

ヘルプ
「help」

基本的なシステム情報
「audit-export」

「audit-info」
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「unit-avoid-bad-node」

「unit-change-ip」

「unit-configure」

「unit-eula-accept」

「unit-eula-reset」

「unit-info」

「unit-shutdown」

「unit-shutdown-cancel」

「unit-shutdown-state」

「unit-synced」

システム構成
「callhome-disable」

「callhome-enable」

「callhome-info」

「datetime-config」

「dialin-disable」

「dialin-enable」

「dialin-info」

「ealert-config」

「ealert-disable」

「ealert-enable」

「ealert-info」

「license-info」

「license-install」

「ntp-config」

「ntp-disable」

「proxy-config」

「proxy-disable」
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「proxy-enable」

「proxy-info」

「snmp-config」

「snmp-disable」

「snmp-info」

「snmp-v3-add-agent-user」

「snmp-v3-add-trap-recipient」

「timezone-config」

「timezone-info」

システムユーザの管理
「ad-disable」

「ad-enable」

「ad-info」

「ad-join」

「ad-remove」

「local-group-add」

「local-group-delete」

「local-group-edit」

「local-group-info」

「local-user-add」

「local-user-delete」

「local-user-edit」

「local-user-info」

「owner-config」

「owner-info」

物理マシンを管理する
「node-add」

「node-cancel」
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「node-delete」

「node-info」

「node-reboot」

「node-recover」

「node-shutdown」

「node-workoff」

「node-workon」

「pm-clear-mtbf」

アラートの管理
「alert-delete」

「alert-info」

診断ファイル
「diagnostic-create」

「diagnostic-delete」

「diagnostic-extract」

「diagnostic-fetch」

「diagnostic-info」

キット情報
「kit-add」

「kit-controlled-upgrade-continue」

「kit-controlled-upgrade-disable」

「kit-controlled-upgrade-enable」

「kit-controlled-upgrade-info」

「kit-delete」

「kit-info」

「kit-qualify」

「kit-upgrade」

「kit-upgrade-cancel」
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ネットワーク/ストレージ情報
「disk-move-to-group」

「image-container-info」

「image-container-resize」

「network-change-mtu」

「network-change-role」

「network-info」

「node-config-prp」

「node-delete-prp」

「removable-disk-info」

「storage-group-info」

「storage-info」

「volume-info」

「volume-resize」

仮想 CD/DVD の作成
「media-create」

「media-delete」

「media-eject」

「media-import」

「media-info」

「media-insert」

仮想マシンの管理
「localvm-clear-mtbf」

「ova-info」

「ovf-info」

「vm-attach-usb-storage」

「vm-ax-disable」

「vm-ax-enable」

344/563ページ



everRunユーザガイド

「vm-boot-attributes」

「vm-cd-boot」

「vm-copy」

「vm-create」

「vm-create-from-snapshot」

「vm-delete」

「vm-device-config-info」

「vm-export」

「vm-import」

「vm-info」

「vm-media-insert-disable」

「vm-media-insert-enable」

「vm-network-disable」

「vm-network-enable」

「vm-poweroff」

「vm-poweron」

「vm-reprovision」

「vm-restore」

「vm-shutdown」

「vm-snapshot-create」

「vm-snapshot-create-disable」

「vm-snapshot-create-enable」

「vm-snapshot-delete」

「vm-snapshot-export」

「vm-snapshot-info」

「vm-unlock」

「vm-usb-attach-disable」

「vm-usb-attach-enable」
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「vm-volume-disable」

「vm-volume-enable」

関連トピック

「AVCLIコマンドの概要」
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ad-disable

使用方法

avcli ad-disable

説明

ad-disableコマンドを使用して、Active Directory のサポートを無効にします。
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ad-enable

使用方法

avcli ad-enable

説明

ad-enableコマンドを使用して、Active Directory のサポートを有効にします。
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ad-info

使用方法

avcli ad-info

説明

ad-infoコマンドを使用して、Active Directory に関する情報を表示します。
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ad-join

使用方法

avcli ad-join --username name [--password password] [--secure-

mode true|false] domain

説明

ad-joinコマンドを使用して、everRunシステムを指定のActive Directory ドメインに参加さ

せ、Active Directory のサポートを有効にします。

オプション

--username name 指定のドメインに参加する権限のあるユーザ。

--password password

指定のドメインに参加する権限のあるユーザのパス

ワード。パスワードを指定しない場合、その入力を求

めるプロンプトが自動的に表示されます。

--secure-mode true|false
セキュアモードを有効(デフォルトの true) または

無効(false) にします。

domain 参加するActive Directory ドメインの名前。

例

$ avcli ad-join --username domain\administrator --password

secret domain

$ avcli ad-join --username domain\administrator domain
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ad-remove

使用方法

avcli ad-remove --username name [--password password] [--secure-

mode true|false] domain

説明

ad-removeコマンドを使用して、everRunシステムを指定のActive Directory ドメインから削

除して、Active Directory サポートを無効にします。

オプション

--username name
指定のドメインからeverRunシステムを削除する権限の

あるユーザ。

--password password

指定のドメインからeverRunシステムを削除する権限の

あるユーザのパスワード。パスワードを指定しない場

合、その入力を求めるプロンプトが自動的に表示されま

す。

--secure-mode

true|false

セキュアモードを有効(デフォルトの true) または無効

(false) にします。

domain
everRunシステムが削除されるActive Directory ドメ

インの名前。

例

$ avcli ad-remove --username domain\administrator --password

secret domain

$ avcli ad-remove --username domain\administrator domain
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alert-delete

使用方法

avcli alert-delete [alerts... | purge]

説明

alert-deleteコマンドを使用して、特定のアラート、またはオプションですべてのアラートを

削除します。

オプション

alerts 削除する1つ以上のアラート。

purge すべてのアラートを削除します。

例

$ avcli alert-delete alert:o10

$ avcli alert-delete alert:o10 alert:o11

$ avcli alert-delete purge
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alert-info

使用方法

avcli alert-info [alerts...]

説明

alert-infoコマンドを使用して、すべてのアラート、または特定のアラートのみに関する情報

を表示します。

オプション

alerts 情報を表示するアラート。
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audit-export

使用方法

avcli audit-export

説明

audit-exportコマンドを使用して、すべての監査ログをエクスポートします。
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audit-info

使用方法

avcli audit-info [number-of-audit-logs]

説明

audit-infoコマンドを使用して、最近作成された50個の監査ログ、または指定した数の監査ロ

グを表示します。

オプション

number-of-audit-logs 表示する監査ログの数。デフォルト値は50です。

例

$ avcli audit-info

$ avcli audit-info 25
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callhome-disable

使用方法

avcli callhome-disable

説明

callhome-disableコマンドを使用して、Call-home機能を無効にします。
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callhome-enable

使用方法

avcli callhome-enable

説明

callhome-enableコマンドを使用して、Call-home機能を有効にします。
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callhome-info

使用方法

avcli callhome-info

説明

callhome-infoコマンドを使用して、Call-homeに関する情報を表示します。
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datetime-config

使用方法

avcli datetime-config date time [timezone]

説明

datetime-configコマンドを使用して、everRunシステムの日付、時刻、およびタイムゾー

ンを設定します。

オプション

date 日付を YYYY-MM-DDの形式で指定します。

time 時刻をHH:MM:SSの24時間形式で指定します。

timezone
タイムゾーン。デフォルトでは現在構成されているタイ

ムゾーンが使用されます。

timezoneには次の値を指定できます。

Africa/Cairo Africa/Casablanca Africa/Harare

Africa/Lagos Africa/Monrovia Africa/Nairobi

Africa/Windhoek America/Adak America/Anchorage

America/Asuncion America/Bogota America/Buenos_Aires

America/Caracas America/Chicago America/Chihuahua

America/Cuiaba America/Denver America/Godthab

America/Goose_Bay America/Grand_Turk America/Guyana

America/Halifax America/Havana America/Indianapolis

America/Los_Angeles America/Managua America/Manaus

America/Mexico_City America/Miquelon America/Montevideo
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America/New_York America/Noronha America/Phoenix

America/Regina America/Santiago America/Sao_Paulo

America/St_Johns America/Tijuana America/Winnipeg

Asia/Amman Asia/Baghdad Asia/Baku

Asia/Bangkok Asia/Beijing Asia/Beirut

Asia/Bishkek Asia/Calcutta Asia/Colombo

Asia/Damascus Asia/Dhaka Asia/Gaza

Asia/Hong_Kong Asia/Irkutsk Asia/Jerusalem

Asia/Kabul Asia/Kamchatka Asia/Karachi

Asia/Katmandu Asia/Krasnoyarsk Asia/Magadan

Asia/Novosibirsk Asia/Rangoon Asia/Riyadh

Asia/Seoul Asia/Singapore Asia/Taipei

Asia/Tashkent Asia/Tbilisi Asia/Tehran

Asia/Tokyo Asia/Vladivostok Asia/Yakutsk

Asia/Yekaterinburg Asia/Yerevan Atlantic/Azores

Atlantic/Cape_Verde Atlantic/Stanley Australia/Adelaide

Australia/Brisbane Australia/Darwin Australia/Hobart

Australia/Lord_Howe Australia/Melbourne Australia/Perth

Australia/Sydney Etc/GMT Etc/GMT+1

Etc/GMT+10 Etc/GMT+11 Etc/GMT+12

360/563ページ



everRunユーザガイド

Etc/GMT+2 Etc/GMT+3 Etc/GMT+4

Etc/GMT+5 Etc/GMT+6 Etc/GMT+7

Etc/GMT+8 Etc/GMT+9 Etc/GMT-1

Etc/GMT-10 Etc/GMT-11 Etc/GMT-12

Etc/GMT-13 Etc/GMT-14 Etc/GMT-2

Etc/GMT-3 Etc/GMT-4 Etc/GMT-5

Etc/GMT-6 Etc/GMT-7 Etc/GMT-8

Etc/GMT-9 Europe/Athens Europe/Belgrade

Europe/Berlin Europe/Helsinki Europe/Istanbul

Europe/Kaliningrad Europe/London Europe/Minsk

Europe/Moscow Europe/Paris Europe/Samara

Europe/Sarajevo 日本 Pacific/Auckland

Pacific/Chatham Pacific/Easter Pacific/Fiji

Pacific/Guam Pacific/Marquesas Pacific/Norfolk

Pacific/Tongatapu

例

$ avcli datetime-config 2010-12-31 6:03:10

$ avcli datetime-config 2010-12-31 20:09:22 America/New_York
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diagnostic-create

使用方法

avcli diagnostic-create [minimal | medium | stats | full]

説明

diagnostic-createコマンドを使用して、指定のタイプの新しい診断ファイルを作成しま

す。

オプション

最小 最小サイズ(約2～10MB) の診断ファイル。

中程度 中サイズ(約10MB) の診断ファイル。

フル 大きいサイズ(約60MB) の診断ファイル。
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diagnostic-delete

使用方法

avcli diagnostic-delete diagnostics...

説明

diagnostic-deleteコマンドを使用して、指定の診断ファイルを削除します。

オプション

diagnostics 削除する1つ以上の診断ファイル。
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diagnostic-extract

使用方法

avcli diagnostic-extract diagnostics.zip...

説明

diagnostic-extractコマンドを使用して、指定の診断ファイルを抽出します。

オプション

diagnostics 抽出する1つ以上の診断ファイル。
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diagnostic-fetch

使用方法

avcli diagnostic-fetch [--file name] diagnostics...

説明

diagnostic-fetchコマンドを使用して、指定の診断ファイルを現在のディレクトリにダウン

ロードします。診断のステータスがビジーの場合、diagnostic-fetchは診断が完了するまで

待機してから、診断ファイルをダウンロードします。デフォルトの診断ファイル名は

diagnostic-type-name_YYYYMMDD_HHMMSS.zipです。各値は次のように指定します。

l type: 診断ファイルのタイプでminimal、medium、stats、full。

l name: unit-infoで表示される、everRunシステムの名前。

l YYYY: 診断ファイルの作成年。

l MM:診断ファイルの作成月。

l DD: 診断ファイルの作成日付。

l HH: 診断ファイルの作成時間。

l MM:診断ファイルの作成分。

l SS:診断ファイルの作成秒。

オプション

diagnostics ダウンロードする1つ以上の診断ファイル。

--file name

現在のディレクトリに書き込むファイルの名前。このオプ

ションは、診断ファイルを1つだけダウンロードする場合に

のみ有効です。

--extract ダウンロードした診断ファイルを抽出します。

例

$ avcli diagnostic-fetch buggrab:o10

$ avcli diagnostic-fetch --file buggrab.zip buggrab:o10

$ avcli diagnostic-fetch buggrab:o10 buggrab:o11 buggrab:o12
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diagnostic-info

使用方法

avcli diagnostic-info diagnostics...

説明

diagnostic-infoコマンドを使用して、すべての診断の情報、またはオプションとして指定の

診断のみに関する情報を表示します。

オプション

diagnostics 情報を表示する1つ以上の診断ファイル。

366/563ページ



everRunユーザガイド

dialin-disable

使用方法

avcli dialin-disable

説明

dialin-disableコマンドを使用して、Dial-in機能を無効にします。
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dialin-enable

使用方法

avcli dialin-enable

説明

dialin-enableコマンドを使用して、Dial-in機能を有効にします。
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dialin-info

使用方法

avcli dialin-info

説明

dialin-infoコマンドを使用して、dial-inの構成に関する情報を表示します。
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disk-move-to-group

使用方法

avcli disk-move-to-group disk... storage-group

説明

disk-move-to-groupコマンドを使用して、1つ以上の論理ディスクを特定のストレージグ

ループに移動します。

オプション

disk 削除する1つ以上のディスク。

storage-group ストレージグループ。
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ealert-config

使用方法

avcli ealert-config recipients...

説明

ealert-configコマンドを使用して、everRunシステムのeアラートのサポートを構成しま

す。

オプション

recipients
e アラートの電子メールを受け取る電子メールアドレス

のリスト。eアラートが有効な場合にのみ必要です。

例

次のコマンドは、受信者 admin@my-domain.comに送信するよう電子メールアラートを構成します。

$ avcli ealert-config admin@my-domain.com
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ealert-disable

使用方法

avcli ealert-disable

説明

ealert-disableコマンドを使用してeアラートを無効にします。
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ealert-enable

使用方法

avcli ealert-enable

説明

ealert-enableコマンドを使用してeアラートを有効にします。
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ealert-info

使用方法

avcli ealert-info

説明

ealert-infoコマンドを使用して、eアラートの構成に関する情報を表示します。
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help

使用方法

avcli help [command] [-all]

説明

helpコマンドを使用して、特定のコマンドに関するヘルプを表示したり、すべてのAVCLIコマン

ドのリストを表示します。

オプション

-all すべてのコマンドに関する詳しい情報を表示します。

例

全般的な使用方法と、helpで情報を入手できるすべてのコマンドのリストを表示するには、次を

入力します。

$ avcli help

特定のコマンド(たとえば storage-info) に関する情報を表示するには、次のように入力しま

す。

$ avcli help storage-info

helpで情報を入手できるすべてのコマンドに関する詳細を表示するには、次を入力します。

$ avcli help -all
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image-container-info

使用方法

image-container-info [image-container]

説明

image-container-infoコマンドを使用して、すべてのイメージコンテナ("ボリュームコン

テナ"とも呼ばれます)あるいは指定のイメージコンテナのみに関する情報を表示します。このコマ

ンドでは、イメージコンテナのうち、ゲストオペレーティングシステムで利用できる部分に関する

情報が表示されます。

オプション

image-container
イメージコンテナの名前。この引数を指定しない場合、すべて

のイメージコンテナに関する情報が表示されます。

例

$ avcli image-container-info

image-container:

-> name : root

-> id : imagecontainer:o58

-> hasFileSystem : false

-> isLocal : true

-> size : 21,479,030,784

-> size-used : 21,479,030,784

-> storage-group : none

image-container:

-> name : root

-> id : imagecontainer:o31

-> hasFileSystem : false

-> isLocal : true
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-> size : 21,479,030,784

-> size-used : 21,479,030,784

-> storage-group : none

image-container:

-> name : swap

-> id : imagecontainer:o36

-> hasFileSystem : false

-> isLocal : true

-> size : 2,151,677,952

-> size-used : 2,151,677,952

-> storage-group : none

image-container:

-> name : swap

-> id : imagecontainer:o66

-> hasFileSystem : false

-> isLocal : true

-> size : 2,151,677,952

-> size-used : 2,151,677,952

-> storage-group : none

image-container:

-> name : shared.fs_image_container

-> id : imagecontainer:o77

-> hasFileSystem : false

-> isLocal : false

-> size : 1,073,741,824

-> size-used : 1,073,741,824
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-> storage-group : none

image-container:

-> name : win7_ent_x86_32_sp1

-> id : imagecontainer:o1360

-> hasFileSystem : false

-> isLocal : false

-> size : 2,684,354,560

-> size-used : 2,684,354,560

storage-group:

-> name : Initial Storage Group

-> id : storagegroup:o21

image-container:

-> name : boot-chom1

-> id : imagecontainer:o1690

-> hasFileSystem : true

-> isLocal : false

-> size : 42,949,672,960

-> size-used : 37,787,627,192

storage-group:

-> name : Initial Storage Group

-> id : storagegroup:o21
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image-container-resize

使用方法

image-container-resize --new-size size image-container

説明

image-container-resizeコマンドを使用して、イメージコンテナの、ゲストオペレーティ

ングシステムで利用できる部分のサイズを増やします。("イメージコンテナ"は、ボリュームとス

ナップショットが保存されるシステムワイドのコンテナで、"ボリュームコンテナ"とも呼ばれま

す。)スナップショットの取得に必要な空き容量がコンテナに不足している場合、イメージのコンテ

ナサイズを増やすことができます。

オプション

--new-size size

新しいイメージコンテナのサイズ。sizeにはデフォルトではボ

リュームサイズをメガバイト単位で指定しますが、KB、K、

MB、M、GB、Gなどの標準単位も使用できます。

image-container イメージコンテナの名前。

例

$ avcli image-container-resize --new-size 40G boot-chom1
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kit-add

使用方法

avcli kit-add kit_path...

説明

kit-addは、[Upgrade Kits (アップグレードキット)]ページに1つ以上のアップグレード

キットを追加(つまりアップロード)します。

オプション

kit_path 追加する1つ以上のアップグレードキット。この値はファイルのパスです。

例

$ avcli kit-add everRun_upgrade-7.5.0.0_0-129.kit
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kit-controlled-upgrade-continue

使用方法

avcli kit-controlled-upgrade-continue

説明

kit-controlled-upgrade-continueコマンドを使用して、アップグレードプロセスが一

時停止した後に、制御付きアップグレードでその次の操作を続行できるようにします。
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kit-controlled-upgrade-disable

使用方法

avcli kit-controlled-upgrade-disable

説明

kit-controlled-upgrade-disableコマンドを使用して、システムの制御付きアップグ

レード機能を無効にします。このコマンドを実行すると、kit-upgradeコマンドは制御付きアッ

プグレードではなく、通常どおりのアップグレードを実行します。
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kit-controlled-upgrade-enable

使用方法

avcli kit-controlled-upgrade-enable

説明

kit-controlled-upgrade-enableコマンドを使用して、システムで制御付きアップグ

レードを有効にします。このコマンドを実行すると、kit-upgradeコマンドは制御付きアップグ

レードを実行します。

通常のアップグレードでは、アップグレードの処理中にコンソールがロックされています。制御付

きアップグレードでは、メンテナンスモードが切り替わるたびにアップグレードプロセスが一時停

止され、ポップアップウィンドウが開き、制御付きアップグレードが一時停止したことを示すメッ

セージと次に利用可能なアクションを選択するための制御ボタンが表示されます。

アップグレードの制御機能は、everRunシステムで管理されていないサードパーティ製ツールやそ

の他のシステムサービスを確認や再構成するために役立ちます。
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kit-controlled-upgrade-info

使用方法

avcli kit-controlled-upgrade-info

説明

kit-controlled-upgrade-infoコマンドを使用して、制御付きアップグレードに関する情

報を表示します。

例

次にコマンドと出力の例を示します。

[root@node0 ~]# avcli kit-controlled-upgrade-info

Feature enabled : No

Toggle allowed : Yes

State : IDLE

Current action : None required.

出力の stateフィールドと current actionフィールドには、次に予期されるアクションが

示されています。これは通常の場合、ノードをメンテナンスモードにしたり、メンテナンスモード

を解除する操作です。次のアクションを行うには kit-controlled-upgrade-continue

コマンドを実行します。
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kit-delete

使用方法

avcli kit-delete kit_id

説明

kit-deleteコマンドを使用して、指定のキットを削除します。

オプション

kit_id 削除する1つ以上のアップグレードキット。値はキットIDです。

kit_idの値を取得するための詳細については、「kit-info」コマンドの説明を参照してください。

例

kit-delete kit:o24
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kit-info

使用方法

avcli kit-info [kit_id...]

説明

kit-infoコマンドを使用して、すべてのキットの情報(デフォルト設定)、または指定したキット

のみに関する情報を表示します。

オプション

kit_id 情報を表示する1つ以上のアップグレードキット。値はキットIDです。

例

kit-infoコマンドを実行して、「kit-upgrade」、「kit-qualify」、「kit-delete」などの kit-

idの値を取得できます。コマンドの出力では idフィールドに kit-idの値が表示されます。次の

kit-infoコマンドの出力例では idフィールドに kit:o24という値が表示されています。

[root@node0 ~]# avcli kit-info

-> name : unspecified

-> id : kit:o24

-> description : unspecified

-> version : 7.5.0-127

-> locked : false
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kit-qualify

使用方法

avcli kit-qualify kit_id

説明

kit-qualifyコマンドを使用して、指定のアップグレードキットファイルを評価します。評価

に成功した場合、そのキットでシステムを正しくアップグレードすることができます。評価に失敗

した場合は、各PMのホストオペレーティングシステムにログインし、

/var/opt/ft/log/unity_upgrade.logファイルを開いてその原因を特定します。たと

えば、ディスクの容量が不足していてアップグレードを完了できない場合、ファイルには空き容量

の不足を示すメッセージが含まれ、必要な容量が報告されます。評価の問題を解決するための詳し

い情報は、Stratus カスタマサービスポータル (https://support.stratus.com)のナレッジベー

スで該当する評価エラーメッセージを検索してください。

オプション

kit_id 評価するアップグレードキット。値はキットIDです。

kit_idの値を取得するための詳細については、「kit-info」コマンドの説明を参照してください。

例

kit-qualify kit:o24
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kit-upgrade

使用方法

avcli kit-upgrade kit_id

説明

kit-upgradeコマンドを使用して、指定のキットを使ってアップグレードを開始します。コマン

ドの実行後はアップグレードが開始されるとプロンプトに戻ります。

オプション

kit_id アップグレードに使用するキット。値はキットIDです。

kit_idの値を取得するための詳細については、「kit-info」コマンドの説明を参照してください。

例

kit-upgrade kit:o24
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kit-upgrade-cancel

使用方法

avcli kit-upgrade-cancel kit_id

説明

kit-upgrade-cancelコマンドを使用して、キットのアップグレードをキャンセルします。こ

のコマンドは、アップグレード中に最初のノードがメンテナンスモードにされる前に実行する必要

があります。

オプション

kit_id キャンセルするキットのアップグレード。値はキットIDです。

kit_idの値を取得するための詳細については、「kit-info」コマンドの説明を参照してください。
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license-info

使用方法

avcli license-info

説明

license-infoコマンドを使用して、ライセンスに関する情報を表示します。
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license-install

使用方法

avcli license-install license-file

説明

license-installコマンドを使用して、指定のライセンスファイルをインストールします。

オプション

license-file ライセンスキー定義が含まれているファイル。

例

$ avcli license-install avance.key
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local-group-add

使用方法

avcli local-group-add --name name --permissions permission-type

説明

local-group-addコマンドを使用して、新しいローカルユーザグループを追加します。この

コマンドは管理者ロール(グループ admin) を持つユーザのみが実行できます。プラットフォーム

管理者 (グループ platform_admin) または読み取り専用 (グループ read-only) ロールを持

つユーザは、このコマンドを実行できません。

オプション

--name name ローカルグループ名。

--permissions permission-type
ローカルグループのアクセス許可をカンマ区切

りのリストとして指定します。

例

$ avcli local-group-add --name unprivileged_users --permissions

ADD_USER
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local-group-delete

使用方法

avcli local-group-delete groups...

説明

local-group-deleteコマンドを使用して、指定のローカルユーザグループを削除します。

デフォルトのグループ(admin、platform_admin、read_only) を削除することはできませ

ん。このコマンドは管理者ロール(グループ admin) を持つユーザのみが実行できます。プラット

フォーム管理者 (グループ platform_admin) または読み取り専用 (グループ read-only)

ロールを持つユーザは、このコマンドを実行できません。

オプション

groups
ローカルユーザグルー

プ。

例

$ avcli local-group-delete unprivileged_users
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local-group-edit

使用方法

avcli local-group-edit [--name] [--permissions] group-name-or-

sid

説明

local-group-editコマンドを使用して、既存のローカルユーザグループを編集します。デ

フォルトのグループ(admin、platform_admin、read_only) を編集することはできませ

ん。このコマンドは管理者ロール(グループ admin) を持つユーザのみが実行できます。プラット

フォーム管理者 (グループ platform_admin) または読み取り専用 (グループ read-only)

ロールを持つユーザは、このコマンドを実行できません。

オプション

--name name 新しいローカルグループ名。

--permissions permission-type
ローカルグループのアクセス許可をカンマ区

切りのリストとして指定します。

group-name-or-sid 名前またはセキュリティID。

例

$ avcli local-group-edit --name privileged_users --permissions

ADD_USER unprivileged_users
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local-group-info

使用方法

avcli local-group-info [groups...]

説明

local-group-infoコマンドを使用して、すべてのローカルユーザグループの情報、または指

定したローカルユーザグループのみに関する情報を表示します。

オプション

groups ローカルユーザグループ。
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local-user-add

使用方法

avcli local-user-add --username name --realname name --email

address [--password password] [--new-password password] [--

local-groups groups] [--permissions permission-types]

説明

local-user-addコマンドを使用して、everRunシステムに新しいローカルユーザを追加しま

す。ユーザのパスワードを指定しない場合、その入力を求めるプロンプトが表示されます。パス

ワードが正しいことを確認するために、ユーザはパスワードを2度入力する必要があります。この

コマンドは管理者ロール(グループ admin) を持つユーザのみが実行できます。プラットフォーム

管理者 (グループ platform_admin) または読み取り専用 (グループ read-only) ロールを持

つユーザは、このコマンドを実行できません。

オプション

--username name everRunローカルユーザ名。

--password password

ユーザに新しいパスワードの入力を求める

プロンプトを表示するかどうかを示す、

ブール値のフラグ。

--new-password password

--passwordを使用する場合と異なり、

パスワードをコマンドラインオプションと

して指定します。

--realname name ユーザの実名。

--email address ユーザの電子メールアドレス。

--local-groups groups
ユーザが参加するローカルグループをカン

マ区切りのリストとして指定します。

--permissions permission-types
ローカルユーザのアクセス許可をカンマ区

切りのリストとして指定します。

例
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$ avcli local-user-add --username bsmith --realname "Bob Smith"

--email bsmith@example.com --password secret --local-groups

admin

$ avcli local-user-add --username bsmith --realname "Bob Smith"

--email bsmith@example.com --local-groups users1,users2 --

permissions ADD_USER,UPDATE_USER
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local-user-delete

使用方法

avcli local-user-delete users...

説明

local-user-deleteコマンドを使用して、指定のローカルユーザを削除します。このコマン

ドは管理者ロール(グループ admin) を持つユーザのみが実行できます。プラットフォーム管理者

(グループ platform_admin) または読み取り専用 (グループ read-only) ロールを持つユーザ

は、このコマンドを実行できません。

オプション

users 1人以上のローカルユーザ。

例

$ avcli local-user-delete afjord

$ avcli local-user-delete afjord bsmith tkirch
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local-user-edit

使用方法

avcli local-user-edit user [--username name] [--realname name]

[--email address] [--password password] [--new-password

password] [--local-groups groups] [--permissions permission-

types] user-name-or-sid

説明

local-user-editコマンドを使用して既存のユーザを編集します。--passwordオプション

を指定しない場合、パスワードは変更されません。--passwordオプションを指定すると、パス

ワードの入力確認のためユーザにコマンドプロンプトが2度表示されます。このコマンドは管理者

ロール(グループ admin) を持つユーザのみが実行できます。プラットフォーム管理者 (グループ

platform_admin) または読み取り専用 (グループ read-only) ロールを持つユーザは、この

コマンドを実行できません。

オプション

--username name 割り当てるユーザ名。

--password password

ユーザに新しいパスワードの入力を求めるプロ

ンプトを表示するかどうかを示す、ブール値の

フラグ。

--new-password password

--passwordを使用する場合と異なり、パス

ワードをコマンドラインオプションとして指定

します。

--realname name ユーザの実名。

--email address ユーザの電子メールアドレス。

--local-groups groups
ユーザが参加するローカルグループをカンマ区

切りのリストとして指定します。

--permissions permission-types
ローカルユーザのアクセス許可をカンマ区切り

のリストとして指定します。
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group-name-or-sid 名前またはセキュリティID。

例

$ avcli local-user-edit --email bsmith@example.net bsmith

$ avcli local-user-edit --realname "Robert Smith" --email

rsmith@example.com bsmith

$ avcli local-user-edit --email bsmith@example.net --local-

groups read_only --permissions ADD_USER,UPDATE_USER bsmith

$ avcli local-user-edit --password bsmith

$ avcli local-user-edit --new-password secret bsmith
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local-user-info

使用方法

avcli local-user-info [user...]

説明

local-user-infoコマンドを使用して、すべてのユーザの情報(デフォルト設定)、または指定

したユーザのみに関する情報を表示します。

オプション

user 情報を表示する対象となる1人以上のユーザ。
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localvm-clear-mtbf

使用方法

avcli localvm-clear-mtbf

説明

localvm-clear-mtbfコマンドを使用して、故障回数が多すぎるためサービスから削除されて

いたVMの半分をサービスに戻します。
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mail-server-config

使用方法

avcli mail-server-config --host host [--ssl] [--tls] [--port

port_number] [--username user_name] [--password password] [--

sender sender_email_address]

説明

mail-server-configコマンドを使用して、メールサーバを構成します。

オプション

--host host SMTPサーバのドメイン名またはIPv4アドレス。

--ssl

システムはSMTPサーバとの通信時にSSL方式の暗号化

を使用します。このオプションを --tlsと併用するこ

とはできません。

--tls

システムはSMTPサーバとの通信時にTLS方式の暗号化

を使用します。このオプションを --sslと併用するこ

とはできません。

--port port_number SMTPサーバへの接続時に使用するポート番号。

--sender sender_email_

address
電子メールを送信するユーザの電子メールアドレス。

--username user_name hostでの認証用の名前。

--password password hostでの認証に使用する user_nameのパスワード。

例

以下の例は、SMTPサーバを mail.my-domain.comとして構成します。

次はサーバを構成する場合の例です。

$ avcli mail-server-config --host mail.my-domain.com
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次は、電子メールの送信時、通信にTLSプロトコルとポート587を使用し、認証にユーザ名

adminとパスワード secretを使用するサーバを構成する場合の例です。

$ avcli mail-server-config --host mail.my-domain.com --tls -

-port 587 --username admin --password secret --sender

sample@gmail.com

次は、電子メールの送信時、通信にSSLプロトコルを使用し、認証にユーザ名 adminとパスワー

ド secretを使用するサーバを構成する場合の例です。

$ avcli mail-server-config --host mail.my-domain.com --ssl -

-username admin --password secret

次は、電子メールの送信時、通信にSSLプロトコルを使用し、認証にパスワードなしでユーザ名

adminを使用するサーバを構成する場合の例です。このコマンドはパスワードを含まないので、コ

マンドを実行するとパスワードのプロンプトが表示されます。

$ avcli mail-server-config --ssl --host mail.my-domain.com -

-username admin
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mail-server-disable

使用方法

avcli mail-server-disable

説明

mail-server-disableコマンドを使用して、メールサーバを無効にします。
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mail-server-enable

使用方法

avcli mail-server-enable

説明

mail-server-enableコマンドを使用して、メールサーバを有効にします。
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mail-server-info

使用方法

avcli mail-server-info

説明

mail-server-infoコマンドを使用して、メールサーバの構成に関する情報を表示します。
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media-create

使用方法

avcli media-create [--storage-group storage] [--name name]

url...

説明

media-createコマンドを使用して、指定のURLからeverRunシステムにISOイメージを読み

込みます。

オプション

--storage-group group

使用するストレージボリューム。このオプションを指定

しない場合、空き容量が最大のストレージグループが自

動的に選択されます。

--name name
使用するボリュームの名前。このオプションを指定しな

い場合、ボリューム名はURLに基づいて決定されます。

url ISOファイルの場所を示すURL。

--wait ISOが作成されるまで待機します。

例

avcli media-create --storage-group Pool-0001 --name cd.iso

http://hostname/cd.iso

avcli media-create http://hostname/cd.iso

avcli media-create http://hostname/cd1.iso

http://hostname/cd2.iso
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media-delete

使用方法

avcli media-delete media...

説明

media-deleteコマンドを使用して、指定のメディアを削除します。

オプション

media 削除するメディア。
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media-eject

使用方法

avcli media-eject [--cdrom name] [vm...]

説明

media-ejectコマンドを使用して、指定の仮想マシンからメディアを取り出します。

オプション

--cdrom name
メディアを取り出すCD-ROMデバイス。VMにCD-ROMデバイス

が1つしかない場合、この値は省略できます。

vm 取り出すメディアが含まれているVMの名前。
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media-import

使用方法

avcli media-import [--storage-group storage] [--name name] [--

throttle] [--silent] file...

説明

media-importコマンドを使用して、指定のファイルからeverRunシステムにISOイメージを

読み込みます。

オプション

--storage-group group

使用するストレージボリューム。このオプションを指定

しない場合、空き容量が最大の共有ストレージが自動的

に選択されます。

--name name

使用するボリュームの名前。このオプションを指定しな

い場合、ボリューム名はファイルに基づいて決定されま

す。このオプションは、ISOを1つだけ指定する場合に

のみ有効です。

--throttle

インポートまたはエクスポートの処理を減速します。有

効な値は次のとおりです。

l none: 調整機能を使用しません。これがデフォル

ト値です。

l low: 約25%減速します。

l medium: 約50%減速します。

l high: 約75%減速します。

--silent 出力を生成しません。

file ISOイメージを含むファイル。

例

411/563ページ



media-import

avcli media-import --storage-group Pool-0001 --name cd.iso

cd.iso

avcli media-import cd.iso

avcli media-import cd1.iso cd2.iso
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media-info

使用方法

avcli media-info [media...]

説明

media-infoコマンドを使用して、すべてのメディア、または指定のメディアのみに関する情報

を表示します。

オプション

media 情報を表示するメディア。
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media-insert

使用方法

avcli media-insert --iso [--cdrom] [vm...]

説明

media-insertコマンドを使用して、指定の仮想マシンにメディアを挿入します。

注意事項: 稼働中のフォールトトレラント(FT) VMにVCDを挿入すると、障害が発生した場合

にeverRunソフトウェアがVMを別の物理マシンにマイグレーションすることができなくなり

ます。フォールトトレラント運用を復元するには、VCDの使用が完了した時点で直ちにVCD

をアンマウントし、取り外してください。

オプション

--iso name 挿入するISOイメージ。

--cdrom name
メディアを挿入するCD-ROMデバイス。VMにCD-ROMデバイ

スが1つしかない場合、この値は省略できます。

vm メディアを挿入するVMの名前。
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network-change-mtu

使用方法

avcli network-change-mtu [--force] name size

説明

network-change-mtuコマンドは、everRunシステム上の指定したネットワーク(biz0ネッ

トワークを含む、A-Linkまたはビジネスネットワーク)のMTUサイズを変更します。

注: network0として使用されていたり、実行中のVMによって使用されているビジネスネット

ワークのMTUを変更すると、システムの接続が一時的に失われる可能性があるため、--

forceオプションを使用する必要があります。そのようなネットワークで --forceオプショ

ンを使用しない場合、次のメッセージが表示されます。

ビジネスネットワークのMTUを変更すると、システムの接続が一時的に失われる

場合があります。それでも操作を続行する場合には、--forceを使ってオー

バーライドしてください。

オプション

--force

MTUのサイズを強制的に変更します。このオプションは、ビジ

ネスネットワークが実行中のVMで使用されているかどうかに

関係なく、そのMTUサイズを変更する場合に指定します。この

オプションを指定しない場合、MTUサイズを変更できません。

name ネットワークの名前

size
MTUのサイズ。有効な値は1280～65535 (デフォルトは

1500) です。

例

次のコマンドは、A-Link priv0上のMTUサイズを変更します。

$ avcli network-change-mtu priv0 4000

$ avcli network-change-mtu priv0 9000

次のコマンドは、ビジネスネットワーク network0 (別称biz0) 上のMTUサイズを変更します。
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$ avcli network-change-mtu --force network0 4000

$ avcli network-change-mtu --force network0 9000
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network-change-role

使用方法

avcli network-change-role networks... role

説明

network-change-roleコマンドを使用して、指定したネットワークのロールを指定のロール

に変更します。

オプション

networks ロールを変更する1つ以上のネットワーク。

role 新しいロール。指定できる値は businessまたは a-linkです。

417/563ページ



network-info

network-info

使用方法

avcli network-info [networks...]

説明

network-infoコマンドを使用して、すべての共有ネットワークの情報、または指定のネット

ワークのみに関する情報を表示します。

オプション

networks 1つ以上のネットワーク。

出力

次の例は、A-LinkでデフォルトのMTU値1500を含む、4つのネットワークの設定を示します。

avcli network-info

shared network:

-> name : sync_2003

-> id : sharednetwork:o2334

-> fault-tolerant : ft

-> role : a-link

-> bandwidth : 10 Gb/s

-> mtu : 1500

shared network:

-> name : network0

-> id : sharednetwork:o64

-> fault-tolerant : ft

-> role : business

-> bandwidth : 1 Gb/s

-> mtu : 1500

shared network:

-> name : sync_2004
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-> id : sharednetwork:o2333

-> fault-tolerant : ft

-> role : a-link

-> bandwidth : 10 Gb/s

-> mtu : 1500

shared network:

-> name : priv0

-> id : sharednetwork:o65

-> fault-tolerant : ft

-> role : private

-> bandwidth : 1 Gb/s

-> mtu : 1500
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node-add

使用方法

avcli node-add [--wait]

説明

node-addコマンドを使用して、everRunシステムにPMを追加します。

オプション

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。
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node-cancel

使用方法

avcli node-cancel pm

説明

node-cancelコマンドを使用して、イメージングを実行しているPMをキャンセルします。

オプション

pm キャンセルするPM。
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node-config-prp

使用方法

avcli node-config-prp --nic1 adapter --nic2 adapter node

説明

node-config-prpコマンドを使用して、2つの物理アダプタを持つ指定のPMにPRPアダプタ

を構成します。

1台目のPMと2台目のPMにそれぞれアダプタを構成するために、このコマンドは2度実行する必

要があります。

オプション

--nic1 adapter 物理アダプタの名前。

--nic2 adapter 物理アダプタの名前。

node 構成するPRPアダプタを含むPM。

例

$ avcli node-config-prp --nic1 eth0 --nic2 eth1 node0
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node-delete

使用方法

avcli node-delete pm [--wait]

説明

node-deleteコマンドを使用してPMを削除します。

オプション

pm 削除するPM。PMはメンテナンスモードになっている必要があります。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。
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node-delete-prp

使用方法

avcli node-delete-prp --name adapter node

説明

node-delete-prpコマンドを使用して、指定のPM上のPRPアダプタを削除します。

1台目のPMと2台目のPMでそれぞれアダプタを削除するために、このコマンドは2度実行する必

要があります。

オプション

--name adapter 削除するアダプタの名前。

node 削除するアダプタがあるPMの名前。

例

$ avcli node-delete-prp --name ad0 node0
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node-info

使用方法

avcli node-info [pm...]

説明

node-infoコマンドを使用して、すべてのPMの情報(デフォルト設定)、または指定したPMの

みに関する情報を表示します。

オプション

pm 情報を表示するPM。
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node-reboot

使用方法

avcli node-reboot [--wait] pm

説明

node-rebootコマンドを使用して、指定のPMをリブートします。

オプション

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。

pm リブートするPM。
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node-recover

使用方法

avcli node-recover [--wipe] pm [--wait]

説明

node-recoverコマンドを使用して、指定のPMを復旧します。

オプション

pm 復旧するPM。

--wipe 復旧を実行する前にPMからディスクをワイプします。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。
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node-shutdown

使用方法

avcli node-shutdown [--force] [--wait] [--finalize] pm

説明

node-shutdownコマンドを使用して、指定のPMをシャットダウンします。node-

shutdownを実行する前に、まずノードをメンテナンスモードにする必要があります。そのため

には、 「node-workon」を実行するか、everRun可用性コンソールを使用します。--

finalizeオプションを使ってノード(pm) を有効にして、正常な再起動の後、メンテナンス

モードを自動的に終了します。

オプション

--force

-f
シャットダウンの警告を上書きします。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。

--finalize

-F
ノードのメンテナンスモードを解除します。

pm シャットダウンするPM (たとえば node1)。

例

$ avcli node-workon node0

$ avcli node-shutdown --force node0
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node-workoff

使用方法

avcli node-workoff [--wait] pm

説明

node-workoffコマンドを使用して、指定のPMのメンテナンスモードを解除します。

オプション

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。

pm メンテナンスモードを解除するPM。
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node-workon

使用方法

avcli node-workon pm

説明

node-workonコマンドを使用して、指定のPMをメンテナンスモードにします。

オプション

pm メンテナンスモードに切り替えるPM。

例

$ avcli node-workon node0
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ntp-config

使用方法

avcli ntp-config servers...

説明

ntp-configコマンドを使用して、指定のサーバリストに基づいてNTPのサポートを有効にし、

構成します。

オプション

servers 構成するサーバのリスト。

例

$ avcli ntp-config 1.2.3.4

$ avcli ntp-config 1.2.3.4 2.4.6.8
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ntp-disable

使用方法

avcli ntp-disable

説明

ntp-disableコマンドを使用して、everRunシステムのNTPを無効にします。
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ova-info

使用方法

avcli ova-info filename.ova...

説明

ova-infoコマンドを使用して、指定のOVAファイルに関する情報を表示します。

オプション

filename.ova 1つ以上のOVAファイル。
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ovf-info

使用方法

avcli ovf-info filename.ovf...

説明

ovf-infoコマンドを使用して、指定のOVF ファイルに関する情報を表示します。

オプション

filename.ovf 1つ以上のOVF ファイル。
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owner-config

使用方法

avcli owner-config [--email address] [--name name] [--phone

number]

説明

owner-configコマンドを使用してeverRunシステムの所有者情報を構成します。

オプション

--email address 所有者の電子メールアドレス。

--name name 所有者の名前。

--phone number 所有者の電話番号。

例

$ avcli owner-config --email "Bob Smith" --email

bsmith@example.org --phone 800-555-1234

$ avcli owner-config --phone 800-555-1234
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owner-info

使用方法

avcli owner-info

説明

owner-infoコマンドを使用して、everRunシステムの所有者に関する情報を表示します。
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pm-clear-mtbf

使用方法

avcli pm-clear-mtbf

説明

pm-clear-mtbfコマンドを使用して、ユーザインタフェースからPMのMTBF をクリアしま

す。
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proxy-config

使用方法

avcli proxy-config --port name [--username name] [--password

password] host

説明

proxy-configコマンドを使用して、everRunシステムがプロキシサーバを使用するように構

成します。ユーザ名を指定しない場合、AVCLIではプロキシサーバへのアクセスに認証の必要はな

いと仮定して処理が行われます。ユーザ名だけを指定してパスワードを指定しない場合、パスワー

ドの入力を求めるプロンプトが表示されます。

オプション

--port number ポート番号。

--username name ユーザの名前。

--password password ユーザのパスワード。

host ホストの名前。

例

$ avcli --port 8080 proxy.my-domain.com

$ avcli --port 8080 --username user --password secret proxy.my-

domain.com

$ avcli --port 8080 --username user proxy.my-domain.com
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proxy-disable

使用方法

avcli proxy-disable

説明

proxy-disableコマンドを使用してプロキシを無効にします。
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proxy-enable

使用方法

avcli proxy-enable

説明

proxy-enableコマンドを使用してプロキシを有効にします。
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proxy-info

使用方法

avcli proxy-info

説明

proxy-infoコマンドを使用して、プロキシの構成に関する情報を表示します。
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removable-disk-info

使用方法

avcli removable-disk-info

説明

removable-disk-infoコマンドを使用して、VMにマウント可能なUSBフラッシュドライブ

に関する情報を表示します。

出力では、各USBフラッシュドライブに関する情報がその名前で始まっています(たとえば、

removabledisk:o36)。この名前は、「vm-attach-usb-storage」などのコマンドでのデバ

イスIDです。

例

次にコマンドと出力の例を示します。

[root@node0 ~]# avcli removable-disk-info

Removable Disks:

removabledisk:o36:

-> Description: : Imation Nano Pro

-> Size: : 7739768832 bytes

-> Vendor: : Imation

-> Vendor ID: : 0718

-> Model: : Nano Pro

-> Product ID: : 063d

-> Attached to node: : node0

Local node0 information:

    -> Device Path: : /dev/sdc

    -> USB Port: : 3-7.1:1.0

    -> USB Bus Number: : 3

    -> USB Device Number: : 6
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snmp-config

使用方法

avcli snmp-config [--enable-requests] [--enable-traps] [--port

number] [--community name] [--recipients recipient ...] [--

recipients-v1 recipient-v1 ...]

説明

snmp-configコマンドを使用して、everRunシステムで使用されるSNMPを構成します。具体

的には、コマンドは以下の操作を実行します。

l SNMP要求を有効化/無効化する

l SNMPトラップを有効化/無効化する

l SNMPトラップに使用するポートを指定する

l SNMPコミュニティを指定する

l SNMPv1およびSNMPv2の受信者を追加する(SNMPv3受信者を追加するには 「snmp-

v3-add-trap-recipient」コマンドを実行します。)

オプション

--enable-requests
SNMP要求を有効にします。このオプションを指定しな

いと、要求が無効になります。

--enable-traps

SNMPトラップを有効化します。このオプションを指定

しないと、トラップが無効になります。トラップを有効

にする場合、1人以上の受信者を指定しなければなりま

せん。

--community name SNMPコミュニティの名前。

--port number SNMPに使用するポート。デフォルト値は162です。

--recipients recipient ...
SNMPバージョン2cを使ってトラップを送信する先の

ホストのリスト。

--recipients-v1 recipient-v1

...

SNMPバージョン1を使ってトラップを送信する先のホ

ストのリスト。
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例

次の例はSNMP要求を有効にし、トラップを有効にして host1および host2にSNMPバージョ

ン2cで送信し、snmp.my-domain.comおよび snmp2.my-domain.comにSNMPバー

ジョン1で送信します。

$ avcli snmp-config --enable-requests --enable-traps --

recipients host1 host2 --recipients-v1 snmp.my-domain.com

snmp2.my-domain.com

次の例はSNMP要求を無効にし、トラップを有効にして localhostにSNMPバージョン2cで送

信します。

$ avcli snmp-config --enable-traps --community public --

recipients localhost
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snmp-disable

使用方法

avcli snmp-disable

説明

snmp-disableコマンドを使用してSNMPを無効にします。
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snmp-info

使用方法

avcli snmp-info

説明

snmp-infoコマンドを使用して、すべてのSNMPバージョンの構成に関する情報を表示します。
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snmp-v3-add-agent-user

avcli snmp-v3-add-agent-user --username username --security-

level security_level [--authentication-type type] [--

authentication-pass-phrase pass_phrase] [--encryption-type type]

[--encryption-pass-phrase pass_phrase]

説明

snmp-v3-add-agent-userコマンドを使用して、読み取り専用アクセスをもつSNMPv3

ユーザ(username) を everRunシステムに追加します。すると、その他のSNMPv3サーバが、管

理情報ベース(MIB) ファイルに一覧されているオブジェクトの値を取得するためにSNMPv3要求

(たとえば snmpwalk) をこのユーザに送信できるようになります。

システムでサポートされるのは1人のSNMPv3ユーザのみです。システムにSNMPv3ユーザが既

に存在する場合にこのコマンドを実行すると、ユーザは追加されず、エラーメッセージが表示され

ます。

SNMPv3ユーザは両方のノードに作成します。

オプション

--username username
SNMPv3エージェントにアクセスできるユーザの名前。

usernameは一意でなければなりません。

--security-level

security-level

ユーザのセキュリティレベル。有効な値は次のとおりで

す。

l auth—認証あり・プライバシーなし。メッセージ

は認証されますが、暗号化はされません。--

authentication-typeと --

authentication-pass-phraseは必須で

す。--encryption-typeと --

encryption-pass-phraseはオプションで

す。

l noauth—認証なし・プライバシーなし。メッセー

ジにセキュリティが適用されず、認証も暗号化も行

われません。--authentication-type、--
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authentication-pass-phrase、--

encryption-type、--encryption-pass-

phraseはすべてオプションです。

l priv—認証あり・プライバシーあり。メッセージ

は認証され、暗号化されます。--

authentication-type、--

authentication-pass-phrase、--

encryption-type、--encryption-pass-

phraseはすべて必須です。

--authentication-type

type

ユーザの認証のタイプ。有効な値は次のとおりです。

l MD5: メッセージダイジェストアルゴリズム(MD5)

をユーザの認証タイプとして構成します。

l SHA: セキュアハッシュアルゴリズム(SHA) をユー

ザの認証タイプとして構成します。

--authentication-

pass-phrase pass_phrase

ユーザの必須のパスフレーズ。認証秘密鍵の生成に使用され

ます。pass_phraseは8文字以上でなければなりません。

--encryption-type type

ユーザの暗号化のタイプ。有効な値は次のとおりです。

l AES: 高度暗号化標準(AES) をユーザの暗号化タイ

プとして構成します。

l DES: データ暗号化標準(DES) をユーザの暗号化タ

イプとして構成します。

--encryption-pass-

phrase pass_phrase

ユーザの必須のパスフレーズ。暗号化秘密鍵の生成に使用さ

れます。pass_phraseは8文字以上でなければなりませ

ん。

例

次は、エージェントユーザ agentUser1をシステムに追加する場合の例です。agentUser1が

送信するSNMPv3メッセージは認証され、暗号化されます。
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$ avcli snmp-v3-add-agent-user --username agentUser1 --

security-level priv --authentication-type MD5 --

authentication-pass-phrase agentUser1AuthPassPhrase --

encryption-type AES --encryption-pass-phrase

agentUser1EncriptPassPhrase

次はエージェントユーザ agentUser2をシステムに追加する場合の例です。agentUser2が送

信するSNMPv3メッセージは認証されますが、暗号化はされません。

$ avcli snmp-v3-add-agent-user --username agentUser2 --

security-level auth --authentication-type SHA --

authentication-pass-phrase agentUser2AuthPassPhrase

次はエージェントユーザ agentUser3をシステムに追加する場合の例です。agentUser3が送

信するSNMPv3メッセージは認証も暗号化も行われません。

$ avcli snmp-v3-add-agent-user --username agentUser3 --

security-level noauth
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snmp-v3-add-trap-recipient

使用方法

avcli snmp-v3-add-trap-recipient --recipient recipient --

username username --security-level security_level [--

authentication-type type] [--authentication-pass-phrase pass_

phrase] [--encryption-type type] [--encryption-pass-phrase pass_

phrase]

説明

snmp-v3-add-trap-recipientコマンドを使用して、受信サーバ(recipient) とトラップ

ユーザ(username) を everRunシステム上の CallHomeInfo.xmlファイルに追加します。す

るとeverRunシステムが、受信サーバにそのユーザが存在する場合はトラップユーザにSNMPv3

トラップを送信できるようになります。

オプション

--recipient recipient
SNMPv3トラップを受信するサーバ。ドメイン名または

IPv4アドレスを指定します。

--username username
everRunシステムがSNMPv3トラップを送信する先の

受信サーバ上のトラップユーザの名前。

--security-level security-

level

ユーザのセキュリティレベル。有効な値は次のとおりで

す。

l auth—認証あり・プライバシーなし。メッセー

ジは認証されますが、暗号化はされません。--

authentication-typeと --

authentication-pass-phraseは必須で

す。--encryption-typeと --

encryption-pass-phraseはオプションで

す。

l noauth—認証なし・プライバシーなし。メッ

セージにセキュリティが適用されず、認証も暗号
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化も行われません。--authentication-

type、--authentication-pass-

phrase、--encryption-type、--

encryption-pass-phraseはすべてオプ

ションです。

l priv—認証あり・プライバシーあり。メッセー

ジは認証され、暗号化されます。--

authentication-type、--

authentication-pass-phrase、--

encryption-type、--encryption-

pass-phraseはすべて必須です。

--authentication-type

type

ユーザの認証のタイプ。有効な値は次のとおりです。

l MD5: メッセージダイジェストアルゴリズム

(MD5) をユーザの認証タイプとして構成します。

l SHA: セキュアハッシュアルゴリズム(SHA) を

ユーザの認証タイプとして構成します。

--authentication-pass-

phrase pass_phrase

ユーザの必須のパスフレーズ。認証秘密鍵の生成に使用

されます。pass_phraseは8文字以上でなければなり

ません。

--encryption-type type

ユーザの暗号化のタイプ。有効な値は次のとおりです。

l AES: 高度暗号化標準(AES) をユーザの暗号化タ

イプとして構成します。

l DES: データ暗号化標準(DES) をユーザの暗号化

タイプとして構成します。

--encryption-pass-

phrase pass_phrase

ユーザの必須のパスフレーズ。暗号化秘密鍵の生成に使

用されます。pass_phraseは8文字以上でなければな

りません。

例
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以下の例は、受信サーバとトラップユーザをeverRunシステム上の CallHomeInfo.xmlファイルに

追加します。

次は受信サーバ snmp1.my-domain.comとトラップユーザ myTrapUser1を追加する場合の

例です。システムが myTrapUser1に送信するトラップメッセージは認証され、暗号化されま

す。

$ avcli snmp-v3-add-trap-recipient --recipient snmp1.my-

domain.com --username myTrapUser1 --security-level priv --

authentication-type MD5 --authentication-pass-phrase

trapUser1AuthPassPhrase --encryption-type AES --encryption-

pass-phrase trapUser1EncriptPassPhrase

次は受信サーバ snmp2.my-domain.comとトラップユーザ myTrapUser2を追加する場合の

例です。システムが myTrapUser2に送信するトラップメッセージは認証されますが、暗号化は

されません。

$ avcli snmp-v3-add-trap-recipient --recipient snmp2.my-

domain.com --username myTrapUser2 --security-level auth --

authentication-type MD5 --authentication-pass-phrase

trapUser2AuthPassPhrase

次は受信サーバ snmp3.my-domain.comとトラップユーザ myTrapUser3を追加する場合の

例です。システムが myTrapUser3に送信するトラップメッセージは認証も暗号化も行われませ

ん。

$ avcli snmp-v3-add-trap-recipient --recipient snmp3.my-

domain.com --username myTrapUser3 --security-level noauth
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storage-group-info

使用方法

avcli storage-group-info [--disks] [--volumes] [storage-

group...]

説明

storage-group-infoコマンドを使用して、すべてのストレージグループの情報、またはオプ

ションとして指定のストレージグループのみに関する情報を表示します。

オプション

--disks
ストレージグループに属する論理ディスクを表示しま

す。

--volumes
ストレージグループを使用するボリュームを表示しま

す。

storage-group 情報を表示する1つ以上のストレージグループ。
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storage-info

使用方法

avcli storage-info [--disks] [--volumes] [storage-group...]

説明

storage-infoコマンドを使用して、すべてのストレージグループの情報、またはオプションと

して指定のストレージグループのみに関する情報を表示します。

オプション

--disks
ストレージグループに属する論理ディスクを表示し

ます。

--volumes
ストレージグループを使用するボリュームを表示し

ます。

storage-group 情報を表示する1つ以上のストレージグループ。
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timezone-config

使用方法

avcli timezone-config timezone

説明

timezone-configコマンドを使用して、システムのタイムゾーンを設定します。

オプション

timezone タイムゾーン。

例

$ avcli timezone-config America/New_York
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timezone-info

使用方法

avcli timezone-info

説明

timezone-infoコマンドを使用して、設定できるタイムゾーンのリストを表示します。
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unit-avoid-bad-node

使用方法

avcli unit-avoid-bad-node true|false|reset

説明

デフォルトでは、障害から復旧したノードや、メンテナンスモードになっていたノードにVMが自

動的に戻ります。状況によっては、VMを戻す前にそのノードが正常に稼働していることを確認した

い場合があります。そのようなノードにVMが自動的に戻らないようにするには、マイグレーショ

ンポリシーを設定してください。これには unit-avoid-bad-nodeコマンドを使用するか、

「マイグレーションポリシーを構成する」を参照してください。

unit-avoid-bad-nodeコマンドを使用して、最近故障したノードやメンテナンスモードに

なっていたノードにVMが自動的に戻る機能を有効または無効にします。ノードが正常に稼働して

いる場合、unit-avoid-bad-node resetを実行し、VMが自動的にそのノードに戻る機能

を有効にします。

オプションを指定しないでこのコマンドを実行すると、コマンドは設定が有効と無効のどちらに

なっているかをチェックしてから、[機能が有効]、[最後の正常なノードに VM を維持]、お

よび [リセット信号を待機中]の値として yesまたは noの値をそれぞれ表示します。次に出力の

例を示します。

Avoid automatically moving VMs back to a node that recovered

after a failure:

-> Feature enabled : yes

-> Keeping VMs on last good node : yes

-> Awaiting reset signal : yes

オプション

true
サービスに復帰したノードにVMが自動的に戻る機能を有効にしま

す。

false
サービスに復帰したノードにVMが自動的に戻る機能を無効にしま

す。

reset 最後の正常なノードに維持されたVMが、最近サービスに復帰した正
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常なノードに戻るように設定します。

458/563ページ



everRunユーザガイド

unit-change-ip

使用方法

avcli unit-change-ip --cluster-address IP_address [--static] [--

prefix prefix] [--node0-address IP_address] [--node0-gateway IP_

address] [--node1-address IP_address] [--node1-gateway IP_

address] [--dns-servers server_address ...]

説明

unit-change-ipコマンドを使用して、--cluster-address IP_addressで指定され

たeverRunシステムの管理ネットワークのIP構成を変更します。

オプション

--cluster-address IP_

address
everRunシステムのIPアドレス。

--static

指定されている場合、--prefix、--node0-

address、--node0-gateway、--node1-

address、--node1-gateway、および --

dns-serversの値を明示的に設定します。指定さ

れていない場合はDHCPが (--cluster-

addressを除き)これらの値を設定します。

--prefix prefix

ネットワークプレフィックスのサイズ。値はビット単

位で 8 (Class A)、16 (Class B)、または 24 (Class-

C) です。

--node0-address IP_

address
node0の IPアドレス。

--node0-gateway IP_

address
node0ゲートウェイのIPアドレス。

--node1-address IP_

address
node1の IPアドレス。
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--node1-gateway IP_

address
node1ゲートウェイのIPアドレス。

[--dns-servers server_

address ...]

1つまたは2つのDNSサーバ。最初のIPアドレスは

プライマリDNSサーバを示します。2つ目の(オプ

ションの) IPアドレスはセカンダリDNSサーバを示

します。

例

avcli unit-change-ip --cluster-address 10.92.179.54

avcli unit-change-ip --cluster-address 10.92.179.54 --static --

prefix 16 --node0-address 10.92.179.154 --node0-gateway

10.92.0.1 --node1-address 10.92.179.156 --node1-gateway

10.92.0.1 --dns-servers 134.111.24.250 134.111.24.251
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unit-configure

使用方法

avcli unit-configure

説明

unit-configコマンドを使用してeverRunシステムを構成します。このコマンドは、[ポータ

ルの再起動が必要]ウィンドウにより実行される、everRunシステムの初期構成を実装します。こ

のウィンドウは、everRun可用性コンソールの初回ログオン時にネットワーク情報を入力すると表

示されます(「everRun可用性コンソールに初めてログオンする」を参照)。unit-configure

コマンドは、すべての物理マシンのメンテナンスモードを終了します。
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unit-eula-accept

使用方法

avcli unit-eula-accept [--deny]

説明

unit-eula-acceptコマンドを使用してEULAに同意するか、あるいは拒否します。

オプション

--deny EULAを拒否します。
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unit-eula-reset

使用方法

avcli unit-eula-reset

説明

unit-eula-resetコマンドを使用して、everRunシステムのEULAの受諾状態をリセットし

ます。
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unit-info

使用方法

avcli unit-info

説明

unit-infoコマンドを使用して、指定のeverRunシステムに関する情報を表示します。
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unit-shutdown

使用方法

avcli unit-shutdown

説明

unit-shutdownコマンドを使用して、everRunシステムをシャットダウンします。
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unit-shutdown-cancel

使用方法

avcli unit-shutdown-cancel

説明

unit-shutdown-cancelコマンドを使用して、everRunシステムのシャットダウンをキャン

セルします。
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unit-shutdown-state

使用方法

avcli unit-shutdown-state

説明

unit-shutdown-stateコマンドは、everRunシステムのシャットダウンの状態を返します。
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unit-synced

使用方法

avcli unit-synced [--wait]

説明

unit-syncedコマンドは、everRunシステムがすべてのPM間で同期されている場合にtrue を

返し、そうでない場合は false を返します。

オプション

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。
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vm-attach-usb-storage

使用方法

avcli vm-attach-usb-storage --name name_or_OID --deviceId

device_Id

説明

vm-attach-usb-storageコマンドを使用して、指定のUSBフラッシュドライブをアクティ

ブなノード上のVMに接続します。USBフラッシュドライブがVMのアクティブなノードに接続さ

れていなければなりません。

オプション

--name name_or_OID VMの名前またはOID。

--deviceId device_Id

USBフラッシュドライブのデバイスID。

「removable-disk-info」コマンドの出力に、VMの

デバイスIDが含まれています。

例

$ avcli vm-attach-usb-storage --name MyVM --deviceId 063d

次の例は出力も含みます。

$ avcli vm-attach-usb-storage --name buick1 --deviceId

removabledisk:o36

VM: buick1 vmOID vm:o1808 deviceId: removabledisk:o36

Removable Disks:

removabledisk:o36:

removabledisk:o36:

MATCH:

removabledisk:o36:

-> Description: : Imation Nano Pro

-> Size: : 7739768832 bytes

-> Vendor: : Imation

-> Vendor ID: : 0718
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-> Model: : Nano Pro

-> Product ID: : 063d

-> Attached to node: : node0

Local node0 information:

-> Device Path: : /dev/sdc

-> USB Port: : 3-7.1:1.0

-> USB Bus Number: : 3

-> USB Device Number: : 6
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vm-ax-disable

使用方法

avcli vm-ax-disable --name name --node node

説明

vm-ax-disableコマンドを使用して、選択したPM上でVMのインスタンスを無効にします。

オプション

--name name VMの名前またはID。

--node node 無効にするPMの名前またはID。

例

node1上で、MyVMという名前のVMのインスタンスを無効にします。

$ avcli vm-ax-disable --name MyVM --node node1
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vm-ax-enable

使用方法

avcli vm-ax-enable --name name --node node

説明

vm-ax-enableコマンドを使用して、選択したPM上でVMのインスタンスを有効にします。

オプション

--name name VMの名前またはID。

--node node 有効にするPMの名前またはID。

例

node0上で、MyVMという名前のVMのインスタンスを有効にします。

$ avcli vm-ax-enable --name MyVM --node node0
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vm-boot-attributes

使用方法

avcli vm-boot-attributes --priority priority --application-

start-time minutes [--autoStartMode autoStartMode] [vm...]

説明

vm-boot-attributesコマンドを使用して、指定のVMのブート属性を設定します。

オプション

--priority priority
ブートの優先度。1～1000の値を指定しま

す。

--application-start-timeminutes
VMおよびアプリケーションの推定起動時間

を分単位で指定します。最小値は1分です。

--autoStartMode autoStartMode

VMの自動起動モード。有効な値は次のとお

りです。

l last (デフォルト設定): 最後の値を

使用します。

l on: 自動起動をオンにします。

l off: 自動起動をオフにします。

vm ブート属性を設定する1つ以上のVM。

例

$ avcli vm-boot-attributes --priority 1 --application-start-time

1 vm1

$ avcli vm-boot-attributes --priority 1 --application-start-time

1 vm:o100

$ avcli vm-boot-attributes --priority 1 --application-start-time

1 --autoStartMode on vm1
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vm-cd-boot

使用方法

avcli vm-cd-boot --iso iso [--wait] [vm...]

説明

vm-cd-bootコマンドを使用して、指定のVMを起動し、指定のISOイメージからブートしま

す。

オプション

--iso iso ブートするISOイメージ。

--wait VMのブートを待機します。

vm 起動する1つ以上のVM。

例

$ avcli vm-cd-boot --iso MyISO vm1

$ avcli vm-cd-boot --iso MyISO vm:o100

$ avcli vm-cd-boot --iso MyISO --wait vm1
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vm-copy

使用方法

avcli vm-copy --source-vm source --name name [--description

description] [--cpu number] [--memory memory] [--availability

level] [--copy-volumes volumes] [--add-volumes volumes] [--keep-

volumes volumes] [--interfaces networks] [--storage-group group]

[--no-auto-start]

説明

vm-copyコマンドを使用して、指定したVMからVMをコピーします。指定されていないパラ

メータがある場合、ソースVMでそれに対応する値が使用されます。

オプション

--source-vm source ソースVMの名前またはID。

--name name 作成するVMの名前。

--description description 新しいVMの説明。

--cpu number VMに割り当てる仮想CPUの数。

--memorymemory VMに割り当てるメモリのメガバイト単位の容量。

--availability level
可用性レベル。高可用性(ha) またはフォールトトレラ

ント(ft) です。

--copy-volumes volumes

新しいVMにコピーするボリュームのリスト。ボリュー

ムの指定には構成名またはIDを使用し、ブートボ

リュームを最初に指定します。デフォルト値を使用して

ソースVMから新しいVMにすべてのボリュームをコ

ピーする場合、このパラメータは空白にします。

各 volumeは次の5つのコンポーネントで構成されま

す。各コンポーネントはカンマで区切って指定します。

l ソースボリュームの名前またはID (必須)。
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l ストレージを取得するストレージグループの名

前またはID。

l 新しいボリュームのボリューム名。

l ボリュームディスクイメージのフォーマット

(rawまたはqcow2)。

l ボリュームのセクターサイズ(512または

4096)。

n セクターサイズはバイト(B) で指定しま

す。デフォルト値は512 Bです。

n ストレージグループのセクターサイズが

512 Bの場合、ボリュームのセクターサ

イズも512 Bでなければなりません。

n ストレージグループのセクターサイズが

4096 B (4 kB) の場合、ボリュームのセク

ターサイズは512 Bと4096 Bの両方が

サポートされます。

n ブートボリュームはセクターサイズを

512 Bに指定する必要があります。

--add-volumes volumes

このVMに接続するボリュームのリスト。各 volume

は次の5つのコンポーネントで構成されます。各コン

ポーネントはカンマで区切って指定します。

l ボリュームのサイズ(必須)。

デフォルトではボリュームサイズをメガバイト

単位で指定しますが、KB、MB、GB、TBなどの

標準単位も使用できます。

l ストレージを取得するストレージグループの名

前またはID。

l ボリューム名。

l ボリュームディスクイメージのフォーマット

476/563ページ



everRunユーザガイド

(rawまたはqcow2)。

l ボリュームのセクターサイズ(512または

4096)。

--keep-volumes volumes
新しいVMに接続するアイドルボリューム。ボリュー

ムは名前またはIDで指定します。

--interfaces networks

VMに接続するネットワークのリスト。各ネットワーク

を1度だけ指定できます。プライベートネットワーク

は接続できません。

--storage-group group

VMのボリュームを取得するストレージグループ。この

値を指定しない場合、空き容量が最大のストレージグ

ループが自動的に選択されます。(ストレージグループ

が4kBセクターで構成されている場合、ゲストOSに

より4 kBのセクターサイズがサポートされることを確

認します。)

--no-auto-start
これを設定すると、コピーが完了した後にVMが起動さ

れません。

例

次の例は vm:o2046というVMを、new_vm_nameという名前の新しいVMにコピーして元の設

定をすべて維持します。

$ avcli vm-copy --source-vm vm:o2046 --name new_vm_name

次の例は vm_sourceというVMを、2つのCPUと1,024MBのメモリを持つvm_copy という

名前の新しい高可用性VMにコピーします。ブートボリューム volume:o7652をストレージグ

ループ storagegroup:o129に vm_source_vol0_bootable_copyという新しい名前

でコピーし、イメージタイプをqcow2、セクターサイズを512 Bに設定します。また、ボリュー

ム volume:o7749を、デフォルト値を使用してコピーします。さらに vm_copy_add_new1

という名前でサイズが20GBの新しいボリュームを storagegroup:o1090に作成し、イメー

ジタイプをqcow2、セクターサイズを4 kBに設定します。

477/563ページ



vm-copy

$ avcli vm-copy --source-vm vm_source --name vm_copy --cpu 2 --

memory 1024 --availability ha --copy-volumes

volume:o7652,storagegroup:o129,vm_source_vol0_bootable_

copy,qcow2,512 volume:o7749 --add-volumes

20GB,storagegroup:o1090,vm_copy_add_new1,qcow2,4096

次の例は vm_sourceというVMを、2つのCPUと1,024MBのメモリを持つ new_vm_name

という名前の新しい高可用性VMにコピーします。ブートボリューム boot_volumeを、boot_

volume_copyという新しい名前とrawのイメージタイプを使用して Initial-Storage-

Groupにコピーします。ボリューム volume:o10158をデフォルト値を使用してコピーしま

す。volume_new1という名前でサイズが20GBの新しいボリュームを storagegroup:o71

に作成し、イメージタイプをqcow2、セクターサイズを4 kBに設定します。volume_idleと

volume:o19656の2つのアイドルボリュームを接続します。さらに、network0と

sharednetwork:o61のネットワークインタフェースを構成し、デフォルトのストレージグ

ループを storagegroup:o71に設定して、作成時にVMが自動的に起動されないように指定し

ます。

$ avcli vm-copy --source-vm vm_source --name new_vm_name --cpu 2

--memory 1024 --availability ha --copy-volumes boot_

volume,Initial-Storage-Group,boot_volume_copy,raw volume:o10158

--add-volumes 20GB,storagegroup:o71,volume_new1,qcow2,4096 --

keep-volumes volume_idle volume:o19656 --interfaces network0

sharednetwork:o61 --storage-group storagegroup:o71 --no-auto-

start
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vm-create

使用方法

avcli vm-create --name name --cpu number --memory memory --cdrom

cd-name | --kickstart template | --remote-file-path path [--

remote-type type] [--remote-username username] [--remote-

password password] --availability level [--interfaces networks]

[--disabled-interfaces networks] [--storage-group group] --

volumes volumes [--wait]

説明

vm-createコマンドを使用して、新しいVMを作成します。

オプション

--name name 作成するVMの名前。

--cpu number VMに割り当てる仮想CPUの数。

--memorymemory VMに割り当てるメモリのメガバイト単位の容量。

--cdrom cd-name

VMの最初のブートに使用するCD-ROM。このオプ

ションを --kickstartまたは --remote-

file-pathと併用することはできません。

--kickstart template

VMのブート時に使用するキックスタートテンプレー

ト。このオプションを --cdromまたは --

remote-file-pathと併用することはできませ

ん。

--remote-file-path path

VMのブート時に使用するリモートISOレポジトリ。

このオプションを --cdromまたは --kickstart

と併用することはできません。

--remote-type type
--remote-file-pathオプションで指定したリ

モートISOレポジトリのタイプ。有効なオプション
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は、

sambaまたは nfsです。

--remote-username username

--remote-file-pathオプションで指定された

リモートISOレポジトリへのアクセスに指定する

ユーザアカウント。sambaレポジトリでは必須で

す。

--remote-password password

--remote-file-pathオプションで指定された

リモートISOレポジトリへのアクセスに指定する

ユーザパスワード。sambaレポジトリでは必須で

す。

--availability level
可用性レベル。高可用性(ha) またはフォールトトレ

ラント(ft) です。

--interfaces networks,

MAC address

VMに接続するネットワークのリスト。各ネットワー

クを1度だけ指定できます。プライベートネット

ワークは接続できません。オプションで、ネットワー

ク名の後にMACアドレスを指定します。

--disabled-interfaces

networks, MAC address

有効にしない状態でVMに接続するネットワークのリ

スト。各ネットワークを1度だけ指定できます。プラ

イベートネットワークは接続できません。オプショ

ンで、ネットワーク名の後にMACアドレスを指定し

ます。

--storage-group group

VMボリュームの作成に使用するストレージグルー

プ。この値を指定しない場合、空き容量が最大のスト

レージグループが自動的に選択されます。

--volumes volumes

このVMに接続するボリュームのリスト。各 volume

は次の5つのコンポーネントで構成されます。各コン

ポーネントはカンマで区切って指定します。
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l ボリュームのサイズ(必須)。

デフォルトではボリュームサイズをメガバイ

ト単位で指定しますが、KB、MB、GB、TBな

どの標準単位も使用できます。

l ストレージを取得するストレージグループの

名前またはID。

l ボリューム名。

l ボリュームディスクイメージのフォーマット

(rawまたはqcow2)。

l ボリュームのセクターサイズ(512または

4096)。

n セクターサイズはバイト(B) で指定し

ます。デフォルト値は512 Bです。

n ストレージグループのセクターサイズ

が512 Bの場合、ボリュームのセク

ターサイズも512 Bでなければなりま

せん。

n ストレージグループのセクターサイズ

が4096 B (4 kB) の場合、ボリューム

のセクターサイズは512 Bと4096 B

の両方がサポートされます。

n ブートボリュームはセクターサイズを

512 Bに指定する必要があります。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。

例

次のコマンドは、vm001という名前で、1つのCPU、512MBのメモリ、1024MBのボリューム

を使用する、network0に接続されたHA VMを作成します。NFS共有からのリモートISOを接続

します。
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$ avcli vm-create --name vm001 --cpu 1 --memory 512 \

--remote-file-path 134.111.24.224:/developer/windows_7.iso \

--remote-type nfs --availability ha --interfaces network0 --

volumes 1024

次のコマンドは、vm001という名前で、1つのCPU、512MBのメモリ、1024MBのボリューム

を使用する、network0に接続されたHA VMを作成します。samba共有からのリモートISOを接

続します。

$ avcli vm-create --name vm001 --cpu 1 --memory 512 --

remote-file-path //134.111.31.228/Users/TEST/windows.iso --

remote-type samba \

--remote-username TEST --remote-password abc123 --

availability ha --interfaces network0 --volumes 1024

次のコマンドは、vm001という名前で、1つのCPU、512MBのメモリ、1024MBのボリューム

を使用する、network0に接続されたHA VMを作成します。

$ avcli vm-create --name vm001 --cpu 1 --memory 512 --cdrom

linux.iso \

--availability ha --interfaces network0 --volumes 1024

次のコマンドは、vm001という名前で、1つのCPU、512MBのメモリ、1024MBのボリューム

を使用する、network0に接続されたFTVMを作成します。作成後、ボリュームに Pool-0001

からストレージを割り当てます。

$ avcli vm-create --name vm001 --cpu 1 --memory 512 --cdrom

linux.iso \

--availability ft --interfaces network0 --volumes 1024 \

--storage-group Pool-0001

次のコマンドは、vm001という名前で、1つのCPU、512MBのメモリ、1024MBのボリューム

を使用する、network0に接続されたHA VMを作成します。作成後、ボリュームに Pool-0001

からストレージを割り当てます。ボリュームの名前は vm001_vol0です。

$ avcli vm-create --name vm001 --cpu 1 --memory 512 --cdrom

linux.iso \
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--availability ha --interfaces network0 --volumes 1024,Pool-

0001,vm001_vol0

次のコマンドは、vm001という名前で、1つのCPUと512MBのメモリを使用する、network0

とnetwork1に接続されたFTVMを作成します。10GBと50GBの2つのボリュームを作成しま

す。これらのボリュームに、それぞれ Pool-0001と Pool-0002からストレージを割り当てま

す。

$ avcli vm-create --name vm001 --cpu 1 --memory 512 --cdrom

linux.iso \

--availability ft --interfaces network0 network1 \

--volumes 10GB,Pool-0001 50GB,Pool-0002

次のコマンドはキックスタートテンプレートに基づいてHA VMを作成します。

$ avcli vm-create --name vm001 --cpu 1 --memory 512 --

kickstart template:o81 \

--availability ha --interfaces network0 --volumes 10GB

次のコマンドは、HA VMを作成します。これは1つのCPU、1024MBのメモリ、vm001_volu_

bootという20GBのqcow2フォーマットブート可能ボリューム、およびセクターサイズが4096

Bのvm001_volu_data という1024MBのデータボリュームを持ち、network0に接続されてい

ます。

$ avcli vm-create --name vm001 --cpu 1 --memory 1024 \

--cdrom CentOS-6.7-x86_64-minimal.iso --availability ha --

interfaces network0 \

--volumes 20GB,Pool-0001,vm001_volu_boot,qcow2 1024,Pool-

0002,\

vm001_volu_data,qcow2,4096

次のコマンドは、HA VM vm001を作成します。これは1つのCPU、2048MBのメモリ、および

1,024MBのボリュームを1つもち、MACアドレス 00:04:fc:40:60:55で network0に接

続されています。

$ avcli vm-create --name vm001 --cpu 1 --memory 2048 --cdrom

linux.iso --availability ha --interfaces

network0,00:04:fc:40:60:55 --volumes 1024
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vm-create-from-snapshot

使用方法

avcli vm-create --vm-snapshot-oid oid [--name name] [--cpu

number] [--memory memory] [--availability level] [--interfaces

networks] [--storage-group group] [--volumes volumes] [--volume-

prefix prefix] [--no-auto-start]

説明

vm-create-from-snapshotコマンドを使用して、VMスナップショットから新しいVMを作

成します。

オプション

--vm-snapshot-oid oid VMの作成元になるVMスナップショットのOID。

--name name 作成するVMの名前。

--cpu number VMに割り当てる仮想CPUの数。

--memorymemory VMに割り当てるメモリのメガバイト単位の容量。

--availability level
可用性レベル。高可用性(ha) またはフォールトトレラ

ント(ft) です。

--interfaces networks

VMに接続するネットワークのリスト。各ネットワークを

1度だけ指定できます。プライベートネットワークは接

続できません。

--storage-group group

VMのボリュームを取得するストレージグループ。この

値を指定しない場合、空き容量が最大のストレージグ

ループが自動的に選択されます。(ストレージグループが

4 kBセクターで構成されている場合、ゲストOSにより

4 kBのセクターサイズがサポートされることを確認しま

す。)

--volumes volumes 指定したボリュームだけを含めるよう指定します。そう
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でない場合、すべてのボリュームが作成されます。ボ

リュームの指定には構成名またはIDを使用し、ブート

ボリュームを最初に指定します。

--volume-prefix prefix

システムの既存のボリュームとの競合を避けるため、指

定された prefixを新しくインポートされたボリュームの

名前の冒頭に追加します。たとえば、ソースボリューム

が ocean_bootで、--volume-prefix newと指

定した場合、インポートされたボリュームは new-

ocean_bootになります。

--no-auto-start
これを設定すると、作成が完了した後にVMが起動され

ません。

例

$ avcli vm-create-from-snapshot --vm-snapshot-oid

vmsnapshot:o41963 --name vm001

$ avcli vm-create-from-snapshot --vm-snapshot-oid

vmsnapshot:o41963 --name vm001 --availability ha --interfaces

network0 --volumes centos-boot centos-data --volume-prefix

minimal

$ avcli vm-create-from-snapshot --vm-snapshot-oid

vmsnapshot:o41963 --name vm001 --availability ha --interfaces

network0 net_143 --storage-group initial-group --volumes centos-

boot centos-data --volume-prefix minimal --no-auto-start
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vm-delete

使用方法

avcli vm-delete [--volumes volumes] [--wait] vm...

説明

vm-deleteコマンドを使用して、指定のVMを削除し、オプションとしてそのVMに接続されて

いるボリュームも削除します。

オプション

--

volumes

volumes

指定のVMに接続されているボリュームを削除

します。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。

vm 削除する1つ以上のVM。

例

avcli vm-delete vm1

avcli vm-delete --volumes vm1

avcli vm-delete --volumes vm1 vm2
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vm-device-config-info

使用方法

avcli vm-device-config-info

説明

vm-device-config-infoコマンドを使用して、VMデバイスの構成に関する情報を表示しま

す。

[すべての VM での CD の挿入の無効化]には、たとえば仮想CDなどのメディアの挿入が有

効にされている場合は [false] (デフォルト)が表示され、メディアの挿入が無効にされてる場合

は [true]が表示されます。

[すべての VM への USB デバイスの接続の無効化]には、たとえばフラッシュドライブなど

のUSBデバイスの接続が有効にされている場合は [false] (デフォルト)が表示され、USBデバ

イスの接続が無効にされてる場合は [true]が表示されます。

例

$ avcli vm-device-config-info

VM デバイスの構成:

-> すべての VM での CD の挿入の無効化

-> すべての VM への USB デバイスの接続の無効化: false
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vm-export

使用方法

avcli vm-export [--path pathname] [--format format] [--volumes

volumes] [--wait] [--force] vm-name

説明

vm-exportコマンドを使用して、VMを pathnameで指定されたディレクトリにOVF/VHDま

たはOVF/VHDX形式でエクスポートします。このコマンドは、まずVHDまたはVHDXファイル

をエクスポートした後、OVF ファイルをエクスポートします。エクスポートが完了すると、

pathnameにOVF ファイルが表示されます。

注: エクスポートを開始する前に、ターゲットのWindows/CIFSまたは(別のシステムからの)

NFS共有を、everRunホストオペレーティングシステムでマウントする必要があります。詳

細については、「仮想マシンをエクスポートする」を参照してください。

オプション

--path pathname
エクスポートマウントポイントからの、エクスポートしたOVF

の書き込み場所への相対パス名。

--format format

エクスポートするディスクの形式。有効な値は次のとおりです。

l vhd—仮想ハードディスク形式。

l vhdx—Hyper-V仮想ハードディスク形式。

--volumes name

指定したボリュームだけをエクスポートするよう指定します。そ

うでない場合、すべてのボリュームが作成されます。ボリューム

の指定には構成名またはIDを使用し、ブートボリュームを最初

に指定します。

--wait
エクスポート操作の完了を待機します。エクスポートの進捗状況

を表示するには、このオプションを指定します。

--force VMが実行中であってもVMのエクスポートを強制します。

vm-name エクスポートするVMの名前を指定します。
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例

$ avcli vm-export --path exports/excalibur1 excalibur1

$ avcli vm-export --volumes volume:o1345 volume:o1389 --path

exports/excalibur1 excalibur1
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vm-import

使用方法

avcli vm-import --archive filename.ova [--no-auto-start] [--cpu

number] [--memory size] [--name vm-name] [--storage-groups

groups] [--interfaces networks] [--remap-volumes] [--volumes

volumes] [--volume-prefix prefix] [--data] [--force] [--silent]

[--dry-run] [--throttle amount] [--use-https] [--protection-

level level] [--image-format format]

説明

vm-importコマンドを使用して、OVAまたはOVF 形式のVMアーカイブファイルからVMをイ

ンポートします。

オプション

--archive filename.ova
インポートするOVAまたはOVF ファイルアーカイ

ブ。

--no-auto-start
インポートが完了した後でVMを起動しないよう指定

します。

--cpu number
VMに割り当てるCPUの数。デフォルトではアーカイ

ブの値に設定されます。

--memory size
VMに割り当てるメモリのメガバイト単位の容量。デ

フォルトではアーカイブの値に設定されます。

--name vm-name
VMに割り当てる名前。デフォルトではアーカイブの値

に設定されます。

--storage-groups groups

VMのボリューム割り当てに使用するストレージグ

ループのリスト。デフォルトでは使用可能なすべての

ストレージグループが使用されます。割り当てはラウ

ンドロビン方式で行われます。

--interfaces networks VMのインタフェースに割り当てる共有ネットワークの
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リスト。デフォルトではアーカイブの値、または使用

可能な共有ネットワークが割り当てられます。

--remap-volumes

まず、アーカイブに定義されているように全ボリュー

ムの共有ミラーへの再マッピングを試行した後、--

volumesと --storage-groupsのルールが有効

になります。

--volumes volumes

指定したボリュームのみをインポートします。デフォ

ルトではOVF からの使用可能なすべてのボリュームが

使用されます。

--volume-prefix prefix

システムの既存のボリュームとの競合を避けるため、

指定された prefixを新しくインポートされたボリュー

ムの名前の冒頭に追加します。たとえば、ソースボ

リュームが ocean_bootで、--volume-prefix

newと指定した場合、インポートされたボリュームは

new-ocean_bootになります。

--data
指定したボリュームのみのデータをインポートしま

す。

--force

OVF ファイルに isBootableフラグがない場合

(Windows XPでは既知の問題です)、OVF がポイント

しているVHDはブート可能であると仮定します。

--silent 出力を生成しません。

--dry-run

実際のインポート処理やVMの復元を行わずに、共有

ネットワークへのインタフェースおよびボリュームか

らストレージグループへの割り当てを表示します。

--throttle amount

インポートまたはエクスポートの処理を減速します。

有効な値は次のとおりです。

l none: 調整機能を使用しません。これがデフォ
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ルト値です。

l low: 約25%減速します。

l medium: 約50%減速します。

l high: 約75%減速します。

--use-https

デフォルトのストリーミング方法(HTTP転送)ではな

く、セキュアなHTTPS転送を使用します。HTTPSに

よる転送はHTTPより低速ですが、セキュリティが大

幅に改善されます。

--protection-level level
VMに割り当てる保護レベル。有効なオプションは HA

と FT (デフォルト)です。

--image-format format
VMの全ディスクボリュームのイメージフォーマッ

ト。有効な値は qcow2と raw (デフォルト)です。

例

$ avcli vm-import --archive vm1.ova

$ avcli vm-import --archive vm1.ovf

$ avcli vm-import --name myVM --throttle low --archive vm1.ovf

$ avcli vm-import --cpu 2 --memory 1024 --archive vm1.ovf

$ avcli vm-import --interfaces network0 network1 --archive

vm1.ovf

$ avcli vm-import --remap-volumes --archive vm1.ovf

$ avcli vm-import --storage-groups sm-0000 sm-0001 --archive

vm1.ovf

$ avcli vm-import --volumes boot_vol vol3 --data vol3 --archive

vm1.ovf

$ avcli vm-import --name myVM --protection-level HA --archive

vm1.ovf

$ avcli vm-import --archive vm1.ovf --image-format qcow2
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vm-info

使用方法

avcli vm-info [vm...]

説明

vm-infoコマンドを使用して、すべてのVMの情報、またはオプションとして指定のVMに関す

る情報を表示します。

オプション

vm 情報を表示する1つ以上のVM。

例

$ avcli vm-info

$ avcli vm-info vm1

$ avcli vm-info vm1 vm:o100
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vm-media-insert-disable

使用方法

avcli vm-media-insert-disable

説明

vm-media-insert-disableコマンドを使用して、すべてのVMにメディア(仮想CDなど)

を挿入する機能を無効にします。(USBデバイスの挿入機能を無効にするには、「vm-usb-attach-

disable」を使用します。)

このコマンドは管理者のロールを持つユーザのみが実行できます。
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vm-media-insert-enable

使用方法

avcli vm-media-insert-enable

説明

vm-media-insert-enableコマンドを使用して、すべてのVMにメディア(仮想CDなど)を

挿入する機能を有効にします。(USBデバイスの挿入機能を有効にするには、「vm-usb-attach-

enable」を使用します。)

このコマンドは管理者のロールを持つユーザのみが実行できます。
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vm-network-disable

使用方法

avcli vm-network-disable --name name --node node --networks

networks

説明

vm-network-disableコマンドを使用して、選択したノード上にあるVMのネットワークを無

効にします。

オプション

--name name VMの名前またはID。

--node node
ネットワークを無効にするPMの名前または

ID。

--networks networks 無効にするネットワークの名前またはID。

例

node1上で、MyVMという名前のVMのnet2を無効にします。

$ avcli vm-network-disable --name MyVM --node node1 \

--networks net2
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vm-network-enable

使用方法

avcli vm-network-enable --name name --node node --networks

networks

説明

vm-network-enableコマンドを使用して、選択したノード上にあるVMのネットワークを有

効にします。

オプション

--name name VMの名前またはID。

--node node
ネットワークを有効にするPMの名前または

ID。

--networks networks 有効にするネットワークの名前またはID。

例

node1上で、MyVMという名前のVMのnet2を有効にします。

$ avcli vm-network-enable --name MyVM --node node1 \

--networks net2
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vm-poweroff

使用方法

avcli vm-poweroff [vm...] [--wait]

説明

vm-poweroffコマンドを使用して、指定のVMの電源をオフにします。

オプション

vm
電源をオフにする1つ以上のVM。VMは名前またはIDで指定

します。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。

例

$ avcli vm-poweroff vm1

$ avcli vm-poweroff vm1 vm2

$ avcli vm-poweroff vm1 vm:o100
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vm-poweron

使用方法

avcli vm-poweron [vm...] [--wait]

説明

vm-poweronコマンドを使用して、指定のVMの電源をオンにします。

オプション

vm
電源をオンにする1つ以上のVM。VMは名前またはIDで指定しま

す。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。

例

$ avcli vm-poweron vm1

$ avcli vm-poweron vm1 vm2

$ avcli vm-poweron vm1 vm:o100
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vm-reprovision

使用方法

avcli vm-reprovision --name name [--new-name name] [--

description "description"] [--cpu number] [--memory size] [--

addVolumes volumes] [--deleteVolumes volumes] [--keepVolumes

volumes] [--interfaces networks] [--disabled-interfaces

networks] [--detach-boot-volume] [--attach-boot-volume name]

説明

vm-reprovisionコマンドを使用して、指定のVMを再プロビジョニングします。

オプション

--name name

再プロビジョニングするVMを指定します。VMの再プロ

ビジョニングは一度に1つのみ実行できます。VMは名前

またはIDで指定します。

--new-name name VMの新しい名前を指定します。

--description "description

"
VMの説明を指定します。

--cpu number
仮想CPUの数。デフォルトではVMの現在値に設定され

ます。

--memory size
メモリのメガバイト単位の容量。デフォルトではVMの

現在値に設定されます。

--addVolumes volumes

このVMに接続するボリュームのリスト。各 volumeは

次の5つのコンポーネントで構成されます。各コンポー

ネントはカンマで区切って指定します。

l ボリュームのサイズ(必須)。

デフォルトではボリュームサイズをメガバイト単

位で指定しますが、KB、MB、GB、TBなどの標

準単位も使用できます。
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l ストレージを取得するストレージグループの名前

またはID。

l ボリューム名。

l ボリュームディスクイメージのフォーマット

(rawまたはqcow2)。

l ボリュームのセクターサイズ(512または

4096)。

n セクターサイズはバイト(B) で指定しま

す。デフォルト値は512 Bです。

n ストレージグループのセクターサイズが

512 Bの場合、ボリュームのセクターサイ

ズも512 Bでなければなりません。

n ストレージグループのセクターサイズが

4096 B (4 kB) の場合、ボリュームのセク

ターサイズは512 Bと4096 Bの両方がサ

ポートされます。

n ブートボリュームはセクターサイズを512

Bに指定する必要があります。

--deleteVolumes volumes
指定のVMに現在接続されている、削除するボリューム

のリスト。ボリュームは名前またはIDで指定します。

--keepVolumes volumes

指定のVMに現在接続されている、維持するボリューム

のリスト。現在接続されていて、このリストに指定され

ていないボリュームを指定すると、そのボリュームはVM

から切断されます(破棄はされません)。ボリュームは名

前またはIDで指定します。

--interfacesnetworks,

MAC address

VMに接続するネットワークのリスト。各ネットワークを

1度だけ指定できます。プライベートネットワークは接

続できません。オプションで、ネットワーク名の後に

MACアドレスを指定します。
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--disabled-interfaces

networks, MAC address

有効にしない状態でVMに接続するネットワークのリス

ト。各ネットワークを1度だけ指定できます。プライ

ベートネットワークは接続できません。オプションで、

ネットワーク名の後にMACアドレスを指定します。

--detach-boot-volume VMのブートボリュームを切断します。

--attach-boot-

volumename

このVMの新しいブートボリュームの名前を指定しま

す。VMに既にブートボリュームが接続されている場

合、--detach-boot-volumeも指定する必要があ

ります。そうでない場合、コマンドが失敗します。

例

$ avcli vm-reprovision --cpu 2 --name vm1

$ avcli vm-reprovision --cpu 2 --name vm:o100

$ avcli vm-reprovision --cpu 2 --memory 2048 --name vm:o100

次の例は、vm001という名前で、1つのCPU、512MBのメモリ、1,024MBのボリュームを使用

する、network0に接続されたVMを再プロビジョニングした後、そのボリュームに Pool-0001

からストレージを割り当てます。ボリュームの名前は vm001_vol0です。

$ avcli vm-reprovision --cpu 1 --memory 512 --interfaces

network0 \

--addVolumes 1024,Pool-0001,vm001_vol0 --name vm1

次の例は、VM vm1を再プロビジョニングした後、これに関連付けられた volume:o411、

data-vm1、および data-vm2の各ボリュームを削除します。

$ avcli vm-reprovision --deleteVolumes volume:o411 data-vm1

data-vm2 --name vm1

次の例は、VM vm1を、新しいデータボリューム data-1-7を使用して再プロビジョニングし、

ボリューム volume:o1043を削除して volume:o1、volume:o2、volume:o4の各ボ

リュームを維持したうえで、sharednetwork:o129と sharednetwork:o130の各ネット

ワークインタフェースを接続します。
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$ avcli vm-reprovision --cpu 3 --memory 3359 --addVolume

2500,storagegroup:o54,data-1-7 --deleteVolumes volume:o1043

--keepVolumes volume:o1 volume:o2 volume:o4 --interfaces

sharednetwork:o129 sharednetwork:o130 --name vm1

次の例は、前の例と同じパラメータを使用してVM vm1を再プロビジョニングします。さらにVM

名を vm2に変更して説明を追加します。

$ avcli vm-reprovision --cpu 3 --memory 3359 --addVolumes

2500,storagegroup:o54,data-1-7,qcow2 --deleteVolumes

volume:o1043 --keepVolumes volume:o1 volume:o2 volume:o4 --

interfaces sharednetwork:o129 sharednetwork:o130 --name vm1

--new-name vm2 --description "This is the vm description"

次の例は、VM vm001を再プロビジョニングします。その際、2つのCPU、2048MBのメモリ、

および1つの新しいデータボリューム vm001_data1を持ち、qcow2フォーマットと4 kBセク

ターサイズを使用するよう指定して、さらにボリューム o7517を維持します。

$ avcli vm-reprovision --cpu 2 --memory 2048 --addVolumes

20GB,storagegroup:o1090,vm001_data1,qcow2,4096 --keepVolumes

volume:o7517 --name vm001

2つのVMのブートディスクをスワップします。

ブートボリュームを切断します。

$ avcli vm-reprovision --detach-boot-volume --name p56xen4

ブートボリュームを切り替えます。

$ avcli vm-reprovision --detach-boot-volume --attach-boot-

volume boot-p56xen4 --name p56xen8

切断したブートボリュームを異なるVMに接続します。

$ avcli vm-reprovision --attach-boot-volume boot-p56xen8 --

name p56xen4
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vm-restore

使用方法

avcli vm-restore --archive filename.ova [--no-auto-start][--cpu

number][--memory size][--name vm-name][--storage-groups groups]

[--interfaces networks][--volume-prefix prefix][--data][--

silent][--dry-run] [--throttle][--use-https]

説明

vm-restoreコマンドを使用してOVAまたはOVF ファイルからVMを復元します。

オプション

--archive filename.ova 復元するOVAまたはOVF ファイルアーカイブ。

--no-auto-start
復元が完了した後でVMを起動しないよう指定しま

す。

--cpu number
VMに割り当てるCPUの数。デフォルトではアーカ

イブの値に設定されます。

--memory size
VMに割り当てるメモリのメガバイト単位の容量。

デフォルトではアーカイブの値に設定されます。

--name vm-name
VMに割り当てる名前。デフォルトではアーカイブ

の値に設定されます。

--storage-groups groups

VMのボリューム割り当てに使用するストレージグ

ループのリスト。デフォルトでは使用可能なすべて

のストレージグループが使用されます。割り当ては

ラウンドロビン方式で行われます。

--interfaces networks

VMのインタフェースに割り当てる共有ネットワー

クのリスト。デフォルトではアーカイブの値、また

は使用可能な共有ネットワークが割り当てられま

す。
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--volume-prefix prefix

システムの既存のボリュームとの競合を避けるた

め、指定された prefixを新しくインポートされたボ

リュームの名前の冒頭に追加します。たとえば、

ソースボリュームが ocean_bootで、--

volume-prefix newと指定した場合、イン

ポートされたボリュームは new-ocean_bootに

なります。

--data 指定したボリュームのデータのみを復元します。

--silent 出力を生成しません。

--dry-run

VMの復元は実行せずに、共有ネットワークへのイ

ンタフェースおよびボリュームからストレージグ

ループへの割り当てを表示します。

--throttle

処理を減速します。有効な値は次のとおりです。

l none: 調整機能を使用しません。これがデ

フォルト値です。

l low: 約25%減速します。

l medium: 約50%減速します。

l high: 約75%減速します。

--use-https

デフォルトのストリーミング方法(HTTP転送)では

なく、セキュアなHTTPS転送を使用します。

HTTPSによる転送はHTTPより低速ですが、セキュ

リティが大幅に改善されます。

例

$ avcli vm-restore --archive vm1.ova

$ avcli vm-restore --archive vm1/vm1.ovf

$ avcli vm-restore --name myVM --throttle low --archive vm1.ovf

$ avcli vm-restore --cpu 2 --memory 1024 --archive vm1.ovf
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$ avcli vm-restore --interfaces network0 network1 --archive

vm1.ovf

$ avcli vm-restore --storage-groups sm-0000 sm-0001 --archive

vm1.ovf

$ avcli vm-restore --data vol1 vol3 --archive vm1.ovf
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vm-shutdown

使用方法

avcli vm-shutdown [vm...][--wait]

説明

vm-shutdownコマンドを使用して、指定のVMをシャットダウンします。

オプション

vm シャットダウンする1つ以上のVM。VMは名前またはIDで指定します。

--wait

-w
コマンドの完了を待機します。

例

$ avcli vm-shutdown vm1

$ avcli vm-shutdown vm1 vm2

$ avcli vm-shutdown vm1 vm:o100
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vm-snapshot-create

使用方法

avcli vm-snapshot-create [--volumes | --no-data][--description]

[--desire] [--require] vm-name

説明

vm-snapshot-createコマンドを使用してVMのスナップショットを作成します。

次の2つのスナップショット整合性レベルがサポートされます。

l クラッシュ整合性:復元されたデータの状態は、スナップショットの取得と同時にシステムが

クラッシュした場合と同じ状態になります。クラッシュ整合性レベルのスナップショットに

は、メモリや保留中のI/O操作の内容はキャプチャされません。

l アプリケーション整合性:スナップショットの取得前に、トランザクション処理、バッファの

フラッシュ、ファイルを閉じるなどの操作を完了できるよう、関連するアプリケーションが

一時凍結されます。これにより、協調アプリケーションが一貫した状態から開始されるよう

になります。これは最高レベルの整合性を提供します。

オプション

--volumes |

--no-data

スナップショットに含めるボリュームの名前。デフォルトでは、

--volumesに個々のボリューム名を指定した場合や --no-

dataを指定した場合を除き、すべてのボリュームがスナップ

ショットに含められます。--no-dataを指定した場合、ス

ナップショットにはボリュームが1つも含まれません。この2つ

の引数は相互に排他的です。

--description ユーザが指定する、このスナップショットの説明。

--desire

スナップショットが正しく取得されたことを宣言するために、試

す必要のある最高の整合性レベル。この試行が失敗した場合、そ

れより低いレベルが順次試行されます(ただし --requireの

指定値より低いレベルは試行されません)。指定できる値は

crashおよび application (デフォルト値)です。

--require スナップショットが正しく取得されたことを宣言するために最小

508/563ページ



everRunユーザガイド

限必要な整合性レベル。指定できる値は crashおよび

application (デフォルト値)です。

vm-name VMの ID。

例

$ avcli vm-snapshot-create --volumes volume:o100 volume:o101

vm1

509/563ページ



vm-snapshot-create-disable

vm-snapshot-create-disable

使用方法

avcli vm-snapshot-create-disable

説明

vm-snapshot-create-disableコマンドを使用して、システムのスナップショット作成機

能を無効にします。デフォルトでは、システムのスナップショット作成機能が有効に設定されてい

ます。このコマンドは管理者ロール(グループ admin) を持つユーザのみが実行できます。プラッ

トフォーム管理者 (グループ platform_admin) または読み取り専用 (グループ read-only)

ロールを持つユーザは、このコマンドを実行できません。

例

$ avcli -H localhost -u admin -p password vm-snapshot-create-

disable
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vm-snapshot-create-enable

使用方法

avcli vm-snapshot-create-enable

説明

vm-snapshot-create-enableコマンドを使用して、システムのスナップショット作成機能

を有効にします。デフォルトでは、システムのスナップショット作成機能が有効に設定されていま

す。このコマンドは管理者ロール(グループ admin) を持つユーザのみが実行できます。プラット

フォーム管理者 (グループ platform_admin) または読み取り専用 (グループ read-only)

ロールを持つユーザは、このコマンドを実行できません。

例

$ avcli -H localhost -u admin -p password vm-snapshot-create-

enable
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vm-snapshot-delete

使用方法

avcli vm-snapshot-delete snapshot...

説明

vm-snapshot-deleteコマンドを使用して、指定したスナップショットを削除します。

オプション

snapshot VMの1つ以上のスナップショット。スナップショットはIDで指定します。

例

$ avcli vm-snapshot-delete vmsnapshot:o100 vmsnapshot:o101
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vm-snapshot-export

使用方法

avcli vm-snapshot-export [--wait][--silent][--volumes volumes] -

-path pathname [--format format] snapshot

説明

vm-snapshot-exportコマンドを使用して、VMのスナップショットを pathnameで指定さ

れたディレクトリにOVF/VHDまたはOVF/VHDX形式でエクスポートします。このコマンドは、

まずVHDまたはVHDXファイルをエクスポートした後、OVF ファイルをエクスポートします。エ

クスポートが完了すると、pathnameにOVF ファイルが表示されます。

注: エクスポートを開始する前に、ターゲットのWindows/CIFSまたは(別のシステムからの)

NFS共有を、everRunホストオペレーティングシステムでマウントする必要があります。詳

細については、「スナップショットをエクスポートする」を参照してください。

オプション

--wait
エクスポート操作の完了を待機します。エクスポートの進捗状況

を表示するには、このオプションを指定します。

--silent 進捗状況の出力を生成しません。

--volumes volumes

指定したボリュームだけをエクスポートするよう指定します。そ

うでない場合、すべてのボリュームが作成されます。ボリューム

の指定には構成名またはIDを使用し、ブートボリュームを最初

に指定します。

--path pathname
エクスポートマウントポイントからの、エクスポートしたOVF

の書き込み場所への相対パス名。

--format format

エクスポートするスナップショットの形式。有効な値は次のとお

りです。

l vhd—仮想ハードディスク形式。

l vhdx—Hyper-V仮想ハードディスク形式。
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snapshot エクスポートするスナップショットの名前。

例

キャプチャ済みボリュームがすべて含まれたスナップショットをエクスポートする場合:

$ avcli vm-snapshot-export --path exports/ex1 ex1

キャプチャ済みボリュームが1つだけ含まれたスナップショットをエクスポートする場合:

$ avcli vm-snapshot-export --volumes boot-ex1 --path exports/ex1

ex1
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vm-snapshot-info

使用方法

avcli vm-snapshot-info [snapshot...]

説明

vm-snapshot-infoコマンドを使用して、すべてのスナップショットの情報、またはオプショ

ンとして指定のスナップショットのみに関する情報を表示します。

オプション

snapshot
VMの1つ以上のスナップショット。スナップショットは名前またはIDで指定し

ます。
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vm-unlock

使用方法

avcli vm-unlock [vm...]

説明

vm-unlockコマンドを使用して、指定のVMのロックを解除します。たとえばVMのインポート

操作では、処理中にVMが起動や変更されないようにロックを設定します。操作が予期せず失敗

し、VMがロックされたままの状態になった場合にこのコマンドを使ってVMのロックを解除しま

す。

オプション

vm ロックを解除する1つ以上のVM。VMは名前またはIDで指定します。

例

$ avcli vm-unlock vm1

$ avcli vm-unlock vm:o100
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vm-usb-attach-disable

使用方法

avcli vm-usb-attach-disable

説明

vm-usb-attach-disableコマンドを使用して、すべてのVMにUSBストレージデバイスを

接続する機能を無効にします。(仮想CDの挿入機能を無効にするには、「vm-media-insert-

disable」を使用します。)

このコマンドは管理者のロールを持つユーザのみが実行できます。
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vm-usb-attach-enable

使用方法

avcli vm-usb-attach-enable

説明

vm-usb-attach-enableコマンドを使用して、すべてのVMにUSBストレージデバイスを接

続する機能を有効にします。(仮想CDの挿入機能を有効にするには、「vm-media-insert-

enable」を使用します。)

このコマンドは管理者のロールを持つユーザのみが実行できます。
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vm-volume-disable

使用方法

avcli vm-volume-disable --name name --node node --volumes

volumes

説明

vm-volume-disableコマンドを使用して、選択したノード上にあるVMボリュームを無効に

します。

オプション

--name name VMの名前またはID。

--node node ボリュームを無効にするPMの名前またはID。

--volumes volumes 無効にするボリュームの名前またはID。

例

node1上で、MyVMという名前のVMのabba1-data およびvolume:o2249を無効にします。

$ avcli vm-volume-disable --name MyVM --node node1 \

--volumes abba1-data volume:o2249
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vm-volume-enable

使用方法

avcli vm-volume-enable --name name --node node --volumes volumes

説明

vm-volume-enableコマンドを使用して、選択したノード上にあるVMのボリュームを有効に

します。

オプション

--name name VMの名前またはID。

--node node ボリュームを有効にするPMの名前またはID。

--volumes volumes 有効にするボリュームの名前またはID。

例

node1上で、MyVMという名前のVMのvolume:o2249を無効にします。

$ avcli vm-volume-enable --name MyVM --node node1 \

--volumes volume:o2249
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volume-info

使用方法

avcli volume-info [volume...]

説明

volume-infoコマンドを使用して、すべてのボリュームの情報、またはオプションとして指定の

ボリュームのみに関する情報を表示します。

オプション

volume 情報を表示するボリューム。
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volume-resize

使用方法

avcli volume-resize --new-size size volume

説明

volume-resizeコマンドを使用して、ボリュームのサイズを変更します。イメージコンテナ("

ボリュームコンテナ"とも呼ばれます)に、この操作に十分な容量がなければなりません。このコマ

ンドを指定する前にVMを停止する必要があります。

オプション

--new-size size

新しいボリュームサイズ。sizeにはデフォルトではボリュームサイ

ズをメガバイト単位で指定しますが、KB、K、MB、M、GB、Gな

どの標準単位も使用できます。

volume サイズを変更するボリューム。

例

# avcli volume-resize --new-size 79G boot-airplane1
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第 11 章: システムリファレンス情報

リファレンス情報は、次のトピックを参照してください

l 「対応しているゲストオペレーティングシステム」

l 「物理マシンのシステム要件」

l 「物理マシンと仮想マシンの重要な考慮事項」

l 「ナレッジベースの記事にアクセスする」

l 「SplitSite 構成を作成する」

対応しているゲストオペレーティングシステム

everRunシステムで実行する仮想マシン(VM)のゲストオペレーティングシステムとして互換性があるの

は以下のOSです。

オペレーティングシステム バージョン

CentOS 7
CentOS 7.01、7.1、7.2、7.3、

7.4、7.5 (すべて64ビット)

CentOS 6
CentOS 6.7、6.8、6.9 (すべて64

ビット)

1CentOS 7.0仮想マシンは、カーネルバージョン3.10.0-123.8.1以降を使用する必要があります。それ

以前のバージョンのカーネルを使用すると、VMがハングする可能性があります。
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オペレーティングシステム バージョン

Microsoft Windows Server 2019 (Standard、2Core

Datacenter)
64ビット

Microsoft Windows Server 2016 (Essentials、Standard、

Datacenter)
64ビット

Microsoft Windows Server 2012 (Foundation、Essentials、

Standard、Datacenter)
64ビット、64ビットR2

Microsoft Windows Small Business Server 2011

(Standard、Essential、Premium Add-On)
64ビット

Microsoft Windows Server 2008 (Web、Small Business、

Standard、Enterprise、Datacenter)
32ビット、64ビットR2のみ

Microsoft Windows Server 2003 (Enterprise) 32ビットR2 SP21

Microsoft Windows 10Desktop 64ビット

Microsoft Windows 8.1 Desktop (Enterprise) 64ビット

Microsoft Windows 8 Desktop (Enterprise) 64ビット

Microsoft Windows 7 Desktop 32ビット、64ビット

Oracle Linux 7.3 Red Hat Compatible (RHC) Kernel x86-64

Oracle Linux 6.8 RHC Kernel x86-64

1インストールとマイグレーションの詳しい手順については、「新しいWindows Server 2003仮想マシン

を作成する」および「Windows Server 2003 VMをeverRun 7.xシステムにマイグレーションする」を

参照してください。
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オペレーティングシステム バージョン

Red Hat Enterprise Linux 7 (Workstation、Server)
Red Hat 7.01、7.1、7.2、7.3、

7.4、7.5 (すべて64ビット)

Red Hat Enterprise Linux 6 (Workstation、Server)
Red Hat 6.7、6.8、6.9 (すべて64

ビット)

SUSE Linux Enterprise Server

SLES 11 SP3 64ビット

SLES 11 SP4 64ビット

SLES 12 SP2 64ビット

SLES 12 SP3 64ビット

Ubuntu

12.04 LTS、14.04 LTS、16.04

LTS (すべて64ビット)

17.10.1サーバ64ビット

18.04サーバ64ビット

物理マシンのシステム要件

次の表は、everRunシステムで実行される物理マシン用のデバイスについて容量・能力の最小値と最大値

を一覧したものです。

物理デバイス 最小値 テスト済み最大値 設計仕様 注意

プロセッサ/CPU:

Intel® Xeon® Gold

6XXX、5XXX

Intel Xeon Silver 4XXX

Intel Xeon Bronze 3XXX

1 2 実質制限

なし

1RHEL 7.0仮想マシンは、カーネルバージョン3.10.0-123.8.1以降を使用する必要があります。それ以

前のバージョンのカーネルを使用すると、VMがハングする可能性があります。
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物理デバイス 最小値 テスト済み最大値 設計仕様 注意

Intel Xeon E5-2XXX v4

Intel Xeon E5-2XXX v3

Intel Xeon E5-2XXX v2

Intel Xeon E5-2XXX

Intel Xeon E5-1XXX v4

Intel Xeon E5-1XXX v3

Intel Xeon E5-1XXX v2

Intel Xeon E5-1XXX

Intel Xeon E3-1XXX v6

Intel Xeon E3-1XXX v5

Intel Xeon E3-1XXX v4

Intel Xeon E3-1XXX v3

Intel Xeon E3-1XXX v2

Intel Xeon E3-1XXX

物理マシンあたりCPUソ

ケット数
1 2

実質制限

なし

物理メモリ 8GB 384 GB
実質制限

なし

物理マシンあたり内蔵ディ

スクカウント
2 24

実質制限

なし

FTモードでは

PMあたり最小

2つのドライブ

が必要。VMの

ディスク/ボ

リュームは両

方のPMで複製

されます。
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物理デバイス 最小値 テスト済み最大値 設計仕様 注意

ディスク合計容量 36GB 9.4 TB 制限なし

管理ENETポート 1 1 1

システムあた

り1つが必

要。

A-Link ENETポート 各PMに1つ 各PMに8つ

2つの使用を推

奨します。1つ

のVMで2つ

を超えること

はできませ

ん。最大8つ

(4以上のゲス

ト)。

ビジネスENETポート 1 20
管理リンクと

共有可能。

クォーラムサーバ 0 2

物理マシンと仮想マシンの重要な考慮事項

物理マシンと仮想マシンを最適な方法で実装するには、以下のセクションで説明されている最大限の構成と

必要条件に注意してください。

l 「物理マシンのシステム要件」

l 「仮想マシンの推奨事項と制限」

l 「仮想マシンの合計最大構成」

l 「重要な考慮事項」

仮想マシンの推奨事項と制限

仮想マシン(VM)には特定のCPUコアリソースが必要とされ、メモリ、ネットワーク、およびストレージ

に関するその他の制限も適用されます。
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推奨されるCPUコアの数

everRunのワークロードに推奨されるコア数は、次で説明するように各VMのvCPUの数およびVMのタ

イプによって異なります。

項目 物理スレッド数

固定システムオーバーヘッド(ホストおよびシステム管理) 2

n個のvCPUを持つ各FTゲスト n+ 2 (通常)

n個のvCPUを持つ各HAゲスト n+ 1 (通常)

注: ハイパースレッド化なしの物理CPUコアは1つの物理スレッドを処理できます。ハイパー

スレッド化された物理CPUコアは2つの物理スレッドを処理できます。

実際に必要なスレッド数はワークロードによって異なります。上記のガイドラインで大半のワークロードを

カバーできます。ただし、ワークロードによって必要なスレッド数が変わるため、テストを実施して特定の

ワークロードの特性を把握することをお勧めします。

例

1つの4-vCPU FTゲストでは、通常次が必要となります。

l ホスト/システム管理用に2つのスレッド

l ゲスト用に6つのスレッド

n 合計 8 つのスレッド (シングルソケット4コアハイパースレッドシステム)

4つの5-vCPU FTゲストでは、通常次が必要となります。

l ホスト/システム管理用に2つのスレッド

l 最初のゲスト用に7つのスレッド

l 第2のゲスト用に7つのスレッド

l 第3のゲスト用に7つのスレッド

l 第4のゲスト用に7つのスレッド

n 合計 30 のスレッド (デュアルソケット8コアハイパースレッドシステム)
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仮想マシンの制限

仮想マシン(VM)の数が多いシステムや大規模なシステムの場合、everRunに10Gb同期リンクを構成

し、everRunソフトウェア自体に4つのvCPUおよび4096MBを構成します。everRunシステムのリ

ソースを最大限に設定する手順については、everRun可用性コンソールの [基本設定] の [システムリ

ソース]ページを参照してください。

次の表はeverRunシステムのVMの制限を一覧したものです。

項目 制限

FTVMあたりのvCPU最大数 8

HA VMあたりのvCPU最大数 20

FTVMあたりのメモリ最大容量 256GB

HA VMあたりのメモリ最大容量 256GB

VMあたりの可用性リンク最大数 2

VMあたりの仮想ネットワーク最大数 20

VMあたりのストレージボリューム最大数 12

ゲストボリュームサイズ
最大2.2 TBまでテスト済み。サポートされる最大サ

イズは16 TBです。

VMあたりのスナップショット最大数 16 (システムあたり合計72)

仮想マシンの合計最大構成

次の表はeverRunシステムで実行できる仮想マシン(VM)および仮想NICの合計最大構成をまとめたもの

です。

仮想デバイス 最大数

FTVMの合計 8
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仮想デバイス 最大数

VMの合計(FTとHAの合計) 28

仮想ネットワークインタフェースカード(NIC) の合計 20

重要な考慮事項

以下の重要な点について考慮してください。

機能 コメント

everRunシステムディスク

物理マシンの推奨最小構成:

l RAID 1、RAID 5、RAID 6、またはRAID 10で保護された

1つの論理ボリューム

または、

l 非RAID構成またはRAID 0構成の2つのボリューム

RAIDセットごとに複数のボリュームを使用する場合、RAIDセッ

トはRAID 1、RAID 5、RAID 10などの冗長性を提供するタイプで

なければなりません。

QCOW3 (QCOW2v3)

QCOW2は、everRunシステム内の記述でQCOW2とQCOW3の

両方のファイルを参照します。デフォルトではeverRunシステム

がQCOW3ファイルを作成します(-f qcow2 -o

compat=1.1)。

USB CD/DVDドライブ
USB CD/DVDドライブは、すべてのプラットフォームにおける

everRunのインストールでサポートされています。

ダイレクトアタッチテープドラ

イブ

ゲストによるダイレクトアタッチテープドライブへのアクセスは

サポートされていません。

コンソールの接続

各PMのテキストコンソールをCentOSオペレーティングシステ

ムで使用できます。ただし、VGAモードはサポートされないため

PMはランレベル3で実行する必要があり、ランレベル5には対応
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機能 コメント

していません。以下の「システム管理」を参照してください。

SSDのサポート
everRunは、ストレージコントローラベンダーの仕様に基づきソ

リッドステートドライブをサポートします。

システム管理 everRunのシステム管理はランレベル5では機能しません。

ボリューム
たとえば、ボリュームのエクスポート、インポート、または復元を

行う際、最大ボリュームサイズは2TBです。

SplitSite 構成を作成する

このトピックのセクションでは、SplitSiteクォーラムサーバに関する一般的な情報は、「クォーラムサー

バ」および「SplitSite とクォーラムサービス」を参照してください。(SplitSite 構成は"自動ローカルサ

イト復旧" (ALSR) 構成とも呼ばれます。)

注: SplitSite 構成を作成する前に、このトピックのすべてのセクションを読み、その説明に従っ

てSplitSite 構成を計画してください。構成を作成する前に、計画された構成がこのトピックの

各セクションにある情報に準拠していることを確かめてください。

SplitSite 構成は、次のいずれかが真の場合に存在します。

l システムの2つのノードが直接のケーブル接続ではなくネットワークインフラストラクチャを用い

て接続されている。

l 2ノードを接続するA-Link (直接接続)ケーブルの長さが10mを超えている(たとえば、同じキャン

パス内の別々のビルにある場合など)。

これらの構成では、より優れたディザスタトレランスとハードウェア冗長性が得られるだけでなく、それ

を含む物理的なコンピュータ室や建物の冗長性も提供されます。

Stratus では、SplitSite 構成にクォーラムサーバとなる3台目のコンピュータを含めることを推奨しま

す。クォーラムサーバは、node0とnode1の両方から物理的に離れた場所にあります。
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注: このトピックの各セクションでは、クォーラムサーバのあるSplitSite 構成について説明し

ます。Stratus では、SplitSite 構成にクォーラムサーバを含めることを強く推奨します。

クォーラムサーバなしのSplitSite 構成の作成を検討している場合、ナレッジベースにアクセス

して「SplitSite without Quorum」という記事(KB-9683) を参照したうえで、Stratus 認定

サービス業者に連絡してください。ナレッジベースの記事のアクセスに関する情報は、「ナ

レッジベースの記事にアクセスする」を参照してください。

これらの物理マシンは地理的に離れているため、SplitSite 構成を作成する際は、コンポーネント配置の入

念な計画と、より複雑なネットワークトポロジが必要とされます。

以下のトピックでは、SplitSite 構成を作成する方法について説明します。トピックの手順を実行するに

は、everRunソフトウェアとその実行ハードウェアに関する知識と、システムのネットワークインフラス

トラクチャおよびその場所を把握しておく必要があります。

注: ネットワークスイッチやルータ、その他のハードウェアを提供するすべてのベンダーと機種

についてこのトピックですべて説明することは不可能です。このヘルプトピックにある要件に

従ってハードウェアを構成する方法の詳細については、お使いのインフラストラクチャに関する

マニュアルを参照してください。

l 「構成を作成する」

l 「ネットワークの要件を満たす」

l 「クォーラムサーバの場所を決めて作成する」

l 「構成を完了する」

l 「クォーラムがシステム動作に与える影響を理解する」

次の表はSplitSite 構成の作成に関連する用語とその定義を一覧したものです。

用語 意味

アクティブノード

ゲストVMが現在実行されているノード。各ゲストVMが異なるアク

ティブノードをもつ場合もあります。"アクティブ"の逆は"スタンバイ"

です(「スタンバイノード」を参照)。

A-Link
アベイラビリティリンク。everRunシステムを形成する2台のコン

ピュータ間の直接ネットワーク接続。(システムの各コンピュータは"物
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とも呼ばれます。)A-Linkはポイントツーポイント接続でなければなら

ず、そのトラフィックをルーティングすることはできません。everRun

システムには2つのA-Linkが必要です。一部のシステムではこれらの接

続に青と黄色のケーブル(およびポート)が使われます。VLAN接続は、

分散されたローカルサイトのインストールにおけるA-Linkに使用でき

ます(「VLAN」を参照)。

代替クォーラムサーバ
代替クォーラムサーバは、優先クォーラムサーバが利用できない場合に

使用されます(「優先クォーラムサーバ」を参照)。

AX

everRunシステム内にある、ゲストVMの動作を制御するコンテナ層。

AXは、アクティブノードとスタンバイノード間のVMの同期を維持す

る役割を果たします。各VMは独自のAXペアをもちます(「VM」、

「SplitSite 構成を作成する」、および「スタンバイノード」を参照)。

ビジネスネットワーク

(ibiz)

everRunシステムからLANへのネットワーク接続。管理メッセージな

どその他のトラフィック、およびアプリケーションとその他のクライア

ントやサーバのためのトラフィックも含むことがあります。通常

everRunシステムにはビジネスネットワーク接続用に2つのポートが

あります。ビジネスネットワークは、使用する1台以上のゲストVMに

割り当てることができますが、ゲストVMに一切割り当てない場合もあ

ります。最初のビジネスネットワーク(ibiz0) は、Webブラウザからシ

ステムを管理できるよう、LANに接続しなければなりません。

障害

システムがゲストVM (「VM」を参照)を実行する能力の劣化につなが

る可能性のある問題。ディスクエラー、ネットワークの損失、停電など

は、すべてシステムにより検知される障害の例です。

node0およびnode1

everRunシステムを形成する2台のコンピュータで、内部的には

node0およびnode1としてラベル付けされています。(これらのコン

ピュータは物理マシンまたはPMとも呼ばれます。)node0とnode1の

選択は自由で、システムを最初に構成するときに選択します。node0と

node1間に常時トラフィックフローがあり、システムや各ゲストVM (

「VM」を参照)の状態に関する情報がやり取りされます。
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優先クォーラムサーバ

優先クォーラムサーバは、これが利用可能な場合に使用されます。優先

クォーラムサーバが利用できない場合には、代替クォーラムサーバが使

用されます(「代替クォーラムサーバ」を参照)。

プライマリノード

システムのコンピュータがペアとして設定される場合、管理メッセージ

にはそのうち1台のコンピュータのみが応答します。そのコンピュータ

がプライマリノードです。システムを最初にインストールするときに割

り当てられるシステムIPアドレスは、プライマリノードに適用されま

す。プライマリノードは、さまざまな障害条件の発生に伴いnode0と

node1の間で切り替えることが可能です(「障害」を参照)。プライマリ

ノードは必ずしもゲストVMのアクティブノードではないことに注意し

てください(「SplitSite 構成を作成する」および 「VM」を参照)。

priv0

2つのノード間におけるプライベート管理トラフィックを処理するネッ

トワーク。詳細については、「A-Linkネットワークとプライベート

ネットワーク」を参照してください。

クォーラムサーバ

各ゲストVMについてどちらのAXをアクティブにするかの判別に役立

つ3台目のコンピュータ(「SplitSite 構成を作成する」および 「VM」

を参照)。クォーラムサーバを正しく使用することでスプリットブレー

ン状態を回避できます(「スプリットブレーン」を参照)。

RTT

往復時間(Round-trip time)。ネットワークメッセージが開始点と宛先

の間を往復するのに要する時間。時間は通常ミリ秒(ms) 単位で計測さ

れます。

スプリットブレーン

ゲストVMのAXペアにおいて両方のAXが同時にアクティブになり、各

アクティブゲスト内に食い違うデータのコピーが生成される状態のこと

(「AX」および 「VM」を参照)。スプリットブレーンはnode0と

node1間のすべての通信パスが切断されたときに発生する可能性があり

ます(「node0およびnode1」を参照)。クォーラムサービスを使用し

てスプリットブレーン状態の発生を回避できます(「クォーラムサー

バ」を参照)。

SplitSite SplitSite 構成は、次のいずれかが真の場合に存在します。

535/563ページ



SplitSite 構成を作成する

l everRunシステムの2つのノードが直接のケーブル接続ではなく

ネットワークインフラストラクチャを用いて接続されている。

l 2ノードを接続するA-Link (直接接続)ケーブルの長さが10mを

超えている(たとえば、同じキャンパス内の別々のビルにある場

合など)。

通常SplitSite 構成は、柔軟で細かいネットワークセットアップと構成オ

プションを犠牲にしてより優れたディザスタトレランスを提供するため

に使用されます。SplitSite 構成には、クォーラムサーバとなる3台目の

コンピュータが必要です(「クォーラムサーバ」を参照)。(SplitSite 構

成は"ALSR"構成とも呼ばれます。)

スタンバイノード

ゲストVMのアクティブでない方のノード。スタンバイノードはA-Link

接続によるAX通信を通じて同期が保たれます(「AX」および 「A-

Link」を参照)。どちらのノードがアクティブでどちらがスタンバイか

は、各ゲストVMのAXペアによって決定されます(「SplitSite 構成を

作成する」を参照)。

システム管理

システムの総合状態の維持を担当する、everRunソフトウェア内の層。

どちらのノードがプライマリかを判別する処理はシステム管理の一部で

す(「プライマリノード」を参照)。システム管理は、everRun可用性

コンソール内の情報表示も行います。

UPS
無停電電源装置。短期間の停電による可用性への影響を防ぐ、電気機器

用の外付けバッテリバックアップ。

VLAN

仮想LAN。VLANは、1つ以上のLAN上にあるデバイスのセットで、異

なるLANセグメント上に配置されているにも関わらず、まるでケーブル

でつながれた同じネットワークに接続されているかのように通信するよ

う構成されています。VLANはeverRunシステム内ではなく、ネット

ワークインフラストラクチャレベルで構成されます。「SplitSite」構

成では、A-Link接続は隔離されたVLANとして実装されます(「A-

Link」を参照)。

VM 仮想マシン(ゲストとも呼ばれます)。システムには通常、1つ以上の
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VM (ゲスト)と実行アプリケーションが、ゲストオペレーティング・シ

ステムを介して割り当てられています。

構成を作成する

SplitSite 構成を作成するには、まず一般的なeverRunシステムの構成と、SplitSite 構成のVLAN要件に

ついて検討します。その後、正しく計画されたSplitSite 構成 (クォーラムサーバを含みます)を観察し、

VLAN要件の構成を理解します。また、一般的なeverRunシステムをインストールしてからSplitSite 構成

を作成するプロセス全体についても把握しなければなりません。以下のセクションではこの情報が提供され

ています。

一般的な everRun システム

一般的なeverRunシステム構成では、2台のPMが少なくとも2本のA-Link用ネットワークケーブルで

直接接続されています。1つのA-Linkは通常プライベートネットワーク(priv0) として機能します。2台

のPMにはビジネスネットワーク用の追加のネットワーク接続があり、これはeverRun可用性コンソール

およびシステムでホストされるゲストVMによって使用されます。次の図は一般的な構成を示すものです。

ビジネス ネットワーク

node0 node1

A-Link

ビジネス ネットワーク

A2 A1 P2 P1A2 A1 P2 P1

alsr001

一般的な構成においてPM間の物理的な距離は1本のA-Linkネットワークケーブルの長さによって制限さ

れます。これは約33 ft (10m)です。物理的な環境と周囲の電気ノイズを考慮に入れると、この距離は大幅

に短くなることもあります。

クォーラムサーバのある SplitSite 構成

正しく計画されたSplitSite 構成は、2箇所にある2つのノードと、3つ目の箇所でクォーラムサービスを

実行する3台目のコンピュータとで構成されています。SplitSite 構成内には単一障害点が存在しないよ

う、これら3台すべてのコンピュータが適切なネットワークスイッチ機器でネットワーク化されていま

す。次の図はそのような構成の例です。ここではサイトAにnode0、サイトBにnode1、そしてサイトC

にクォーラムサーバがあります。
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A-Link ibiz0

冗長 LAN バックボーン

サイト A サイト B
node1

A1

クォーラム
サーバ

サイト C

A2 A1 P2 P1 A2 A1 P2 P1

node0

alsr002

注:

1. 各A-Linkは、スイッチAとスイッチBの間に構成された独自のVLANに接続されます。

2. 分かりやすいようDNSサーバとゲートウェイは省略されていますが、SplitSite 構成には

DNSサーバへの接続と、ネットワーク故障に備えてゲートウェイを含めなければなりま

せん。

3. 最大限の保護を確保するため、各サイトに冗長スイッチをインストールしますが、図には

これらのスイッチが表示されていません。図に示す構成では、サイトAとサイトBの"そ

れぞれに" 2つのスイッチを含める必要があります。A-Linkがその一方のスイッチを経由

し、ビジネスネットワークはもう片方のスイッチを経由します。可能であれば、短時間

の停電による障害を回避できるよう、各スイッチに異なる回線からの電源を供給するか、

UPSを使用してください。

SplitSite VLANの要件

スイッチAとスイッチB間のA-Link接続にはスイッチ上のVLAN構成が必要となります。A-Linkトラ

フィックはルーティングが不可能で、接続は1本の長いネットワークをエミュレートする必要がありま

す。各A-Linkはその独自のVLAN上で隔離されていなければなりません。

スイッチ機器間にVLANを作成できない場合、イーサネットツーファイバのメディアコンバータを使用し

て2台のPM間にさらに長いファイバー接続を作成できます。ただし、2つのA-Linkファイバ接続を同じ

物理的な導管には通さないでください。そうすると単一障害点が作成されます。

さらに、クォーラムサービスコンピュータはnode0とnode1のどちらともスイッチを共有できません。

これは、スイッチの共有により単一障害点が作成されるためです。
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A-Linkおよびクォーラム接続の遅延の要件に関する詳細については、「ネットワークの要件を満たす」を

参照してください。

初期インストールから SplitSite 構成の完了まで

SplitSite 構成を作成する際は、まずSplitSite 構成なしで一般的なeverRunシステムをインストールしま

す。作業を簡単にするには、ノードを並べてインストールします。「作業の開始」を参照してください。

一般的なシステムが正常に作動するようになったら、SplitSite 構成を作成します。

1. まだ行っていない場合、「SplitSite 構成を作成する」のすべてのセクションを通読します。

2. クォーラムコンピュータをインストールしてクォーラムサーバを有効にします。次に記載されてい

るすべての情報に従ってください。

n 「 クォーラムサーバのあるSplitSite 構成」

n 「SplitSite VLANの要件」

n 「ネットワークの要件を満たす」

n 「構成を完了する」

3. クォーラムサーバが両方のノードにアクセスできることを確認します。

4. 1つのノードを正常にシャットダウンします。「物理マシンをシャットダウンする」を参照してく

ださい。

5. シャットダウンしたノードを離れたサイトに移します。

6. インフラストラクチャを接続します。上にあるSplitSite 構成の図は、次を含む接続を示していま

す。

n ポートA2へのpriv0接続

n ポートA1への2つ目のA-Link接続

n ポートP1への ibiz0接続

7. 電源をオンにしてノードを(再)接続します。

8. 構成を確認します。以下のことを確かめてください。

n 共有ネットワークの正しくペアリングされること—everRun可用性コンソールで [ネット

ワーク]ページに移動して、すべてのネットワークの状態が緑のチェックマークになっている

ことを確認します。必要に応じて、インフラストラクチャの問題のトラブルシューティング

を行います。
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n クォーラム接続が再確立されること—コンソールで [基本設定]、[クォーラムサーバ]の順

にクリックして [クォーラムサーバ]ページに移動します。クォーラムサーバの状態が緑の

チェックマークになっていることを確認します。必要に応じて、インフラストラクチャの問

題のトラブルシューティングを行います。

n プライマリノードがnode0からnode1へ移行でき、コンソールが両方の構成で接続できる

こと—各ノードをメンテナンスモードにします(「メンテナンスモード」を参照)。

9. VMを (再)接続する—VMをノード間でマイグレーションします(「物理マシンまたは仮想マシン

をシステムにマイグレーションする」を参照)。VMネットワークの正しいネットワークフェール

オーバーを確認します。

10. ネットワークのステータスを評価してイーサネットフェイルオーバーを検証します(「[ネットワー

ク]ページ」を参照)。

ネットワークの要件を満たす

このトピックでは、正しいSplitSite 構成のためのA-Link、ビジネスネットワーク、プライベートネット

ワーク、クォーラムサーバ接続、および管理ネットワークにおけるネットワークの要件と考慮事項につい

て説明します。(これらのネットワークの一般的な情報は、「ネットワークアーキテクチャ」を参照してく

ださい。)

前提条件: SplitSite 構成を計画して作成するには、(まだ行っていない場合は)まず 「SplitSite

構成を作成する」を読み、その手順に従います。

A-Linkネットワーク接続は、以下の要件を満たす必要があります。

l A-Linkは IPv6アドレス指定を使用します。

l A-Linkには専用のポイントツーポイントファイバ接続も使用できます。そうでない場合、これらは

VLAN上に構成する必要があります。複数のA-Linkが1つのVLANを共有でき、また個別のVLAN

を使用することも可能です。複数のeverRunシステムが、A-Link用に同じVLANを共有できま

す。

l FTVMの場合、RTTA-Link遅延は2ms未満でなければなりません。

l HA VMの場合、RTTA-Link遅延は10ms 未満でなければなりません。

l 各A-Linkに、システム上の全VMのニーズを満たすのに十分な帯域幅が必要です。可能な限り、各

A-Linkに最小1Gbの全二重モード、できれば10GbのNICを少なくとも1つ提供してください。
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l ネットワークインフラストラクチャを計画する場合、スイッチと、そのスイッチ上の全ポートにわ

たるネットワークバックボーンとの間のアップリンク帯域幅を考慮する必要があります。

l 両方のA-Linkで同じカード(マルチポートNIC) を使用しないでください。

最初のビジネスネットワーク(ibiz0) は、ノード間およびクォーラムサーバとの通信に使用されます。

ibiz0ネットワークは、以下の要件を満たす必要があります。

l 2つのノードは同じサブネット上になければなりません。

l ネットワークは2つのノード間におけるIPv6マルチキャストトラフィックを許可しなければなり

ません。

l 2つのノードがIPv4ネットワークアドレス指定を使ってクォーラムサーバにアクセスできなけれ

ばなりません。

プライベートネットワーク接続(priv0～privn) は、以下の要件を満たす必要があります。

l NICは少なくとも1Gbの全二重モードを使用する必要があり、可能であれば10Gbを使用しま

す。

l VMあたり155Mbps の最小帯域幅。

l ラウンドトリップ10ms の最大サイト間遅延。プライベートネットワークに接続されたスイッチ、

またはファイバーツーコッパーコンバータは、ルーティングおよびブロッキングなしでなければな

らず、ラウンドトリップ遅延が10ms を超えることはできません。遅延はファイバー各100マイル

ごとに1msとして計算し、これにルーティングおよびブロッキングなしのスイッチまたはファイ

バーコンバータによる遅延を加算します。

l プライベートネットワークには専用のポイントツーポイントファイバ接続も使用できます。そうで

ない場合、これはプライベートVLAN上に構成する必要があります。everRun PMに接続された2

つのVLANスイッチポート間にあるネットワーク機器に、プライベートネットワークのポート接続

に使用されるVLANがフィルタリングを一切追加しないようにします。

クォーラムサーバのネットワーク接続は、以下の要件を満たす必要があります。

l クォーラムサービスへのアクセスは ibiz0を使用しIPv4ネットワークアドレス指定を用いて提供し

なければなりません。

l 2つのUDPポートが開いていてノードとクォーラムサービス間の通信に利用可能でなければなりま

せん。これにはファイアウォール内の通信も含みます。デフォルトでは、これらのポートは4557と

4558です。これらのポートを変更する場合、「クォーラムサービスポートを構成する」(クォー

ラムコンピュータ上)および「everRun可用性コンソール可用性コンソール内でクォーラムサーバ
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を構成する」を参照してください。

l ztCノードとクォーラムコンピュータ間の遅延が500ms RTT未満でなければなりません。

l スループットは重要な考慮事項ではありません。10Mbイーサネット、またはT1帯域幅でも十分で

す。

l クォーラムコンピュータは同じztCシステム上のすべてのVMに共通しています。

l クォーラムコンピュータは数多くのztCシステム間で共有できます。

l クォーラムコンピュータは、それを使用する同じztCシステム上のVMとして実装することは絶対

にできません。

l 異なるネットワークインフラストラクチャを使用するようにし、共有は避けてください。ztCノー

ドが、クォーラムサービスコンピュータへのアクセスを維持するためにパートナーノードサイト上

のゲートウェイまたはスイッチ/ルータに依存してはいけません。

注: クォーラムサービスを異なるノードペア上のゲストVMとして実装しないでください。こ

れらのノードで障害が発生するとクォーラムサービスを実行しているVMがフェールオーバー

し、ネットワークトポロジと障害管理が不必要に複雑化する結果を招きます。それだけでな

く、クォーラムサービスを実行しているeverRunシステム用のクォーラムを管理するために2

台目のクォーラムコンピュータが必要になります。

管理ネットワーク接続は、以下の要件を満たす必要があります。

l デフォルトでは管理ネットワークはビジネスネットワークと共有されます。その場合、ビジネス

ネットワークの要件のすべてが管理ネットワークにも適用されます。

l リモート管理用にビジネスLANへのゲートウェイを構成します。

クォーラムサーバの場所を決めて作成する

正しく計画されているSplitSite 構成では、3台目のコンピュータがクォーラムサービスをホストします。

クォーラムサービスの処理要件は厳しくないので、ネットワークと運用の要件をすべて満たす既存のコン

ピュータまたはVMであれば、クォーラムサービスをホストすることができます。クォーラムサーバの効

果は、ネットワーク内のどこにクォーラムコンピュータを配置するかによって決まります。Stratus で

は、可能であればクォーラムサーバを2台構成することを推奨します。2台のクォーラムサーバを構成す

る場合、そのうち1台は優先クォーラムサーバとなり、もう片方は代替クォーラムサーバとなります。
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クォーラムコンピュータ(および該当する場合は代替クォーラムコンピュータ)の効果的な場所を決定し、

そのコンピュータがクォーラムサービスの要件を満たすことを確認したら、クォーラムコンピュータを作

成できます。

前提条件: SplitSite 構成を計画して作成するには、(まだ行っていない場合は)まず 「SplitSite

構成を作成する」を読み、その手順に従います。

クォーラムコンピュータの場所を決める

「クォーラムサーバのあるSplitSite 構成」に示されるように、1台目のクォーラムコンピュータをネット

ワーク内の第3サイトに配置します。第3サイトが利用できない場合、node0とnode1の両方から物理的

に離れた場所にクォーラムコンピュータを配置してください。クォーラムコンピュータを専用のサイトに

配置すると、両方のノードとクォーラムコンピュータが失われるような問題が発生してもシステムの生存

確率を最大限にすることができます(たとえば、一時的な電力、配管、その他の問題によりネットワーク接

続が失われる場合があります)。

クォーラムコンピュータは、node0とnode1に電力を供給する回路とは異なる電気回路につないでくだ

さい。また、クォーラムコンピュータはUPSユニットに接続する必要があります。

注意事項: 両方のAXがクォーラムサーバとの接続を失った場合、それらは代替クォーラム

サーバを選択しようとします。クォーラムサーバを選択することができない場合、別の障害が

発生したときにスプリットブレーン状態が起きるのを回避するため、VMはシンプレックス

モードにダウングレードされます。

片方のノードがシャットダウンし、残ったノード上のVM (AX) がクォーラムサーバまたはそ

のピアにアクセスできない場合には、そのVMはスプリットブレーン状態を回避するために

自らシャットダウンします。

クォーラムコンピュータの場所を決める際、次のことに注意してください。

l クォーラムコンピュータは、node0とnode1のどちらともスイッチ(またはルータ)

を共有しないようにしてください。

l クォーラムサービスの実行にはeverRunシステム内のゲストVMを使用しないでくだ

さい。

システム動作と障害モードの説明については、「クォーラムがシステム動作に与える影響を理解する」を

参照してください。
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代替クォーラムコンピュータを追加する

もう1台のクォーラムコンピュータ(とそのスイッチ)をシステムに追加して、代替クォーラムサービスを

作成することができます。代替クォーラムサーバを使用する最も一般的なケースは、たとえば優先クォー

ラムコンピュータにオペレーティングシステムのアップデートを適用する場合などです。優先クォーラム

コンピュータが再起動されるとき、代替クォーラムコンピュータが選択されて、ダウングレードの発生を

防ぎます。優先クォーラムが復旧すると、元の優先クォーラムコンピュータが再び選択されます。

2つ目のクォーラムサービスを追加する際は、ネットワークとクォーラム配置のすべての要件に従わなけ

ればいけません。両方のノードが互いに通信でき、またこれらが同じクォーラムサーバ(優先または代替の

クォーラムサーバ)と通信できる場合、1台のクォーラム接続が失われても、システムはVMの冗長性を維

持できます。優先クォーラムサーバの選択は、両方のノードが相互に通信でき優先クォーラムサーバとも

通信できる状況において発生します。したがって、ノードの損失と同時にクォーラムサービスが失われた

場合には、2つ目の非優先クォーラムサービスが利用可能であっても、残っているノードがVMをシャッ

トダウンします。ただし、ノードを失う"前に"優先クォーラムサービスが失われ、両方のノードが引き続

き代替クォーラムサーバにアクセスできる場合には、選択対象が代替クォーラムサーバに移ります。障害

処理は選択されたクォーラムサーバのコンテキスト内のみで行われます。

代替クォーラムサービスを作成する場合、everRun可用性コンソールでクォーラムサービスを追加すると

きに2つ目のクォーラムIPアドレスを追加する必要があります。

クォーラムコンピュータの要件

クォーラムサービスソフトウェアは、Windows オペレーティングシステムを実行していて以下の要件を

満たす、すべての汎用コンピュータ、ラップトップまたはVM上にインストールできます。

l everRunシステムの ibiz0ネットワークが常にクォーラムサーバにアクセスできるよう、コン

ピュータは電源が常にオンでネットワークに接続された状態を維持できること。

l コンピュータに静的なIPv4ネットワークアドレスが割り当てられていること。DHCPは使用しな

いでください。

l オペレーティングシステムがWindows Server 2016、Windows Server 2012、Windows

Server 2008、Windows 7、Windows 10のいずれかであること。Windows OSの埋め込みバー

ジョンはサポートされません。

l 最小100MBのディスク領域が利用可能であること。

l 2つのUDPポートが開いていてノードとクォーラムサービス間の通信に利用可能でなければなりま

せん。これにはファイアウォール内の通信も含みます。デフォルトでは、これらのポートは4557と
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4558です。これらのポートを変更するには、「クォーラムサービスポートを構成する」(クォー

ラムコンピュータ上)および「everRun可用性コンソール可用性コンソール内でクォーラムサーバ

を構成する」を参照してください。

クォーラムサービスソフトウェアをダウンロードしてインストールする

クォーラムコンピュータの適切な場所を決定したら、クォーラムサーバの作成に必要なソフトウェアをダ

ウンロードしインストールします。

クォーラムサーバソフトウェアをダウンロードしてインストールするには

1. [Downloads (ダウンロード)]ページ(https://www.stratus.com/services-

support/downloads/?tab=everrun) を開きます。

2. [Drivers and Tools (ドライバとツール)]セクションにスクロールして、[Quorum Service

(クォーラムサービス)]をクリックし、クォーラムサーバソフトウェアのインストーラファイルを

クォーラムサーバにダウンロードします。

3. クォーラムサーバでインストーラファイルをダブルクリックします。

4. ダウンロードしたファイルをアクセス可能な場所に移動します。

5. クォーラムコンピュータにログインします。

6. クォーラムサービスインストーラに移動し、これをダブルクリックします。

7. 表示される指示に従いインストールを完了します。

注: クォーラムサーバソフトウェアを新しいバージョンにアップグレードする場合、以前の

バージョンをアンインストールする必要はありません。

構成を完了する

SplitSite 構成を作成したら、必要に応じてクォーラムサービスポートを変更します。その後、everRun

可用性コンソール内でクォーラムを有効にします。最後に、構成を確認してVMを(再)接続します。

前提条件: SplitSite 構成を計画して作成するには、(まだ行っていない場合は)まず 「SplitSite

構成を作成する」を読み、その手順に従います。
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クォーラムサービスポートを構成する

注: クォーラムコンピュータ上でクォーラムサービス用に構成されているポートと、everRun

可用性コンソールクォーラムコンピュータ上のクォーラムサービスポートを変更する場合、そ

のクォーラムコンピュータに接続するすべてのeverRunシステム上で(everRun可用性コン

ソールを使用して)クォーラムサービスポートを変更しなければなりません。これは、クォー

ラムコンピュータとeverRunシステムの両方で同じポート番号が使用されるようにするためで

す。「everRun可用性コンソール可用性コンソール内でクォーラムサーバを構成する」を参

照してください。

クォーラムサービスポートを構成する

デフォルトでは、クォーラムサービスはUDPポート4557でリッスンします。

大半の場合、デフォルトのポートを変更する必要はありません。ただし、ポートを変更する場合には、ネッ

トワーク構成のために次の操作が必要となります。

クォーラムサーバ上のポート番号を変更するには

1. 管理者権限のあるアカウントを使ってクォーラムコンピュータにログオンします。

2. コマンドプロンプトウィンドウを管理モードで開きます。

3. 次を入力してクォーラムサービスを停止します。

net stop sraqserver

4. 次を入力してポートを変更します(nnnnを新しいポート番号で置き換えます)。

sraqserver -install nnnn

5. 次を入力してクォーラムサービスを再開します。

net start sraqserver

クォーラムサービスポートを確認する

クォーラムサービスポートを確認する必要がある場合、次のWindows レジストリキーを調べます:

HKEY_LOCAL_

MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\SraQserver\Parameters\

QSServerPortForReceive
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everRun 可用性コンソール可用性コンソール内でクォーラムサーバを構成する

クォーラムサービスが稼働したら、everRun可用性コンソール内でクォーラムサービスを有効にしてくだ

さい。クォーラムサーバを削除することもできます。

クォーラムサービスを有効にするには

1. 管理者権限のあるアカウントを使ってeverRun可用性コンソール

2. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

3. [クォーラムサーバ]をクリックします。クォーラム構成のページが開きます。

4. ページの左側にある [クォーラムサーバの追加]をクリックします。

5. [優先クォーラムサーバの追加]ダイアログボックスで、次の値を入力します(既に優先クォーラム

サーバが存在する場合は [代替クォーラムサーバの追加]ダイアログボックスが表示されます)。

n DNS または IP アドレス—優先クォーラムサーバの完全修飾DNSホスト名または IP アド

レスを入力します。

n ポート—デフォルトのポートは4557です。デフォルト以外のポートが必要な場合、ポート

番号を入力します。入力が必要なポート番号は1つだけです。クォーラムサービスは、[ポー

ト]およびその次のポートのポート番号(たとえば4557と4558) を開きます。

注: ポート番号はクォーラムサービスがリッスンしているポートと一致しなければ

なりません。(必要な場合はクォーラムサーバのポートを変更できます。)

[保存]をクリックして値を保存します。

6. ステップ4および5を繰り返して2台目の代替クォーラムサーバを構成します。Stratus では、

クォーラムサーバを2台構成することを推奨します。

7. クォーラムサービスを有効にするには、[有効]チェックボックスをオンにして [保存]をクリック

します。

クォーラム構成に行った変更は既に実行中のVMには反映されません。クォーラム構成を変更した後は、実

行中のすべてのVMを停止して再起動する必要があります。

クォーラムサーバを削除するには
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注意事項: 優先クォーラムサーバを削除すると、代替クォーラムサーバが優先クォーラムサー

バになります。代替クォーラムサーバがない場合、優先クォーラムサーバを削除すると自動的

にクォーラムサービスが無効になります。

1. everRun可用性コンソールの [基本設定]ページに移動します。

2. [クォーラムサーバ]をクリックします。

3. 削除するクォーラムサーバのエントリを見つけます。

4. 一番右の列で [削除]をクリックします。

注: VMで使用されているクォーラムサーバを削除する場合、削除の操作を完了させるには、

VMをリブートしてクォーラムサーバが認識されないようにする必要があります。VMはクォー

ラムサーバが構成されて再起動されるまでの間、シンプレックスモードにダウングレードしま

す。

構成を確認して VM を (再) 接続する

構成を確認してVMを(再)接続します。「初期インストールからSplitSite 構成の完了まで」の適切な手順

に従います。

クォーラムがシステム動作に与える影響を理解する

SplitSite システム内のクォーラムサーバによって、システムの可用性と復旧動作が変更されます。クォー

ラムがシステム動作に与える影響を理解するには、その前にクォーラムサーバをもたないシステムの動作

を理解しておく必要があります。

前提条件: SplitSite 構成を計画して作成するには、(まだ行っていない場合は)まず 「SplitSite

構成を作成する」を読み、その手順に従います。

everRunシステムは、1台以上のゲストVMに高可用性を提供するよう設計されています。そのため、通

常ならアプリケーションのダウンタイムを引き起こすような障害が発生した場合であっても、VMを継続し

て実行できるようになります。everRunシステムは、たとえば1つのネットワーク接続やハードディス

ク、あるいはコンピュータ全体が失われた場合でも、ゲストVMを引き続き実行することができます。

ただし、さらに致命的な障害が発生した場合(たとえば可能なネットワークパスすべての故障など)、

everRunシステムはシステム全体の総合状態を判断しようとします。その後、システムはゲストVMの整

合性を保護するために必要なアクションを実行します。
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次の例は、致命的な障害発生時のシステムのプロセスを示すものです。

例1: クォーラムサーバなしのシステムではスプリットブレーン状態が発生する

SplitSite の例では、everRunシステムにnode0とnode1が含まれますが、クォーラムサーバは含まれま

せん。動作は正常で、現在検知されている障害はありません。2つのノードは正常な(障害のない)動作の

ときと同様に、A-Link接続を介してその状態と可用性をやり取りします。次の図は正常な接続を示すもの

です。

node0

A2 A1 P2 P1

node1

A1
A2 A1 P2 P1

ibiz0 ibiz0

A-Link

alsr003

致命的な障害

フォークリフトを運転する作業員が不注意から壁に衝突し、すべてのネットワーク接続(ビジネスリンクと

A-Linkの両方)を切断してしまいました。ただし電源は残っており、システムも実行を継続しています。次

の図は障害のある状態を示すものです。
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node0

A2 A1 P2 P1

node1

A1A2 A1 P2 P1

ibiz0

ibiz0

A-Link

X

alsr004

障害処理

2つのノードは次のように障害を処理します。

l node0—node0のAXが、A-Linkとその他のネットワークパスの両方が失われたことを検知しま

す。node0 AXがそのパートナーの存在を検知できなくなると、node0 AXがアクティブになりゲス

トVMを実行します。ゲストVM内のアプリケーションは、ネットワーク損失のため、おそらく機

能が制限された状態で実行を継続します。

l node1—node1のAXが、両方のA-Linkが失われたことを検知しますが、ibiz0は引き続き利用可

能です。パートナーが ibiz0内のメッセージに応答しないため、node1 AXがアクティブになりま

す。ゲストVM内のアプリケーションは、おそらくシステムの問題を認識しない状態で、実行を継

続します。

アプリケーションクライアントまたは外部オブザーバの観点からは、ゲストVMの両方がアクティブであ

り、同じ返信アドレスでネットワークメッセージを生成しています。両方のゲストVMがデータを生成

し、それぞれ異なる量の通信エラーを検知します。ゲストVMの状態は、時間が経つにつれて相違が大きく

なります。

復旧と修復

しばらくしてネットワーク接続が復元され、壁の修理が済みネットワークケーブルの配線もやり直しまし

た。
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AXペアの各AXは、それぞれのパートナーがオンラインに戻ったことを認識し、障害処理規則のあるAX

ペアが、アクティブな状態を続けるAXを選択します。この選択は予測が不可能であり、スプリットブ

レーン状態の間にどちらのノードのパフォーマンスがより正確であったかを一切考慮に入れません。

(その時点での) スタンバイノードから生成されたデータはアクティブノードの再同期によって上書きされ

るため、(その時点での) スタンバイノードにあるデータは永久に失われます。

スプリットブレーン状態の後、システムが再同期を完了するまで数分間かかります。この所要時間はスタ

ンバイノードに送信が必要なディスクアクティビティの量によって決まります。異なるアクティブノード

をもつゲストVMがいくつか実行されている場合、両方向の同期トラフィックが生じることがあります。

注: 状況によっては、everRunシステムが致命的な障害の後に取るべき最善の処理を判定でき

ないこともあります。その場合、システムを手動で復旧する必要があります。復旧方法として

は、片方のノードを実行し続けながら、everRun可用性コンソールを使ってもう一方のノード

をシャットダウンし、リブートすることを推奨します。この方法では実行中のノードを強制的に

プライマリとし、そのノード上のAXがアクティブになります。実行中のノードがプライマリに

なった後、もう一方のノードの電源を手動でオンにすることができます。既に再同期が進行中の

場合には、どちらのノードもシャットダウンしないでください。

例2: クォーラムサーバのあるSplitSite システムではスプリットブレーン状態を回避できる

このSplitSite の例では、everRunシステムに例1のシステムとまったく同じ接続をもつnode0とnode1

が含まれています。これに加えて、例2のシステムにはクォーラムサーバが含まれます。次の図はこれら

の接続を示すものです。

node0

A2 A1 P2 P1

node1

A1
A2 A1 P2 P1

ibiz0 ibiz0

A-Link

クォーラム
サーバ

alsr005
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致命的な障害

致命的な障害

例の不注意な作業員が再びフォークリフトで壁に衝突し、ネットワーク接続をすべて切断してしまいまし

た。ただし電源は残っており、システムも実行を継続しています。次の図は障害のある状態を示すもので

す。

クォーラム
サーバ

node0

A2 A1 P2 P1

node1

A1

A2 A1 P2 P1

ibiz0

ibiz0

A-Link

X

alsr006

障害処理

2つのノードは次のように障害を処理します。

l node0—node0のAXが、A-Linkとその他のネットワークパスの両方が失われたことを検知しま

す。node0 AXはそのパートナーの存在を検知できなくなったため、node0 AXはクォーラムサー

バへの通信を試行します。この場合、クォーラムサーバも利用不可になります。したがって、

node0 AXはシャットダウンを選択します。このシャットダウンはWindows の正常なシャットダウ

ンではなく強制停止であるため、ゲストVM内のアプリケーションが停止されます。

l node1—node1のAXが、両方のA-Linkが失われたことを検知しますが、ibiz0は引き続き利用可

能です。node1 AXがクォーラムサーバへの通信を試行し、サーバが応答するため、node1 AXは

アクティブなままになります。ゲストVM内のアプリケーションはおそらくシステムの問題を認識

していない状態で、実行されます。

注: node1 AXは以前アクティブではなくゲストVMがHA VMであるため、場合によっては

node1のゲストVMがnode1のハードドライブからブートする必要があります。その場合、ゲ

ストVMのブート中、アプリケーションのダウンタイムが一時発生します。(FTVMは実行を継

続します。)
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アプリケーションクライアントまたは外部オブザーバの観点からは、node1のゲストVMはアクティブな

ままになり、node0のVMがシャットダウンしている間もデータを生成します。スプリットブレーン状態

は存在しません。

復旧と修復

しばらくしてネットワーク接続が復元され、壁の修理が済みネットワークケーブルの配線もやり直しまし

た。

node1 AXでそのパートナーがオンラインに戻ったことが認識されると、node0 AXがスタンバイになりま

す。node0は以前実行中ではなかったので、node1からnode0へのデータ同期が開始されます。

スプリットブレーン状態は発生していないので、データ損失はありません。

システムが再同期を行うには数分間かかります。この所要時間はスタンバイノードに送信が必要なディス

クアクティビティの量によって決まります。

例2 (応用編): 致命的な障害時にクォーラムサーバがアクセス不可の場合

クォーラムサーバのあるSplitSite システムでは、電源は残っていてシステムが実行を継続している状態で

あっても、致命的な障害によりすべてのネットワーク接続が切断されてクォーラムサーバがオフラインま

たはアクセス不可になる可能性があります。次の図は、このようなシステムでクォーラムサーバがオフラ

インになった状態を示すものです。

クォーラム
サーバ

node0

A2 A1 P2 P1

node1

A1A2 A1 P2 P1

ibiz0

ibiz0

A-Link

X

X alsr007

障害処理は例2の場合と似ていますが、node1に重要な違いが1つあります。

node1 AXも、両方のA-Linkが失われたことを検知しますが、ibiz0は引き続き利用可能です。

node1 AXがクォーラムサーバへの通信を試行しますが、通信が失敗します。AXがゲストVMを終

了します。
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例2 (応用編): 致命的な障害のない時にクォーラムサーバがアクセス不可の場合

この場合、ゲストVMがnode0とnode1の両方でシャットダウンされ、スプリットブレーンの発生は回

避されます。トレードオフは、node0とクォーラムサーバのどちらかへの接続が復元されるまでゲスト

VMが利用不可になる点です。

その場合、運用しない方のノードを特定し、その電源を切ります。次に、運用する方のノードを強制ブート

してら、VMを強制ブートします。VMをシャットダウンしてから起動する方法については、「仮想マシン

の運用を管理する」を参照してください。)

例2 (応用編): 致命的な障害のない時にクォーラムサーバがアクセス不可の場合

場合によっては、致命的な物理的障害がなくてもクォーラムサーバがアクセス不可になる可能性がありま

す。これはたとえば、OSパッチの適用などの定期的なメンテナンスのためにクォーラムコンピュータがリ

ブートされる場合などです。こうした状況では、クォーラムサービスが応答していないことがAXで検知

されるため、AXはクォーラムサーバへの接続が復元されるまで同期のトラフィックを中断します。ゲスト

VMは、接続が失われた時点でアクティブだったノード上で実行を継続します。ただし、追加の障害が発生

する可能性があるため、ゲストVMはスタンバイノードに移行しません。クォーラムサービスが復元され

た後、クォーラムサーバへの接続が維持されていれば、AXは同期と通常の障害処理を再開します。

停電から復旧する

停電やシステムシャットダウンの後にシステムを再起動する場合、everRunシステムはゲストVMの起動

を行う前に、まずそのパートナーがブートして応答するまで待機します。以前アクティブだったAXが

クォーラムサーバにアクセスできる場合には、AXがパートナーノードのブートを待たずにゲストVMを

直ちに起動します。以前スタンバイだったAXが最初にブートした場合、このAXはパートナーノードを待

機します。

システムがパートナーノードまたはクォーラムサーバのいずれかから応答を受け取ると、正常な運用が再

開されてVMが起動します。その際、その他のケースと同じ障害処理規則が適用されます。

システムがクォーラムサーバからの応答を受け取らない場合や、システムにクォーラムサーバがない場

合、ユーザが手作業でゲストVMを強制的にブートする必要があります。これはAXまたは障害処理機能に

よって下されたすべての判断を上書きします。node0とnode1でそれぞれ異なるユーザが同じゲストVM

をブートすることは避けてください。そうすると、誤ってスプリットブレーン状態を引き起こす結果とな

ります。

ナレッジベースの記事にアクセスする

Stratus カスタマサービスポータルは、everRunを含むStratus の全製品に関する技術的な記事を収め

た検索可能なナレッジベースを提供します。状況によっては、オンラインのヘルプでこれらのナレッジ
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ベース記事を直接参照する場合もあります(例: KB-nnnn)。カスタマサービスポータルおよびナレッジ

ベースにアクセスするには、既存のサービスポータル資格情報を使用するか、次の手順に従って新しい

ユーザアカウントを作成してください。

ナレッジベースにアクセスするには

1. Stratus カスタマサービスポータル (https://support.stratus.com)にログオンします。

必要な場合は次の手順で新しいアカウントを作成します。

a. [Register Account (アカウントの登録)]をクリックします。

b. 勤務先の電子メールアドレスと連絡先情報を入力して [Register (登録)]をクリックしま

す。

勤務先電子メールアドレスにはStratus の登録顧客企業のドメイン名(たとえば

「stratus.com」)を含める必要があります。

c. Stratus から受け取った電子メールに記載されているリンクをクリックします。

d. 新しいパスワードを入力してアカウントの構成を完了します。

アカウントの作成に関してヘルプが必要な場合はStratus 認定サービス業者に連絡してください。

2. サービスポータルで左側パネルにある [Knowledge Base (ナレッジベース)]をクリックしま

す。

3. [Keyword Search (キーワード検索)]ボックスに、必要な情報に関連するキーワードを入力して

から、[Search (検索)]をクリックします。

記事番号(KB-nnnn) で記事を検索するには、[Advanced Search (高度な検索)]をクリックしま

す。[Search by ID (ID で検索)]の横に記事のID番号(nnnn) を入力して [表示]をクリックし

ます。

関連トピック

「関連ドキュメント」
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第 12 章: SNMP

簡易ネットワーク管理プロトコル(SNMP) は、アラームの受信、トラップの送信、およびシステムステー

タスのモニタリングに使用される標準プロトコルです。SNMPは、階層型に構成された管理情報ベース

(MIB) に格納されているシステム定義情報を使用します。

everRunシステムがSNMPを使用するように構成するには、「SNMP設定を構成する」を参照してくだ

さい。

snmptableコマンドを実行して、システムに関するアラート、監査ログ、ノード、VM、ボリュームなど

の情報を取得できます。「snmptable でシステムIP情報を取得する」を参照してください。

MIBファイルのコピーは、[Drivers and Tools (ドライバとツール)]セクションからダウンロードでき

ます。これは [Downloads (ダウンロード)]ページ(https://www.stratus.com/services-

support/downloads/?tab=everrun) にあります。

snmptable でシステム IP 情報を取得する

snmptableコマンドを実行して、システムに関するアラート、監査ログ、ノード、VM、ボリュームなど

の情報を取得できます。

アラート情報を表示するには
アラートに関する情報を表示するには、次のコマンドを実行します。

snmptable -v2c -m+/usr/smd/STRATUS-EVERRUN-MIB.txt -c public

localhost everRunAlertTable

コマンドの出力には以下が表示されます。
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フィールド 説明

everRunAlertIndex アラート番号。

everRunAlertSeverity

アラートの重大度(数値については

everRunAlertSeverityNumを参照してくださ

い)。次の値があります。

clear

informational

minor

major

serious

critical

everRunAlertType

アラートのタイプ。例:

l node_singleSystemDisk

l ノード メンテナンス

l ユニットが適切に負荷分散されていません

everRunAlertSource

アラートのソース。例:

l node0または node1

l everRunシステムネットワークの名前

l ネットワークホストの名前

everRunAlertDateTime

アラートの日時。yyyy-mm-dd hh:mm:ss形式で yyyy

が年、mmが月、 ddが日付、hhが時、mmが分、ssが

秒を表します(例: 2017-11-03 23:49:45)。

everRun

trueの場合はcall-homeが送信されました。falseの

場合は送信されていません。
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フィールド 説明

AlertCallHomeSent

everRunAlertEAlertSent
trueの場合はeアラートが送信されました。falseの

場合は送信されていません。

everRun

AlertSNMPTrapSent

trueの場合はSNMPトラップが送信されました。

falseの場合は送信されていません。

everRunAlertInformation

アラートに関する情報。例:

l ノード node1 はメンテナンス中です

l node0 は単一のシステム ディスクをもち、ポリ

シーはこのディスクの冗長性を仮定しています。

そうでない場合は別の内蔵ディスクを追加してく

ださい

l ビジネス ネットワーク net_728 がリンクの劣化

を報告しています

l ユニットが適切に負荷分散されていません

everRunAlertSNMPTrapOID

SNMPトラップオブジェクトID (OID) (例: COMPANY-

MIB::nodeSingleSystemDisk)

everRunAlertSeverityNum

everRunAlertSeverityの数値。次の値がありま

す。

0 解除

1 情報

2 軽度

3 重度

4 深刻
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フィールド 説明

5 重大

監査ログ情報を表示するには
監査ログに関する情報を表示するには、次のコマンドを実行します。

snmptable -v2c -m+/usr/smd/STRATUS-EVERRUN-MIB.txt -c public

localhost everRunAuditTable

コマンドの出力には以下が表示されます。

フィールド 説明

everRunAuditIndex
番号(1、2など)。情報を表示している監査ログを示

します。

everRunAuditDateTime

監査の生成日時。yyyy-mm-dd hh:mm:ss形式で

yyyyが年、mmが月、 ddが日付、hhが時、mm

が分、ssが秒を表します(例: 2017-11-03

23:49:45)。

everRunAuditUsername
監査を生成したユーザの名前(例: auditや

admin)。

everRun

AuditOriginatingHost

監査を実行したホストのIPアドレス。

everRunAuditAction

監査対象となるアクションの説明。例:

l "Login user \"audit"

l "Start virtual machine

\"manager1"

l "Remove all cleared alert"

ノード情報を表示するには
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ノード情報を表示するには、次のコマンドを実行します。

snmptable -v2c -m+/usr/smd/STRATUS-EVERRUN-MIB.txt -c public

localhost everRunNodeTable

コマンドの出力には以下が表示されます。

フィールド 説明

everRunNodeIndex
番号(具体的には 1または 2)。情報を表示しているノー

ドを示します。

everRunNodeId ノードのホストID (例: host:o34)。

everRunNodeDisplayName ノード名。node0または node1。

everRunNodeIsPrimary
trueの場合、ノードはプライマリです。falseの場

合、ノードはセカンダリです。

everRunNodeStateNum

ノードの状態:

0 正常( )

1 警告( )

2 ビジー( )

3 破損( )

4 メンテナンス( )

everRunNodeActivityNum

ノードのアクティビティ:

0 イメージング

1 ブート中

2 実行中

3 停止中

4 リブート中

5 電源オフ

6 失敗

7 ファームウェア更新中
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フィールド 説明

8 損失

9 除外済み

10 アクセス不可

11 プロト(初期化中)

12 退去中

VM 情報を表示するには
VM情報を表示するには、次のコマンドを実行します。

snmptable -v2c -m+/usr/smd/STRATUS-EVERRUN-MIB.txt -c public

localhost everRunVMTable

コマンドの出力には以下が表示されます。

フィールド 説明

everRunVMIndex 番号(1、2など)。情報を表示しているVMを示します。

everRunVMId VMの ID (例: vm:o1467)。

everRunVMDisplayName VM名 (例: MyVM)。

everRunVMRunningNode VMを実行しているノード。node0または node1。

everRunVMAvailability
VMの可用性。HA (高可用性)または FT (フォールトトレ

ラント)。

everRunVMStateNum

VMの状態:

0 正常( )

1 警告( )

2 ビジーまたは同期中( )

3 破損またはブラックリスト( )
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フィールド 説明

everRunVMActivityNum

VMアクティビティ:

0 インストール中

1 ブート中

2 実行中

3 移動中

4 停止中

5 停止

6 エクスポート中

7 スナップショット取得中

8 一時停止

9 読み込み中

10 クラッシュ処理中

11 クラッシュ

12 ダンプ処理中

13 待機中

ボリューム情報を表示するには
ボリューム情報を表示するには、次のコマンドを実行します。

snmptable -v2c -m+/usr/smd/STRATUS-EVERRUN-MIB.txt -c public

localhost everRunVolumeTable

コマンドの出力には以下が表示されます。

フィールド 説明

everRunVolumeIndex
番号(1、2など)。情報を表示しているボリュー

ムを示します。

everRunVolumeId ボリュームのID (例: volume:o588)。
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フィールド 説明

everRunVolumeDisplayName ボリューム名(例: root)。

everRunVolumeSyncPercentage 同期されるボリュームのパーセント率。

everRunVolumeStorageGroup ボリュームが属するストレージグループ。

everRunVolumeUsedBy

ボリュームを使用しているVMまたはホストの名

前(例: MyVM)。noneはボリュームが使用され

ていないことを示します。

everRunVolumeStateNum

ボリュームの状態:

0 正常( )

1 警告( )

2 ビジーまたは同期中( )

3 破損( )
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